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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──むかしむかし、この国には桃もも太た郎ろうがおりました。




「むかしむかし」で始まって「これでおしまい」という言葉で終わる説話。

「伽とぎ」の折、ひとびとの退屈を慰めるために語られた、他愛もない与太話。

　喜怒哀楽の人間模様や社会のあれこれが、万まん華げ鏡きようを覗のぞき見みるように妖しげに揺らめく寓ぐう話わ。

　そんな御お伽とぎ噺ばなしですが、稀まれに現実世界──現うつし世よへ顕あらわれることもあるようで。

　御お伽とぎ噺ばなしから生まれたのか、過去に顕あらわれたから御お伽とぎ噺ばなしになったのかはわからないけど、再び顕あらわれた英雄たちは人知れず、幽かく世りよからの侵略者──奇奇怪怪の夷い狄てきを討滅していたのです。

　この荒唐無稽で新しい噺はなしを、わたしは『百鬼目録フエイクロア』と名付けました。実際に体験したり下々のものから聞いたりしたことを取り留めなく書きつらねた記録です。

　いつか愉快な昔話として語るために。

「めでたしめでたし」で物語を結ぶために。

　まあ、「うつし世はゆめ、夜の夢こそまこと」という言葉もありますけどね。




　──これはゆめかうつつか、ひとへに観音の御利生なり。
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「……姉ちゃ～ん、相変わらずひどい有り様だなあ……ほら、弟という名の王子さまが助けに来てあげたよっ！　怠惰という名の煉れん獄ごくから連れ出してあげるから、ふたりで禁断の秘密を共有しようよっ！」

「うるさい。何しにきた。この近きん親しん相そう姦かん志望の変態イケメンめ……」

　ジャージ姿でねぼけて起き上がった桃もも瀬せみろくが、万年床な布ふ団とんの上で不機嫌そうに呟つぶやいている。

　例によって、桃もも瀬せ小こ太た郎ろうが様子を見に、昼下がりのソープ街──もとい、千せん束ぞく四丁目のアパートへやってきたのだ。

　冒頭の台詞せりふにしても、顕現者の権能──神じん通ずう力りきを合鍵代わりに、堂々と部屋へ不法侵入した弟が、姉の間抜けな寝顔を眺めて呟つぶやいていた。

　犬、猿、雉きじの三馬鹿を連れて来なかったのは、せめてもの救いだが、もはやプライバシーもへったくれもありゃしない。姉弟きようだいでなければ間違いなく貞操の危機だ。

「まったく、耳毛の爺じいちゃんとこの仕事で、少しはマシになったかと思ったのに、やっぱり三角コーナーでレタスが腐ってる」

「ううう……それを言うなぁ。姉ちゃん、いろいろと忙しいんだよぉ……」

　最後に残った日常着が、所有するジャージの中ではもっとも高級なＦＩＬＡで良かった。古着市の掘り出し物だけど。

　経済的危機をなんとか脱したみろくの生活は、以前より正常化しつつあったが、この10日ほどは多忙のため、洗い物を溜ため込こんでいた。

　辛かろうじて昨日、洗濯機は回したが、おかげで部屋干しの下着を変態ハーレムジゴロ……もとい、弟に見られる羽目に……。

「で、勝負下着はどれ？」

「殺すぞボケナス。それ以上漁あさったら、アンタのガールフレンドたちに写メ送って、この部屋を地獄よりも無む惨ざんな修羅場にするからね」

　ガチで殺意の波動に目覚めそうで、罵倒の語彙だけはホイホイ出てくるけど、寝不足気味の脳髄はなかなか目覚めてくれない。

「うわ～、それはちょっと困るかな～。だってぼくは平和主義者だからね！　みんな心の中に花とダブルピースを咲かそうよ～！」

　世界中がアヘ顔ダブルピースになる悪夢の淫獄か。

「それはそれとして、姉ちゃん、今度は何をやってたの？」

　蓋を開けっ放しにしていたノートパソコンのスリープを解除すると、背後から小こ太た郎ろうに覗のぞき込こまれた。

「女子中高生連続とろける制服バブル通り魔事件を調べてる」

「あれって、夷い狄てきの仕業なんだ？　なんかすごく変態っぽいけど」

「わからないから、調べろと命じられたのよ！　変態のアンタにろくでもないビデオを渡した変態師匠にね」

　さっさと追い払われ、姉のひよこエプロンを借りて食器を洗い始めた小こ太た郎ろうは返す言葉もなく、笑ってごまかしている。

　みろくは『両親のいない隙にひとりでアダルトビデオを観みて姉ちゃんの電話を切るたあ、どういう了見だ！』と蒸し返したい気分だったが、ビデオの内容まで蒸し返したくはなかった。

　で、女子中高生連続とろける制服バブル通り魔事件。

　ソープランド竜りゆう宮ぐう城じよう崩壊事件の陰に隠れていたのだが、１ヶ月ほど前から浅あさ草くさ周辺で散発的に発生していた。

　事件のあらましは、だいたい以下の通りである。

　壱──夜道を歩いていると突然、人の気配が消える。

　弐──金縛りで歩けなくなる。何ど処こからともなく子供の声が聞こえてくる。

　参──それは意味不明な謎かけのような質問で、答えに困ったり、適当に答えると、いきなり水鉄砲のようなもので泡を吹きつけられ、気を失ってしまう。

　肆し──意識を取り戻すと、服が溶けて裸にされている、という次第。

　被害者の共通点は、制服姿で夜遊びしている女子中高生。

　とはいえ、傷害沙汰とは言いい難がたく、大きく報道もされていない。警察は表向き、ハイテクノロジーな痴漢か宇宙人の仕業かと考えているようだが、どんな痴漢だ。あと宇宙人て。

　なので、みろくは夷い狄てきの仕業と考えている。顕現者なので。

　念のため、簡単に付け加えると──。

　夷い狄てき──浅あさ草くさ界かい隈わいを中心に現れる幽かく世りよからの侵略者。

　顕現者──御お伽とぎ噺ばなしの英雄（？）たちの転生者にして、攘じよう夷いの異能者。

　──なんだけども、みろくは桃もも太た郎ろうの『記憶』しか受け継いでいない半はん端ぱ者ものなので、戦うのは小こ太た郎ろう……弟の役回りだ。まったくやる気がないけど。

　もっとも、下級の夷い狄てきなら、力ちから太た郎ろう──ルイスの垢あかが練り込まれたフィギュア自警団がさっさとサーチ＆デストロイしているはずだし、宵闇に紛れて奇妙な泡を吹きつけ、服を溶かす迷惑な悪いた戯ずらの意味もさっぱりわからない。

　ちなみに、犯行現場のアスファルトには必ず、子供の落書きのようなカニマークが描かれていたが、見た者は数人しかいない。揮発性の塗料を使ったのか、翌朝には消えていたからだ。

　かくして、水面下で警察から浦うら島しま太た郎ろう──師匠へ捜査協力依頼が行われ、玉突き式に下請けのみろくが調査する羽目になった、という経いき緯さつ。

『戊ぼ辰しん戦せん争そうの因縁を昨日のように語るしつこい師匠が、警察にあっさり協力するのは、ちょっと不思議ですよ？』

『しゃあねェだろ。薩さつ長ちよう政せい府ふの犬っころにども力を貸すのは癪しやくに障さわるが、夷い狄てき絡がらみとなれば、話は別だ』

　あとでルイスに訊きいたところ、千年以上生きている師匠は明治時代から浅あさ草くさ界かい隈わいの怪奇な事件への捜査協力を行っており、浅あさ草くさ警察署では警視庁第五方面第四署の頃から代々、申し送り事項になっているとのこと。

　ものぐさ太た郎ろうの件で警視庁の刑事が師匠を知っていたのも、そういうことか──。

　ま、今回は下請け──みろくへ丸投げですけど。

「ま、今のところ、何も進展はないけど」

「姉ちゃんも大変だなあ。そりゃ耳毛の爺ちゃんを紹介したのはぼくだけど、何を好き好んで、そんな厄介ごとに首を突っ込むのさ？　ぼくは姉ちゃんの平へい坦たんな胸に突っ込みたいのに！」

「平へい坦たんって言うなぁ！　魅惑のエンジェルバストと呼べ！　ていうか、アンタが脳天気の太平楽すぎるから、わたしが調べる羽目になっているんだからねっ。この脛すねっかじりが」

　微ほほ笑えみだけを浮かべ、洗い物を続けている小こ太た郎ろうを横目で見ながら、みろくは不ふ貞て寝ねの二度寝を敢行する。

「……あくまで水面下だから、警察側が協力してくれるわけでもないし、特別ボーナスが出なけりゃ、断ってるわよ」

　なお、特別ボーナスはやっぱりビール券だったが、みろくが図ずう々ずうしくベースアップを要求したところ、松まつ屋や浅あさ草くさの商品券も上乗せされた。

　おかげで一瞬、地下のごちそう横丁で浅あさ草くさ今いま半はんの牛ぎゆう肉にく佃つくだ煮にを買い、温かいご飯で食べる至福の誘惑に駆られたが、結局、浅あさ草くさ地下商店街のチケットショップで換金し、当座のギリギリな生活費となっている。




「──夷い狄てきの事件って、御お伽とぎ噺ばなしというか、もっと不条理でデタラメだよね」

　洗い物を終えた小こ太た郎ろうが、ぽつりと呟つぶやいた。

「そうね。できることなら、真面目に考えていた中高生の頃のわたしに言ってやりたい。蓋を開けたら、派手だけど悪趣味な与太話ばかりだぞ、って」

　ようやく寝起きの気け怠だるさを脱したみろくは、布ふ団とんから這はい出だし、ちゃぶ台に用意されていた煎茶を啜すすりつつ答えた。

　桃もも太た郎ろうの記憶だけ顕現して中二病全開だった過去の痛い自分が容赦なくフラッシュバックしたからだが、同時に困った仮説も浮かび上がってくる。

　小こ太た郎ろうが桃もも太た郎ろうの顕現者という役回りに興味を示さないのは、みろくが記憶を顕現してしまったからだ。

　そう、思っていたのだが──。

「ひょっとして、小こ太た郎ろうはわたしがこんな調子だから、師匠のスカウトを断り続けていたり……するの？」

　うっかり呟つぶやいてしまった。それも、仔こ犬いぬのような上目遣いで。

「……う………………」

　衣え紋もん掛かけに吊つるした祖母の形見を整えていた小こ太た郎ろうは困った表情を浮かべると、熟れた桃のように耳まで真っ赤になり、黙りこくってしまった。

　すっかり逞たくましくなったはずの肩が小刻みに震え出し、視線を避けるように俯うつむいてしまう。

　まるで幼児退行のような思フ考リ停ー止ズ──。

　常に饒じよう舌ぜつ──軽口を叩たたいていないと続く言葉が思いつかないのは、子供の頃と同じで、当時は心配しつつも、かわいいと思っていたのだけど。

　こういう局面でその癖はとても困る。

　心臓が無駄に高鳴り、わたしも真っ赤になってしまうから──。

「…………あ、電話だ」

　でも、スマホの着信音ひとつで、いつもの小こ太た郎ろうへ逆戻り。

　脳天気な会話を隠しもしない、いつもの弟に。

「きっひひ♪　小こ太た郎ろうちゃん？　キサラおねぇさん、急にオフになっちゃったの～。だから、これからデートしよっ♡」
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「えー？　もしかしてショーパブ、手入れ喰くらっちゃった？」

「いやいや、うちの店は一応、健全だから、そんなあぶない橋は渡らないよん☆　ほらほら、この前、椎しい根ね組ぐみの魚っぽい連中が酔って暴れたじゃない？」

　物騒なのか間抜けなのか微妙な話が、聞き耳を立てなくても聴こえてくるのは、幸か不幸か。

　電話の相手は小こ太た郎ろうのガールフレンドのひとりで、桃もも太た郎ろうのお供だった『雉きじ』の顕現者──雉き子じ谷たにキサラだ。

　付け加えると、大回転ポールキックの大立ち回りで店を破壊したのはキサラ姐ねえさんのほうだ。小こ太た郎ろうガールズのリーダー格である彼女は、20歳の小姑こじゆうと──わたしを「お姉さん」と呼ぶけど、ひとりサイバージャパンダンサーズなエロギャルで25歳の貫かん禄ろく十分なポールダンサーのほうが「姐ねえさん」に相応ふさわしいよね。

「うん。でも、営業再開したんだよねっ？　吊つるし上あげられたときに聞いたよ～」

　三馬鹿に吊つるし上あげられたのは、師匠が渡した姉弟きようだいソープ鉢合わせもの──もとい、アダルトビデオを観みていた件のはずだが、当の小こ太た郎ろうはのんきに笑っている。

「いやー、そうなんだけどさ。わりと古いビルだったからね。この際、いろいろ点検するとかなんとかで、今日は臨時休業になっちゃったってわけ！」

「あー、さっきななみちゃんからもデートに誘われたんだけど、どうしたものかなー……」

「ぬおっ！　な、なぬぅ!?」

　キサラの動揺を知ってか知らずか、小こ太た郎ろうは更に思い出す。

「そうそう、昨日、里り菜なちゃんからも『明日、テストが終わったら、花はなやしきへ連れて行ってくださいー』ってメールが届いていたなぁ～。あとで返信するつもりだったんだけど……」

「ぐぬぬ……このアタシを出し抜こうたァ、千年早いわっ……いやいや、ちょっとこっちでまとめて話をつけるからさ！　あとでまた電話するから待っててっ！」

「うん。よろしくねー」

　面倒ごとを面倒見のいい姐あね御ご肌はだへまとめて丸投げした小こ太た郎ろうは、何事もなかったかのようにスマホを胸のポケットへ戻し、煎茶を啜すすっている。

　堂々と姉の眼前でトリプルブッキングなデートの打ち合わせをするあたり、まったくもって無自覚というか、奔放な女性関係である。さすがに説教モードが発動したのは言うまでもない。

「小こ太た郎ろう……相変わらず、姉ちゃんがいない間に、ずいぶんとリア充生活を満喫していらっしゃるようで。言い換えれば、年上の姐あね御ごからＪＫ、さらにはＪＣまでよりどりみどりのみだらなセックス三昧！　おのれはトンデモカルト宗教の性豪教祖か！」

「えーと……安心してください。全員プラトニックですよ？」

　溢あふれんばかりの怒りで怒ど号ごう層そう圏けんへ突入したみろくから事実無根の罵倒を喰くらった小こ太た郎ろうはとりあえず、とにかく明あかるい安やす村むらの口調でごまかそうとした。

　それはもう、朝日のようにさわやかな笑顔で。

「こ、この魔性のイケメンがっ！　黙っていれば本当にイケメンだからって、ヤリたい放題許されるなんて路上のルールはないんだぞっ！」

　三馬鹿はこの笑顔で身も心もすべて許してしまうのだろうが、みろくは姉だ。説教モードが逆ギレモードへ確変し、震える声で大激怒したのは言うまでもない。

「ちょっと何言ってるかわかんない」

「なんで何言ってるかわかんないのよっ！」

　今度の小こ太た郎ろうはサンドウィッチマン富とみ澤ざわさんの口調でごまかそうとする。

　テレビのバラエティ番組のネタを真ま似ねるくらいしか会話を繫つなぐ術すべを知らないのは、いかにも平凡な男子高校生らしいが、つい伊だ達てさんの口調でツッコミを入れてしまって我に返ったみろくは「ヒッ、ヒッ、フー」とラマーズ呼吸法で一息ついて、ついでに眼鏡も眼光鋭くかけ直す。

「……だいたいアンタ、来年は大学受験じゃなかったっけ？」

「そ、そういえば、そんなイベントもあったかも」

　小こ太た郎ろうの笑顔が急に曇ったのは、立ち上がったみろくの長い黒髪がメデューサの蛇のように禍まが々まがしく蠢うごめき、殺気を放っているように見えてしまったからだ。

「……ちょっとそこに正座しなさい。説明次第では、ぶりぶりともっこ責めの刑に処すから」

「ぶ、ぶりぶり？」

「うん、逆さかさ吊づりにしてね。ぶーりぶり、ぶーりぶりのぶーりぶりと唱えながら、棍こん棒ぼうで殴り続けるの♡」

「ぼくはロッキーの牛肉サンドバッグかよ！」

　現役高校生のツッコミとしてはネタが古いような気もするけど、いよいよニコニコしながら狂ったことを言い出す姉に恐怖した小こ太た郎ろうは次の瞬間、逃げるようにアパートを飛び出した。

　こうなるともう手がつけられないことは、ほとんど本能レベルで刻み込まれている。

　中二病をこじらせて桃もも太た郎ろうの記憶を顕現する前から、姉のバイオレンス特急なキレっぷりはまったく変わっていないのだ！

「でも、陽気に優雅にニコニコしながらものすごい逆ギレやらかすところがたまらねえ姉ちゃんの魅力……なのかな？」

　首を捻ひねりつつ少し嬉うれしそうな小こ太た郎ろうだが、もっこ責めの意味は検索しなかった。あえて。





■　■　■






「結局、合同デートになっちゃった……でも、店の名前からして、キサラらしい。フル・モンティ……」

　ぼやいても皮肉を言っても、まったくクールな美貌を崩さない『猿』──猿さる喰はみななみ。

「そのモンティじゃないから！　あと、ショーパブは脱がないから！」

　豪ごう放ほう磊らい落らくに見えて、丁寧にボケを拾う姐あね御ご肌はだの『雉きじ』──雉き子じ谷たにキサラ。

　トリプルブッキングで合同デートになった三馬鹿──もとい、小こ太た郎ろうガールズだが、今日の店を決めたのはエスニック料理好きのキサラだ。

　なので、キサラが先に並んで待っていたのだが、ななみが来るとタイミング良く席へ案内され、まずは二人で注文を始めた。

「……小こ太た郎ろうは、辛いの大丈夫なの？」

「さっき訊きいたら、『辛いの大好き！　キサラさんも大好き！　キサラさんのおっぱいも大好き！』って言ってたよ」

　ななみは尊大で物もの憂うげな独特の口調で心配したが、キサラは容赦なくトムヤムクンやグリーンカレーを選んでいく。

「小こ太た郎ろうがそんなこと言うわけないでしょ。勝手に発言を盛らないように。いや、この店って、見るからにマニア向けというか……超本格派っぽいんですけど？」

「あー、小こ太た郎ろうちゃんはたぶん、家のカレーくらいに考えてるかもねー。前に地下街に残ってるベトナム料理店を教えたんだけどさー」

　地下鉄浅あさ草くさ駅と東とう武ぶ線せん浅あさ草くさ駅を繫つなぐ地下通路──浅あさ草くさ地下商店街は、隣接している浅あさ草くさ松まつ屋や地下のごちそう横丁のにぎわいとは対極のひっそりとした空間だ。

　良く言えば、ダクトや配線が剝むき出だしの低い天井がサイバーパンク風と言えなくもないが、悪く言えば、築60年以上経過し、すっかり時代から取り残されたオンボロ地下街だ。

　しかし、かつてその一角にあったタイ屋台料理『モンティ』は行列のできる店として知られていた。

　パッポン通りの路地裏──東南アジアの蒸し暑い猥わい雑ざつさまで再現した完全現地仕様の容赦ない辛さで、浅あさ草くさのタイ料理通を虜とりこにしていたが、２０１８年３月、突然、本ほん所じよ吾あ妻づま橋ばしへ移転した。移転の理由は「エアコンの故障が直らないから」であった。

「いやー、本当に前の店は蒸し暑かったのよぅ～!!」

「知らないわよ」

　なので、キサラとななみがいるのは、現在の店舗──本ほん所じよ吾あ妻づま橋ばしの『モンティ13』だが、本質的には何も変わっていない。

「……あれあれっ、里り菜なちゃんは来てないの？」

　そして、注文を終えた頃、少し遅れてやってきた小こ太た郎ろうは、微妙な違和感を口にした。

「そういえば、まだ来てないねぇ」

「里り菜なが最後って、珍しくない？」

　キサラは鷹おう揚ように答えたが、ななみは首を捻ひねった。

　小こ太た郎ろうをご主人さまと慕うストーカー女子中学生の『犬』──小こ犬いぬ丸まる里り菜なは、三馬鹿でもっとも時間を守るタイプだ。キサラは自分が幹事役でないとたまに大遅刻するし、気分屋のななみは気分次第で早かったり遅かったり。

　携帯は留守録、メールにも返信はなかったが、学校へ行く日は返信せず、そのまま待ち合わせ場所へやってくるのが定番だ。校則が厳しいので、登校中はスマホや小道具をコインロッカーに隠しているらしい。

　だから、今回もそのパターンだと思っていたキサラは、まるで気にしていなかった。

　ななみも「里り菜なのストーカーでギークな技術力なら、登校中でも見つからない、小さくて精巧な通信手段を作れるんじゃないの？」と思っていたが、学校では猫を被かぶっているのかも知れない。犬だけど。

「キサラさん、念のため、確認取ってくれる？」

「くっくく、わかったよ！」

　さっき姉と話していた話題──シュールな連続猟奇襲通り魔件を思い出した小こ太た郎ろうは、念のため、みろくにもメールを送った。

　妄想癖をこじらせたストーカー少女とはいえ、顕現者である里り菜なが事件に巻き込まれているとは考えにくいが、さっき逃げ出した件のご機嫌伺いも兼ねていた。

「相変わらず、電話は繫つながらないねえ」

「こっちもダメ。メールは送っといたけど……」

「困ったなあ……とりあえず、先に食べようか？」

　三人がそれぞれコンタクトを取る間に、注文したトムヤムクンやゲーン・キィオワン・ガイやソム・タムやパッ・プン・ファイデンやカオマンガイやパッタイが次々とテーブルへ並んでいたが、里り菜なが来る気配はなかった。

　なお、トムヤムクン以外は順に、鶏とり肉にくのグリーンカレー、青パパイヤの辛口サラダ、空くう芯しん菜さい炒いため、海ハイ南ナン鶏飯チキンライスのタイ版、米ビー麵フンの焼きそばである。

「こ、これは……予想の斜め上の辛さだね……っ！」

「お、美お味いしいけど……ど、どれだけ辛いのよぉ！」

　グリーンカレーを一口食べた瞬間、小こ太た郎ろうとななみの顔から血の気が引き、汗が止まらなくなり、コップ片手に悶もだえまくる羽目になった。

　二人がYOSHIKIだったら、激怒してテーブルをひっくり返し、リハーサルも放棄して速攻で帰るレベルの辛さであった。

「ぷっはー！　この辛さがいいんじゃない～♡　ドーパミンもバルトリンも出まくりで、もうビールが進む進む！」

「濡ぬれてるんだ……」

「私と小こ太た郎ろうは清純な未成年だってことを考慮しなさいよ！　酔っぱらいキサラ！」

　全般的に粘膜が刺激に慣れているキサラは平然と食べまくっていたが、味覚がお子ちゃまの里り菜ながいたら、もっと大惨事になっていたであろう。
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「でも、この辛さ……嫌いじゃないよ。癖になるかも。前に教えてくれた『オーセンティック』だっけ？　あのベトナム料理も美お味いしかったけど、キサラさんしゅごい！」

「でしょでしょ！　もっと喰くいねえ！　タイメシ喰くいねえ！」

「キサラの言う通り、美お味いしいことは美お味いしい……けど、合同デートには向いてないような気がする……」

　ななみの言う通り──店内は風変わりな美男美女が全身の体液をダラダラ流して呻うめき悶もだえていても違和感がない原色空間だが、デートスポットとしてはちょっと霊的ステージが高い。

　というか、肉体関係が爛ただれまくっている熟練カップル向けのような気がする。

　令和どころか平成すらも遡り、なんだか昭和のラブホテルっぽいのだ。雰囲気が。

　最年長のキサラすら生まれていない時代だけど、浅あさ草くさには新しいのに古めかしい、こういうスポットがあちこちに点在している。街中がレトロなテーマパークのような。

　かくして、本場テイストなタイ料理は堪たん能のうしたが──結局、デートの雰囲気ではなく、里り菜なも来ないので、早々に解散となった。

「心配だなぁ、里り菜なちゃん……ぼくも連絡取ってみるけど、明日からまた、用事でちょっと浅あさ草くさを離れるんだよねっ」

　念のため、吾あ妻づま橋ばしの西にし詰づめ、桟橋のあたりで連絡事項を確認──別わかれ際ぎわの立ち話。

「そんなこと言って、またひとりでこっそりアダルトビデオを観みているんじゃないの？」

「うー。その話はそろそろ勘弁して欲しいかなあ……」

　疑いの眼めを向けてくるななみに、小こ太た郎ろうは困惑する。

「まったく、アタシに言ってくれれば、リアルでもっと激しく今夜もハードコアなことしてあげちゃうのに、なんでわざわざ２次元で満足しようとするんだか……」

「なんでＭ字開脚しているんですか、キサラさん……」

　ポールダンスとボクササイズで鍛え上げた太ふと腿ももを意味もなく強調するセクシーっぷりは、まさにキサラ・オブ・ジョイトイ。しかし、高校生の小こ太た郎ろうとななみは元ネタのエロテロリストが微妙に思い出せない。

「えーと……台たい湾わんのえっちなお姉さんだっけ？」

　そりゃそうだ。ゼロ年代の全盛期に黒ギャル予備軍な小学生だったキサラと、未就学児童だった二人では、微妙に話が嚙かみ合あわない。

「あと、今夜『も』って、勝手に既成事実を作らないで……って、まさか、本当にソープへ行くつもりなんじゃ……」

「いやいやいや！　未成年はあーゆーとこ禁止だし、姉ちゃんにもさんざん怒られたし……」

「「怒られたんだ……」」

　キサラとななみが口を揃そろえて呟つぶやいた。むしろ、『眼鏡×和服なお姉さんと高級ソープで鉢合わせ！』という気まずさフルスロットルなタイトルと内容を考えるに、怒られるだけで済んだのか……と首を傾かしげた。

「そ、それはそれとして……キサラさんとななみちゃんからも、里り菜なちゃんへ連絡を入れてくれると嬉うれしいなっ☆」

　身も心もすべて許してしまう、朝日のようにさわやかな笑顔は小こ太た郎ろう必殺の切り札だが、キサラとななみが嬉き々きとして「もちろん」と答えたのは言うまでもない。

　付け加えると、そのイケメン笑顔が通用しない姉へ送ったメールの返信も来たのだが、「うわーん！　シンハービール飲みたーい！　畜生っ！　このブルジョワジーイケメン系ド外道が……地獄へ落・ち・ろ～!!　いやむしろ明日のトイレで地獄を見やがれ!!」と書かれており、その後も延々と小こ太た郎ろうへの罵倒が続いていた。

「姉ちゃん……暇なのかな～？　ていうか、うっかりテーブルの写真を添付したのはまずかったね……」





■　■　■






「ファー……なんだい、こんな朝早く」

『いや、もう昼近くなんだけど……』

　ポールダンサーは夜の仕事なので、雉き子じ谷たにキサラが目覚めるのは、だいたい正午近くだが、この日は猿さる喰はみななみの電話で叩たたき起おこされた。

「うー、徹てつ子この部へ屋やまではモーニングなんだよ。そして、上かみ沼ぬま恵え美み子このおしゃべりクッキングまではロスタイム……それがアタシのマイルールだからさ、早朝バズーカは勘弁してよ……」

　実際、高たか田だ純じゆん次じが散歩する10時台に起きるのは久しぶりなのだが、成人女性の破綻した生活サイクルに未成年は呆あきれ声ごえだ。

『キサラのマイルールなんて知らないわよ。ていうか、完全に昼だからそれ』

「きっひひ♪　いつもメールのななみちゃんにしては珍しいにゃあ～？」

　呆あきれるななみをガン無視し、寝ぼけた猫なで声でキサラが訊きく。もっとも、顕現者の異能か生来の頑健さか、二日酔いとはまるで無縁なのだが。

『かけられるのは別にいいけど、かけるのは好きじゃないの』

「ほほーん。なるほど、ぶっかけカーニバルはＯＫ……と。なんだか急にテンション上がってきたあ！」

『……何の話よ』

「ま、おかげでアタシがだいたい幹事役なんだけどさ」

　ななみも里り菜なも本来、協調性には乏しい。というか、我が道しか行かないタイプだ。

　なので、面倒見のいい姐あね御ごが引き回すことで成り立っているのが、小こ太た郎ろうガールズだ。烏う合ごうの衆とも言うが。

『……ちょっとまずいことになったかも』

「ほへ？　どーゆーこと？」

『里り菜な、誘拐されたかも知れない』

「なんか……あったの？」

　キサラの声が低くなる。

　里り菜なが攫さらわれた？

　確かに昨晩、合同デートには来なかったけど。

　雷かみなり門もん前まえで解散し、帰宅した猿さる喰はみななみのスマホに、早朝、１通のメールが届いていた。

　差出人のアドレスは小こ犬いぬ丸まる里り菜なだが、件名は「カニさんチームからのおしらせ」だった。

『イヌをつかまえたよ。

　サルハミナナミ、オマエのトモダチをつかまえたよ。

　サルハミナナミ、これからオマエにフクシューするよ。

　ココロアタリがないなんていわせないよ』

　吞のん気きな件名とは裏腹に、本文は不穏だった。

　里り菜なは危険なストーカー少女だが、悪趣味な冗談を好むタイプではない。むしろド天然で冗談が通じないタイプだ。

　だとしたら、彼女のアドレスを無断拝借した、なりすましスパムメール？

　違う。これは脅迫メールだ。

　路地に描かれたカニマークの写真が添付されていたからだ。

「カニマークって……女子中高生連続とろける制服バブル通り魔事件の!?」

『そのふざけた事件名、誰が付けたの？　……じゃなくて、便乗犯の可能性もあるかな……と思って、現場へ行ってみたけど、影も形もなかった』

　落書きの場所は昨年──２０１８年に解体された浅あさ草くさ観かん音のん温おん泉せんの跡地。花はなやしきの近くだ。

　夜の写真は光量不足でぼやけていたが、蛇の道は蛇──夜遊びに慣れているななみは、簡単に場所の目星をつけていた。

「なんで、ひとりでさっさと行動するかなあ～、ななみちゃんは？」

『つい……とっさに。でも、犯行はすべて夜だから、朝だったら大丈夫かな、って』

　だが、問題のカニマークはなかった。

　既に消えていたのか、写真がフェイクなのか──だいたい、服を溶かすだけの通り魔が、どうして里り菜なだけは誘拐したのか？

「うぬぬぬ、まったく、どうしたもんかねぇ……」

　キサラは困惑していた。

　ななみとは小こ太た郎ろう経由で知り合って１年くらいだが、衝動的なのか、計算しているのか──未いまだに性格を摑つかみかねている。

　まあ、その両方なのだろうけど、昨日も話題にしていた猟奇事件に里り菜なが巻き込まれるとは思わなかった。

　確かにストーカーの下調べも兼ねた街歩きが趣味で、夜でもウロウロしていたけど。

「とゆーか、この件、小こ太た郎ろうちゃんには伝えた？」

『……できれば、小こ太た郎ろうは巻き込みたくないの。私の過去が原因だとしたら』

「それは……わからなくもないけどさ」

　脅迫メールは「お前の罪を数えろ」と言わんばかりに嘲っていたが、素行不良だったななみが過去に何をやらかしてきたかは小こ太た郎ろうも知っているし、それが原因で嫌いになるようなヘタレ野郎でもない。キサラはそう確信している。

　だが、すべてを知っているわけでもない。人生いろいろ──特に女の人生はいろいろと咲き乱れるのだが、知られたくないのが女心というものだ。

『だから、小こ太た郎ろうが戻ってきて、私がいなかったら、そのときは伝えて』

「お、おい！　無茶すんじゃないよっ！　アタシも協力すっから──」

　言い終わる前にななみは電話を切ってしまった。

　キサラは折り返し、何度も電話をかけたが、「電波の届かない場所か、電源を切って……」というアナウンスが流れるだけだった。





■　■　■






　キサラは困り果てていた。

　里り菜なは誘拐されるわ、ななみは単独行動に走るわ、小こ太た郎ろうも予告通りの不在だわ──ひとりで考えても、早々に行き詰まってしまった。

「アタシらに迷惑をかけられない、という責任感はわかるけどさぁ……だったらそもそも電話をかけてくるなよなー……」

　洗顔、化粧水、クリーム、パウダーファンデ、アイシャドウ、マスカラ、チーク──寝起きのルーティンでぼやいてもみたが、別にななみを責めるつもりはない。

　むしろ、姿を消した彼女を心配していた。

「……というわけなのよぉ。お姉さん」

「ははは……確かに、その状況だと、相談できるのはわたしだけですよね……」

　困り果てた末にキサラが選んだのは、みろくのアパートを訪れ、相談する選択肢だった。

　みろくにしても、調査中の連続通り魔事件が小こ犬いぬ丸まる里り菜な誘拐事件へ発展した上に、猿さる喰はみななみが原因かも知れない──となれば、断る理由はない。

　正確に言えば、顕現者──小こ太た郎ろうの関係者が事件に絡からんでいるから、断るに断れないのだが。

「とりあえず……師匠に報告してもいいかな？」

「この前のお爺じいちゃん？　表沙汰にならなければ、アタシは問題ないよ～。ただ、里り菜なの家は知らないけど、ななみは家バレするといろいろ面倒っぽいからさ」

　念のため、相談する──はずが、「電波の届かない場所か、電源を切って……」のアナウンスが流れるだけだった。

　困ったみろくは、事務所の秘書さんと、彼女の年下夫である『デイリーコルチャックジャパン』のエンジニアにも連絡を取ったが、二人とも「明日から、ちょいと空けるぞ」と言われただけで、今朝から何ど処こへ行っているのかは知らなかった。

『数日で帰ってくるとは思いますが……すいません』

　少し困ったような口調が色っぽい三み十そ路じ美人妻──もとい、秘書さんの言葉に噓うそはない。

　時々、フラリと姿を消すのは、師匠の基本仕様だ。ボケ老人の徘はい徊かいと紙一重の。




「……というわけで、仕方なくデブ貴族の協力を仰ぐことにしたのですよ」

「貴様はいい加減に言葉を慎め。あと、先にその客人を紹介しろ」

　師匠と連絡が取れないので、隣室のルイスに相談することにしたのだが、扉を開けたルイスは平然とジャージ姿でやってきたみろくに嫌けん悪おの表情を浮かべている。いつものことだが。

「……き、雉き子じ谷たにキサラ……ですぅっ!!」

　みろくは慣れてしまったが、巨大なつば九く郎ろうの着ぐるみパジャマに包まれた異形のニートデブは、さすがのキサラ姐ねえさんですら驚きを隠せなかった。

　くちばしから露出している顔は濃い目の美形だけども、それがまた不気味さを増している。

「このような奇矯な服装で申し訳ない。私はルイス・来くる栖す・クリストファー、身分は精神的貴族に位置する高等遊民だ。桃もも瀬せみろく嬢の友人ということは、貴女あなたも顕現者なのだね？」

「は、はい。『雉きじ』の顕現者で……」

　ルイスの発言には、「顕現者でもなければ、ぼっち属性こじらせ女子の貴様に相談する理由がない」という偏見に満ち満ちた含みがあったが、第三者のいる前で怒るわけにはいかず、本当にその通りなので黙っていた。

「ふむ……事情はだいたい察しました。それでは、５分後にまた来てくれますか……では」

　普段以上に丁寧で芝居がかった口調のルイスは、そう言って扉を閉めようとする。

「何をもったいぶってるんですか！」

「頼むから、せめて着替えさせろ！」

「人並みにその畜ペンパジャマを恥ずかしいと思っているんだったら、わたしの前でも普通の格好してくださいよ！」

　閉じていく扉に木製の健康サンダルを突っ込んで妨害するみろくに、ルイスは懇願と怒号が混こん淆こうした罵声をぶつけた。




「うわあ……」

　５分後──無数の美少女フィギュアと液晶モニターに囲まれた、家賃３万３０００円の六畳間へ案内されたキサラは、かなり引き気味であった。

「あいにく紅茶を切らしていてね。ミネラルウォーターでいいかな？」

　そんな反応にも慣れているのか、いつものトリコロールカラーの高級そうなジャージに着替えた巨漢はアーロンチェアに悠然と座り、オレッツァの５００[image: みりりっとる]瓶を差し出す。腹の肉をたぷたぷ揺らしながら。

「こ、これ、かなり高い水……だよね……」

「ああ、ナポレオンも愛飲していたようですね」

　キサラの問いに答えたルイスは、あっという間に１本、ラッパ飲みで空けてしまう。コルシカ島で採水されたプレミアムなスパークリングウォーターなのだが、残念ながら、みろくはペリエとの違いがわからない。世の中、そういうものである。

　ジャージもオーダーメイドで、やっぱりみろくのＦＩＬＡよりも高級品らしいが、溢あふれんばかりの脂肪のせいでお洒しや落れもへったくれもない。「ひとは見た目が９割」とは言ったものだ。

「……で、訊ききたいのは、カニさんチームという犯罪集団の件かな？」

「師匠、アンタにも話を振っていたんですか!?」
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　みろくが口を挟む。

「依頼されてはいない。個人的趣味で調べていただけだ。神出鬼没でポンプガンを持った六人の小人……という犯人像も興味深かったのでね」

　女子中高生を襲ってはヘンなクイズを出し、溶解泡ドロドロで辱はずかしめている通り魔──その具体的な犯人像を、ルイスは意識を回復した被害者の担当医師から入手していた。

　みろくが摑つかめなかった情報もあっさり入手しているルイスの情報網に改めて驚いたが、同時に「愚か者め。この程度の情報も集められないのか？」というルイスの心の声が聞こえてくる。初対面のキサラがいるので、紳士的に猫を被かぶっているが。

「ふっ、たいしたことではない。みろく嬢が足を棒にして集めた、取るに足らない情報のほうが、限りなく徒労に近い努力も含めて、凡庸な一般大衆には評価されるはずですからな……」

　空々しい褒め殺しが、またムカつく。

　被害者が「夜、制服姿で街を歩いていた女子中高生」というだけで、特に因果関係もないことは、みろくの裏取りとルイスの情報網、どちらも一致していた。

「小人ということは、半魚人とは違うんですよね？」

「小人というよりは、子供だな。たぶん」

　壁掛けの大型液晶モニターに予想図──イメージイラストが表示された。

「小学校低学年くらいの背丈で、仮面を着けていたと聞いたな」

「なんだか、イヤなス●ラトゥーンですね……」

　大型の水鉄砲──ポンプガンを持った、半ズボンの子供が『アイズ・ワイド・シャット』の仮面舞踏会のように禍まが々まがしいアイマスクを着けている。

　ルイスが自分で描いたらしいが──。

「見かけによらず、器用なデブですね」

「絵画も貴族の嗜たしなみだ。ありきたりな偏見で才能を見誤る無能な凡俗とは違うのだよ」

　みろくは最初、先月のソープランド竜りゆう宮ぐう城じよう事件の半魚人ヤクザの仕業かとも思ったが、半魚人はどれも屈強な大男だったし、師匠の秘術──たぶん神通力で全滅している。

「キサラさん、ななみ……ちゃんは『私の過去が原因』と言ってたんですよね？」

　通り魔改め誘拐犯が、猿さる喰はみななみに直接、挑戦状を送りつけてきたことに引っかかったみろくは「怨えん恨こんの線はないのかな？」と訊きいた。

「……それは、数えきれないんだよねぇ。もっとも、小こ太た郎ろうちゃんと出会う前の話だけどね」

　キサラは、過去のななみが複数の中年男性を手玉に取っていた『魔性の女子高生』で、それにまつわるトラブルが小こ太た郎ろうと出会うきっかけだったと話した。

「あの娘こ、おっさんには異様にモテるんだよねぇ……本人は『別におじさん好きというわけじゃないの。加齢臭は嫌いじゃないけど』とか言ってるけどさぁ～」

　わからなくもない。ななみは生来のクールな美貌に加え、女子高生という、おっさん必殺のブランドを纏まとっている。

　両方が合致することで、おっさんは勝手にミステリアスな内面を妄想し、ロマンを抱くのだ。あと、加齢臭は好きなのか──。

「なるほど、喋しやべるとすぐにコミュ障のボロを出すみろく嬢と違い、口数は少なく、たまに喋しやべればドＳ口調のお嬢様か──同世代には敬遠されるだろうが、この女をデレさせたい、甘えさせたいと攻略スピリッツ全開なゼロ年代ギャルゲー感覚の援交中年や、罵られることで法悦に浸り、『猿さる喰はみななみは、私の母になってくれるかもしれなかった女性だ！』とか逆ギレするマゾ中年はホイホイ寄ってくるだろうな」

「……速攻で理解して、適当に類パタ型ーン化するの、止やめてくれますか？」

　推理の腰を折られたみろくは、肩を落としてぼやいた。

　頭の回転が早いルイスは、話の吞のみ込こみも早くて有あり難がたいが、この場合はありがた迷惑だ。キサラも苦笑いしている。

「で、天然おっさんキラーのななみが付き合ってた、後者のマゾ中年の一人がハマり過ぎてストーカー化しちゃってさ～。路上でトラブってたとこを、通りがかりの小こ太た郎ろうちゃんが退治したんだよねっ！」

　退治したと言っても、バイオレンスでフルボッコにしたわけではない。

　妄執を喰くわれ、下か級きゆう夷い狄てきに取とり憑つかれていたおっさんは、小こ太た郎ろうのひと睨にらみで我に返り、全裸土下座で平謝りしたのである。土下座の多い小説だな。

「くっくく、あのときの小こ太た郎ろうちゃんは本当に格好良かったぁ……もう何度思い出しても濡ぬれるわぁ……♪」

　現場に居合わせていたキサラは思い出しバルトリン……もとい、うっとりしていた。

　第三者でこれなら、当事者のななみが運命の王子様と思い込むのも無理はない。

「ふむ。猿さる喰はみななみ嬢が男を狂わせる魔性の女子高生──言うなれば、妄念増幅器ブースターの異能を有しているなら、誘拐犯はその周縁かも知れんな」

　愉快犯だと思っていた連続通り魔だが、ななみへの復ふく讐しゆうのために誘拐したのなら、犯人はななみと因縁のある男か、その周縁と考えるのが妥当だろう。

　加えて、本当に顕現者の里り菜なを誘拐しているのなら、夷い狄てきも絡からんだ事件の可能性が高い。普通の人間が犯人なら、半日もあれば逃げられる。

「しかし……囚とらわれの娘、小こ犬いぬ丸まると言ったな？　その娘の実家はなかなか厄介だぞ。秘密裏に解決したほうが良かろう」

「そういえば、家族は捜索願とか出してないのかな？」

「今日明日では出さないだろう」

「どうして、断言できるのよ？」

　間髪入れずに疑問を否定され、みろくは頰を膨らます。

「彼女の家族には、世間体があるからな」

　ルイスが種明かしをする。

「彼女の父親は警察官僚──女子中高生連続とろける制服バブル通り魔事件の捜査を爺じいサンに依頼した当事者だ」

「くっはぁ！　堅物だとは聞いていたけど、お父さんが警察関係者なら、里り菜なが極小の盗聴器を作ったり、デジタル警察無線を傍受していても、不思議じゃないよねぇ……」

　キサラは驚いたが、納得したように頷うなずいた。

「それはそれで問題があるような気もするんですけど……」

「うむ。珍しく同意見だが……もっとも、父親のほうは合理主義者で、怪異には半信半疑、娘の顕現も知らないようだ」

　昭和の東京オリンピックが開催された頃までは、警視庁にも異能犯罪専門の特ゼ務ロ課があったようだが、現代の警察に夷い狄てきや顕現者を正しく理解する者はいない。依頼自体、申し送りの裏マニュアルを守っているだけで、結果は期待されていない。

「ならば、知らないままのほうが良かろう」

「そうだよねぇ。誘拐が夷い狄てきの仕業でさ、娘も顕現者と知られたらさ……いろいろとまずいことになりそうだよ？」

　ルイスの意見にキサラも同意する。

　それもそうだが、誘拐事件が表沙汰になれば、里り菜なが小こ太た郎ろうへやらかしていたストーカー行為まで表沙汰になるかも知れない。

　そうなると、父親の警察官僚の立場まで危うくなるだろう。

「うむ。貴女あなたはみろく嬢より聡そう明めいなようだ。それに、その素晴らしい脚……思わずフィギュアで再現したくなる」

「なんでわざわざ複製品マガイモノで愉たのしみたいのかなー……小こ太た郎ろうちゃんといい……」

　褒められたキサラはまんざらでもなかったが、肉体を妄想で二次利用されることに関しては、かすかな苦笑いと呟つぶやきが漏れた。

　次の議題──誘拐された里り菜なを救出する手段に関しては、最初から選択肢が絞られている。

「カニさんチームの犯行現場が旧浅あさ草くさ観かん音のん温おん泉せん周辺の路地に集中しているんだったら、夜になれば、また現れますよね？」

「貴様は何も知らずに罠わなへ飛び込む気か。むしろ、相手に罠わなを仕掛けてやるくらいの余裕と知恵はないのか？」

　みろくの意見は速攻でルイスに否定された。

「だから、相談しているんじゃないですか……それに、わたしが飛び込まなくてもななみちゃんは飛び込みますよ？」

　写真を送りつけたのは、ななみを誘い込む罠わなだ。

　だが、夷い狄てきの仕業となれば、単純な仕掛けではない。

「ななみもそう思っているから、独自に動いているんだろうけど……」

　キサラも考えていた。

　罠わなへ飛び込むにしても、できるだけの対策は講じておく必要がある。

　ルイスは囮おとり捜そう査さで犯人たちをおびき寄せることを提案したが、みろくは反論した。

「でも、通り魔事件の目的が、ななみちゃんや彼女と繫つながる人物を探し出すことだったら、囮おとり捜そう査さは意味がないと思うんですよ」

　最初の仕事──一いつ寸すん法ぼう師しの事件で囮おとりにされたトラウマを思い出したこともあるが、罠わなを仕掛けたところで、師匠はいないし、ルイスのフィギュア自警団だけでは心こころ許もとない。

「ひとまず、今晩までに手がかりを集めて、あとは出たとこ勝負？」

　みろくは頭を抱えたが、今度はルイスも同意した。

　とりあえず、ルイスの協力は取り付けた。顕現者の異能から考えれば、犯人捜査は里り菜ながもっとも向いているのだが、この状況では、みろくとキサラが奮闘するしかない。

「キサラさん、ななみちゃんの単独行動は大丈夫なんですか？」

　念のため、キサラに訊きくと、ななみはストーカー対策で護身術──棒術を会え得とくしており、伸縮自在でスタンガン内蔵の特殊警棒を隠し持っているから、キサラほどではないが、下か級きゆう夷い狄てきとは戦えるらしい。

「……まるで、孫そん悟ご空くうの如によ意い棒ぼうですね」

「くっくく……たいしたもんじゃないよ。小こ太た郎ろうちゃんの如によ意い棒ぼうに比べれば」

「み、見たんですかっ!?　ひょっとして伸ばしたり縮めたりＭ字開脚で堪たん能のうしちゃったんですかっ……!?」

　最近の如によ意い棒ぼうは見ていないが、小学生の頃、一緒に風ふ呂ろへ入っていた頃のリトル如によ意い棒ぼうを思い出したみろくは錯乱した。

「他人の部屋で騒ぐな……ましてや、くだらない猥わい談だんで」

「猥わい談だんとはなんですか！　これは弟の人生設計を左右する大いなる問題ですよ！」

　不機嫌なルイスに食ってかかったみろくの瞳孔はぐるぐると渦を巻いていた。

「もしかして、お姉さんって、小こ太た郎ろうちゃん絡がらみの話題になると、途端に冗談が通じなくなるタイプだったり……？」

　キサラは背後からみろくを羽交い締めにして、溜ため息いきをついた。

「できればそのままチョークスリーパーで落としてくれないか？　あと、これは仮説だが、桃もも瀬せ小こ太た郎ろうと出会って更生する前、猿さる喰はみななみ嬢が付き合っていた男たちを当たれば、夷い狄てきへの手がかりが見つかるのではないかな？」

　今度はルイスが呟つぶやいた。まだぐるぐるのみろくを完全無視しつつ。

「その男が夷い狄てきに魅入られるタイプなら、本人が知らないところ……血縁者などに夷い狄てきを呼び込んでいる可能性もある」

「えーと……此こ処こまでの話で該当するのは、ななみちゃんが小こ太た郎ろうと出会ったときのストーカー土下座中年ですけど……」

　ようやく正気に戻ったみろくが会話に復帰した。

「そいつはひと睨にらみで退散しているから、たいしたことないよねえ」

　キサラ的には、よっぽど小物だったらしい。

「あ、もしかしたら……あのおっさんも、過去にななみと付き合っていたかも……ほら、うちの店の常連のロクデナシ上司……」

　過去に夷い狄てきに関係した人間として、キサラは竜りゆう宮ぐう城じよう事件の被害者を思い出した。

『いや、ウチの常連さんが愚痴っててさ。女子高生と不倫していたのがバレて離婚危機中な蟹かに江え部長というロクデナシの上司が今度はがっつり裏風俗にハマっちゃって困ってる話だったんだけど。そのお店が竜りゆう宮ぐう城じようという名前でさ。そこまではよくある話なんだけどね』

　そういえば、そんな話をしていた。

　女子高生の名前はあえて訊きかなかったが、部下に『ドＳ口調のお嬢様で、俺の攻略スピリッツが燃えるんだよ！』と惚のろ気けていたので、薄々、ななみではないかと思っていたのだ。

「ちょっと待て。その蟹かに江えとやら、出版社勤務ではないか？」

　キサラとみろくは常連な部下の伝つ手てで、蟹かに江え部長に話を訊きくことを考えたが、ルイスが口を挟んでくる。

「あ、そうだよ。もしかして、おっさんを知ってるの？」

「うむ……まさかとは思ったのだが。いや、その乱デタ倫ラメ行ざん状まいで蟹かに江えという中年男が複数いても困るというか……」

　ルイスはうんざりしたような表情を浮かべ、スマートフォンの名刺管理アプリ画面を見せた。

「うわ、すごい肩書きですよ、これ」

「あ、確かに同じ会社の同じ部署だ」

　蟹かに江え部長は有名な大手出版社に勤めており、ルイスの担当編集者であった。

　というか、デイトレーダーのルイスは金融投資ライターとして、ペンネームで国際経済系の新書を何冊も書いていることも判明した。

「うわー。CAMPFIRE で意識高い系オンラインサロンとかやってそう……」

「失礼な。あんな有象無象の改革バカな新自由主義者ネオリベどもと一緒にするな」

「でも、ニートデブのくせに結構、真面目に働いているんですね。もっと穀ごく潰つぶしのろくでなしかと思ってましたよ。何気に面倒見も良いいですし」

「ふん。この浅あさ草くさで夷い狄てきにまつわる事件でなければ、貴様の手伝いなどお断りだ」

　悪態をつきつつルイスがメールを送ると、速攻で蟹かに江えからの返信が届いた。

『ルイスちゃん、ナイスだねえ！　いま、ちょうどプライベートで浅あさ草くさにいるんだけどさあ、美人のアポならいつでも大歓迎だぜ☆　アーバンなホテルでちょっと遅めのゴージャスなランチをご馳ち走そうしちゃうぞ！』

　液晶モニターに表示された文面に、みろくとキサラは啞あ然ぜんとした。

「なんか、めっさ軽いノリのおっさんですね……」

「まさか、年とし甲が斐いもなく革ジャンとか着てないよねぇ？」

　キサラの問いに、ルイスは何も答えなかった。苦々しく顔をしかめるだけで。

「まったく……セクシーな美人ポールダンサーと、見てくれだけは美人と言えなくもない残念な和服女子大生が、蟹かに江えサンに話を訊ききたいと言っているんだが、と伝えたらこれだ。だいたい、プライベートも何も、浅あさ草くさ出身の地元民ではないか……」

　ルイスは呆あきれたが、おまけ扱いされたみろくも不機嫌になった。

「見てくれだけとはどういうことよ？」

「極限まで好意的に表現したのだが、何が不満なのだ？」





■　■　■






「あの……タダでホテルバイキングにありつけるのは嬉うれしいんですけど、まさか部屋とか取ってないですよね？」

「どっかの『出会って○秒で合体』シリーズじゃあるまいし……さすがにそれはないと思うよ、お姉さん……」

　二人だけのエレベーターは、つい不安になる。キサラは否定したが、いまひとつ自信のない口調だった。

　蟹かに江え部長が選んだのは、浅あさ草くさビューホテル26階のレストラン『スカイグリルブッフェ武蔵むさし』のランチバイキングで、浅あさ草くさの風景を見下ろしつつ、話を聞くことになった。

「おお！　ルイスちゃんの言う通り、どっちもたまんねえ美人だぜ！」

　26階の扉が開くと、いきなり蟹かに江え部長と対面したが、よりにもよって、本当に黒い革ジャンを着ていた。

　というか、ド派手なテンガロンハットに革ジャンという、編集者らしからぬビジュアルショック系であった。

　なお、テンガロンハットは赤、青、緑、黄、桃の戦隊カラーを気分で被かぶり分わけているとのこと──心底どうでもいい情報なので省略するけど。

「はじめまして。桃もも瀬せみろくですっ。女子大生ルポライターやってますぅ♡」

　一応、名刺交換。噓うそは言ってない。

「こちらはポールダンサーの雉き子じ谷たにキサラさんで……」

「けっひひ♪　アタシも営業用の名刺、持ってるよん」

「おお。今度遊びに行っちゃうぜ～☆」

　ソープランド竜りゆう宮ぐう城じよう事件で腎じん虚きよ──ミイラのように精気を吸い取られていたと聞いていたのだが、小太りな外見は完全に元へ戻っている。いや、別に元は知らないけど、編あ女めさんの呪い……老化などの怪奇現象は解除されていた。

　もっとも、竜りゆう宮ぐう城じようの記憶も同時に忘れてしまったようで、たまに断片を思い出して勃起する程度らしい。心底、無駄な情報だけど、夷い狄てきの妖術はつくづく謎だらけだ。

「うむ。退院してから、10日連続でニンニクマシマシアブラアブアブラと魔法の呪文を唱えたら、元に戻っていた」

「うぷ……うへぇええ……」

　ごく普通の中華そばをこよなく愛しているみろくには耐たえ難がたい邪悪な呪文であった。というか、想像したら吐き気がしてきた。よく生活習慣病で死なないなこいつ。

　不祥事の宝庫みたいな蟹かに江えがクビどころか降格にすらなっていないことも疑問だが、ルイスいわく、老舗しにせで大手な出版社は労組が異様に強いので、仮に数千万横領してもクビにはできず、せいぜい子会社へ飛ばすくらいのことしかできないのだとか。

　なので、蟹かに江えも平然と仕事に復帰していた。

　もっとも、私生活は無茶苦茶だが、仕事に関しては島しま耕こう作さく級きゆうの豪運の持ち主で、どの部署でもエース編集者だったらしい。口癖は「俺は出版の女神に愛されている!!」とのこと。

　しかも、猟奇殺人鬼のような濃い強こわ面もてのくせに、めっさモテるらしい。

　少年マンガ誌の部署にいた頃、担当していた女性漫画家（熟女）の原稿を取りに行ったら、玄関でいきなり謎の全裸ポージングを決めて「このカラダでもう死ンでもいいと思わせてあげるから♡」と誘惑してきたとか。悪夢か。叶かのう精せい作さくか。

「ふふっ☆　熟女にモテるのも悪くないが、やっぱりＪＫのピチピチした肌だろう？」

「賛同を求められても困りますが。猿さる喰はみななみさんの件で懲りてないんですか？」

　ブラフを仕掛けたはずなのだが、蟹かに江えは動揺するどころか、遠い目をして滔とう々とうと語り始めた。

「ななみくんか……私には珍しく、アヴァンチュールですらない清い交際であったよ。だからこそ、実に性欲を持て余してしまったのだが」

　紳士風の言い回しだが、内容はゲスの極みおっさんであった。

　そして、台詞せりふとは裏腹に本気で悔しがっているところを見ると、結局、ななみは身体からだを許さなかったらしい。

「くっくく♪　ななみはあれで、身持ちは堅いんだよ。育ちが良くて、潔癖というか……」

「うむ。援交もしない、真面目な娘さんだった。なんとか口説き落として一発キメたかったが……本当にいい夢を見させてもらったよ……」

　会話の端々で二人が言いい淀よどむ理由は、此こ処こへ来る途中、キサラとの会話で知っていた。

　ななみの家庭は崩壊しているらしい。

　彼女の実家は上うえ野の桜さくら木ぎの高級住宅街で、旧家のお嬢様なのだが、入り婿で仏教学者だった父親が中学生の頃に失踪し、今も行方不明とのこと──。

『あの娘こが天然おっさんキラーなのも、ファザコンの変型だったりするんだろうねえ』

　だとすると、最終的に同い年の小こ太た郎ろうへ落ち着くのがよくわからないのだが、キサラに言わせると、「けっひひ♪　年下だけど、あれだけ包容力のある男は珍しいよん♡」なのだそうな。

　そういうものなのか。

「ななみくんの名誉のためにも言っておくが──私の離婚は彼女とはまったく関係ないのだよ。確かに、私の不徳の致すところではあるのだが」

　蟹かに江えの離婚──厳密に言えば、離婚調停中の身となっている原因は、猿さる喰はみななみとの浮うわ気きではなかった。むしろ、別れてから仕事が忙しくなったことにある。

「いや、風俗通いの回数も減って、持て余した性欲で久々に妻と合体したのだが、うっかり『やばい、太平洋だ！』と呟つぶやいた上に〈秘技卍まんじハーケンクロス〉をやらかして、そのまま家から叩たたき出だされてしまったのだよ……」

　いったいどういう技なのか。うら若き乙女が知る由よしもないので、さっそくスマホで検索したけど──そりゃ怒るわ。

「確かに、太平洋は広大ですけど……」

「一度に六人も産めばそりゃそうなのだが、ついとっさにやってしまったのだ」

　六つ子なのか。それにしても──。

「ひでえおっさんだ。一発、蹴りをブチ込んでもいいかな？」

「それは勘弁してくれないか。確かに君は谷たに崎ざき潤じゆん一いち郎ろうですら泣いてすがりつくであろう素晴らしい美脚だが、残念ながら陰いん囊のうを蹴られてエレクチオンする特殊性癖ではないのだ」

「ひぇええん！　そ、そこまで言ってないってばっ！　もう、なんとかしてよぉ～、この性欲魔人なおっさん……」

　泣きつかれても困る。キサラの姐あね御ごも突発的変態には弱いらしい。

　とはいえ、蟹かに江えは別に悪人ではなく、予想外に紳士ではあった。

　倫理観がおかしくて性欲が強すぎるだけで。

　食事中も隙あらば口説こうとするし、スリーサイズは服の上から見ただけで言い当てる。

　露出の多いキサラはさておき、補正パットが当たり前な和服のみろくまで完璧に当てたのは、異常な眼力としか言いようがない。

「はははっ☆　素敵な女性を口説かないのは、それこそ礼儀に反するだろう？」

　イタリア人か貴様は。しかも、ななみもキサラもみろくもそれぞれ正反対のキャラ属性なので、巨人の坂さか本もと勇人はやと並みに守備範囲が広い。

　実際、会社では「夜の盗塁王」と呼ばれているとかなんとか──心底どうでもいい情報なので省略するけど。

「あ、そうだ。お子さんは六人なんですよね？」

「うむ。六つ子の小学生だ。テレビの大家族番組からも打診があったが、うちは別に貧乏ではないのでね」

　確かに、蟹かに江えの出版社は部長クラスなら年収は２０００万近いはずだ。出版不況なのに。

　あと、ああいう番組は貧乏でないと面白くもなんともない。クズ具合はビッグなダディと五分五分だと思うけど。

「最近、お子さんとはお会いしました？」

「いや、離婚調停中は会うことも禁じられているのだよ。うううう……」

　常に性欲フルスイングの一発狙いなクズでも子供は可か愛わいいようで、人目をはばからずに泣き出してしまった。

「父親がいないことで、グレて非行に走らなければいいのだが……」

　父親の失踪で非行に走った女子高生と一発キメようとしていたのは何ど処この誰か。

「アンタのような父親なら、いないほうが案外、まともに育つんじゃないか？」

「……否定はしないが、妻が最近、妙な宗教にハマって神かみ憑がかりになっているという噂うわさを聞いたのでね。それでなくても情緒不安定な性た質ちなので、心配ではあるのだよ……オヨヨ……」

　呆あきれたキサラが更に追い込むと、蟹かに江えは珍しく落ち込んだが、みろくは看過できない要素だと考えていた。

　母親にしても、自分の太平洋──もとい、性的不一致が離婚の原因だと子供に言えるはずがない。となれば、夫の不倫相手[image: はてなかっこ]だった猿さる喰はみななみへ責せき任にん転てん嫁かした可能性は高い。

　宗教と情緒不安定の組み合わせは人格障害の典型例だが、それが生来の性質なら、自分に非があることは絶対に認めない。幸い、みろくの母親は毒にも薬にもならない平凡な人格だったけど。祖母への殺意以外は。

「花はなやしきか……昔はよく、子供たちを連れて、遊びに行ったものだよ……」

　キサラのツッコミに凹へこんだ蟹かに江えは、ぼんやりと花はなやしき方面を眺めたが──。

　会食が終わる頃にはすっかり立ち直っていた。

「今日はこれから予約を入れてるんでね。あばよ、俺の可か愛わいいハニーたち……」

　気き障ざな口調で言い残すと、みろくのアパートの方角──吉よし原わらソープ街がいへ消えていった。

　無駄に哀愁が漂う背中で。

「浅あさ草くさにいたのは、そういうことですか……」

「まったく懲りてねえな、あのおっさん……」





■　■　■






「お姉さん、申し訳ないっ！　今日はこれから仕事でさー」

「何かわかったらメール送りますよ」

　ショーパブの仕事が入っているキサラと別れたみろくは、喫茶店でノートパソコンを広げ、調査報告を取りまとめている。

　新しん仲なか見み世せ通どおりのハトヤは、背の低い八角形の看板と２匹の鳩はとをイメージしたレトロなマークで知られる、浅あさ草くさで一番古い喫茶店だ。

「ミルクコーヒーくらいなら、取材経費で落とせるよね……」

　昼でも薄暗いボロアパートへ戻って作業する意欲はなかった。そして、スマホのテザリングでルイスに調査報告を送ると、折り返しボイスチャットの通知が来た。

『なるほど。蟹かに江えサンの子供たちに夷い狄てきが憑ひよう依いしている可能性か……』

　調査報告には、蟹かに江え家の現況を調べるように記している。あと、人間の子供に夷い狄てきが憑ひよう依いする可能性があるかどうかも。

「杞き憂ゆうなら、それに越したことはないんですけど……」

『蟹かに江えサンはあの通り、刑務所の塀の上と知らずに平然と散歩している特殊な人間だからな』

　確かに、あのおっさんは夷い狄てきを引き寄せる欲望と妄念の塊だが、邪念はないので取とり憑つかれることはない。しかし、本人が知らずに招き込んで、その周縁に憑ひよう依いする可能性は高い──。

『ところで、爺じいサンは何ど処こへ行ったのだ？』

　ルイスはみろくの依頼を了解したが、返す刀で訊きいてくる。

『昨日から連絡が取れないのだ。秘書の女史に訊きいてもまったく知らないようでな』

「あれ？　さっき、言いませんでしたっけ？」

　みろくは声のトーンを抑えつつ、訊きき返かえす。一応、喫茶店の中なので。

「この前もですけど、最近、数日空けることが多いですよねえ」

『なるほど、だからこの私に相談したのか。いや、別件で少しばかり面倒ごとが起きているんでな……さっき、金きん太た郎ろうの顕現者から国際電話があってな。これから浅あさ草くさへ向かうぞ……と言い出したのだ』

　尊大で不機嫌そうな口調が基本仕様のルイスだが、更に困惑の色まで混じっている。

「助すけ太だ刀ちですか？　有あり難がたいことじゃないですか」

　先の竜りゆう宮ぐう城じよう事件は師匠無双で解決したが、現状、夷い狄てきと戦うには戦力不足だ。

「というか、金きん太た郎ろうの顕現者って、海外にいるんですか？」

『問題はそこじゃない。写真を送ったから、確認しろ』

　チャット経由で送信されてきた画像に写っていたのは、真っ赤なビキニパンツ一丁に熊のような胸毛のガチムチマッチョであった。

「うわあ……」

　革製のブーツと手袋を装備し、頭から返り血が染しみついた目出しマントを被かぶり、右手には巨大な斧おのを持っている。

　一瞬、古代スパルタの民か、有名すぎる古典的ＲＰＧのコスプレかと思ったが、あからさまにサイコキラーというか、怪人である。

「本名は姜達陀カン・ダツタン……元はエリート整形外科医で、金きん太た郎ろうの顕現者だが、夷い狄てきに憑ひよう依いされた者を片っ端から惨ざん殺さつしている、切り株系私刑人にして連続殺人犯だ。通称〈ドクター・キコリ〉」

　ちなみに、日本の漫画を愛好し、好きな言葉は『悪・即・斬』とのこと。

「む、むしろ、夷い狄てきじゃないですか!?」

『困ったことに顕現者なのだ。少しばかり夷い狄てきへの憎しみが強いだけで』

「いや、少しじゃないですよ！　このスプラッターすぎる風貌は！」

『彼かの国では、以前から夷い狄てきを奉じる秘密のカルト宗教〈赫カグ夜ヤ〉があり、その信者を片っ端から殺していたのだが、連続通り魔事件の手口から、日本にも〈赫カグ夜ヤ〉の信者が現れたと知ったようでな……』

　女子中高生連続とろける制服バブル通り魔事件の手口も、ウェブ経由で信者に配布される教典に記されていたらしい。

『もっとも、教典通りにポンプガンを作ると、服だけでなく、骨まで溶かす凶悪な代物になるはずだが』

「ひゃああ！　そ、それって、洒しや落れになりませんよっ！」

『それだけではないぞ。入手した教典には、薬物投与と洗脳で夷い狄てきの憑ひよう依いへ最適化された強化人間の作り方も記されていたのだ。まるで腹はら腹はら時と計けいだな』

　夷い狄てきの仕業ということは明確になったけど、同時になんだか面倒なことになってきた。

　金きん太た郎ろうの顕現者はこれまでも日本への渡航を打診していたが、そのたびに師匠がのらりくらりと断っていたらしい。

　そりゃそうだ。こんなノーベル殺人賞級のエクストリーム殺人鬼が来日したら、間違いなく大惨事になる。

『数日中に日本の〈赫カグ夜ヤ〉信者を発見し、処断しなければ、自分が殺しに行くと言い張って聞かないのだ』

　そんなこと言われましても。どうやって渡航するつもりなのかは敢あえて訊きかなかったが、目出しマントを被かぶっているのは、整形外科医時代に〈赫カグ夜ヤ〉の信者──強化人間に襲撃されたから、らしい。

「元の顔は、姜尚中カン・サンジユン似にのマダムキラー……インテリイケメンだったが、ポンプガンで顔の左半分を溶かされてな。その傷は整形手術でも修復できなかった」

　骨まで溶かす呪じゆ詛そのような泡に焼かれ、すべてを失った金きん太た郎ろうは、代わりに肉体を鍛え上げ、巨大な斧バトルアツクスで強化人間を一刀両断する復リベ讐ンジ者ヤーと化したのだ。

「あのひとは……『ダークナイト』のハービー・トゥーフェイスなのさ」

　そんな殺伐すぎる戦いには巻き込まれたくないし、不条理でデタラメな御お伽とぎ噺ばなしのほうがよっぽどマシだ。

　なお、国内に潜伏している信者のホーリーネームは『スベスベマンジュウガニ』とのこと。




「里り菜なちゃんも心配だけど、さっさと解決しないとまずいよね、これは……」

　みろくは困り顔のまま、夕暮れの浅あさ草くさ六ろつ区く通どおりをぶらぶらと歩いていた。ハトヤが夕方５時に閉店することを忘れていたからだが──突然、スマホがけたたましく鳴った。

「……小こ太た郎ろうっ!?　もしかして、里り菜なちゃんの件？」

『え、なんで姉ちゃんも知ってるの？　もしかして愛という名のテレパシーと霊脈で意識を共有しちゃってる!?　ビデオで観みた女優さんの首から上をオールタイムで姉ちゃんに脳内置換中なことも筒抜けなの!?』

「やかましい！　調子に乗るなぁ！」

　電波状態が良くないのか、ひどく雑音混じりの声と飄ひよう々ひようと饒じよう舌ぜつな調子がみろくの神経に障る。

「こっちはその件で、いろいろと面倒なことになっているんだけど。アンタもいくつか心当たりがあるよね？　あの娘この飼い主なんだから」

　雉き子じ谷たにキサラの相談から、夷い狄てき絡がらみの事件へ発展しつつあることを要約して伝えたみろくは、事件の遠因が中年男を狂わせる魔性の女子高生──猿さる喰はみななみの過去にあると示唆した。若干の不快感を込めて。

『……姉ちゃんは真面目だから、ムカつくのはわかるけどさぁ。ななみちゃんを悪く言うのは、さすがにお門違いだと思うよ──』

　小こ太た郎ろうが珍しく、険しい声で反はん駁ばくした。

　確かに、原因のひとつではあるが、彼女も悪意に巻き込まれた被害者なのだ。

　夷い狄てきを招き込むほどの強烈な悪意に。

「ごめん。ちょっと言いすぎた……で、アンタ、いま何ど処こにいるのよ？」

『……あー、よくわからないんだよ～。まわりに何もなくてさ。たぶん、富ふ士じの樹海のどっかだと思うんだけど……白骨化した死体もあったし』

「はぁ？」

　みろくは見渡す限り鬱うつ蒼そうとした、暗く深い森を想像したが──何を好き好んで、小こ太た郎ろうはそんな場所にいるのだろう？

『こんなの、特別ボーナスが出なけりゃ、断ってるよ！』

　どっかで聞いたような台詞せりふだ。

『いつまでも温泉に浸つかってンじゃねェ！　修行へ戻るぞ!!』

　小こ太た郎ろうのぼやきと同時に、遠くから別の怒声が聞こえてきた。これもどっかで聞いたような声だけど──。

「……温泉？　……修行？」

『どっちも！　なんかヘンな杖つえを借りて適当に岩を割ってみたら、いきなり温泉が湧き出してさっ！』

　なんだそりゃ。弘こう法ぼう大だい師しの杖つえじゃあるまいし。

『そんなことより、問題は里り菜なちゃんの事件だよ！　姉ちゃんは無事なの!?』

「え？　わたしはとりあえず、大丈夫だけど……」

　諸事情でずっとスマホの電源を切っていた上に、電波もなかなか拾えない状況にあった小こ太た郎ろうだが、キサラから転送された脅迫メールをようやく確認し、折り返し電話したらしい。

　しかし、まったく通じない上に、肝心のななみは着信拒否──で、みろくに電話した、とのこと。いつも不機嫌ですぐ切られるので、こういうときの優先順位は低い。

『キサラさんも仕事中は電話に出ないけど、メールなら仕事の合間に返信してくれるんだ。なのに、こっちも音沙汰がなくてさ……』

「……それって、キサラさんも攫さらわれた、ってこと？」

　みろくは背中に悪お寒かんを感じた。

『誘拐犯の狙いが、ななみちゃんへの復ふく讐しゆうなら──里り菜なちゃんの次に狙うのは、キサラさんだよね？』

　小こ太た郎ろうは否定しなかった。

　盲点──いや、仮に想像していたとしても、喧けん嘩か上じよう等とうのキサラなら、自分の身は自分で守れると思っていた。

『姉ちゃんも、何かわかったらメール送って！』

　小こ太た郎ろうはそう言うと、さっさと電話を切ってしまった。





■　■　■






　みろくはいよいよ頭を抱えていた。

『雉き子じ谷たにさん、まだ出勤していないんですよ。無断欠勤する娘こじゃないのに……』

　小こ太た郎ろうの様子にも困惑したが、キサラの営業用名刺を見てショーパブへ電話すると、逆に店員から行方を訊きかれてしまった。

「うわぁ、これはかなり困ったことになってきた……はい、桃もも瀬せですがっ！」

『貴様は何を錯乱しているのだ？』

　今度の電話はルイスだった。

「え、もうわかったんですか？」

『それもあるが、珍しく警察から連絡があった。というか、新しん條じよう警部とは望もち月づきサンの件で貴様も会っているはずだが』

　望もち月づきさんの件──ものぐさ太た郎ろうの顕現者？

『蟹かに江えサンの妻が、今朝、惨殺死体で発見された』

「……え？」

　みろくは啞あ然ぜんとした。思考が追いつかない。

　ルイスへ情報をリークしたのは、警視庁の新しん條じよう警部──みろくが中なか野のの東京警察病院で会った中年刑事だった。

　警察官僚──小こ犬いぬ丸まる父ちちの命を受け、師匠やルイスと連絡を取りつつ、水面下で連続通り魔事件の捜査を行っていたらしい。

　蟹かに江えの妻が発見されたのは、江戸時代から「根ね岸ぎしの里の侘わび住ずまい」と呼ばれ、震災や戦災に遭うこともなかった、静せい謐ひつな住宅街の一角だった。

　袋ふくろ小こう路じに新築された３階建ての一軒家は、蟹かに江えが追い出されたスイートホームだが、朝イチで駆けつけた新しん條じよう警部は、居間へ入ると同時に顔をしかめた。

『なんだこりゃ。猟奇殺人としても、これは無茶苦茶すぎるだろう……』

　戦慄でも狼ろう狽ばいでもなく──あまりにも常軌を逸した光景に困惑していた。

『最凶最悪……復活した地下室の特務〈０課〉事案ですかね』

『馬鹿野郎。あのバゼラロガサキン……戦闘狂ウオーモンガーの機械女サイボーグに任せたら、それこそ大惨事だろうが』

　鑑識官は庁内で疎うとまれている公安部系の異能犯罪専門部署の名前を出したが、己の職務には忠実で、死体の状態を冷静に分析していた。

　大量の牛ぎゆう糞ふんが塗りつけられた女性の顔は蜂の毒で醜く膨れ上がり、首から下は巨大な臼うすで圧おし潰つぶされ、そのまま腐乱死体と化していた。

『苛烈な拷問を受けていたと推測されます。じっくりと長い時間をかけて──』

　鉄仮面のように無表情な鑑識官は、死体から湧き出す蛆うじや腐敗臭にも動じず、淡々と解説しつつ、法医学部の手配を執り行う。

『怨えん恨こんによる暴行か？』

『破壊は執しつ拗ようですが、手順は非効率的で、極めて遊戯的な犯行です。もっとも、性的暴行の形跡はありませんが』

『加えて、六人の子供たちも行方不明か』

　新しん條じようが白い部屋の内壁へ視線を向けると、連続通り魔事件のカニマークと次の文言が消えずに記されたままだった。

『スベスベマンジュウガニは、ボクらカニさんチームがころしたよ』




「スベスベマンジュウガニ……猛毒で食えない、ということですか……」

　アパートへ戻り、冷静な思考を取り戻したみろくは、静かに呟つぶやいた。

「それがホーリーネームなのだから、まったく皮肉な話ですよね……」

　蟹かに江えが危惧した通りであった。蟹かに江えの妻は夷い狄てきを奉じるカルト宗教〈赫カグ夜ヤ〉の信者──宗教性人格障害であった。

「猿さる喰はみななみへの呪じゆ詛そに満ちた儀式……被害者の自撮り映像も発見されたぞ」

　映像の中で、蟹かに江えの妻は『この青くて硬い柿の実は、サルハミナナミの邪悪なタマシイ！　お前たちもお母さんの痛みを分かち合うのよ！』と叫び、柿の実で子供たちを殴っていた。

　案の定、すべての責任をななみへ押しつけ、六つ子への児童虐待を繰り返す毒親だったのだ。

「貴様の予想が的中するとは珍しい」

　アーロンチェアに腰掛けたルイスが、感心するように言った。

「いえ、直感というか、最近、頭の中で囁ささやかれたように、妙なところで冴さえるんですけど……正直、こんなの嬉うれしくないですよっ！」

「ふむ。幻聴なら、病院を紹介するぞ？　鉄てつ格ごう子しの檻おりがある病院を」

「結構です」

　離婚調停中の蟹かに江えは重要参考人として、吉よし原わらソープ街がいへ向かう途中で拘束されていた。みろく＆キサラと別れて、数分後のことであった。

　本人にしてみれば、寝耳に水──愕がく然ぜんとしていたが、新しん條じよう警部から状況と経緯を聞くと『だから言ったのだ！』と激高し、号泣したらしい。

　蟹かに江えは離婚調停の話し合いで妻の宗教性人格障害を訴え、子供たちへの悪影響を指摘していたが、すべて無視されていた。

「仕方なかろう。近年、夫婦間の諍いさかいは、常に妻の言い分が有利となる」

　加えて、蟹かに江えの妻は巨大な悪意のエネルギーを狡こう猾かつに使い分け、演じ分けていた。

　弱者の正義を商売にする人権派弁護士を利用し、六つ子が通っていた小学校と児童相談所の動きを徹底的に封殺していたのだ。

「こうなると、六つ子が見つからないことには、蟹かに江えサンへの疑惑は解けまい」

「蟹かに江えさん、見るからに犯人っぽいですからね……素行も最悪ですし」

　現状、殺人事件は水面下で処理されているが、この先、どうなるかはわからない。

「あと……〈赫カグ夜ヤ〉って、どういう宗教なんですか？」

　みろくはカルト宗教〈赫カグ夜ヤ〉について訊きいたが、ルイスの情報網でも詳しいことはわからないという。

　拠点は海外にあるが、金きん太た郎ろうの国でもなく、信者同士が顔を合わせることもない。

　当然、宗教法人の登録もない。

　表向きはオンラインサロンの自己啓発セミナー。ウェブチャット経由で教祖の説法を聞き、教典──殺人教本マニユアルを受け取っていたらしい。

「……何も手がかりがない、と」

「いや──ある。蟹かに江えサンは、この前の竜りゆう宮ぐう城じよう事件でも事情聴取されているが、そこで奇妙な話をしていた」

　非合法ソープランド竜りゆう宮ぐう城じようのサイトに掲載されていた嬢の写真は編あ女めさん以外、すべてダミーだったが、蟹かに江えはその中に妻が若かった頃の写真があったと証言していた。

「他人の空似だろうと思って、指名はしなかったらしいが」

「でしょうね」

　他人だとしても、離婚調停中の妻と瓜うり二ふたつの嬢を指名する馬鹿はいない。

　もっとも、指名したところで、すべて編あ女めさんのコピー泥人形へ振り替えられるのだけど──。

「もしかして、竜りゆう宮ぐう城じようが〈赫カグ夜ヤ〉の日本支部だった……とか？」

　みろくは他のダミー写真も〈赫カグ夜ヤ〉信者の写真を流用していたのではないか、と推測した。

　いまにして思えば、どれも美貌の持ち主だったが、日本ではあまり見かけないタイプが多かったからだ。

「それは姜カンサンに投げて確認しよう。元々、凄すご腕うでの整形外科医だからな。美容整形を施した部位は完璧に特定してくれるはずだ」

「いや、それじゃなくて……」

　ルイスも推測に同意したが、少しズレていた。彼かの国は空前の美容整形ブームですけど。

「上う手まく情報操作できれば、来日を思いとどまるかも知れないからな。それでなくても、爺じいサンが戻ってくるまで時間を稼げればいい」

　サイト自体は浦うら島しま太た郎ろう事件の最後──竜りゆう宮ぐう城じようと共に消滅したが、みろくとは別のルートでサイトを発見していたルイスは、抜け目なくアーカイヴを保存していた。

「もうひとつは、科捜研と新しん條じよう警部からのリーク情報だ」

　猛然とキーボードを叩たたく音を響かせつつ、ルイスが付け加える。

　蟹かに江えの妻が〈赫カグ夜ヤ〉の説法と教典に従い、複数の非合法薬物や漢方薬を調合し、子供たちへ投与していた記録が、破壊されたパソコンのストレージ解析から発見された。

　記録の送信先は海外のサーバーだが、その先を辿たどることはできなかった。

「夷い狄てきの憑ひよう依いに最適化された強化人間──事件の輪郭が見えてきたな」

「……もしかして、面白がってません？」

「そんなことはないさ。心底ろくでもない話だ」

　首を捻ひねったみろくに、ルイスが答えた。

　言葉とは裏腹な含み笑いで。

「さて、通り魔改め──誘拐犯改め──猟奇殺人犯は誰だと思う？」

「言いたくないことを他人に言わせないでください」

　二人とも目星はついていたが、言葉を濁した。





■　■　■






「……けっひひ……こりゃ、どうなってんだい？」

　意識はぼんやりと回復したが、五感は鈍く、身体からだも動かない。

　──アタシの名前は、雉き子じ谷たにキサラ。それは間違いない。

　だけども、自分が何ど処こにいるかもわからない。それ以前に、何ど処こでどうなってこうなったのか──まるで記憶にない。

「……なるほど、ちょいとばかり面倒くさいことになっちゃったねぇ……」

　無明の闇の中、ぼんやりと見えてきたのは、服の一部が溶けた半裸の女体が全身くまなく拘束具で括くくられている──自分自身の姿だった。

　拘束具は首輪と手錠と足錠を鎖で結び合わせているが、身体からだを動かそうとすると、うねうねと動き出す。

　まるで鉄の蛇──不気味な代物だ。

「キジはケンカじょーとーらしいね①」

「暴れるとめんどくさいらしいね②」

「でも、ムチムチをギューギュー締め上げてるね③」

「ヒメの鎖はじょーぶだからね④」

「ジンツーリキにはんのーするって言ってたね⑤」

「ジローシンくんからくすねたバクヨウサとか言ってたね⑥」

　陽気で脳天気な声が六セク重ステ奏ツトで聞こえてきた。

　会話のようだが、同時に響いている。

「ところで、ジローシンくんって、誰？①」

「ジローラモとは関係ある？②」

「どーきょーの神様らしいよ③」

「でっかいチンチンのお坊さんだっけ？④」

「それはどーきょー違いだよ⑤」

「タオがなんたらってやつだっけ？⑥」

　幼く舌足らずな口調は、たぶん、自分たちが喋しやべっている言葉の大半を理解していない。

「てめぇら、アタシに何の用だい！」

　罵倒のひとつも投げてやろうかと思ったが、喉から声が出ていないことに気づいた。

　なるほど、神経毒か──。

　麻ま痺ひ状態からの回復途中──眼球を刺されたような痛みに気づいた。

　そうだ──ようやく思い出した。
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　泡を吹きつけられる直前、イガグリを投げられた。

　……イガグリ？

　首を捻ひねりつつ蹴り落としたが、想定外の攻撃には弱かった。イガグリは爆発し、散弾のような棘とげが眼球に突き刺さったのだ。

「我流の限界ってやつかねえ……」

　花はな川かわ戸どのシーザージムでボクササイズダイエット──シュートボクシングの心得はあるけど、有機的に連携した集団の襲撃に対応する技術は持ち合わせていない。

「ごった煮な乱闘じゃない、１対６のケンカもしさしぶりだからなあ……」

　生粋の下町っ子は、たまに「ひ」の発音が「し」になるのだが、実際にはまだ、声は出ていない。

　そんな虚勢を張るキサラが本当に喧けん嘩か上じよう等とうだったのは、『鬼の壽す賀が子こちゃん』と呼ばれていた黒ギャル時代──昔の話だ。

　ましてや、椎しい根ね組ぐみの半魚人ならいざ知らず、六人の子供に本気を出すほど下げ衆すでもない。

　だから、つまらない隙が生じて視力を奪われ、ポンプガンの集中砲火を浴びた。

「アタシも……通り魔に襲われたんだな……」

　──ということは、里り菜なも此こ処こにいるのだろうか？

「小こ太た郎ろうさまぁ……待ってくださぁい、置いて行かないでくださぁい。目隠し放置プレイなんてゾクゾクしてしまいますぅ……♡」

「ボクら、メカクシなんてしてないよ？①」

「目玉を潰さないほうが面白いかなと思ったのに②」

「勝手にぐるぐるしていてキモチワルイよね、こいつ③」

　囚とらわれの身になっているらしい里り菜なと、子供たちの会話が聞こえてきた。

「小こ太た郎ろうさまを追いかけたいのに、里り菜なったら、ふわふわでゆらゆらのお花畑にいるんですよぅ……ああ、早く戻ってきて、里り菜なを見てくださぁい……いろいろと剝むき出だしになっちゃってる恥ずかしい里り菜なを……」

「コタローなんてどこにいるのさ？④」

「見えないユーレイでも見ているんじゃないの？⑤」

「ボクらをまったく見てないし、本当にキモチワルイよ⑥」

　しかし、里り菜なはトランス状態なのか、まともな会話になっていない。

「あちゃー、現実逃避で完全妄想モードが発動しているよ……」

　極度の妄想癖とマゾ性癖の持ち主である里り菜なは、無意識のうちに脳内スイッチを切り替え、眼前の現実と苦痛を完璧に無視してしまうのだ。

　ところが、そのせいで具体的に何が行われているのか、さっぱりわからない──。

「困った……小こ太た郎ろうちゃんがいれば、強制的に連れ戻せるんだけど……」

　里り菜なは自ら首輪を着用し、小こ太た郎ろうのスマホに遠隔操作アプリを送りつけている。

　飼い犬のしつけに使うそれは音声反応式で、スマホに「リュッケンシュヴィンメン！」というドイツ語を叫ぶと、首輪から電流が流れる仕掛けであった。

　もっとも、小こ太た郎ろうは洒しや落れにならないレベルの妄想大暴走状態から正気へ戻すときにしか使わないし、そのあと、うっとり恍こう惚こつとしたエクスタシーな表情を浮かべる女子中学生に全員が背徳感を抱いてしまったのは言うまでもない。




「……さて、ようやっと、痛みが消えてきたかな？」

　顕現者の権能──超回復が発動したヒーリングフアクターのか、破裂した眼球が急速に治癒していく。

「喉はまだ痺しびれているけど……まずは確認しないと」

　そして、視力を完全に取り戻した瞬間、網膜に映り込んだのは、異様な光景だった。

　だけど、里り菜なの状況を正しく認識する前に、キサラの脳髄がキサラの意識を強制シャットダウンした。

「──あぁぁぁぁぁあ──!?」

　言葉にならない恐怖の絶叫だけを残して。




　キサラの眼球が捉えた光景は、あらゆる方向へ乱反射する凹面、凸面、波形、筒形──無数の鏡で埋め尽くされた、仄ほの暗ぐらい光の洪水であった。

　そして、すべてに映っていたのは里り菜な──鏡の作用でぐにゃぐにゃに捻ねじ曲まげられ、凄惨な手段で拷問されている美少女の鏡像だ。

　巨大な釣り針が付いた６本のワイヤーで衣服ごと背中の皮膚を吊つるされ、四肢をギリギリと切断されていた。

　まるで、あんこうの吊つるし切ぎりのように。

「へー、キジは見えるようになったんだね①」

「ケンゲンシャのひーりんぐふぁくたーはすごいね②」

「汚いスベスベマンジュウガニとは違うね③」

「イヌよりココロは弱かったけどね④」

「サルが来るまでたっぷり遊べそうだね⑤」

「オトギバナシをそのままやるのは飽きちゃったからね⑥」

　気絶したキジ──雉き子じ谷たにキサラを嘲る六セク重ステ奏ツトを聴いていたのは、子供たちのデタラメな遊具と化したイヌ──小こ犬いぬ丸まる里り菜なだけであった。

　もっとも、ドーパミン過剰分泌状態の脳髄が、会話を理解しているとは思えないが──。











■　■　■






「夕暮れ時は逢おう魔まが時とき……現れるとしたら、これからだけど……」

　雉き子じ谷たにキサラが誘拐された場所はわからないが、小こ犬いぬ丸まる里り菜なが誘拐されたのは、浅あさ草くさ花はなやしきの近くだ。

　しかし、みろくが訪れた花はなやしき周辺は、いたって平常通りだった。

　花はなやしきの隣──ひさご通りの入り口にある立ち食いラーメン屋『らぁめん　めん◯マル』も平常通り。みろく好みのシンプルな中華そばが１杯３２０円と安いので、事務所帰りによく食べている。生しよう姜が風味のあっさり醬しよう油ゆはなかなか中毒性が高い。

「……ちょっと食べておこうかなー？」

　急に腹が減ってきた。考えてみれば、せっかくのランチバイキングも、蟹かに江えの話を聞くことに集中しすぎて、あまり食べられなかった。

「な、な、ななみ……ちゃん？」

　開口一番──注文してカウンター席に座ると、横で猿さる喰はみななみがラーメンを啜すすっていた。

「──あ、小こ太た郎ろうの無能なお姉さん」

　一拍置いて、敵意に満ちた視線を向けてくる。あと、無能は余計だ。

「キサラさんも捕まったかも知れないのに、なんで落ち着いて食べているの？」

「……かも、じゃない。もう確定しているから」

　カウンターだけの狭い店内で麵を啜すすっているななみは、みろくの問いに軽く頷うなずいただけで、さして興味も示さなかった。

「でも、腹が減っては戦はできぬ……でしょ？」

　突然、ポケットから特殊警棒を取り出すと、放電音を鳴り響かせた。

　しかも、驚いて椅子から滑り落ちたみろくへ警棒を差し向ける悪意のオマケ付き。

「犬も歩けば棒で殴り殺す……」

「そんな怖いことわざはないから！」

　この娘こ、ポーカーフェイスだけど、かなりキレる若人だ。もっとも、店のオヤジは平然とどんぶりを差し出してきたのだが。

「詳しい話は、お姉さんが食べ終えてから」

　先に食べ終えたななみは、そう言うと、不機嫌そうに頰ほお杖づえをつき、みろくに背を向けた。




「さ、さて……キサラさんの件だけど？」

　さっさと食べ終えた二人は、ひさご通りのアーケード下で対たい峙じしていた。

　花はなやしき界かい隈わいは、浅あさ草くさの中心部からは少し外れている。近隣の場外馬券場が混雑する週末でなければ、夕暮れ時でも人影はまばらで、二人に視線を向ける者もいない。

「確定って、どういうこと？」

「また、脅迫メールが届いたの」

　差し出されたスマホの画面には、キサラのメールアドレス──おそらくは彼女のスマホから送信されたテキストが表示されていた。

『サルハミナナミ、おとーさんにちかづいたブッソーなキジもつかまえたよ。つぎはチャラいイケメンやろーのコタローだよ』

　変換が面倒だったのかも知れないが、漢字のないテキストはひどく幼稚に見える。

　花はなやしき通どおりの路地に描かれたカニマークの写真も添付されていた。今度は昼間だが、誰もいないのは同じで、やっぱり現実の光景とは微妙に違う。

「蟹かに江えさんから私の話を聞いた後、立ち寄ったのね。まるでゲームみたいな写真だけど」

　ななみが付け加えた呟つぶやきで、みろくはようやく、違和感の正体に思い当たる。わざわざトゥーンシェーディングで描き直したような人工的な質感なのだ。

「そのメール、小こ太た郎ろうには転送した？」

「小こ太た郎ろうには迷惑をかけられない」

　ななみは視線を外し、真剣な表情で答えた。

　先の脅迫メールはキサラさんが転送したけどね。

「これは私の自じ業ごう自じ得とく……ひとりで決着をつける」

「残念だけど、そういうわけにも行かないの。あんまり認めたくはないけど、弟のガールフレンド……顕現者のアンタたちがまとめて巻き込まれているし」

　突き放すような態度のななみへ喰くらいつくように、みろくは続ける。

「それに、夷い狄てき絡がらみの事件は、首を突っ込まざるを得ないというか──」

「そう。じゃ、せいぜい足を引っ張らないで。小こ太た郎ろうのお姉さんだから、無下にはできないけど、桃もも太た郎ろうの記憶『だけ』なんて、中ちゆう途と半はん端ぱすぎ」

　嘲りの言葉とは裏腹に、ななみは一瞬、悲しげな表情を浮かべた。

「相手は夷い狄てきに取とり憑つかれた顕現者の犯罪集団──里り菜なちゃんはさておき、キサラさんも倒したのなら、中ちゆう途と半はん端ぱでも変わらないと思うけど？」

　喧けん嘩か上じよう等とうのキサラまで拉致したのだから、通り魔というよりは、凄すご腕うでのテロリスト集団だ。

「お姉さん、何を言いたいの？」

「こうなりゃイチかバチか……勝負は時の運、ってこと！」

「詭き弁べんね。無為無策で自暴自棄やけつぱちのオプティミスト」

「そうでもないよ。念のため、奥の手は仕込んでおくから」

　無能でも、夷い狄てき絡がらみの事件なら、ななみより場数は踏んでいる。

「ふぅん。勝手にすれば」

「ええ、勝手にしますともっ☆」

　言うより早く、みろくはスマホからメールを一斉送信した。

『通り魔は六つ子。キサラさんも攫さらわれて、ななみちゃんとは合流。六つ子は花はなやしき──』

　賽さいの目めは一天地六──どの目が出るかはわからないが、振らなければ、里り菜なとキサラの危機的状況が続くだけだ。

「……あれ？」

　ところが──送信と同時に、周囲の風景がぐにゃりと歪ゆがんだ。

　すべての建物が毒々しい原色のトゥーンシェーディングで描き直され、行き交う人々の代わりに、下か級きゆう夷い狄てきがいたるところで跋ばつ扈こしている。

　大胆というか、ななみの生脚にしがみついて舐なめ回まわす赤ら顔の小鬼までいたが、特殊警棒で振り払い、ローカットブーツで踏みつけると、満面の笑みを浮かべて成じよう仏ぶつした。

　なんという魔性の女子高生──と感心したが、当のななみは不機嫌そうな視線を向けてくる。

「お姉さん……これは、どういうこと？」

「夷い狄てきの侵略。いつもは幻覚だけど、ななみちゃんもわたしと同じ風景を見ているんだったら、今回は空間ごとすり替えられてるっぽい、かな？」

　みろくは自分でも意外なほど、落ち着いて答えていた。さすがに先輩風を吹かせる余裕はなかったが。

　考えてみれば、竜りゆう宮ぐう城じようの地下空間が温泉で洗い清められて跡形もなく消きえ失うせたのは、誰かに与えられた霊力で仮構され、幽かく世りよにすり替えられていたからだ。

　だとすれば、今回も黒幕の夷い狄てきがいるはずだ。六つ子だけでは、こんな大おお仕じ掛かけはでっち上げられない。たぶん。

「……携帯の電波も届かなくなってる」

　警戒を強めたななみは、スマホの代わりに２本目の特殊警棒を取り出し、両手で構えた。

　写真と同じ風景──花はなやしきの周辺がまとめて魔界と化していた。周囲の空間はゆらゆらと歪ゆがんでいて、あちこちでカニマークの落書きが蠢うごめいている。

　まともに歩けるのは花はなやしき通どおりだけで、逆方向へ歩いても遠ざかることができない。

　ひとつ瞬まばたくと花はなやしきの方向へ歩いている。

「まったく、花はなやしきへ入る以外の選択肢はない……と言わんばかりに仕組まれてるねっ！」

　みろくは苦笑いを浮かべた。歪ゆがみは刻々と広がり、歩ける範囲も狭まっている。

「当然、罠わなも仕掛けているんでしょうね」

　ななみが答えると、彼女のスマホにまたメールが届いた。電波は通じていないのに。

『サルハミナナミ、ボクらのオマツリへようこそ☆』

　同時に「浅あさ草くさ花はなやしき」の名前が記されていた看板がぐにゃりと歪ゆがみ、毛虫のように不気味な書体──悪趣味なタイトルへすり替えられた。

『ようこそ、世界残酷博覧会へ！』





■　■　■






　浅あさ草くさ花はなやしき改め、世界残酷博覧会──呆あきれ顔がおのみろく＆ななみは仕方なく、無人の遊園地へ入っていく。

「私、はじめて来たけど、いつもこんなに不気味なの？」

「普段は人がいるし、空間ごと歪ゆがめられているから、これほどではないと思う。……たぶん」

　浅あさ草くさ花はなやしき。江戸時代から続く、日本最古の遊園地だが、師匠いわく『アメリカと殺やり合あった戦争ンとき、建物疎開で取り壊されてな。敗戦直後は与太者が不法占拠しやがって、しばらく闇市になっていた』らしい。

　みろくは10年ほど前──桃もも太た郎ろうの記憶とも無縁だった小学生の頃、夏休みに小こ太た郎ろうからせがまれて遊びに来たっきりだが、基本的には当時と同じだ。

　狭い敷地内に配置されている遊具の大半は半世紀以上が経過し、独特の寂れ具合を醸かもし出だしているが、夷い狄てきの空間干渉で仄ほの暗ぐらく無人になっていることもあり、不気味さが増している。

　アトラクションも小規模で、高度経済成長期以降の大型遊園地と比べると、たいしたことはないが、花はなやしき名物ローラーコースターの恐怖だけは、はっきりと覚えている。

「お姉さん、さっさと歩いて」

「いや、ちょっとトラウマを思い出しまして……」

　思わず、頭を抱えてしまった。

　最新鋭の絶叫マシンと比べれば、木製のオンボロなのは仕方ないが、乗員を固定する安全装置までボロいのだ。

　だから、独特の揺れときしみを伴う急降下と急停止の反動を吸収しきれず、平へい坦たんな胸をしこたま強打──悶もん絶ぜつした記憶を思い出してしまった。あと、最高速度が遅い代わりに銭湯や民家を模したセットの中をスレスレに走るから、小こ太た郎ろうは泣き出すし。

　基本的に、地元民が子供連れでのんびりまったり過ごすのが花はなやしきだが、ローラーコースターだけはガチで怖い。

「……遊園地、嫌い。すっごく悪趣味だし」

「いや、普段はないから……こんなわけのわからないものは」

　係員がすべて江え戸ど川がわ乱らん歩ぽの小説『黒くろ蜥蜴とかげ』のような生ける剝製──蠟ろう人にん形ぎようと化し、全身に釘くぎを打ち込まれているため、アトラクションはすべて休止していたが、その代わり、右を見ても左を見ても、古今東西の悪趣味な拷問具が無数に飾られている。

　全身の血をゆっくりと搾り取る鉄アイのアン処メイ女デンとか、真しん鍮ちゆう製せいの雄牛像に閉じ込めて火あぶりにするファラリスの雄お牛うしとか。

　縁日コーナーの手裏剣道場では、標的の代わりにくノ一の蠟ろう人にん形ぎようが逆さかさ吊づりにされ、下腹部に記された赤丸に５枚の手裏剣がすべて突き刺さっていた。

　よく見ると、耳の後ろやこめかみの頭蓋骨に小さな穴を開けることで鬱血死を防ぎ、より苦痛を長引かせている。蠟ろう人にん形ぎようだけど。

　打つ、裂く、刺す、摑つかむ、塞ぐ、圧す、伸ばす、固める、締める、砕く、絞める、火責め、水責め、股裂き──ありとあらゆる人体破壊手段を揃そろえており、普通の博覧会なら元・中二病患者として興味深く眺めているところだが、展示物周辺の空間は妖しく歪ゆがんでおり、足を踏み入れることができない。

「なるほど、呪物の霊力……恐怖で生者の行動を制限する仕掛けかな。上うえ坂さかすみれ生誕祭も大概だけど、これはこれで大概というか……」

「……そんなことやってたの？」

　２０１５年の『デイリーコルチャックジャパン』に匿名の取材記事が載っていた。

　売れない歌手のドサ回りならいざ知らず、花はなやしきで人気アイドル声優のイベントなので二人とも首を捻ひねったが、サブカルチャー的には美お味いしい場所なのかも知れない。秋あき葉は原ばらだとありきたりだからね。

　長い歴史の中で積もりに積もった業カルマは祭典領域──ハレの場を形成し、文化的な事象にまで強い影響を与えているのだ。良くも悪くも。

　呪物で定められた巡回路の最後にあったのは、かつてのお化け屋敷──老朽化で本物の亡霊が出ると噂うわさされていた、いわくつきの建物であった。

「あれ……取り壊されたんじゃなかったっけ？」

　いまは花はなやしき座ざという常設ステージへ改築され、ご当地ヒーローショーやプロレスが開催されているはずだけど、世界残酷博覧会では改築前のオンボロな姿のまま顕現していた。

「え、此こ処こに入るの？」

「だって、待つか入るか、二択しかないでしょ？」

　蔑む視線のクールビューティが怯おびえているので、妙に嬉うれしくなってくる。

「なんで……嬉うれしそうなのよ……」

　たぶん、この表情が見たくて、おっさんたちはななみに群がっていたんだろうな、と思った。





■　■　■







【From:〈Monkey seven〉

　Subject: The first prisoner】






　小こ太た郎ろうの無能なお姉さんがさっさと歩いて行くので、仕方なく追いかけると、案の定。

　ブラックアウト──私の横で縛られて気絶している。

　和服は丈夫なのか、それほど溶けてはいない。薄くて平へい坦たんで貧相な胸が少し見えるくらいだけど、間抜けな顔は見事に泡まみれだ。

　他人のことは言えない。たぶん、私──猿さる喰はみななみも間抜け顔だ。

　二人で暗闇を覗のぞき込こんだ瞬間──ポンプガンの集中砲火を浴びた。

　当然の如ごとく、囚とらわれの身になった私も縛られている。

　いや──これは拘束具だ。

　首輪と手錠と足錠を鉄の鎖で繫つないでいて、ひどく禍まが々まがしい形状だ。さっきの展示品のように。

　視界は暗いまま、リノリウムっぽい冷たい床に転がされているが、少し遠くから誰かの会話が聞こえてくる。

「まったく、コタローをつかまえてからフクシューする予定だったのに①」

「イヌ、キジ、モモタロー、ハブ、マングース、サルの順番だったのに②」

「先にサルのサルハミナナミが来るなんてね③」

　同時に聞こえるので、本当は会話じゃないんだけど。

　あと、桃もも太た郎ろうの関係者にハブとマングースはいないから。

　姿は見えないが、誘拐犯たちは、私を覗のぞき込こんでいる。お姉さんは「蟹かに江えさんの六つ子」と言っていたけど、確かに小学生の声だ。

「でも、モモタローのコタローは浅あさ草くさにいないようだよ①」

「肉ドレイをほったらかして、どこ行っちゃったんだろうね②」

「肉ドレイって何？③」

「ジル・ド・レイの息子かな？④」

「ジル・ド・レイのオモチャが肉ドレイだよ⑤」

「なーんだ、コタローもイヌ、サル、キジを殺すんだね⑥」

　殺すわけないでしょ。でも、小こ太た郎ろうはとりあえず無事。それだけで安心する。

「うう……ななみちゃんは無事？」

「声を立てないで。予想通り、罠わなにハマったわけだけど、どうするの？」

　意識を取り戻したお姉さんは、縛られたまま「うーん……どうしたものかな？」と考え込む。これも予想通り。本当に無能。





【From:〈Peach sister〉

　Subject: The second prisoner】






　うーん……どうしたものかな？

　たぶん、ななみちゃんにはガチで無能だと思われているんだろうな……。

　実際、成り行き任せで、あんまり考えてなかったんだけど。

　それでも、わかったことはいくつかある。

　誘拐犯は、本当に蟹かに江えさん家ちの六つ子だった。

　たぶん、中級以上の夷い狄てきに取とり憑つかれているのか、眼鏡越しでもはっきり禍まが々まがしく見える。暗闇だから、ななみちゃんはまだ、見えていないようだけど。

　ルイスのイメージイラストは豪華に盛り過ぎていたようで、実際は『グリーン・ホーネット』みたいなアイマスクを着けた、半ズボンの少年たち……少女たち？　どっちなんだろう？

　性別不明でまったく同じ顔の六人は、赤、青、緑、黄、桃、白と、戦隊カラーのランドセルを背し負よっているが、それ以外は喜怒哀楽の表情すら同じで、まるで個性がない。

「キジのキジタニキサラはケンカっぱやいけど①②」

「見ただけでブッ倒れちゃったね③④」

「案外もろいね。ひとは見かけによらないね⑤⑥」

　違いは、ほんのわずか。ほとんど同じ声と口調──だけど、話しているのは別々で、そのくせ同時に聞こえてくる。会話のようで、会話ではない。

　目を凝らすと、六つ子の足元でキサラさんも気絶していた。全身の関節が反対方向へ捻ねじ曲まげられ、壊れた操り人形のように転がっている。

「イヌのコイヌマルリナは、まだぐるぐるしているね①②」

「これだけバラしてもへーきなのはすごいよね③④」

「首を切り落としてもニコニコ笑ってそうだね⑤⑥」

　また、脳天気な声が同時に聞こえた。

　あらかじめ作った台本を、同時に棒読みしているような違和感──。

「……不穏な気配がするんだけど？」

　ななみちゃんの眼めも暗闇に慣れてきた──けど、たぶん、見えないほうが良かった。

　心底、ろくでもない光景だったからだ。

　里り菜なちゃんは、世界残酷博覧会──その集大成と言わんばかりの見世物にされていた。

　カニさんチーム──蟹かに江えさん家ちの六つ子の拷問で。





【From:〈Secret maitreya〉

　Subject: The third prisoner】






　オン、マイタレイヤ、ソワカ──。

　まったく、どいつもこいつも思考停止しやがってさー。

　勝手に意識を強制シャットダウンしやがってさー。

　おい、あたしの可か愛わいい孫。

　あたしの諱いみなと同じ名前の『弥み勒ろく』ちゃん、てめぇもだよー。

　確かに、具体的に言及するのは悪趣味だけどさー。

　凄惨な光景の内訳を語らないと、この御お伽とぎ噺ばなしは終わらないんだってばさ。

　しょーがないから、語かたり部べの役回りも、雉き子じ谷たにキサラや猿さる喰はみななみではなく、桃もも瀬せみろくちゃんでもない──元に戻すよん☆

　なんだよ、てめぇは神様のつもりか、って？

　とんでもねえ、あたしゃ神様だよん☆

　56億７０００万年くらい先の話だけどね。





■　■　■






「……また、誰かに囁ささやかれたような気がする……」

　みろくの意識は再び、現実へ引き戻されていた。

　正直、ろくでもない光景は見たくなかったのだけど──。

　小こ犬いぬ丸まる里り菜なの四肢は切断されていた。切り離された部位は関節ごとに細かく切り刻まれ、散乱した指もすべての爪が剝がされていた。

　中学生らしく、ネイルされていない薄桃色の爪を。

　傍はた目めから見れば、全身血まみれの瀕ひん死し状態。

　なのに、当の里り菜なは現実逃避のトランス状態。ドーパミン過剰分泌中。

　背中の肉が抉えぐれて削そがれて落下しても、「くぅん、くぅん」と鳴くように呻うめき、生まれたての仔こ犬いぬのように這はいずり回まわっている。

　哀れな人ひと犬いぬ──拷問の見世物性を強調するためか、可か愛わいい顔はまったくの無傷だったが、首から下は血みどろだ。

「五感はできるだけ残しておくほうが、長く愉たのしめるぞよ？①」

「あー、イテキのヒメ、オトヒメが言ってたよね②」

「シカク、チョーカク、ショッカク、ミカク、キューカクだっけ？③」

「スベスベマンジュウガニはやりすぎちゃったからね④」

「あっけなく死んじゃったからね⑤」

　里り菜なの首から下はことごとく破壊されていた。残酷な六つ子の玩おも具ちやとして。

　それでも生きているのは、損壊部位を自動修復する超回復の神通力ヒーリングフアクターを有しているからだ。

「このイヌはいつまで生きているのかな？⑥」

　六人目が足下のツインテールを踏みつけ、首を捻ひねると、他の五人も首を捻ひねる。

　顕現者の権能は、切断面から流れた分の血液を補塡し、損壊した肉体の保護と修復を試行する。もっとも、千年以上生きてきた浦うら島しま太た郎ろうのような例外を除けば、寿命には抗あらがえないし、不慮の事故が運命なら従うしかない。

　でも、それ以外で役を「降りる」ことはできない。

　御お伽とぎ噺ばなしとは、幾度も繰り返し演じられ、語り継がれていく祭さい祀し──顕現者はそのために異能の神霊を宿し、役を担になう。

　中学２年生のみろくは、それでもいいと思ったが──。

『……くくくっ、とんだ欺ぎ瞞まんじゃの。結局、ぬしは演じる役もなく、まるで舞台袖の黒子ではないか？』

　脳髄の奥から、また別の声に囁ささやかれたような気がしたが──きっと、自問自答だ。

　中学２年生のみろくは、覚醒した桃もも太た郎ろうの『記憶』を受け入れるため、誰かに囁ささやかれたと思い込んでいた。

「神様のような誰かが、桃もも瀬せみろくとして生きていく理由を教えてくれたのだ」と。

　しかし、無能のみろくに、わざわざ囁ささやく価値はないのだ。

　考えれば考えるほど、虚むなしくなるが──ふと、役から「降ろす」ことは可能だと気づいた。

　猿は猿を殺さないが、顕現者は顕現者を殺すことができる。御お伽とぎ噺ばなしから供給される神通力を断てば、超回復の権能ヒーリングフアクターは消え、肉体は死ぬ。物語は未完のまま。

　夷い狄てきが顕現者に取とり憑つく事件があるのも、顕現者を殺すためで、猿さる蟹かに合かつ戦せんの『蟹かに』である六つ子なら里り菜なを殺すことは造作もないはずだ。

　なのに、殺さずに遊んでいる。

「これだけやっても、まだピクピク動いているよ？①」

「まるでアメコミのヒーローだね②」

「ウルヴァリンだっけ？③」

「むしろ、デッドプールだよね④」

「なるほど、ガンさいぼーのようにしぶといよね⑤」

「さっさと死ねば楽になれるのにね⑥」

　六つ子は笑いながら呆あきれていたが──。

　顕現者の肉体が強きよう靭じんでも、少女の精神は激痛に耐えられない。惨劇を直視できない。

「あ……んっ、何年ぶりでしょうか……こんなにも期待と不安で胸がいっぱいになるなんて……んっ……生まれてはじめてかも……里り菜なの恥ずかしいところまで小こ太た郎ろうさまに覗のぞき込こまれるなんて、ぎりぎりぎぎぎと縛っておかないと頭が沸騰して爆発しちゃいそうですぅ……♡」

　わずかに聴き取れた里り菜なの早口でハイトーンなあえぎ声も、状況と無関係な妄想で、六つ子は関心を示さない。

「どうして、イヌは自分をしばっているんだろうね？①②」

「ボンレスハムみたいにね。首輪はわかるけどさ③④」

「飼い主のコタローがバツを与えていたのかな？⑤⑥」

　代わりにまた、首を捻ひねっている。

　泡で溶解し、拷問で破れた衣服から、血まみれの下着が見え隠れしていたが、里り菜なは下着の上から精緻な亀甲縛りのゴムロープを装着していたのだ。

　みろくはうっかり叫びたくなった。

「この女子中学生は聖セイ人ント級の変態か！」と。

　いったい保健体育の時間はどうしていたのか。

　想像もつかないし、想像もしたくないのだが──。

　もちろん、小こ太た郎ろうが与えた罰ではない。

　殺人鬼たちも所詮は小学生。里り菜な自身が妄想に浸るための苦行は理解できないし、性的陵辱を介さない嗜し虐ぎやく趣しゆ味みは容赦ない暴力でしか表現できない。

　傍はた目めには似たり寄ったりの変態行為であっても。

「オトナは面倒くさいことをするね①」

　かくして、六つ子は里り菜なの背中に次々とノコギリを振り下ろし、笑顔で六セク重ステ奏ツトを開始した。

「ぎっぎぎぃぎぃぎぎぎっぎぎぃぎぃぎぎぎぎっぎぎぃぎぃぎぎぎぎぎっぎぎぃぎぃぎぎぎぎぎぎっぎぎぃぎぃぎぎぎぎぎぎぎ」

　壊れたバイオリンのような呻うめき声ごえ──。

　しかし、血まみれの表情が苦痛に歪ゆがむことはない。妄想で肉体から精神を切り離し、神経回路網ナーブネツトワークすら制御しているからだ。

「ひどい音だね②」

「どうやったらキレイな音になるのかな？③」

　みろくは啞あ然ぜんとしていた。

　サド小学生対マゾ中学生の無邪気なガチ対決に。

　苦痛を制するのは脳髄──六つ子の残虐非道も、真性の変態には通じない。

　加害者でも被害者でもない第三者には、耐たえ難がたい惨劇でしかない。

　だから、吐き気はするが、言葉が出ない──。

「ふざけないで！　お目当ての復ふく讐しゆう相あい手て──猿さる喰はみななみは、此こ処こにいるじゃない！　どうしてまだ、里り菜なを切り刻むの！」

　代わりに叫んだのは、ななみだった。

「サルを刻んでも、痛いのはカラダだけだよ①」

「だから、目の前で大事なヒトたちを殺すんだよ②」

「ひとり殺すたびにココロがひとつ死ぬんだよ③」

「イヌが死んだら、次はキジだよ④」

「でも、あっさり殺すのは面白くないよ⑤」

「ボクらの痛みとも釣り合わないよ⑥」

「だって、ボクらは六人だもの！①②③④⑤⑥」

　六つ子がまた、同時に呟つぶやく。

　ななみの狙いを見透かしているかのように、飄ひよう々ひようと笑いつつ。

「ボクらは柿の実──サルハミナナミへの憎しみで殴られたよ①」

「おとーさんがいなくなってから、毎日殴られ殺されてきたよ②」

「殺され続けたから、フクシューを始めたんだよ③」

「だけど、イテキのヒメはボクらが演じる役を教えてくれたよ④」

「ボクらはサルカニ合戦のカニだったんだよ⑤」

「でもね、正しいオトギバナシを演じる気はないよ⑥」

　蟹かに江え家の『儀式』を知らないななみは首を傾かしげたが、みろくは知っている。

「……それって、カニの子が親を殺したことを言ってるの？」

　師匠の説教、これまでの事件──知識と経験の歯車が嚙かみ合あう。

　頭の中で囁ささやかれたような違和感もあるにはあるが、たぶん気のせいだ。

「そうさ！　スベスベマンジュウガニをブチ殺して①②③」

「イテキのヒメの御み子こへ生まれ変わったんだから！④⑤⑥」

　猿さる蟹かに合かつ戦せんの御お伽とぎ噺ばなし──ずる賢い猿に親を殺された蟹かにの子供たちは、栗くりと牛ぎゆう糞ふんと臼と蜂を駆使し、猿への復ふく讐しゆうを果たす。それが正しい物語だ。

　なのに、蟹かにの顕現者である六つ子は夷い狄てきに憑つかれ、母親を惨殺した。

「さっきから、ヒメヒメって……いったい何者なの!?」

　みろくもいい加減、頭に来ていた。

「ヒメはヒメさ。オトヒメでもなくイテキのヒメさ①」

「ここはヒメがすり替えてくれたユカイな遊び場さ②」

　顕現者も夷い狄てきも、常人の世界から見れば、不条理でデタラメな存在だ。

　御お伽とぎ噺ばなしにすべて忠実である必要はないが──歪ゆがめられた物語は元に戻らない。

「世界残酷博覧会……なるほど、夷い狄てきの歪ゆがんだ遊び場ね」

　ななみが吐き捨てるように呟つぶやく。

　確かに、花はなやしきとは正反対の歪ゆがめられた悲惨な光景だ。

　たとえば、ネロとパトラッシュがその不幸な生の最後に辿たどり着ついたのが、ルーベンスの絵でなく、蛭子えびす能よし収かずの絵だったら？

　きっと、別の意味で泣いてしまうだろう。

「だけど、イテキのヒメはすべて許してくれるよ③」

「『殺したいやつを殺せばいいのよ』ってね④」

「切り刻むための遊び道具も用意してくれたよ⑤」

　六つ子がケラケラと笑うから、みろくも苛いら立だっていた。

「だから……夷い狄てきの姫に唆そそのかされて、その眷けん属ぞくに成り果てたの？」

　顕現者は夷い狄てきと似ているかも知れないが、本質が違う。

　顕現者は正しい御お伽とぎ噺ばなしを演じることで存在を許されているけど、同時にその運命に思い悩み、世間に後ろめたさを感じながら生きている。

　無限に許す代わりに支配する『母親』の支配に甘んじている夷い狄てきとは違う。

　侵略者のくせに日本人よりも日本人らしい、おぞましいケダモノとは！

「ボクらは殺すための強化人間だからね⑥」

「殺さないと退屈でココロが死んじゃうんだよ①」

　だいたい、六つ子の猿さる蟹かに合かつ戦せんを忠実に再現するなら、猿の顕現者──猿さる喰はみななみが蟹かに江え夫妻のどちらかを死に至らしめなければならない。

　でも、猿さる喰はみななみにそれを演じる理由はない。

　簡単なことだ。彼女は桃もも太た郎ろうの猿であって、猿さる蟹かに合かつ戦せんの猿ではない。

「コタローも来れば、フクシューはもっと面白くなるね②」

「きっと、イヌのひーりんぐふぁくたーよりしぶといよ③」

「みんな殺してカンストするまで、たっぷりやり込めるね④」

「みんなバラバラにしたら、どうしようか？⑤」

「全部くっつけて、でっかいミートボールにしようよ！⑥」

　六つ子もそんなことは理解している。

　だから、猿さる喰はみななみへの復ふく讐しゆうも残虐行為の口実でしかない。

　夷い狄てきの姫に唆そそのかされ、歪ゆがめられた御お伽とぎ噺ばなしに終わりはない。

　きっと、生きている限り、退屈しのぎの拷問と殺人を繰り返すのだ。

　六つ子が殺した母親の死体を見た警視庁の新しん條じよう警部は呆あきれ返かえっていたけど、小こ犬いぬ丸まる里り菜なはそれ以上のぐちゃぐちゃでメッタメタだ！

「悪ガキども……里り菜なをこれ以上、切り刻むのは許さない!!」

　ななみは顕現者の権能を発動し、身体能力の増幅で拘束具を破壊しようとしたが、逆に肉体を折り畳まれた。

「な、ななみちゃん!?」

「……うぐ……ぁあああ……っ！」

　ななみを拘束している鎖が全身を這はい回まわり、両腕と両足を捻ねじ曲まげた。まるで大蛇が獲物を締め上げるように。

「その鎖はヒメがくれたイテキのパオペエだよ①」

「怒れば怒るほど、グイグイと締め上げてね②」

「ベキベキのボキボキになっちゃうんだよ。キジのようにね③」

「ヒメは言ったよ、サルカニ合戦のサルが④」

「モモタローのサルなら、サイテンタイセーにもなるから⑤」

「ジローシンくんの鎖はより強く締まるんだってさ⑥」

　二じ郎ろう真しん君くんの鎖──斉せい天てん大たい聖せいだった頃の孫そん悟ご空くうを捕縛した道教の武神──。

「どうして……夷い狄てきの姫がそんな宝パオ貝ペエを持っているのよっ!?」

　みろくは叫びつつ、ななみへ視線を向けたが──強烈な緊縛で肋ろつ骨こつまで砕かれた彼女の瞳孔は完全に開いていた。

　超回復が発動している限り、死ぬことはないが、常人なら間違いなく瀕ひん死しの重傷だ。逆に言うと、死んだほうがマシな激痛でも、顕現者の神通力に反応して拘束する呪具では死ぬこともできない。

「で、サルじゃない無能のお姉ちゃんは、誰？①」

　ななみを一いち瞥べつした六つ子は、その横に転がっているみろくにも視線を向けたが、先の問いはガン無視した。ならば、わざわざ名乗る筋合いもない。

「無能のお姉ちゃんはサルとココへ来たんだよね？②」

「ここはオトギバナシの住人しか入れないのに③」

「ヒメがすり替えたカクリヨなのに④」

「なんだか、ふつーのヒトと変わらないよ？⑤」

「かんけーないんだから、さっさと殺しちゃえば？⑥」

　言いたい放題であった。

「無能無能無能って、何度も言うなぁあ！」

　確かにみろくは中ちゆう途と半はん端ぱだが、桃もも太た郎ろうの『記憶』は顕現している。

　なのに、六つ子はまるで認識していない。

　夷い狄てきにしてみれば、道端の石ころ──無能は顕現者ではないのだ。

　悔しさを通り越し、殺意すら湧いてくるが、ななみとは違い、拘束具が自動的に締まり、身体からだが折り畳まれることはなかった。

　むしろ、穿はき古ふるした下着のゴム紐ひものように、だらしなく緩んでいた。

「……え。これって、どういうこと？」

　みろくの眼めには、自分を拘束している鉄の鎖が竹皮の紐ひもに見えていた。

『オン、マイタレイヤ、ソワカ──二じ郎ろう真しん君くんの縛ばく妖よう鎖さは元々、観かん音のん菩ぼ薩さつの宝パオ貝ペエだから、同格のてめぇ……可か愛わいいみろくちゃんにはまったく無意味なのよん☆』

　またまた、頭の中で囁ささやかれたような気がした。

　幻聴か錯覚か──脳髄に直接、情報を流し込まれるような違和感には心底、うんざりしていたが、今回は現実まで変容していた。

　指先で触れた感触も竹皮の紐ひもに変わっていたからだ。

「ミダス王の黄金じゃあるまいし……いや、こっちは劣化しているから、ますます嬉うれしくないぞっ……」

　でも、原因を考えるのは、この窮地を脱してからだ。みろくに興味がない六つ子が里り菜なへの拷問を再開し、ななみの呻うめき声ごえを面白がっている間に。

　本当に竹皮の紐ひもなら、アーミーナイフ──師匠の事務所から無断借用し、懐ふところに隠しているビクトリノックスで簡単に切れるはずだ。

「罠わな……じゃないよね？」

　みろくは首を捻ひねりつつ、思考する。

　キサラ、ななみ、みろく──三人の拘束具は首と両手両足を繫つなぎ、身体からだの可動範囲を制限する仕掛けだが、顕現者が抗あらがうと反応する。

　首輪と手錠と足錠を繫つなぐ鎖は容赦なく、全身を締め上げていく。

　ななみの惨状も大概だが、キサラが人体の構造を完全に無視した現代美術のような体位で折り畳まれているのも、力任せに解ほどこうとしたからだろう。完全に白目を剝むいているし。

「とりあえず、試してみるしかないか……」

　顕現者専用の拘束具──確かに、キサラとななみには絶大な効能を示しているが、六つ子は肝心なことを忘れている。

　みろくが無能な顕現者だということを。

　問題は、六つ子に悟られずに拘束具を解除し、三馬鹿を救出する手順だ。

　鎖を竹皮の紐ひもに変えても気づいた様子はないが、アーミーナイフが見つかれば、さすがに怪しまれるし、救出に成功しても、満まん身しん創そう痍いの三馬鹿に六つ子と戦ってもらうのは難しい。

「……つくづく、足を引っ張るだけなんだよなあ……わたしは」

　加えて、夷い狄てきの姫がすり替えたこの花はなやしきは、この世ならざる幽かく世りよだ。

　幽かく世りよは不可視の領域──顕現者と夷い狄てきにしか見えず、普通の人間は姫の『餌』以外、潜り込むこともできない。

　考えてみれば、竜りゆう宮ぐう城じようの一件でルイスのフィギュア自警団は師匠に同行していたが、地下宮殿への進攻はできなかった。垢あかを介した念波──神通力が遮られたのだ。

「……勝負は時の運とはいえ、さすがに無謀すぎたかなぁ……」

「無能のお姉ちゃん、何をブツブツ言ってるの？①②③④⑤⑥」

　万事休す──いつの間にか、六つ子に囲まれていた！

「ええい、面倒くさい！　こうなったら……」

「面倒くさがりはダメだよ、姉ちゃん☆」

　困っていると、頭上から聞き慣れた声が聞こえてきた。

「アンタには言われたくないってば……って！　小こ太た郎ろうっ!?」

　みろくが脊髄反射で言い返すと同時に、密室のような暗黒空間がなんとなく卑ひ猥わいな感じでくぱぁと縦に開き、その奥から花はなやしき名物ローラーコースターが突っ込んできた。

　まるでブレーキの壊れたダンプカーのように！

「オマエは、クソッタレのコタロー！①②③④⑤⑥」

　六つ子の罵声は完全に同期したが、場にいた全員がまとめて吹っ飛ばされ、里り菜なに至ってはごきげんようなパーティーサイコロのようにぐるぐると回り続けている。

「まったく、つまんない人体破壊ばかりやってる悪い子たちは、おしおきしないとねっ☆」

　先頭車両で仁王立ち──事件現場へ突っ込んできたのは、まさかの小こ太た郎ろうであった。

「うわぁあ！　この大馬鹿！　姉ちゃんたちまで轢ひき殺ころす気!?」

　無限に延びていくローラーコースターの軌道は、現うつし世よとの壁を強引に貫通し、幽かく世りよ側がわの建屋を破壊していく。

　ファンタジーと悪夢の境界線というか、無茶苦茶な光景だったが、幽かく世りよ──仮構された空間は、神通力と想像力の強度次第で、他者が構築したイメージを書き換えることができる。

「……あ。イチかバチかの見切り発車だったから……でも、結果オーライということでっ☆」

「オーライじゃないって！　アンタのほうが面倒くさがりじゃないっ！」

　やっぱり姉弟きようだい──血は争えない。

「よく、このユカイな遊び場を見つけたね。コタロー？①」

「イヌやキジやサルの鳴き声が届いたのかな？②」

「浅あさ草くさから逃げたのかと思ってたよ？③」

「イヌがガンジョーだから退屈しなかったけどさ④」

「そろそろガチマッチで殺し合いたかったんだよ⑤」

「だから、せいぜい生き延びてね！⑥」

　笑顔の六つ子は、言うと同時に小こ太た郎ろうへポンプガンの集中砲火を浴びせた。

「うん。お前たちがやらかした、くっそくだらない一部始終、すべて姉ちゃん経由で聴いてたからねっ☆」

　対する小こ太た郎ろうは、何ど処こかで見た杖つえ──いや、竜りゆう宮ぐう城じようで師匠が使っていたステッキを操り、幽かく世りよの空間ごと泡を薙なぎ払はらっていく。

「ていうか、どうやって此こ処こに来たのよ？　それに、姉ちゃん経由って……わたし!?」

　よく見ると、ベルトのバックル──〈正しき桃〉の装飾具から小こ太た郎ろうの耳へ、ワイヤードなイヤホンが伸びていた。

「ごめん。姉ちゃんのアクセサリー、里り菜なちゃん特製の高性能盗聴器＆発信器入りにすり替えといたんだ。何な故ぜか幽かく世りよでしか動作しない特別仕様なんだけど……」

　言われて気づいた。インバネスコートの襟に付けている〈逆さ桃〉の装飾具に、小さなマイク穴が開いていたことに。

「これで、わたしの声を拾っていたってこと……？　幽かく世りよの声を!?」

　──里り菜なちゃんの技術力は凄すごい、とは聞いていたけど……。

　まさか、インターネットではなく、霊的ネットワーク──顕現者同士を繫つなぐ縁えにしの霊脈で通信する宝パオ貝ペエまで作ってしまうとは！

　……いや、そうじゃなくて。考えてみれば、小こ太た郎ろうが部屋に来たとき、衣え紋もん掛かけに吊つるされていた祖母の形見──インバネスコートを直していた。

「あー!!　あのときかっ！　このボケナス！　姉ちゃんはアンタをそんな手癖の悪い下着泥棒に育てた覚えはないぞっ！」

　思い出したみろくがマイク穴に向けて叫ぶと、顔がん面めん蒼そう白はくになった小こ太た郎ろうがあわててイヤホンを耳から外した。

「ひゃあああっ！　だ、誰がキングオブ下着泥棒だよ！　人聞きが悪すぎるよっ！　姉ちゃんが心配だったから、頼んで作ってもらったのに！」

「うるさいっ！　この変態イケメンジゴロストーカーがぁああ!!　アパートへ帰ったら、下着の枚数を徹底的に確認しないと……」

「ひどいよ……ぼくの予想は的中したんだから、少しは感謝してよ！」

　それにしても──みろくが幽かく世りよで監禁されても繫つながっていたあたり、ルイスのフィギュア遠隔操作より、里り菜なの盗聴器のほうが神通力が強かったらしい。

「無能のお姉ちゃん、コタローの姉だったの？①」

「顔がヒメに似てるだけの無能のくせに②」

「まさにグネェケンテイってやつだね③」

「愚ぐ姉し賢けん弟てい──そんな言葉はないし、足りない頭でわざわざ作るな！」

　怒り心頭のみろくは、六つ子が自分を人質とする可能性も考えずにキレたが、間髪入れずに小こ太た郎ろうが遮る。

「姉ちゃんは里り菜なちゃんたちを助けてよ。みんなを傷つけた悪ガキたちは、ぼくが成敗するからさっ！」

　小こ太た郎ろうはそう言うと、六つ子の攻撃を一手に引き受け、姉と小こ太た郎ろうガールズの安全を確保したが、無駄に派手で巨大なステッキを持て余していた。

　宝パオ貝ペエ──顕現者から神通力を引き出す宝パオ具ペエは、所有者の御お伽とぎ噺ばなしに最適化されている。

　だから、他人の宝パオ貝ペエは小道具が修行には良いが、桃もも太た郎ろうの顕現者である小こ太た郎ろうにとって、本質的な得物ではない。

「借り物はやっぱ使いにくいから返すよ、耳毛の爺じいちゃん！」

　それにしても、あっけなく放り投げてしまった。幸い、浦うら島しま太た郎ろうのステッキは花はなやしき内を暴走し続けているローラーコースターに回収されたが──。

「……お、おい……ぐがっ！　おぅえぇぇぇ……」

　誰かの頭に当たったような鈍い音と、乗物酔いで嘔おう吐とするような音を聴いた者はいなかった。




　身軽になった小こ太た郎ろうは、徒手空拳──小こ太た郎ろうパンチや小こ太た郎ろうキックで応戦しつつ、遊具から遊具へ飛び移っていく。

　相手の戦闘能力を測るためでもあるが、六つ子は次々とランドセルからサイドアームな武器を投とう擲てきし、まるでキリがない。

「メインがポンプガンなのは聞いていたけど、サブがメチャクチャだなぁ……」

　意思を持って這はい回まわる大量の牛ぎゆう糞ふん、六つ子の頭よりも巨大なスズメバチの巣、イガグリ形のクラスター爆弾、高張力鋼外殻で地中深くまで貫通するバンカーバスター級の臼うす──異能バトルの武器としては、何かが間違っている。

「そんな物騒なもん、ランドセルに入れておくなよっ！」

　ていうか、六つ子の御お伽とぎ噺ばなし──猿さる蟹かに合かつ戦せんの宝パオ具ペエとしても、完全に間違っている。

「むしろ、どうやって入っているのかを突っ込むべきだと思う……」

「おい！　遊んでるンじゃねェぞ、小こ太た郎ろう！」

　みろくも呆あきれていたが、場内アナウンスで鳴り響く老人の声で我に返った。

「あ、あれ……師匠も来ていたんですかっ!?」

「そいつらはガキの皮を被かぶった悪鬼……猿さる蟹かに合かつ戦せんの子こ蟹がにですらねェ、地獄の怨おん霊りように魂を喰くらい尽つくされた形骸だ！　うっぷ……」

　考えてみれば、小こ太た郎ろうからの電話──背後の声も師匠の声だった。

　だとしたら、二人は富ふ士じの樹海で何を？

「ちぇー。別に遊んでいるわけじゃないんだけどなあ……」

　ぼやきながらも、六つ子の連携攻撃を冷静に避よけ、小こ太た郎ろうは待っていた。

　懐ふところの切り札を最大限に活いかす局面を。




「ななみちゃん、キサラさん……動ける？」

　六つ子が小こ太た郎ろうを追う間に、みろくは拘束具を外し、ななみとキサラへ駆け寄っていた。

「なんとかね。で、これがさっき言ってた奥の手？」

　強固な鉄の鎖──いや、竹皮の紐ひもを切ると、手錠や足錠も砂のように錆さびて崩れた。

「けっひひ♪　お姉さん、こんな能力を隠していたなんてねえ～」

　ななみとキサラは驚いている。

　そりゃそうか。二人の眼めには、桃もも太た郎ろうの権能で鉄の鎖を切ったように見えているのか。どう考えても桃もも太た郎ろうにこんな能力はないと思うけど。

　かと言って、「無能だから、顕現者の神通力を利用した拘束具も無力化し、解除できる」とは答えたくなかった。

「うおォン、鎖から解き放たれたアタシは、まるで人間火力発電所だぞ！　豊とよ丸まるも卑ひ弥み呼こも全裸で逃げ出すよ！」

「キサラさん！　それじゃ別の意味になっちゃいますよ!?」

「大和撫子やまとなでしこタマの腰！　練ねり馬ま大だい根こん持ってこい！」

　ハードすぎる緊縛から解放され、一気に超回復したキサラは、ショーパブ仕じ込こみのおっさん向けオールドジョークで大暴走していた。キサラ自身が生まれる前のネタで。

「あるわけないでしょ！　私とキサラで無能なお姉さんを援護するから、早く里り菜なを！」

　ななみに尻を叩たたかれたみろくは、いつの間にか遠くへ転げ落ちている里り菜なへ駆けていく。




　六つ子のポンプガン攻撃は小こ太た郎ろうへ向けられていたが、サイドアームの流れ弾が次々と幽かく世りよの壁──結界を破壊していた。

「こんなドロドロも、夷い狄てきなの……!?」

　破壊で生じた闇の奥──空間の裂け目からゾロゾロと湧き出したのは下か級きゆう夷い狄てきだったが、矮わい小しようで不定形のまま勢い良く跳ね回っている。

　手術で摘出した内臓がノミを真ま似ねているかのように。

「コイツら、人型に化けることすら面倒なのかよぉ！」

「キリがないけど……小こ太た郎ろうや里り菜なのところへは行かせない！」

　キサラは神速の足技で、ななみは特殊警棒の杖じよう術じゆつで、片っ端から払い落としていくが──胎盤か蛭ヒル子コ神ガミか、大量のグチャグチャに辟へき易えきしたのは言うまでもない。




「里り菜なちゃん！　里り菜なちゃん！」

　みろくの腕の中で、犬耳のようなツインテールだけがゆらゆらと揺れていた。

　瀕ひん死しの里り菜な──顕現者の神通力で辛かろうじて生きているが、常人ならとっくに死んでいる。

「小こ太た郎ろうさまぁ……上う手まく行きましたねっ……♡」

「うわあっ！　いきなり意識を取り戻した!?」

　思わず放り投げそうになったが、トランス状態を脱した里り菜なは、表情も瞳孔の色も正常に戻っていた。

「いえいえ、里り菜なは我一介の肉魂を演じていただけです。囚とらわれの身になったときから、自己暗示による精神防御壁シールドウオールを構築し、顕現者の神通力をすべて超回復へ集中することで、瀕ひん死しで発狂寸前の極限まで生存可能としたのですよ……」

「ややこしい説明はいいから！」

　駆けつけたキサラが遮ると、息も絶え絶えの状態ながら、里り菜なは微ほほ笑えんだ。

「要約しますと、里り菜なは小こ太た郎ろうさまが助けに来ると信じて信じて信じ抜いていたのです……だから、お姉さんも信じてあげて……」

　さすがは筋金入りのストーカー少女。

　ななみやキサラと比べても度胸が据わっている。

「……わかった。わたしも小こ太た郎ろうを信じるから、もう少し我慢して！」

「ドロドロの雑ざ魚こたちはすべて潰したから！」

「次は里り菜なの欠片かけらを集めてくっつけるよ！」

　みろくはダルマ状態の里り菜なを懐ふところに抱え、ななみとキサラは切り刻まれた四肢を集めていく。もっとも、超回復の権能ヒーリングフアクターでも元通りになるかどうかは──。




「よっしゃあっ！　上う手まくやったね、姉ちゃん！」

　みろくたちが里り菜なを救出したことを確認した小こ太た郎ろうは、一気に花はなやしき最速の絶叫マシン──スペースショットの鉄塔を駆け上がると、気を練り始めた。

「えーと……こんなもんかな？」

　臍せい下か丹たん田でん呼こ吸きゆう法ほう──下腹部に力を込め、ゆっくりと息を吐き出すと、眼前にひと振りの日本刀が顕現した。わりと簡単に。

「耳毛の爺じいちゃん……この刀、なんて名前だっけ？」

「馬鹿野郎！　てめェの刀の銘ぐらい覚えとけ！」

　仮構された幽かく世りよ全域に響き渡るアナウンスで、師匠の怒号が炸さく裂れつしたが、声は嬉うれしそうに弾んでいる。

「異形の幻刀〈魂タマ切ギリ〉……叩たたき斬きるのは現うつし身みにあらず、悪鬼と化して毒を撒まき散ちらす、歪ゆがめられて狂い咲く魂の花ソウルフラワーよ！」

　２尺６寸５分──約80㎝の刃長は凍りつくほど鋭い霊気を纏まとい、刃縁は霞かすみのように深く揺らいでいる匂におい出で来き──。

「ここはカッコつけたほうがいいんだろうけど、桃もも太た郎ろうなんて、お祖ば母あちゃんがよく観みていた時代劇の口上と、姉ちゃんと熾し烈れつな抗争を繰り広げた桃もも鉄てつしか知らないやっ☆」

　もっとも、当の小こ太た郎ろうは、いまひとつ理解していない。

　前者は主演が高たか橋はし英ひで樹きだったことを覚えているかどうかも怪しいし、後者で思い浮かぶのは、うんちカードやキングボンビーだ。

「……こんな大馬鹿が桃もも太た郎ろうの幻刀をあっけなく再現しやがるンだからな。千年以上生きても、世の中ってやつァ、さっぱりわからねェ……」

　アナウンスのマイクは師匠のぼやきまで拾ったが、みろくの……桃もも太た郎ろうの『記憶』は刀の由来を知っていた。

　幻刀〈魂タマ切ギリ〉。それは、天下五剣の一振り──雄々しき武骨の名刀『童どう子じ切ぎり安やす綱つな』の元型アーキタイプ。

　平安時代、源みなもとの頼より光みつの配下であった武将、渡辺綱わたなべのつなが坂さかの上うえの田た村むら麻ま呂ろから与えられた『童どう子じ切ぎり安やす綱つな』は、丹たん波ばの国くに大おお江え山やまに住み着いた悪鬼──酒しゆ吞てん童どう子じの首を斬り落とし、伝説の太刀たちとなった。

　桃もも太た郎ろうの御お伽とぎ噺ばなしは、日本書紀の四道将軍の一人──吉き備び津つ彦ひこの命みことの吉き備びの国くに平定と温う羅ら伝説にスクナビコナの原始神話が混淆ミクスチヤーした英雄伝説だが、それに民間伝承としての輪郭を与えたのは、大おお江え山やまの酒しゆ吞てん童どう子じ討伐だ。

　しかし、卵が先か鶏が先か──坂さかの上うえの田た村むら麻ま呂ろへ太た刀ちを奉じた刀工伯ほう耆き安やす綱つなは、あらかじめ酒しゆ吞てん童どう子じ討伐を幻視していた。そして、夢で見た理想の太た刀ちを現実とすべく『童どう子じ切ぎり安やす綱つな』を作った。

　複製品が築いた伝説を纏まとい、現うつし世よか幽かく世りよかもわからぬ場所で幻のまま眠り続けていた〈魂タマ切ギリ〉は、桃もも太た郎ろうの神通力でついに現実の刀剣として顕現したが、小乱れの刃紋はより禍まが々まがしく、刻々と変化を繰り返す異形の刀であった。

「なるほどね──ま、そーいうことで」

　みろくの『記憶』が流れ込んだのか、小こ太た郎ろうは不敵な笑みを浮かべた。

　顎より拳が低い霞かすみの構えは左前──眼まな差ざしは鋭く、六つ子の仕掛けを推し量る。

「鎧よろいも着てねェのに霞かすみとは、どういう了見だ！」

「耳毛の爺じいちゃん、でっかい仕掛け花火相手じゃ、構えに意味はないよ」

　小こ太た郎ろうはそう言ったが、霞かすみとは神か住すみなり──刀先はいびつな八や百お万よろずの神々が住まう六つの場所を狙っていた。

「──一瞬、高速で動けるかどうかだけさ！」

　六つ子と相対した瞬間、その眉間の第六チャクラに憑ついた夷い狄てき──零落し、国に仇あだなす神を斬り払うために。

　だが、六つ子も真っ正直に戦うはずがない。

「カッコつけてるけど、コタローはバカだね①②」

「刀より銃、銃よりミサイル、わからないのかな③④」

「わからないバカはわかる前に死んじゃうけどね！⑤⑥」

　下か級きゆう夷い狄てきの大たい量りよう憑ひよう依いで、花はなやしきの中心にそびえ立つ──２０１６年に解体されたはずの人工衛星塔を高速回転する巨大ミサイルへ変異させた六つ子は、スペースショットのてっぺんにいる小こ太た郎ろうへ向けてミサイルを射出した！

「仕掛け花火ってェのは、そういうことかよ！」

　師匠も呆あきれる、幽かく世りよならではの大技であった。

「カクリヨはコドモの空想が最強なんだよ！①②③」

　６つのお菓子の家を模した観覧車に隠れた六つ子は高速回転運動に紛れ、ポンプガンを四方八方へ乱射──小こ太た郎ろうの行動範囲を制限していく。

「ヒメから届いた新型ポンプガンさ！①」

「命中すれば、確実に動けなくなってドロドロだよ！②」

　これまでの泡は高速回転で吹き飛んでしまうからか、いつの間にか粘度の高い溶ジエ解ルイ液ンクへ差し替えていた。

「ボクらは繫つながってるから、ボクらを撃つこともないしね！③」

　喋しやべりは三人だけ──前陣か。

　攪かく乱らんし、後陣が飛び出す隙を作る魂胆か──。

「ひと～つ、人の世の生き血を啜すすり！」

　だけども、同士討ちがないということは──。

「ふた～つ、不ふ埒らちな悪行三昧！」

　攻撃の射線は、逆に限定されるってこと──。

「みっつ、醜い浮うき世よの鬼を！」

　ならば、高速回転に乗り、流れるように──。

「よっつ、世のため人のため！」

　前衛の射線が崩れ、次の観覧車へ跳べば──。

「いつつ、いつでも斬り捨てる！」

　激突し、崩壊していく落下運動に紛れて──。

「むっつ、無情な世の悪を！」

　飛び出す後陣も、電光石火の斬撃に散る──。

「退治てくれよう桃もも太た郎ろう──ってね！」

　宙に舞った鮮血も見えないほど、大量の破片が降り注ぐ中、小こ太た郎ろうは六つ子全員を斬り払い、メリーゴーラウンドの屋根に着地していた。

　ほんの一瞬──圧倒的な速さで。

　加えて、刀身の残影──長く伸びた光の刃やいばが、観覧車ごと一刀両断していた。

　江戸時代、試し斬りの達人が、罪人の屍しかばねを６つ積み重ね、童どう子じ切ぎり安やす綱つなで斬ったところ、すべての屍しかばねを両断した刃やいばが土台まで達したと言われるが──。

　異形の幻刀はそれ以上であった。

「……小こ太た郎ろう、こ……殺しちゃったの!?」

「まったく問題ないよ、姉ちゃん。斬ったのは悪ガキどもを操っている夷い狄てき……くそったれの鬼だけさ！」

　小こ太た郎ろうの言葉通り、六つ子から飛び散った鮮血が、蛇のように空中でとぐろを巻き、互いに絡からみ合あっていく。

　まるで、不可視の力で吸い上げられたかのように。

「これが、六つ子に憑ついていた夷い狄てき……!?」

「汝なんじの正体見たり！　夷い狄てきの女め狐ぎつね……〈赫カグ夜ヤ〉の蛇よ！」

　みろくが驚くと同時に、師匠のアナウンスがサイレンと共に鳴り響く。

「小こ太た郎ろう、気ぃ抜くンじゃねェぞ！　第２幕だ!!」

　禍まが々まがしい毒血の蛇は燃え上がる破片も吸い込み、六本腕で筋骨隆々の赤鬼へ化身していく。

「ちぇー。人使いの荒い爺じいちゃんだなぁ。姉ちゃんがぼやくはずだよ～」

「うるせェ！　さっさと勝カ負タをつけて、てめェの好きな姉弟きようだいもの無修正ブルーレイを事務所から好き放題持って行きやがれ！」

「「「ちょっと！　それはどういうことですか!?」」」

　ななみやキサラに加え、半死半生の里り菜なまで師匠へブーイングを飛ばし始めた。

「ふっざけんなあ！　アンタなんて行き先サイコロ振ってどの目が出ても男優とカメラマンだけで路線バスすら通っていないド田舎へヒッチハイクして熟女を通り越して老婆の域に入ってる六む十そ路じ素しろ人うと応募女優と畳でまぐわって１泊２日で帰る企画ものでも観みてろっての！」

　みろくに至っては完全にブチ切れ、小こ太た郎ろうへ八つ当たりしていた。

「何、その……『水曜どうでしょう』と『ローカル路線バス乗り継ぎの旅』が悪魔合体して突然変異したようなビデオ……」

「いやー、エロの世界は広大だからねえ。なんでお姉さんがそんな企画ものを知っているのかは、敢あえて訊きかないけど……」

「な、なんか、むしろ面白そうなんですけど……!?」

　結局──ななみ、キサラ、里り菜なまで暴走トークを繰り広げ、肝心の小こ太た郎ろう対赤鬼より混乱する始末であった。

「おい、このかしまし娘どもが……もう勝手にしろ……」

　ボンクラ弟子＆三馬鹿──スパークする四人娘に頭を抱えた師匠は耳毛もぐったり垂れ下がり、一気に老ふけ込こんでしまう。

「うわああぁ……その件はノーコメントで！」

　そして、小こ太た郎ろうも振り返ることなく駆けていた。

　激突して破壊されたスペースショットと人工衛星塔の残骸上で、小こ太た郎ろうと赤鬼の第２幕が始まっていたからだ。

　血蛇が化身した六本腕の赤鬼──毒々しい赤しやく銅どう色いろの再生合がつ体たい夷い狄てきは、小こ太た郎ろうの３倍以上の背丈にまで成長していた。

「哀れな六つ子の因果も喰くらった……ってこと？」

　特殊警棒を構え直し、ななみが駆け出したが──。

「ダメだよ、ななみちゃん！　みんなも助すけ太だ刀ち禁止だからねっ！」

　間髪入れず、小こ太た郎ろうが制した。

「でも、アタシらも顕現者だろっ！　桃もも太た郎ろうの家来なんだろっ！」

「確かに、御お伽とぎ噺ばなしの鬼は桃もも太た郎ろうと家来たちが協力して倒したんだっけ」

　キサラも反論したが、小こ太た郎ろうは笑顔で答える。

「……でも、この鬼は、ぼくが勝カ負タをつけるよっ☆」

　身も心もすべて許してしまう、朝日のようにさわやかな必殺の切り札で。

「犬、猿、雉きじ……三人はもう、役目を果たしたからね」

　里り菜な、ななみ、キサラ──誰かに歪ゆがめられた御お伽とぎ噺ばなしで、三人は余計な傷を負ってしまった。姉のみろくもひどい目に遭った。

　だから、この勝負は猿さる蟹かに合かつ戦せんでなく、桃もも太た郎ろうとして決着をつける──。

「ギギィ……ヴィィギギギィイイイッ!!」

　鳴り響く獣の咆ほう哮こう──残骸の鉄骨を縦横無尽に振り回す赤鬼は、巨人の体たい軀くにふさわしい怪力であった。

「ふ～ん。君はブンブン振り回すのが好きなのかい？」

　だが、小こ太た郎ろうは驚異的な身体能力──高速駆動の権能でフルスイングの隙を縫い、みろくたちがいる場所から離れていく。

「典型的な低打率の一発屋スラツガーだね。足りない頭なら、知恵も盗みゃいいのに」

　六つ子の血液で造り上げたくせに、赤鬼の知能は六つ子より低いようだ。みろくたちを人質にする知恵もなく、巨大な肉体を持て余しているようにも見える。

　どちらにしろ、力任せの攻撃は大振りで隙も多い。

　当たらない限りは小こ太た郎ろうが有利だが、長い六本腕は全方向へ攻防一体──なかなか首や臓ぞう腑ふへ致命傷を加えることができない。

　無理に踏み込んで迎撃されれば、一撃でもあっけなく逆転満塁ホームランだ。

　相手の思考──反応よりも速く。

　手数で圧倒し、スイングアウトの隙を誘うしかない。

　速攻の第１幕とは正反対の構図──戦局は膠こう着ちやく状態に陥っていた。





■　■　■






「小こ太た郎ろう……いつの間に、あんな技を身につけたの……」

「おい、そこのボンクラ弟子。手を貸しやがれ」

　小こ太た郎ろうの変貌に啞あ然ぜんとしているみろくの前に、ようやっと立ち直った師匠が現れた。

「師匠……小こ太た郎ろうにいったい何をしたんですか!?」

「あれだけ幻刀を操れりゃ、もう、アナウンスの指図もいらねェだろ」

「そうじゃなくて！　なんで顕現者らしく戦っているんですか！」

　みろくは肩を貸しつつ、不安そうな表情で問い詰める。

「どうもしねェよ。姉ちゃンの危機に駆けつけてェから、竜りゆう宮ぐう城じよう事件の前に『秘密裏に稽古をつけてくれ』と言ってきたのさ」

　声の張りは変わらないが、師匠の足元はふらつき、見るからに体調が悪そうだ。竜りゆう宮ぐう城じようでの超人的な活躍と比べると、見る影もない。

「け、稽古……ですか!?」

「そのくせ、文句ばかり言いやがって。しゃあねェから、早く会え得とくできりゃ特別ボーナスをやるぞと言ったら、あっという間に幻刀を会え得とくしやがった」

「なるほど。特別ボーナスがあのアダルトビデオなんですね……」

　不機嫌なみろくを無視して、師匠は続ける。

「ほう、てめェにはそういうことにしていたのか。さすがに姉には恥の意識があるようだな」

「……え、どういうことですか？」

「具現化はできても、刀術が半人前以下だったンでな。竜りゆう宮ぐう城じよう事件とは別の鬼退治を任せていたのさ」

　その事件は見事に解決したようだが、姉の危機一髪から外されたことに、小こ太た郎ろうはかなり不満を抱いていたらしい。

「だからもう一度、富ふ士じの樹海で稽古をつけていたンだが、ヘンな宝パオ貝ペエでてめェの危機を知ると、走って浅あさ草くさへ帰ると言い出しやがった」

　ヘンな宝パオ貝ペエ──里り菜なに頼んで作ってもらった霊脈盗聴器＆発信器のことだろう。

「オレも竜りゆう宮ぐう城じようで、ちょいとばかり神通力を使い過ぎちまったンでな。今回は小こ太た郎ろうに任せることにしたンだが──」

　竜りゆう宮ぐう城じようのときは浦うら島しま太た郎ろうのステッキで簡単に破った幽かく世りよの壁も、今回は小こ太た郎ろうが代わりに突破したらしい。

「そしたら、いきなりあのローラーコースターに乗っていたのさ。おかげで悪酔いっつうか……空間やら道理やら捻ねじ曲まげるにも限度があるだろうが……」

「それはご愁傷様でしたね……」

「ま、そんなことより、問題はてめェが抱えてる犬の嬢ちゃンだ」

　みろくが抱えている里り菜なは、超回復の権能ヒーリングフアクターで出血は止めたが、四肢は欠損したままだ。

「不幸中の幸いっつうか、花はなやしき一帯がまるごと幽かく世りよへすり替えられてなかったら、とっくに死んでるぜ？」

　破片は降ふり止やんだが、代わりに空間が不安定に揺らぎ始めている。

　このまま戦いが長引くと、現うつし世よへ戻れなくなるかも知れない。

「こ……小こ太た郎ろうさまが戦ってる……夢みたいですぅ……」

「まったく、徹底的にやりやがって。これじゃ本当に犬っころだ」

　戦う小こ太た郎ろうに夢中な里り菜なはまたトランス状態になりかけていたが、その様子を見た師匠は苦々しく呟つぶやいた。

「オレが若い頃は、訊じん杖じようで殴りつけるくれェだったが、最近のガキはそら怖おそろしいことをいけしゃあしゃあとやりやがる」

「……浦うら島しま太た郎ろうの若い頃ですか？」

　みろくが思い出したように訊きき返かえす。

「竜りゆう宮ぐう城じようの一件で、少しだけ思い出したのさ」

　それもそのはず──訊じん杖じようは平安時代の拷問道具だ。

「国のために夷い狄てきを追い払ったら、『夷い狄てきを口実に謀む反ほんを企てている』と、あの馬鹿兄貴に讒ざん言げんされてな。しこたまぶっ叩たたかれて、大だ宰ざい府ふへ左遷されたのさ。まあ、兄貴はそのあと、歴史から存在ごと消されちまったがな」

　当時の拷問は現代の鞭むち打うち刑けいに近く、杖つえで繰り返し殴りつけていたが、体験者から話を聞いた現代人はきっと、みろくだけだ。

「とりあえず、集められるだけ集めたけど！」

「でも、いったいどうすりゃいいんだよ……!?」

　ななみとキサラは切り刻まれた四肢を集めてきたが、完全に人体ジグソーパズル状態で、なんとか並べても自動修復オートリペアが始まる気配はなかった。細かすぎて処理不能なのか。

「ガタガタ抜かすな、小娘ども！　犬の嬢ちゃンはちょいと切り刻まれただけ……玉手箱の呪いに比べりゃよっぽどマシだ！」

「ちょいとじゃないですよ！　瀕ひん死しの大惨事ですよっ！」

「瀕ひん死しは生きてるってことだろ。ならば、覆水を盆に返すだけのことよ！」

　漂う不安を一喝した師匠は、みろくの反論も遮り、更に続ける。

「東こ風ち吹かば、匂ひおこせよ、梅の花……主あるじなしとて、春な忘れそ……ってな！」

　何ど処こかで聞いたような和歌を詠よみつつ、師匠は10個の亀──両手の指輪に封じていた神通力を開放していく。

「犬の嬢ちゃン、余計なことを思い出すかも知れねェが、黙って我慢しろよ」

「……はい……天神さま……」

　里り菜なは意識が混濁してきたのか、師匠を別の誰かと間違えていた。

「──オンボダロシャニソワカ、オンバサラダドバン、オンアビラウーンクハン、オンアメリタティー、ゼイカラウーンノウマクサマンダボダナン──」

　続いて真言を唱えると、失った大量の血液が何ど処こからか元の身体からだへ戻り、切り刻まれた四肢の欠片かけらも磁石が吸い付くように修復されていく。

　まるで時計の針を逆回しにするような高速処理──竜りゆう宮ぐう城じようでの大秘術に続いて、驚異的な神通力であった。

「だ、大丈夫ですか……師匠っ!?」

　しかし、再生術を執り行った師匠は更に老ふけ込こんでいた。

　肌は活力を失い、声の張りもなく、10個の指輪もすっかり輝きを失っている。

「長く生きていると、たまにこういうこともある。てェしたことじゃねェよ……死ぬこともできねェ呪いに比べりゃ……」

　膝を落とした師匠は震える指で、みろくの視線を誘導する。

「そんなことより、小こ太た郎ろうの戦いっぷりをよく観みておけ。夷い狄てきの姫……ろくでなしの女め狐ぎつねを討つ、切り札の戦いをな」

　小こ太た郎ろうと赤鬼の戦いは続いていた。

　傍はた目めには、小こ太た郎ろうがくるりくるりと宙を舞い、まるで武蔵むさし坊ぼう弁べん慶けいを翻弄する義よし経つねのようにも見えたが、赤鬼の攻撃は止やまなかった。

　鉄骨を振り回しては投とう擲てきし、離れれば跳びかかってくる。

　小こ太た郎ろうは、間合いから離れた一瞬──足を止めた際の構えを八相や脇構えに変化させ、跳びかかってくる隙を狙ったが、それでも斬り込むことはできなかった。

　赤鬼は常に全力ではなく、防御用の腕を残し、攻防一体の構えを心得ていた。




　小こ太た郎ろうに斬られた六つ子は黄こう塵じんの廃はい墟きよの中へ落下していたが、ようやく這はい出だし、ななみ＆キサラと対たい峙じしていた。

「サルハミナナミ……サルハミナナミ……①②③④⑤⑥」

「アンタら、まだ……!?」

「蟹かに江えさんの子供たち！　この猿さる喰はみななみに復ふく讐しゆうしたかったんでしょう？」

　キサラを遮り、六つ子の前に立ちはだかったのは、ななみだった。

「だったら、どうして正々堂々、私だけに復ふく讐しゆうしないの！」

　腕を組み、尊大な口調で言い放つななみに気け圧おされた六つ子は、同時に口を開いた。

「ボクらはフクシューを与えられ、演じてきたよ①」

「汚れたスベスベマンジュウガニにね②」

「強化人間のレシピを与えたのはヒメだけどね③」

「だから、ヒメだけは殺せないよう支配されているんだ④⑤⑥」

　蟹かに江え家の六つ子は、群体生命──ゲシュタルト生命だった。

　６つの意識を繫つなぎ合あわせ、並列処理で思考を高速化することで、強大な霊力を操る人工顕現者──そういう改造を施されていた。

「サルハミナナミ……このコトバを唱えるとね④」

「アタマの奥がビリビリするんだ⑤」

「たまらなくオマエを殺したくなるんだ⑥」

「サルハミナナミの名を口にしたヤツもね①②③」

　猿さる喰はみななみの名は暗号。憎ぞう悪おによる覚醒──脳内のリミッターを解除し、殺人プログラムを発動するキーワード。

　他人の言葉でも自分自身の呟つぶやきでも発動するそれは、カルト宗教〈赫カグ夜ヤ〉がウェブチャット説法に仕掛けたサブリミナル洗脳プログラムだった。

「だから、おとーさんも殺していたかも知れないね①」

「汚れたカニは、コドモのボクらさえいれば②」

「支配欲を満たせると信じていたからね③」

「いつまでもコドモだとは限らないのにね④」

「バカだから、ヒメに騙だまされたんだよ⑤⑥」

　キサラが釈然としない表情を浮かべていたのは、彼女が健全な家庭で育った証拠だが、ななみは冷静に捉えていた。

　悪あしき母親は、子供の人生を平然と歪ゆがめるのだ。

　従順な子供たちに殺させることで、子供たちの従順さを貪ろうとした、母親の驕きよう慢まん──殺されたことも自じ業ごう自じ得とくだ。

「でもね、サルハミナナミを殺しても①」

「ボクらのオトギバナシは歪ゆがんだまま、終わらないんだ②」

「殺してもコトバは残るから、待っていたんだ③」

「ガンジョーなイヌを切り刻んで遊びながら④」

「ボクらをまとめて殺してくれる誰かを⑤」

「ヒメには悪いけど、もういいよね？⑥」

　噴き出した鮮血は霧のように風で流れ、遠くの赤鬼へ吸い込まれているが、六つ子の身体からだに刀傷はなかった。

　幻刀〈魂タマ切ギリ〉は夷い狄てきの毒血を斬り払ったが、素の六つ子は自分たちが歪ゆがめられた邪悪な存在であることに怯おびえていた。

「ずいぶんと勝手な物言いね。それって、被害者が加害者の負い目を肩代わりしろってことでしょ？　そんな願いを叶かなえる義理はない……」

　本来なら、父親の蟹かに江えが責を負うべきだろうが、彼は御お伽とぎ噺ばなしの顕現者ではないし、子こ煩ぼん悩のうな彼には荷が重すぎる。

「わかったわよ。小こ太た郎ろう……この子たちに早く引導を！」

　ななみは尊大な態度を崩さなかったが、頰には一筋の涙が流れていた。




「ななみちゃん!?　……なるほど、そういう仕掛けか！」

　眼前の赤鬼との戦いに集中しすぎていた小こ太た郎ろうは、呼びかけるななみの声で見落としていた状況に気づいた。

　切り離したはずの夷い狄てきが、未いまだに六つ子へ因果の糸を残し、その宿しゆく業ごうと妄執を喰くらい続つづけていることに──。

「だったら、もう一度──斬り払うだけだよ！」

　赤鬼が鉄骨を振り終えると同時に、小こ太た郎ろうは疾走──六つ子を再び、背中から斬り払う！

　すると、血霧に隠れていた操り手の影が可視化され、大蛇オロチのように禍まが々まがしく這はい回まわった。

　そして、六つ子から完全に切り離されると──。

「ほう、よくぞ見抜いたのう？　桃もも太た郎ろうの顕現者──桃もも瀬せ小こ太た郎ろうよ！」

　人と獣の中間のような暗黒と化し、対たい峙じしていた。

「なーるほど。ようやく黒幕の登場、ってとこかな？」

　足下ではいくつかの影──毒血の蛇の成れの果てが蠢うごめき、小こ太た郎ろうを牽けん制せいしている。

「ふふふ……そう言いたいところじゃがのぅ……」

　ねっとりとした影蛇は、数えで９匹──さすがに分が悪いか。

　正面から斬り込むと〈魂タマ切ギリ〉に絡からみつかれ、根こそぎ搾り取られそうだ。

「わらわの断片カケラ──尾先だけで殺やり合あうなぞ、ぬしにも失礼じゃろ？」

　艷あでやかな高笑いとドスの利きいた声音なのに、無邪気で舌足らずな口調──。

　それは、懐なつかしい少女のようでもあり、知らない老婆のようでもあった。

　少なくとも、浦うら島しま太た郎ろうの乙おと姫ひめからは遠くかけ離れている。

「わらわは現うつし身みで愉たのしみたいのじゃ。ぬしと殺し合い、まぐわいたいのじゃ。互いの魂が蕩とろけるほど熱くのぅ♡」

「勘弁してくれないかな……夷い狄てきの姫がはじめてなんて、シャレにもならないよ？」

　気が遠くなるほど長く生きているはずなのに、飽きることを知らず、暗黒の中で金色の瞳だけをねっとりと輝かせつつ、舌した舐なめずりしている。
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「ぬしは手に入れるぞ──三千世界で最高の女を、不相応と諦めていた〈姫〉を、その魂と引き換えにのぅ！」

　なるほど、貪欲で禍まが々まがしく、蠱こ惑わく的てき──夷い狄てきの姫に相応ふさわしい女め狐ぎつねだ。

「依より巫ましも見極めた──千年ぶりの帰還を待つが良い！」

　暗黒の怨おん霊りようはそう言い残し、縮しゆく潰かい──消滅した。




　縮しゆく潰かい──毒血で作り上げた分身の赤鬼もまた、赤黒い瘡かさ蓋ぶたのように変化し、乾いてボロボロと崩れていく。

　黒幕の撤退で、戦いはあっけなく終わったが──。

「これって……どういうこと……!?」

　ななみが驚いたのは、赤鬼の崩壊ではなかった。

「コイツら、なんで動かなくなってんだよっ!?」

　活動停止した六つ子の身体からだが硬化し、キサラが小突いてもわずかに揺れるだけの石地蔵と化していたからだ。

「もしかして、夷い狄てきの霊力を幻刀に吸い取られ……抜け殻になってる？」

　みろくもようやく眠りに就いた里り菜なを起こさないよう、小さく呟つぶやいたが、師匠はもっと単純な話だと言わんばかりに答える。

「因果応報カルマだ。幻刀は六つ子の願いと運命を具現化しただけだ。まあ、こいつらには、このほうが良かったのかも知れねェがな」

　師匠が言う通り──まだ殺されていない者たちの世界では、殺人者が平々凡々な日常を生きることはできない。

「世間が六つ子の罪を忘れ、六つ子が呪いの言葉を忘れるまで、石の眠りに就いたほうがな。夷い狄てき絡がらみの罪は、平凡な人間には裁けねぇンだからな」

　大半の人間は、社会という枠の中でしか成立しない生物だ。

　与太話のような御お伽とぎ噺ばなしをでっち上げ、平々凡々な日常から非日常を隔離することで、人間として生きている。

　顕現者も人間だが、同時に御お伽とぎ噺ばなしの化身でもある──境界線上の存在だ。

　境界線上の顕現者は、社会から隔離された非日常を鎮しずめ、平々凡々な日常を保障することで、辛かろうじて人間の側にいる。師匠が「麻コカ薬インと男色が三度の飯より好きな薩さつ長ちようの犬」と忌いみ嫌きらっている民俗学者のように言えば、夷い狄てきは「マレビト」で、顕現者は「ヨリシロ」だ。

　結局、顕現者が夷い狄てきと戦う理由は、平々凡々な日常を演じるためなのだ。

　──でも、本当にそれでいいのだろうか？

　中学２年生のわたしは、そんなつまらないものになりたかったのだろうか？

　膝の上で眠っている里り菜なを見つめつつ、みろくはそんなことを考えていた。

　演じる役もない、無能な黒子のくせに。

「……姉ちゃん、ありがとう。里り菜なちゃんを助けてくれて」

「アンタの大活躍でね」

　幻刀を担かついだ小こ太た郎ろうが鼻歌交じりに歩いてくる。

　役目からさんざん逃げ回っていたくせに、すっかり御お伽とぎ噺ばなしの主役が板についている。

「調子に乗るンじゃねェぞ、小こ太た郎ろう！　面倒なのは次なンだぞ？　幽かく世りよとはいえ、浅あさ草くさに夷い狄てきの女め狐ぎつねが現れちまったンだからな」

「そうだねっ、耳毛の爺じいちゃんの介護もしないといけないしねっ☆」

「うるせェ！　さっさと現うつし世よへ帰るぞ！」

　術の代償か、師匠は足腰まで衰えていたが、小こ太た郎ろうの肩を借りることは拒否した。




　世界残酷博覧会──幽かく世りよにでっち上げられた、偽にせの花はなやしきもまた、竜りゆう宮ぐう城じようの泥細工のように崩壊しつつあった。

　小こ太た郎ろうが適当な呪物を袈け裟さ斬ぎりにすると、紙がめくれるように現うつし世よの風景が現れた。まさに紙一重。

「うん。爺じいちゃんのド派手なステッキより、こっちのほうがよく切れるね」

「……〈魂タマ切ギリ〉だ。いい加減に覚えやがれ！」

　みろくたちが潜くぐり抜ぬけると、幽かく世りよは跡形もなく消え、見慣れた夜明けの花はなやしきに帰還していた。朝焼けが眩まぶしいということは、一晩経たったのか。

　不幸中の幸い──溶けて綻んで破れていた祖母の形見は、帰還と同時に修復されていた。竜りゆう宮ぐう城じようのときもそうだったが、まるで事件解決のご褒ほう美びのように。

「なんで、無能なお姉さんだけ元に戻っているのよ？」

「そうだよー。アタシとななみの服は溶けたままなのにさ！」

「里り菜なの服は、耳毛のお爺じいさんの術で元に戻りましたけど……」

　時計を逆回しにした里り菜なはさておき、ななみとキサラは半裸のままだった。

　あと、誰も運んだ記憶はないのに、６体の石地蔵も現うつし世よへ帰還していた。足下にはやっぱりカニマークが描かれ、誰が書いたのか「アリガトウ」と添えられていた。すぐに消えたけど。

「猿さる蟹かに合かつ戦せんなんだか、桃もも太た郎ろうなんだか……メチャクチャだったけど、ひとまずこれで解決……ということで……」

　みろくは急に睡魔に襲われ、そのまま意識を失った。

　安心したのか、考え過ぎたのか。

　それとも、誰かの仕業か──。





■　■　■






　眼鏡を通してもぼやける視界は、どうやら、見慣れた木造アパートの天井のようだ。

　異様に身体からだが重く、記憶も花はなやしきの石地蔵で止まっていた。おそらく──なんとか帰宅したが、疲れ果てて服を着たまま眠っていたのだろう。

　酔っ払ってやらかしたことはあるが、素面しらふでは初めての失態だ。

　それにしても身体からだが重い。特に胸のあたりに不快感が。

　なんか生暖かいし……生暖かい？

「……えーと、アンタは何をやっているのかしら？」

　よく見ると、小こ太た郎ろうがみろくの身体からだへ覆おおい被かぶさるように寝ていた。

「むにゅ……姉ちゃん大好き……姉ちゃんのおっぱいも大好き……」

　しかも、よだれを垂らしながら嬉うれしそうに顔を埋うずめていた。

　完全に寝ね惚ぼけて、ろくでもない夢を見ていやがる。

　より正確に言えば、『眼鏡×和服なお姉さんと高級ソープで鉢合わせ！』の台詞せりふだったが、次の瞬間──渾こん身しんの膝蹴りが男性の急所へ命中したのは言うまでもない。

　錯乱状態だったから、詳細は覚えてないけど。




「ひどいよ姉ちゃん……使う前に使えなくなったら、マジ責任取ってよ？　姉ちゃんという名の則そく天てん武ぶ后こう級きゆう女帝様に仕える宦かん官がんとして永久就職させてよ？」

　仔こ犬いぬのような目でそんなことを哀願されても困る。

　それに、みろくの蹴り程度で潰れるタマでもあるまい。

　小こ太た郎ろうはもう、名実ともに桃もも太た郎ろうの顕現者なのだから。

「因果応報よ。これ以上、女の子が泣かずに済むんだから、むしろ善行でしょ」

　気を取り直し、ちゃぶ台で向かい合ってお茶を飲んでいるのだけど、昨日からドタバタしていたので、いい加減、風ふ呂ろに入りたい。しかし、銭湯が開くのは午後なので、とりあえずお茶を飲むしかないのだ。

「ていうか、アンタにはいろいろと訊ききたいことがあるんだけど」

「え、姉ちゃんが？　珍しいね。もうありとあらゆる身体的特徴を訊きいてよ！　17歳の猛たけり狂くるう如によ意い棒ぼうサイズとかでも話しちゃうから！」

「次は捻ひねり潰つぶそうか？」

　また真っ青になった小こ太た郎ろうだが、今回の猿さる蟹かに合かつ戦せんで大活躍したことは確かだ。

　幻刀会え得とくのため、霊峰富ふ士じの樹海で師匠と二度目の修行に励んでいたが、事前に里り菜なへ集音マイクやＧＰＳを内蔵した〈逆さ桃〉型通信端末の作製を頼み、みろくに降りかかる災厄にも備えていた。

　有り余る才能から逃げ回るだけの怠け者かと思いきや、なかなか用意周到でもあった。

「ごめん。姉ちゃんがあの事件を調査していたことも、耳毛の爺じいちゃんから聞いていたんだ」

　で、師匠はこんなことを言っていたらしい。

『あのボンクラ弟子……てめェの姉ちゃンは、からっきしの無能じゃねェンだぞ？　夷い狄てきを引き寄せる持じ衰すい……都市の穢けがれと災厄を背負い込む、てめェとは逆の異能持ちだ』

「……それ、まったく嬉うれしくないんですけど？」

　というか、無能よりひどい。

「耳毛の爺じいちゃんは『桃もも太た郎ろうとは別の御お伽とぎ噺ばなしも顕現しているンじゃねェか？』……って、言ってたけど」

「そんなことがあるの？」

「よくわかんないけど、ななみちゃんが猿さる蟹かに合かつ戦せんや孫そん悟ご空くうに置き換えられるんだったら、姉ちゃんにもそういうことが起きるのかも？」

　桃もも太た郎ろうの猿、猿さる蟹かに合かつ戦せんの猿、西さい遊ゆう記きの猿──同じ属性なら、役を兼ねることもできるんだろうけど、桃から生まれた桃もも太た郎ろうにそんな話あったっけかな。

「うーん。ななみちゃんはわかるけど、こっちは桃もも太た郎ろうにもなれなかった舞台袖の黒子……なんだよ？」

「そんなこと言うなよ。姉ちゃんは顕現者なんかである前に、ぼくの大好きな姉ちゃんなんだからさっ☆」

「……しれっと言うなってば……」

　臆面もなく爽やかに言われてしまったので、みろくは反応に困ってしまい消え入りそうな小声で呟つぶやくしかなかった。

　なので、気を取り直して、事件の真相を取りまとめることにした。




『母親からの虐待と洗脳──』

『カルト宗教〈赫カグ夜ヤ〉が指示した薬物投与──』

『人工的に蟹かにの顕現者となった強化人間──』

　事件の経緯と要点を箇条書きで大学ノートに書いていたみろくは、ふと首を傾かしげた。

　蟹かに江え家の六つ子は猿さる喰はみななみを憎んでいた。

　でも、その憎悪がカルト宗教直伝なマインドコントロールの産物──でっち上げの与太話に過ぎないことも知っていた。

「斬り払ったときにわかったよ。六つ子は母親のつまらない噓うそを知っていたんだ」

　疑問を口にする前に、箇条書きを見た小こ太た郎ろうが呟つぶやいた。

　六つ子が本当に憎んでいたのは母親だったから、六つ子は母親の禍まが々まがしい改造を受け入れた。

『ガチでバカだけど、優しかったおとーさんを追い出して……』

『ボクらを痛めつけるスベスベマンジュウガニ……』

『殺さなければ生きられない強化人間だって……』

『ボクらをそんなバケモノにするんだったら……』

『オマエをはじめての殺人実験台にしてやる……』

『ボクらのすべてを懸けてフクシューしてやる……』

　猿さる蟹かに合かつ戦せんの御お伽とぎ噺ばなしが始まる前──蟹かに江えが家を追い出された日から、惨劇は始まっていたのだ。

「だから、母親を殺した時点で、六つ子の復ふく讐しゆうは終わっていたんだ。なのに、ななみちゃんを狙ったのは……からっぽの空白に夷い狄てきが潜り込んだから」

　残っていた記憶と妄念は夷い狄てきに喰くらい尽つくされ、憎ぞう悪おと邪悪へ書き換えられた。

「もしかして、夷い狄てきの姫は復ふく讐しゆうを果たした六つ子が抜け殻になることまで予測して仕組んでいた……のかな？」

「だと思うよ。侵攻の手駒として操るためにね」

　困ったようにみろくが呟つぶやくと、小こ太た郎ろうは頷うなずいて、別の疑問を呈した。

「でもさ、夷い狄てきの姫はどうして、そんな回りくどいやり方で浅あさ草くさを狙っているんだろう。浅あさ草くさに凄すごいお宝でもあるのかなぁ？」

「それは……師匠がいるから？」

　夷い狄てきの侵攻が本格化していないのは、上じよう級きゆう夷い狄てきがこの国へ入れない結界──攘じよう夷いを施しているからだ。

　そして、師匠はその当事者だ。千年以上も前のことだから、当時の記憶は忘れているけど。

「あー、そっか。夷い狄てきは攘じよう夷いの効力を削そぐために、事件を立て続けに起こしているんじゃないかな？　耳毛の爺じいちゃんに神通力を使わせるために」

「へぇ、小こ太た郎ろうにしては珍しく冴さえてるじゃない。師匠、竜りゆう宮ぐう城じようの崩壊と里り菜なちゃんの再生で、すっかりヨレヨレになっちゃったからね……」

「でも、ちょっと引っかかるんだよ。夷い狄てきが浅あさ草くさを集中的に狙う理由って、本当にそれだけなのかなぁ？」

　小こ太た郎ろうの疑念は当然だ。

　みろくが珍しく事件の真相を取りまとめようと思ったのも、脳髄に潜んでいる桃もも太た郎ろうの『記憶』が疑問を投げかけてきたからだ。

『攘じよう夷いの効力が失われても、夷い狄てきたちにこの国を侵略する理由はあるのか？』

　花はなやしきで活躍した桃もも太た郎ろうの『能力』に影響を受けたのか、いろいろと囁ささやく声をまとめて無視していたことに業ごうを煮やしたのか──大学ノートに記していた箇条書きが、いつの間にか自動書記と化していた。

『大陸では、攘じよう夷いで追放した夷い狄てきが幾度も災禍を引き起こしてきたが、最新の災禍は第二次世界大戦──近代で終わっている』

『人間社会と相あい容いれなかった八や百お万よろずの古き神々──御お伽とぎ噺ばなしで切り離した非日常に怯おびえていた時代は、現代に入って急速に終わりつつある』

『人間自身が作り出した、死を無限に撒まき散ちらす〈呪いの玉手箱〉が、夷い狄てきの存在理由──人間の天敵という役目を奪ってしまったからだ』

『第二次世界大戦の終わり、攘じよう夷い結けつ界かいに阻はばまれていたこの国でふたつの〈呪いの玉手箱〉から巨大なキノコ雲が立ち昇ったとき、夷い狄てきの役目は失われた』

『終わりの始まり──夷い狄てきが人間社会へ潜り込み、災禍を振りまかなくても、人間は〈いんへるの〉を顕現し、勝手に自滅することが確定したのだ』

『同時にそれは、夷い狄てきが災禍を引き起こさないよう、払い鎮しずめる顕現者の役目も終わりつつある、ということだ』

『なのに、浅あさ草くさは夷い狄てきの侵略が続いている。長いこと隠れていた夷い狄てきの姫まで虎こ視し眈たん々たんと顕現の機会を窺うかがっている』

『どういうことだ？』

　どういうことだと言われましても──。

「姉ちゃん……頭、大丈夫？　額にキスしてあげようか？」

　大学ノートを覗のぞき込こんだ小こ太た郎ろうは、みろくの意識とは関係なく超高速で書かれた『御お筆ふで先さき』を見て、気の毒そうに呆あきれていた。

「……やったら、アンタの唇にボールペンぶっ刺すからねっ！」

　思わず牽けん制せいしてしまったけど、こんな異様なノートを見れば、心配するのは当たり前だ。

「もしかして、わたしの異能……逆ミダス王の黄金ダウングレードって、夷い狄てきを引き寄せる持じ衰すいが関係しているのかな……？」

　都市の穢けがれと災厄を背負い込む異能──ある意味、無能よりも質たちの悪い異能。

　それが原因だとしたら、すべての元凶は──。

「だとしたら、ぼくが姉ちゃんを守るから……さっ☆」

　ちゃぶ台越しに、みろくの震える頰を両手で包んだ小こ太た郎ろうは、身も心もすべて許してしまう、朝日のようにさわやかな笑顔で呟つぶやいたが──。

「ひ、ひとの話をちゃんと聞けえっ……どさくさ紛れに顔を近づけるなあ！　口説くように甘く見つめるなあ！」

　次の瞬間、小こ太た郎ろうはちゃぶ台ごとひっくり返され、見事に玄関まで吹っ飛んでいた。

「ひどいよ姉ちゃん……こっちがマジ責任取るのもダメなのかよ？」

　必殺の切り札スマイル──きび団子による労使交渉の手間すら省略する桃もも太た郎ろうの新しい異能も、怒ど濤とうのみろくドロップキックの前では無力であった。

「わたしはわたし！　アンタはアンタ！　姉弟きようだいとはいえ、お互い自己責任なんだからね！」

「事後責任……なるほど、その手があったね！」

「殺すぞボケナス」

　まったく、何ど処こまで冗談のつもりなのか──。




　後日談をひとつ。

　金きん太た郎ろうの顕現者にしてノーベル殺人賞候補──姜達陀カン・ダツタンさん来日の件ですが。

　ルイスが送った竜りゆう宮ぐう城じようサイトのアーカイヴを確認した姜カンさんは、全員の美容整形箇所を的中させ、元エリート整形外科医らしい丁寧な文体の解説まで送ってきた。

　編あ女めさんだけが『天然もの』のお墨付きで。

　いや、その件はどうでもいいんですけど……。

　結局、国内の〈赫カグ夜ヤ〉信者と確定したのは、蟹かに江えさんの妻だけで、彼女を殺した六つ子も石化しているので、姜カンさんがわざわざ来日する理由はなくなった。

　仮死状態だから、本当は石地蔵も監視対象なのだけど、これは師匠が手元で管理する方向で落ち着いた。というか、説得した。

　むしろ、彼かの国で追っていた〈赫カグ夜ヤ〉の巫み女こ──編あ女めさんが日本へ渡航していたことに、姜カンさんは驚いていた。

　編あ女めさんがまだ日本にいれば、それを理由に来日する危険性もあったが、竜りゆう宮ぐう城じようのオーナーだった椎しい根ね組ぐみ組長──もうひとりの浦うら島しま太た郎ろうが、編あ女めさんを連れて国外脱出した旨むねをルイスがチャットで伝えると、姜カンさんは納得した。

『問題ないデス。その二人は現在、ワタシの国で逃げ回っておりマス。今度こそ必ずブチ殺しマス。この顔の傷に誓ってネ！　悪・即・斬!!』

　組長はさておき、編あ女めさんの無事を祈ります──。





■　■　■






「朝っぱらから、こんなことをする羽目になるとは……」

　平穏な日常──事件から10日近く経過していた。

　師匠は事務所の裏口に簡素な祠ほこらを作り、六つ子の石地蔵を安置していた。

「あれ……ななみちゃん？」

「お姉さん……その格好、木こっ端ぱライターをクビになったの？」

「クビにはなってないけど、いろいろ事情がありましてね……」

　みろくは師匠から祠ほこらの掃除を命じられていた。

　女子中高生連続とろける制服バブル通り魔事件は解決したが、師匠はヨレヨレに衰えたままなので、命令されても断りづらい状況になっていた。

　ああ……このまま、老人介護のプロフェッショナルになってしまうのだろうか……と思いつつ、バケツとブラシを持って２階から下りてきたところ、猿さる喰はみななみと遭遇した、という次第。

「うん。いつもは師匠の秘書さんがやってくれているんだけどね。なんかお子さんが生まれるらしくて。その代打ってわけ」

　少し困ったような口調が色っぽい三み十そ路じ美人妻──もとい、秘書さんは臨月を迎えており、数日前から休暇を取っていた。着瘦せするタイプなのか、まったく気づかなかったけど。

「ふぅん。子供、か……」

　ななみの反応は薄かったが、子供が生まれる──という部分に引っかかっていた。

「小こ太た郎ろうも、この子たちも……許してくれたけど。私はまだ、納得できてない」

「そっか。そう言ってくれて、わたしは安心したよ」

「それって、どういうこと？」

「うーん。簡単に納得するほうが、どうかしていると思うんだよね」

　解決したとはいえ、ひどく後味の悪い事件だ。

　顕現者、夷い狄てき、攘じよう夷い──すべての意味が揺らぐほどに。

「それに、アイツは最初から許しているからね。許されても有あり難がたみがないくらい……」

「そうね。誰にでもあっけなく救いの手を差し伸べてしまうから。観音様のように……」

「観音様って。小こ太た郎ろうは男だよ？」

「あら。華け厳ごん経きようでは観かん音のん菩ぼ薩さつは勇猛なる男子である、と記されているのよ」

　相変わらず、辛辣極まりない猿さる喰はみななみの容赦なき一言と、クールビューティの蔑むような視線。

　でも、今日のみろくは平然としていた。

　ななみの失踪した父親は高名な仏教学者で、彼女もその道を目指して勉強しているのだと、小こ太た郎ろうに耳打ちされたからだ。

「ところで、これはどういうこと？」

　冷ややかな視線の先──六つ子の石地蔵にド派手なテンガロンハットが被かぶせてあった。

「……うわあ。ななみちゃんが持ってきたの？」

「そんなわけないでしょ！」

　ななみが来た時点で既にあったらしい。

　悪趣味なテンガロンハットは赤、青、緑、黄、桃の戦隊カラーで、この時点でかなりイヤな予感がしたのだが、最後の６体目には白い手ぬぐいが被かぶせてあった。

「これって、笠かさ地じ蔵ぞうの御お伽とぎ噺ばなしだよね……？」

　みろくとななみは、既存の御お伽とぎ噺ばなしへ回収することで、なんとか納得しようとしたが、よくよく見たら手ぬぐいではなく、六尺ふんどしであった。

　しかも、蟹かに江えの名前が縫い入れてあった。

　何を考えているのか、金ラメの刺し繡しゆう糸いとで。

「……つくづく思うけど、ななみちゃん……なんで、こんなろくでもないおっさんと付き合ってたの？」

　みろくは呆あきれ返かえったが、猿さる喰はみななみはクールビューティのまま完全に凍りつき、思考停止していた。
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　わたし──桃もも瀬せみろくは、今日も悪夢で目覚めた。

「うへえ。今日もかぁ……」

　風が語りかけます。だるい。だるすぎる。扇風機の回転音が。

　ジャージすら着たくない下着一枚のぐったり残暑に加え、冷え、むくみ、肩コリ、頭痛、腰よう痛つうのフルコースで、慢性寝不足状態に突入しておりますよ。もはや、二度寝に挑む気力すらない昼下がりですよ。

　深夜、仕事の原稿を書いていたら、いつの間にかちゃぶ台へ突っ伏していたのですが、また〈御お筆ふで先さき〉の自動書記が発動したのか、ノートパソコンの画面には我ながら不安になる不気味な長文が打ち込まれていた。

「また無意識のうちに、中二病全開の恐怖新聞を書いちゃった……」

　まー、気がつくと、花はなやしきで蟹かに江え家の六つ子と戦った猿さる蟹かに合かつ戦せんから２ヶ月近く経過しまして。ちなみに、翌日の浅せん草そう寺じでは何事もなくほおずき市が開かれたので、安心するやら虚むなしくなるやら。

　なお、笠かさ地じ蔵ぞうならぬ、ふんどし地蔵のオチは隅すみ田だ川がわ花火大会の頃──７月の末ですね。

　その時点ではまだ、夷い狄てきの総攻撃を警戒していたのですよ。〈亀の指輪〉の神通力を使い切って攘じよう夷い結界が不安定だったので。

　でも、どういうわけか夷い狄てき絡がらみの事件はパタリと止まり、今年の夏は実に平穏でした。

　師匠の体調も仲なか見み世せ通どおりを一人で散歩する程度には回復し、ルイスのフィギュア自警団は暇を持て余しております。

　これって、嵐の前の静けさ……なのかな？

「ぐぬう……嵐の中にいるのは、わたしだけか！」

　話す相手もいないので、とりあえず扇風機に向かって吠ほえてみる。ボエー。

　いや、９月に入った途端、猛暑との戦いを続けていた中古の窓用エアコンが、ついに力尽きまして……毎日毎晩、悪夢でうなされているのですよ。

　で、最初は夏バテだと思っていたんですけどね。どうもおかしい。

　支離滅裂だった悪夢が、日に日に理路整然な悪夢に変わってきたのですよ。

　具体的には、破壊と死で荒涼とした世界で小こ太た郎ろうと交わっているエロい──もとい、甘ったるくも殺伐とした夢。

　小こ太た郎ろうもヌードなら、わたしもヌード。ヌード対ヌードのガチンコ勝負は今夜もハードコア。ただし、周囲はありとあらゆる人体破壊の見本市。たまにデュラル星人級にぞんざいなデザインの夷い狄てきとか襲い掛かってくるけど、チャージマン小こ太た郎ろうが鼻くそをほじるレベルであっさり瞬殺してまぐわい続行。

　どれだけ絶倫なんですか、我が弟よ──。

　というか、どんな夢を見ているんですか、わたし。

　そんなエログロな代物が「それがお前の欲望だ」と言わんばかりに、毎晩、フルハイビジョンどころか４Ｋ８Ｋ画質で、ぬとぬと粘膜の奥おく飛ひ驒だ慕ぼ情じようまでスーパーリアルに脳内上映されるわけですよ。

「わたしが言うのも何だけども、中二病すぎるだろ……」

　いや、さすがに想像力の限界なのか、小こ太た郎ろうの〈幻刀〉にはデジタルモザイクな処理が入っておりましたが。

　当方、小学５年生で弟と風ふ呂ろに入るのは止やめましたので。第二次性徴以降の詳細な形状は知らないんですけどね。ええ。

　当方、まだ汚けがれを知らぬ純白の乙女ですので。井い森もり美み幸ゆき16歳……もとい、桃もも瀬せみろく20歳、まだ誰のものでもありません。

「世界の終わりと美少女の性欲と異能バトルが揃そろっているのはアニメやラノベっぽいんだけどねー……これは微妙に間違っていると思うんですよ……」

　ていうか、仮に欲求不満だとしても、実の弟はないわ──。

　ていうか、気持ち悪いわ──。




　かくして、連日連夜の悪夢で疲弊しているわたし──桃もも瀬せみろくは数日前から寝込みがちになっていた。

　完全に悪循環である。

　何者でもない、役割のない、だいたい何で生きているのかもわからない。

　そんな半はん端ぱ者ものの自分の行く末を鬱々と思い悩んだり小こ太た郎ろうのことを考えたり、寝床でぼけ～っとしているけど、自分の意思では眠れない。

　仕方なく原稿を書き始めると、いつの間にか意識が飛んで、ノートパソコンの画面には見覚えのない長文が書かれている。

　そんな状態が続いていたのだけど、今日はついに、まだ中二病全開だった頃、調子こいて下か級きゆう夷い狄てきにちょっかい出した過去まで思い出してしまった。





■　■　■






　３年前──17歳の春。

　まだ、桃もも太た郎ろうは自分だけだと思っていた頃──。

『ひと～つ人の世の生き血を啜すすり、ふた～つ不ふ埒らちな悪行三昧……ふふっ……このわたし、桃もも太た郎ろうが生まれ変わった桃もも瀬せみろく様に見つかったのが運の尽きだ！』

　台詞せりふは大仰だけど、深夜、橋はし場ばの自宅マンションのゴミ捨て場を漁あさっていた夷い狄てき──森もり本もとレオ似の地味なおっさん小鬼に喧けん嘩かを売ったのだ。しょぼい。

『ふむ……ところで、嬢ちゃんは17歳かい？』

『そ、そうよ。それが何か？』

『へえ。16歳や18歳ならどうでもいいけど、「17歳」なら話は別だなァ……』

　朴ぼく訥とつな口調とは裏腹に、「17歳」という単語に興奮した小鬼の臍へそから下が爆散し、代わりに大蛇のようにヌメヌメと蠢うごめくサーモンピンクでベリーロングな触手がにょろりと顕現した。

『ひゃああああ!!』

『ボクは17歳の処女にしか欲情しないんだけどね……これで幸さち恵えちゃんやアキちゃんや真ま理り子こちゃんやリイクニに性の喜びを伝授していたんだ。あと、処女は匂いでわかる。ボクはプロフェッショナルだからね』

　ひとは見かけによらないが、夷い狄てきも見かけによらない。

　とんだ「17歳」専門レイパーであった。あと誰だリイクニ。

　それはそれとして、さっさと逃げようとしたが、足がすくんで動かない──。

　レオさん（仮）の全身から漂う瘴しよう気きが、知らない間にみろくの神経を蝕むしばみ──催淫効果を与えていた。

　抗あらがうように桃もも太た郎ろうの『記憶』が流れ込む。こいつは攘じよう夷い結界をすり抜けて現うつし世よへ紛れ込んだ例外──上じよう級きゆう夷い狄てきだと。見た目はしょぼい小鬼だが、無機物や他の生命体へ憑ひよう依いせず、幽かく世りよと変わらぬ姿で顕現しているのだと。

　しかし、中ちゆう途と半はん端ぱなみろくは、夷い狄てきの区別も知らずに喧けん嘩かを売ったのだ。

『ね、姉ちゃんっ！』

　17歳みろくの苦境に颯さつ爽そうと現れたのは、中学生の小こ太た郎ろうだった。

　家庭ゴミを捨てに行ったまま戻ってこない姉を心配して追ってきたらしい。

『この妙にいい声の変態鬼っ！　ぼくの大好きな姉ちゃんを離せ！』

『どぉえへぷ!!』

　言うより早く、朴ぼく訥とつレイパー夷い狄てきの顔面に前蹴りを叩たたき込こんだ小こ太た郎ろうは、返す刀でみろくのジャージのあちこちに潜り込んだエロ触手を片っ端から引き剝がしていく。

『え？　アンタ、こいつ……上級の鬼だよ？　いままでのやつよりずっと強い、本物の鬼だったんだよ？』

『姉ちゃん、しっかりしろよ！　そんなこと言ってる場合じゃないだろ！』

　いつの間にか、レオさん（仮）は退散し、小こ太た郎ろうは全身ぶっかけカーニバル……もとい、黄色い涙という名の粘液でドロドロ呆ぼう然ぜん状態のみろくをお姫様だっこしていた。恐怖で腰が抜けてしまったからだが、何な故ぜか真っ赤な顔をした小こ太た郎ろうは視線を合わせようとしなかった──。

「あああ……余計なことを思い出してしまったあああ……あれが決定打だったんだよう！　小こ太た郎ろうが桃もも太た郎ろうに選ばれ、わたしは選ばれなかったんだって！」

　リアル中二病時代からたびたび小こ太た郎ろうに助けられていたみろくは「もうイヤだ！」とブチ切れつつも真面目に自分探しを続けたが、それは腐っていく自分を確認するだけの作業だった。

　かくして、３年後の桃もも瀬せみろくは布ふ団とんの上で転げ回っているのだが、この話には余談がある。

『こいつは魔ま除よけの外がい套とうだよ。あたしが直々に梵ぼん字じを縫い込んだ特別製の種しゆ子じ袈げ裟ささ。あたしの可か愛わいい孫……みろくにあげるから、羽織って外出しな』

　孫娘の馬鹿っぷりを見かねて、病床の祖母がインバネスコートと眼鏡をくれたのだ。

　桃もも太た郎ろうの記憶が顕現したみろくは、周囲から中二病ステージⅣの末期患者と思われていたのだが、祖母と小こ太た郎ろうだけは理解を示していた。

『ヘンなモノが視みえ過すぎるなら、この眼鏡も使いな。下級の雑ざ魚こを遮ってくれるからね。度は入ってないよん☆』

　とはいえ、小こ太た郎ろうと違って立派な大人であるはずの祖母が、どうして理解を示してくれるのだろうか──。

『あたしゃ若い頃、〈狐きつね憑つき〉の占い師の秘書をやっていたんでね。余計なケガレを纏まとわないよう、身に着けていたのさ』

　何のことはない。みろくの祖母は伝奇大好きオカルトマニアであった。おかげで常識人の母とは折り合いが悪く、ことあるごとに熾し烈れつな殺し合いを繰り広げていた。

　晩年、寝たきりになってからも武装色の覇気を纏まとった母が執しつ拗ように襲撃していたが、武芸百般に通じていた祖母は柔よく剛を制すとばかりにことごとく返り討ちにして、天寿を全うした。

　嫁よめ姑しゆうとめの対立は二世代同居家庭特有の問題で近代家父長制の宿しゆく痾あとも言えるが、たいしたことではない。夷い狄てきの問題に比べれば。

　そして、衣え紋もん掛かけに吊つるした祖母の形見をぼんやり眺めているうちに、今日が中秋の名月ということに思い当たった。

「13日の金曜日……ということは、９月もそろそろ後半戦突入か……」

　カレンダーで確認したみろくは、改めて溜ため息いきをついた。

「結局、こんな調子でウダウダしているだけであった。この半月……」

　そういえば、９月に入ってから小こ太た郎ろうとも顔を合わせていない。

　８月のお盆、祖母の墓参りに谷や中なか霊れい園えんへ行ったら鉢合わせたが、最後に会ったのは、仲なか見み世せバルバロスのスーパーパシスタ・雉き子じ谷たにキサラの大活躍で、Ｓ１リーグのトップを争うライバル・野の毛げサウージとの激戦を制した、月末の浅あさ草くさサンバカーニバルだった。

『えーと、パシスタって何？』

　もっとも、詳しいことは小こ太た郎ろうと小こ犬いぬ丸まる里り菜なと猿さる喰はみななみの会話の受け売りで、みろくは質問役だったのだが。

『姉ちゃん！　パシスタはね、派手な羽根を着けず、運動量とテクニックで勝負する花形のポジションなんだよ！』

『キサラさん、本場リオでも通用するダイナモ＆ファンタジスタと評判なんですよ。凄すごいですよね……』

『身体能力の高さは異能の影響もあるけど、それを差し引いても、踊る才能は本物ね』

　壮絶な人混みの中、三人は丁寧に説明してくれたが、どのくらい凄すごいのか、みろくはイマイチわからなかった。

『サッカーで言えば、ロナウドやメッシ級……野球で言えば、山やま田だ哲てつ人と級きゆうだな』

『うわあ！　なんでアンタが此こ処こにいるんですかっ！』

　全身汗だくのルイスがいつの間にか現れ、ニコンＤ５──最新型プロ仕様の高級デジタル一眼レフを片手に、踊りまくるキサラを撮りまくっていた。

　ナイターの神じん宮ぐう球きゆう場じようならまだしも、まさか、猛暑の日中にルイスを野外で見るとは……いったい何があった。

『アンタ……変態フィギュア作りだけでなく、カメコ趣味まで……』

『失敬だな。彼女からフィギュア製作の許諾を取ったから、資料撮影に来たのだ』

『……ふぅん。ところで、フィギュア作りの工程は説明した？』

『素しろ人うとに説明しても退屈なだけだろう？』

『そっちの問題じゃなくてっ！　もっと重要なことが！』

　自分のフィギュアに汗だくデブの垢あかが練り込まれていることをキサラが知ったら、間違いなく大惨事になるだろうが──!!

　かくして、サンバカーニバルの後は、本ほん所じよ吾あ妻づま橋ばしのタイ料理屋『モンティ13』での打ち上げへなだれ込み、ルイスから巻き上げた口止め料でシンハービールを飲みまくった。

『姉ちゃん、飲み過ぎだよ……まー、ぼくがアパートまで送るから、心配しなくても大丈夫だけどさっ☆』

『あー、里り菜なちゃん……中学生だと、やっぱり夜道は怖いよね～？』

　みろくは三馬鹿に目配せしつつ、話を振った。

『はい。うち、谷や中なか霊れい園えんの近くなので、独りだとけっこう怖いんですよ～』

『いつもはあたしが送るんだけどね。今日はさすがに疲れたから、ＲＯＸのまつり湯ゆでタイ古式ヒーリングと台たい湾わん式しきオイルセラピー奮発していくわ～』

『だから、今日は小こ太た郎ろうが里り菜なを送ってあげて』

　里り菜な、キサラ、ななみ──三馬鹿とみろくはあらかじめ仕組んでいたかのように、さっさと話を取りまとめていく。

『え……ななみちゃん家ちは確か、上うえ野の桜さくら木ぎの高級住宅街だからさ、谷や中なかだったらぼくじゃなくて……』

『大丈夫、小こ太た郎ろうのお姉さんは私が守るから……』

　ポケットから特殊警棒を取り出したななみに気け圧おされ、送おくり狼おおかみ狙ねらいのヤングなアニマルの野望は見事に阻そ止しされた。

　もっとも、翌日はトイレで１日中デトックスしまくる羽目になったけど。

　それ以来、小こ太た郎ろうとは顔を合わせていないが、悪夢の内容が内容なので、むしろ会いたくなかった。ていうか、下着１枚のグータラ状態で襲来されたら、ガチで貞操の危機だ。

「姉ちゃん……勝負下着でぼくを待っていてくれたなんて、嬉うれしいよっ☆」

　とかなんとか言いそうだ。しかし、桃もも瀬せみろくに勝負下着などない！

　何な故ぜなら、そもそも勝負する機会がないからだ──!!

　……なんだか虚むなしくなってきた……。
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　正直、「体調不良と自じ己こ嫌けん悪おでちょー干物状態なんで、しばらく休みます」と言いたかったが、ウダウダしている場合ではなかった。

　師匠から届いた「おい馬鹿弟子。そろそろ次の毒にも薬にもならねェ街歩き原稿の打ち合わせに来やがれ」というメールを放置しているのだ。３日くらい。

　７月末の時点では、事務所の美人秘書さんが産休中だったから、代役の小間使いで毎日出社していたんだけど。

　しかし、秘書さんの産後の肥立ちは予想以上に良く、驚異的スピードで復帰してしまった。以来、事務所へ行くのは、『デイリーコルチャックジャパン』の打ち合わせと師匠に食事をたかり──奢おごってもらうときだけだった。

　まー、行けば、説教ついでに神かみ谷やバーの昼ランチくらいは奢おごってくれるけど、やっぱり「働かざるもの喰くうべからず」で、原稿を落として１巻冒頭のようなひどい生活へ逆戻りは勘弁だ。

　なので、なんとか起きて部屋を出ようとした。さすがに下着だけというのはアレなので、とりあえずジャージに祖母の形見のインバネスコートを羽織って。

「う、うえええ……なんだか気持ち悪いんですけど……」

　しかし、部屋から出た途端に、アパートの廊下が二重写しになる異様な目め眩まいと吐き気に襲われた。あわてて眼鏡をかけたら正常になったけど。

「いや、これは寝起きが悪かっただけ……お腹なかが減っているだけ……」

　そう思い込んでアパートの廊下を歩いていくと、みろくの隣室──ルイスの２０２号室の鍵が開いていた。

　今年の夏は東京ヤクルトスワローズが低迷しているので、ルイスはだいたい不機嫌で、やっぱりしばらく顔を合わせていなかった。

「ニートデブのくせに不用心ですねえ……まさか、睡眠時無呼吸症候群でポックリ死んでないですよね？」

　で、ルイスの部屋を覗のぞき込こんだのだが、本人の姿はなかった。

「……どうなってんですか、これ……」

　代わりにめちゃくちゃ荒らされていた。

　複数の液晶モニターはすべて叩たたき壊こわされ、彼が大事にしている美少女フィギュア軍団もすべてバラバラ惨殺死体──部屋中に四肢の破片が散乱していた。

「あの……ルイス・来くる栖す・クリストファーさん、何ど処こに隠れているのかなー？」

　どれだけ呼びかけても、返事はなかった。

　電話をかけても、机上に放置されたスマホが震えるだけだ。

「うぅぅ……さっさと出て来やがってくださいよぅ……」

　不愉快な人物だけど、いなくなって「ざまあ！」と思うほどではないのだ。

　だいたい、この建物……千せん束ぞく四丁目のおとぎり荘そうは、木造モルタル築70年超えの超絶オンボロアパートだ。隣室で暴れたら、みろくにも聞こえるはずだ。

　ならば、夷い狄てきの襲撃か……とも思ったが、このアパートには顕現者の生活を守るため、特に厳重な攘じよう夷い結界が張られている。

　まー、スーパー結界の件は猿さる蟹かに合かつ戦せんの後で聞いたんですが。

　今年の春、浅あさ草くさに戻ってきたとき、不動産屋さんに「とにかく一番安い物件」と言ったら紹介されたのだけど、実は師匠のゲートボール仲間だった。そして、顕現者を発見するたびにおとぎり荘そうへ放り込んでいたらしい。なんてこったい。

　もっとも、現在の住人は２０３号室のみろくと２０２号室のルイスだけだ。

　実はもうひとり、５月に２０４号室へ入居した同世代の女子がいたのだが、すぐに痴情のもつれ……もとい、不幸な事故で入院し、９月になっても戻ってこない。

　だとしたら、この部屋を襲撃したのは誰だろう──？

　それはそれとして。

　冷蔵庫を勝手に物色してみたが、浅あさ草くさ名物、舟ふな和わの芋ようかん５本詰めしかなかった。ちっ。

「もぎゅもぎゅ。さすが舟ふな和わの芋ようかん……普通の芋ようかんとは格が違うですよ！　ちょっと熟成しすぎな気もするけど」

　５本全部食べてから消費期限を５日も過ぎているっぽいことが判明したけど、見なかったことにした。要冷蔵でも３日は短いが、保存料などの添加物を一切使用していないから仕方ない。それだけ本物ということだ。

　朝の栄養補給を終えたので、サンダル履きでアパートを出てみたが、いつもは次々と送迎車を出迎えているソープ街のおじさんたちが一人もいない。

　というか、まったく人影がなかった。

　曇天を通り越して怪しげな霧の中、人類がすべて死に絶えたかのように、さっぱり無人の風景が広がっている。

　これはまずい。いつもの朝だと思ったら、とんだ異常事態であった。ほんの数日、引きこもっている間に、まるごと別の世界にすり替えられていた。

「どう考えても……これ、夷い狄てき絡がらみの事件だよね……」

　あわてて自室──２０３号室へ戻ったみろくは、ジャージから外出着に着替え、事務所へ電話したが、誰も応答しなかった。念のため、小こ太た郎ろうや三馬鹿にも連絡したが、誰とも繫つながらないし、メールを送っても返事はない。

　不安を抱えつつ、スクーターを起動し、浅あさ草くさ一丁目の事務所へ向かうことにした。

　ガソリン代はもったいないが、そんなことを言っている場合ではない。
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　案の定、みろくは未曽有の異常事態の真まっ只ただ中なかにいた。

　人間はひとりもいないのに、千せん束ぞく四丁目の角を曲がった途端、下か級きゆう夷い狄てきがわっさわっさと溢あふれていたのだ。

　それでも、千せん束ぞく通どおりを通り抜け、浅あさ草くさビューホテルのあたりまで来たのだが、さすがに立ち止まってしまった。

　中心部へ近づくにつれ、街並みが異様な変貌を遂げていたのだ。

　ほとんど週イチペースで街歩き記事を書いているうちに、みろくは目を瞑つぶっても浅あさ草くさを歩ける散歩の達人になってしまったが、見覚えのない路地や建築物があちこちに発生し、本来の風景に紛れ込んでいる。

　その規模も〈ソープランド竜りゆう宮ぐう城じよう〉や〈世界残酷博覧会〉の比ではなく、浅せん草そう寺じから六ろつ区くから、あらゆる場所が歪ゆがんでいた。

「浅あさ草くさごと、幽かく世りよにすり替えられてるじゃないですか!?」

　夷い狄てきの侵略──すべてが並行世界にすり替えられ、街全体が幽かく世りよ化かしつつあった。

　とはいえ、現実の風景を夷い狄てきに都合よく捻ねじ曲まげるには限界がある。

　街をまるごとすり替えるなんて、どれだけの神通力が要るんだろう？

　で、現状は浅あさ草くさビューホテルから先の国こく際さい通どおりと雷かみなり門もん通どおりの外側も濃霧で空間が欠落していた。中からは無数の異形──下か級きゆう夷い狄てきがわっさわさ這はい出だし、エンドレス百鬼夜行状態だ。

　群れで襲ってきたら打つ手がないので、気づかれないよう、慎重に移動するしかなかった。

　事務所の電話は、相変わらず繫つながらなかった。

　浅あさ草くさがまるごと幽かく世りよ化かしたということは、顕現者ではない『デイリーコルチャックジャパン』の編集部員や秘書さんは現うつし世よに取り残されている。

　彼らにしてみれば、神隠しに遭ったのはみろくのほうだ。

　師匠がいるかどうかもわからないが、とりあえずは行くしかない。

　しかし、スクーターなら数分で着くはずの距離が異様に遠い。

　随所で空間が不連続に歪ゆがんでいて、通り抜けても元の場所へ戻ってしまうのだ。

　つまり、最適解のルートを探さないと、永遠に辿たどり着つかないってこと？

「うーん。六ろつ区くから新しん仲なか見み世せ経由で行くしかないのかな……？」

　空間の歪ゆがみが霧の濃度に比例しているなら、この見立てで正しいはずだが、浅せん草そう寺じへ向かう花はなやしき通どおりはやっぱり下か級きゆう夷い狄てきに占拠されている。

　少しくらいならスクーターで突っ切るところだが、大量に溢あふれているからそれも無理だ。おまけに、西参道のあたりに東京ドーム級の巨大で茶色い物体（？）が現れ、浅せん草そう寺じへの道を塞いでいる。なんだあれ。

　そして、同じ場所を何度も通るうちに──。

《♪十五夜お月さん、御機嫌さん。とおりゃんせ、とおりゃんせ。股また座ぐらひらいてちっととおして、くだしゃんせ☆》

　みろくは不思議な幼女をたびたび目撃していた。

《♪情のないもの、とおしゃせぬ。行きはよいよい、帰りはこわい。こわいながらも、とおりゃんせ、濡ぬれて滴したたり仄ほの暗ぐらくても、とおりゃんせ☆》

　不気味な童謡を歌いながら手て毬まりをつく幼女は、薄紫のメッシュが入った長い白髪が美しかったが、和風ゴスロリというか、なんとも奇妙な風体だった。

　派手に着崩した和服から黒いマイクロビキニ（？）が露出している上に、高たか下げ駄たを履き、蛇の目傘を背負い、赤子と思おぼしき「おくるみ」を抱いているのだ。

《♪十五夜お月さん、御機嫌取るにゃ、月を見ながらせにゃならぬ。よさほいのほーい、よさほいのほーい。あした天気にしておくれ☆》

　姿は遠くぼやけているが、歌ははっきりと聴こえ、行く先々に現れては、まるで何ど処こかへ導くように手招きしてくる。

　近づくと姿を消し、また少し離れたところに現れる。無視して別のルートを走ると、元の場所へ戻ってしまうから、結果的に従うことに。

「まるで、狐きつねに化かされたような気分ですよ……」

　よく見ると薄い羽衣を纏まとっていて、ふわふわと宙に浮かんでいる。

　如い何かにも怪しかったし、幼女が抱いている赤子にも見覚えがある気がしたので、今度は声をかけながら、ゆっくりと幼女へ近づいていく。

「もしかして、わたしを案内してくれていたりするの？　あと、その子は……」

　幼女は悪いた戯ずらっぽく微ほほ笑えむだけで、次の瞬間にはまた、少し遠い場所に立っていた。まるで蜃しん気き楼ろうのように。
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　神出鬼没に右往左往。そんな幼女を追いかけるスクーターはようやく雷かみなり門もん前まえ交差点──吾あ妻づま橋ばし西岸へ辿たどり着ついたが、浅あさ草くさ一丁目一帯には花はなやしきの〈世界残酷博覧会〉よりも異様な風景が広がっていた。

「此こ処こが、今回の幽かく世りよ化かの中心……？」

　吾あ妻づま橋ばしの対岸は可視化されているが、橋の上は濃霧が渦巻いているので渡れない。名物の金のオブジェは増量され、とぐろを巻いているから、よりウ●コっぽくなっていた。

「望もち月づきさんは……まあ、大丈夫だろうな……」

　ものぐさ太た郎ろうの豪運なら、何があっても生き延びるだろうが、気まぐれすぎて戦力にはならない。

　東とう武ぶ線せんや銀ぎん座ざ線せんの出入り口からは夷い狄てきがゾロゾロ出てくるし、松まつ屋や浅あさ草くさは〈スーパー玉たま金きん〉にすり替えられていた。店頭では竜りゆう宮ぐう城じよう事件の半魚人ヤクザたちが、毒々しい色をしたトラフグのまるごとパックを唸うなるような鳴き声で叩たたき売うっている。

「これって、看板に可か愛わいい仔こ豚ぶたの絵を描いてしまった肉屋状態ですよね……」

　ありとあらゆる風景が、少し違う猥わい雑ざつなモノにすり替えられていた。

　そして、事務所がある観かん音のん通どおりと新しん仲なか見み世せ通どおりも、さっきの茶色い物体に押し潰されていたのだが、辺りには発酵バターの香ばしい匂いが漂っている。

「あっ……これ、浅あさ草くさ花か月げつ堂どうのジャンボめろんぱんだぁ！」

　外はサクサク、中はふんわりな浅あさ草くさの名物スイーツは独自の低温長時間醱はつ酵こう技術で作られているのだが、幽かく世りよ化かの影響で異常醱はつ酵こうしたのか、東京ドーム級に巨大化し、すべての建築物を押し潰していた。

「栗くりまんじゅうのバイバイン無限増殖ですか……でも、これだけあれば、かなり食費が浮くよねぇ……」

　空腹は舟ふな和わの芋ようかんで満たしたけど、どうやって持ち帰ろうか──。

「いや、そうじゃなくて……」

　浅せん草そう寺じのほうから猥わい雑ざつな声が聴こえてきたので、思考を中断した。

　いくら幽かく世りよとはいえ、円盤生物ならぬジャンボめろんぱんで事務所が壊滅してしまった以上、独りで夷い狄てきと戦わなくてはならない。

「師匠……千年以上も生きてきたのに、まさか死因がジャンボめろんぱんで圧死なんて、本当に香ばしい……もとい、諸行無常ですよね……」

　泣いている場合ではない。別に笑ってなどいない。本当だってば。

「ダメだ、ちょっとお腹なか痛くなってきた……ヒッヒッフー」

　ラマーズ式呼吸法で横隔膜を落ち着けたみろくは、ジャンボめろんぱんを横目に雷かみなり門もんへやってきたが、こっちもおかしなことになっていた。

　下か級きゆう夷い狄てきに憑ひよう依いされ、お化ばけ提灯ちようちんになった大おお提ちよう灯ちんが長い舌から涎よだれを垂れ流し、風ふう神じん雷らい神じんは互いの生首でお手玉をしている。

《♪とおりゃんせ、とおりゃんせ。ここは何ど処この細道じゃ？　観音さまの細道じゃ☆》

　そして、この異様な光景の中心──本ほん瓦かわら葺ぶきの上で幼女が歌っていた。

「……え、この門を通れって？　ちょっと怖いですよ？」

　答える代わりに、大人びた妖しげな微ほほ笑えみを浮かべた幼女は、手て毬まりをみろくの眼前へ落とす。

《♪鞠まりがほしいかそらやるぞ。ポンと弾はじけてポンと鳴り、飛び立つ鳥は、おひさまおっかけ八や咫た烏がらす☆》

　石畳で跳ねた手て毬まりがポンと爆はぜると、大おお提ちよう灯ちんと風ふう神じん雷らい神じんは七色の怪しげな煙に包まれ、元の姿に戻った。

《♪３本足もまっかに染まり、屋根まで飛んで、壊れて消えた。生まれてすぐに、壊れて消えた☆》

　代わりに現れたのは、稲いな荷り大たい社しやの鳥居のように大量に並べられ、続いている雷かみなり門もん──。

「何をどう考えても、夷い狄てきの罠わなとしか思えないんですけど……？」

　幼女はやっぱり答えない。抱えた赤子をあやすように歌うだけだ。

《♪ねんねんよう、おころりよう。ぬしの生まれは何ど処この国？　現うつし世よの鳩ならぽっぽぽっぽ、次の幽かく世りよで鳴いて遊べ☆》

　無邪気だが、不気味な歌詞──。

　でも、行き詰まった状況を打開する手がかりもなかった。ジャンボめろんぱんに潰された仲なか見み世せとの境界線も濃霧に遮られ、横入りできない。

「こうなったら……一気に通り抜けるしかないかっ！」

　ハーフヘルメットのアンバーシールドを下ろしたみろくのスクーターが無数の雷かみなり門もんを潜くぐり抜ぬけると、浅せん草そう寺じ仲なか見み世せ──さっきの幽かく世りよよりも奇怪にすり替えられた、ディープな風景が広がっていた。

　まるで男性器のようなエグい形状と毒々しい斑点の巨大なキノコが浅せん草そう寺じの境内を取り囲むように林立し、あちこちで摩ま訶か不ふ思し議ぎな馬鹿騒ぎが行われている。

　若わか宮みや八はち幡まん宮ぐう──川かわ崎さきの金かな山やま神社の「かなまら祭り」をもっと歪ゆがめたような異形の祭りには、人間はひとりもいないが、人間そっくりの鬼たちで溢あふれ返かえっていた。

　これが上級夷い狄てきの幽かく世りよ……ステージⅡなのだろうか。

　中秋の名月には隅すみ田だ公こう園えんの観月祭──すすき片手にお月つき見み饅頭まんじゆうを食べているはずなのに、どうしてこうなった……。

　花はなやしきの事件が終わり、雷かみなり門もんの事務所へ通っていた頃、安楽椅子探偵気取りの師匠はこう言っていた。

『おい……ようやっと、昔の仕事を思い出してきたンでな。中ちゆう途と半はん端ぱな記憶しか持たねェ馬鹿弟子も話しておくぜ？』

　中ちゆう途と半はん端ぱなのは事実だから、黙って拝聴するしかない──。

『下か級きゆう夷い狄てきは無機物や馬鹿に憑ひよう依いし、中ちゆう級きゆう夷い狄てきは知的生命体に憑ひよう依いする。

　そうしねェと、現うつし世よへ顕現できねェ曖昧な存在なンだが、上じよう級きゆう夷い狄てきは幽かく世りよに潜ンでいるだけで、オレらと似た姿の知的生命体だ。

　姿形は似て非なるが、人間の進化に影響を与え、同時に影響を受けている。ある意味では、似たり寄ったりの存在なのさ。

　だからこそ、ヤツらは現うつし世よを侵略したがっている。ヤツらもオレらも、似て非なる存在は許せねえンだ。存在していること、それ自体がな。

　だからこそ、オレも含めた遠い過去の人間は攘じよう夷い結界の術式を組み上げ、この現うつし世よからヤツらを追放したのさ。

　陰おん陽みよう道どう、古こ神しん道とう、修しゆ験げん道どうを駆使し、大陸の神仙に知恵を借り、果ては観かん音のん菩ぼ薩さつや弥み勒ろく菩ぼ薩さつの力まで借りてな……』

　確かに、師匠の言葉通り、人間の文化と上じよう級きゆう夷い狄てきの文化はそっくりだ。

　より悪趣味に歪ゆがんでいるけど。

　たとえば、こちらの仲なか見み世せも繁はん盛じようしているが、売っているのは得体の知れないモノばかりだ。

　虫のような節足で這はい回まわり、共とも喰ぐいしている人形焼とか。

　小動物の内臓を集めて固めたような血みどろの雷おこしとか。

　売り子たちも身体からだ中じゆうに虫むし喰くい穴あなが空いた黒い影──亡霊のような夷い狄てきで不気味すぎる。

「物のはじまりが一ならば、国のはじまりが大和やまとの国、島のはじまりが淡あわ路じ島しま、泥棒のはじまりが石いし川かわの五ご右衛え門もんなら、助平のはじまりは村むら西にしのとおる！

　前科七犯懲役３７０年、ナイスですねと囁ささやけば、女は脇毛を振り乱しプウと法ほ螺ら貝がい吹いて、空から助平が降ってくる！」

　渥あつ美み清きよしよりものっぺりした風貌のわりには、流りゆう暢ちようでリズミカルなデロレン祭文だけど……何な故ぜに全裸監督……。

　他の売り子たちも競うように、古いにしえの祝詞のりとが話芸放浪芸になったような啖たん呵か売ばいを繰り広げ、奇怪な祭りの喧騒リズムを作り出していた。

　それはそれとして。

　幼女は相変わらず、視界の端々に現れては消えていた。

　急いでも距離は詰まらないし、うっかり誰かを轢ひいてしまうと面倒なので、慎重に仲なか見み世せを走っていくのだが──。

「もしもし、そこの美しいお嬢さん？①」

「スクーターは下馬の立て札のあたりまでしか入れませんよ？②」

「この混雑の中で走ったら、事故になりますよ？③」

　ブリーフ一丁の変態トリオ……夷い狄てきのマッチョ三人組にやんわり注意されてしまった。

「うわあ！　ものすごい変態ですっ！」

　三人揃そろってくどい顔で、能面のような無表情だけど、大胸筋だけプルプルと震わせ、揃そろって珍妙なポージングをしていた。

「ぼくたちはっ！①」

「練ねり馬まから来た変態クラブですっ！②」

「貴女あなたも入会しませんか？③」

「いえ、遠慮いたします……」

　さすがに「普通の人間ですから」とは言わなかった。念のため。

「ちなみに、ぼくはライオン！①」

「ぼくはゴリラ！②」

「ぼくは象！③」

　断ったのに、ブリーフに描かれた野獣の絵が喋しやべり出だしたので、人の話を聞けよ……と思ったら、三人の頭がポロリと落ちた。同時に。

「大丈夫ですか？」

「あ、すいません①」

「最近、頭像の座りが悪くて②」

「もっと軽い素材にしたほうが良いいですかね？③」

　精密画の野獣パイセンたちは丁寧に答え、石畳を転がっていく頭を走って追いかけていく。

「ブリーフのほうが本体、って……どれだけ変態なんですか……」

　何はともあれ、注意されてしまったので、スクーターは道端へ安置し、歩いて幼女を追うことにした。ハーフヘルメットも帽子に被かぶり直なおして──。

「考えるコト、理解しようとするコト、見ようとするコト……テメエの目に映るそのモノじゃなくて、その向こう側にあるモノだ……」

「……え？」

　振り返ると、青銅っぽい色のスキンヘッドにツナギ姿の鬼──おっさん夷い狄てきが勝手にスクーターを解体し、チューンナップしていた。

　50㏄エンジンのシリンダーに雌雄抱合する寄生虫みたいな下か級きゆう夷い狄てきをくっつけて、車体に驚異の武装現象アームド・フエノメノンが発現したり。

「うわぁ！　わたしの〈悪魔の鉄槌ルシフアーズ・ハンマー〉号がおかしなことに！」

「姐ねえちゃン……50㏄のスクーターにその名前はいくらなンでも中二病全開すぎるだろ（笑）……だが、それが大事なンだヨ。考えなければ何もわからないし、やらなければできない。うンと後悔して、絶対に忘れるナ……」

「お、お願いですから、止やめてくださいぃぃ！　もう、〈幻の６速〉とか〈スピードの向こう側〉とか言いませんから……!!」

　みろくは身震いしつつ叫んだが、おっさん夷い狄てきは独特なチューナー哲学を延々と語り出し、まったく聞く耳を持たなかった。

「もうダメだ……ローンの分割払いも終わってないのにぃ……」

　一いつ寸すん法ぼう師しの事件で爆発しても、何事もなかったように再生していた謎のスクーターだったけど、エンジンは「バルバルバル！」と珍妙すぎる排気音を鳴らし、高圧電流６万ボルトの放電現象まで起こしていた。とはいえ、落ち込んでいる場合ではなかった。

　すっかり警戒することも忘れていたが、路上で踊りまくっている上じよう級きゆう夷い狄てきたちは妙にフレンドリーというか、ガチで祭りに夢中らしく、襲ってくる様子がない。

　というか、みろくも同じ上じよう級きゆう夷い狄てきだと思っているらしい。

「あの……わたし、人間ですよ？　角とか生えてないですし」

　ド派手な紫の全身ラメスーツを着た鬼女──抗アレルギー薬ＣＭのあき竹たけ城じようみたいなおばちゃん夷い狄てきに訊きいてみる。さすがに良心の呵か責しやくというか。

「おめえはなんば馬鹿言ってんだず？　霊的ステージの低い人間が〈完全なる幽かく世りよ〉の浅あさ草くさに足を踏み入れられるわけないだべ？」

　山形弁で笑われた。

「確かに角はねっけど、そしたら後光がピカピカ光っとる人間が、何ど処こさいるんだべ？」

「え、後光……？　うーん、世界で一番遠いのは自分の背中なので……」

　念のため、スマホで自撮りしてみたが──おばちゃんが図ずう々ずうしく写り込んでいるだけで、別に後光なんて写ってないですよ？

「おお……ありがてえ、ありがてえ……」

　しかし、いつの間にか老婆の鬼たちに囲まれ、拝まれていた。

　これがまた、揃そろいも揃そろって『毒どく蝮まむし三さん太だ夫ゆうのミュージックプレゼント』にやってくるような虫もつかない姥うば桜ざくらで、「くたばり損ないの元気なババアばかり集まっていやがる！」とか、「おれと会うと２、３時間は長生きするよ」とか、絶妙な毒舌で盛り上げる会話術を持たないみろくには、気まずいことこの上ない。

「あの……すいません、先を急いでますんで……」

「なんだ、おめえは踊らねえのか？」

　おばちゃん夷い狄てきに言われたが、踊っている場合ではない。

「なんだか知らねえが、用事が終わったら戻ってこいよぉ。祭りはまだまだこれからだべ！」

　ダンシング・オールナイトを満喫しているおばちゃん夷い狄てきは、あまり嬉うれしくないむっちり巨乳をブンブン振り回しつつ、みろくの旅立ちを見送ってくれた。

　地獄巡りのような異形の祭りだったが、上じよう級きゆう夷い狄てきは思った以上に人間臭い存在らしく、みんなフレンドリーであった。もっとも、粗野でお節介で他人の話を聞かないので、微妙な気分にもなりつつ幼女の姿を追った。





■　■　■






　沈みゆく夕ゆう陽ひを背に、幼女は歌い踊っていた。

《♪夕焼小焼の赤とんぼ、負われて見たのはいつの日か。夕焼小焼で日が暮れて。ぎんぎんぎらぎら、夕ゆう陽ひがしずむ☆》

　くるりくるりと蛇の目傘を回し、抱いた赤子をあやしつつ、一本足で器用にケンケン跳び、時折、両足を「パ」と開く。

《♪人の造りし玉手箱、ポンと弾はじけてポンと鳴り。ピカッと光ってドンと鳴り。みんなのお顔も、まっかっかのまっくろこげ☆》

　近づけば遠ざかるが、立ち止まれば、朗々と歌い上げる。

　無邪気で舌足らずな口調なのに、ほんの少し、翳かげりを帯びた声音で。

《ぎんぎんぎらぎら、死がひずむ。みんなでいっしょに地獄行き☆》

　まるで、みろくを挑発するように──。

「いったい、何者なのよう……この娘こ……」

　次第に苛いら立だってきたが、宝ほう蔵ぞう門もんでようやく幼女に追いついた。

《ようこそ、まつろわぬものの桃源郷へ☆》

「ようこそ、まつろわぬものの桃源郷へ☆」

　ゆらゆらと二重写しに揺らいでいた姿がはっきりと像を結び、破顔一笑──幼女は黒いマイクロビキニで覆った薄い胸を張り、誇らしげに言った。

「も、もう……逃げないんですか？」

「はて、おかしなことを言う。わらわは夏の陽かげ炎ろうと逃げ水を応用しただけで、最初から此こ処こで待っておったのじゃが？」

　ちろりと舌を出した幼女は、真偽定さだかでない戯たわ言ごとを朗々と呟つぶやく。

　息を切らしたみろくをからかうように。

「なっ……馬鹿にするのも大概にしてくださいよ!?」

　夏の陽かげ炎ろうと逃げ水──間違いなく幻術だ。真意はわからないが、明らかにみろくを誘い込むべく仕掛けていた。

「ずっと待っていたのじゃぞ。桃もも瀬せみろく……ぬしが辿たどり着つくのをな。〈完全なる幽かく世りよ〉……中秋の名月にだけ顕現する〈異い形ぎよう祭さい〉にのう？」

　みろくが反はん駁ばくする前に、幼女は真面目な表情で付け加えたが、同時に天気雨が降り出した。

「ありゃ、狐きつねの嫁入りかえ。甚じん五ご郎ろうの唐傘よ、もっと大きくならねば、客人が濡ぬれ髪がみになってしまうぞよ？」

　左ひだり甚じん五ご郎ろうの忘れ傘は京都の民話だけど──幼女の手を離れ、ふわりと浮き上がった蛇の目傘は巨大化し、幼女とみろくの頭上で静止したまま回転する。

　その遠心力で、周囲の空間までぐるぐる花はなやしきの回転木馬状態になり、祭りの喧けん騒そうは静まったが、同時に蛇の目傘も消えてしまった。

　そして、幼女とみろくだけの空間はさっきの幽かく世りよから切り離された。

　言うなれば、ステージⅢの幽かく世りよ──。

「わらわに訊ききたいことがあるんじゃろ？」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくの幼女は、穏やかな口調で語り出す。

「アンタが、すべての黒幕……夷い狄てきの姫なんですか？」

「うむ。真まことの姿でお目にかかるのは、初めてじゃったな」

　艷あでやかな高笑いとドスの利きいた声音なのに、無邪気で舌足らずな口調──幼女の声は、花はなやしきの戦いで六つ子を操っていた、禍まが々まがしい影と同じ声だった。

「わらわの名は〈赫かぐ夜や姫ひめ〉……ぬしら、人間たちは御お伽とぎ噺ばなしのかぐや姫として語り継いできたようじゃがな」

　みろくは驚かなかった。

　幼女が名乗りを上げた瞬間、すべて合点がいったからだ。

　乙おと姫ひめではなく、かぐや姫ひめと名乗ったことだけは予想外だったが──。

「なんじゃ、素っ気ないのう……もっと驚くかと思ったのに」

「そりゃそうですよ。あの〈御お筆ふで先さき〉……珍妙な自動書記は、アンタの仕業ですよね？　あと、ヘンな悪夢も……」

　みろくは少し顔を赤らめたが、自称かぐや姫ひめの幼女は愉快そうに笑い、あっけなく肯定した。

「くくくっ、ぬしが見た夢は霊界通信ハツキングの余波……ぬしの潜在意識下に潜んでおる願望じゃぞ？　ずいぶんと面白い夢を見るのう、とは思ったがの」

「……えーと……わたしに、何の用ですか？」

　怒りを抑えつつ、みろくは訊きいた。

　浅あさ草くさの街はまるごと幽かく世りよにすり替えられ、他の顕現者は消息不明──それほどまでに強大な侵略者が、何な故ぜ、無能な顕現者をわざわざ招いたのか？

「戯たわむれではないぞよ。ぬしが夷い狄てきと呼ぶ種族には、ぬしの才能が必要なのじゃ。むしろ、ぬしに会うため、わらわはこの国へ戻ってきたのじゃ」

「……はあ？」

「単刀直入に言うぞよ。ぬしが現うつし世よで桃もも太た郎ろうのなり損ね、役立たずの貧乏な干物女、無能な顕現者に甘んじておったのは、ぬしが真まことの〈夷い狄てきの姫〉だったからじゃ！

　しょうもない災厄ばかり招いておったのも、幽かく世りよへ追われし夷い狄てきの衆しゆ生じようを救うべき運命に抗あらがっておったからじゃ！」

　自信満々のかぐや姫ひめは「ドーン！」と言いながら指差してきた。

　まるで、みろくの悩みを看破したかのように。

「姫……って、夷い狄てきの姫ひめはアンタでしょうが……」

「確かにわらわはかぐや姫ひめじゃが、役目は夷い狄てきの長おさ……救い主にあらず」

「だいたい、しょうもない災厄と言いますけどね。それを引き起こしていたのも、アンタら夷い狄てきじゃないですか！」

「それな。ぬしに救いを求めた夷い狄てきが、現うつし世よへ迷い込んでしまうのじゃ……」

　首を傾かしげたかぐや姫ひめは、困ったように言った。

　もっとも、越境した夷い狄てきたちは攘じよう夷い結界の影響で、みろくが救い主であることは特定できなかったらしい。

「まァ、そのおかげで忌いま々いましい結界に綻びが生じ、こうして幽かく世りよと現うつし世よを繫つなぐこともできたんじゃが、術に使う大量の精気……霊力を集めるのがまた面倒でのぅ」

　大量の精気……って。

　地下の湯殿に漂っていた異様な生臭さ──情事の淫臭を思い出してしまう。

「……もしかして、乙おと姫ひめもアンタだったり……します？」

「そうじゃよ。浦うら島しま太た郎ろうの亀とされた編あ女めはわらわの盟友……玄げん天てん上じよう帝ていの末まつ裔えいにして、忠実なる従者ぞよ。まったく、人間の作る御お伽とぎ噺ばなしとはいい加減なものじゃ。勝手に別人扱いしよってからに」

　かぐや姫ひめの語りによれば、この国への侵略に本腰を入れたのは、戊ぼ辰しん戦せん争そう以来の１５０年ぶりというか、竜りゆう宮ぐう城じよう事件以降で、それ以前は勝手に越境した夷い狄てきの単独犯行だったらしい。

　大陸にカルト教団〈赫カグ夜ヤ〉を築き上げた長い空白期間も、大半は巫み女こである編あ女めさんに采配を委ねていたらしい。

「わらわも長命じゃが、精気が足りず、しばし眠っておったのじゃ」

　すべて信用できるかどうかは微妙だけど、かぐや姫ひめはふわりふわりと浮かんでいるので、胸ぐらをつかむこともできない。

　小こ太た郎ろうの〈魂タマ切ギリ〉とは言わないまでも、キサラさんの足技やななみちゃんの特殊警棒があれば、一ひと太た刀ち浴びせて真偽を問うこともできるのに──。

「ふむ。わらわの話が信用できぬかえ？」

「……だいたい、〈夷い狄てきの姫〉って。わたしは人間なんですけど？」

「八や百お万よろずの神々の加護を受け、顕現者として生まれた時点で、ぬしはわれらに近しき存在じゃ。われらもまた、八や百お万よろずの神々なのじゃからな」

　返す言葉が思いつかないことを、かぐや姫ひめは見抜いている。

「われらは、進化していく人間たちの文明社会と相あい容いれず、災厄として腑ふ分わけされた神々じゃが、神通力で夷い狄てきを討つ顕現者は人間と神々の間を漂う、ひどく中ちゆう途と半はん端ぱな存在じゃ」

　言い換えれば、顕現者は人間たちに仇あだなす夷い狄てきを討つことで、辛かろうじて人間の側で生きることを許されている──。

「その証拠に、さっきの〈異い形ぎよう祭さい〉で、ぬしは仲間と思われておったではないか？　今のところはずいぶんと庶民的な姫じゃが、正式に姫となれば、もっとちやほやされるじゃろうて☆」

　言い換えれば、夷い狄てきを討つことができない無能な顕現者は、人間の側で生きる資格がないのだろうか──。

「それって……本気で言ってるんですか？」

「わらわは本気じゃ。本気と書いてマジなのじゃ。顕現者でありながら、まつろわぬ民である夷い狄てきを傷つけぬ……それは無能ではないぞよ。類たぐいまれなる救い主の資質じゃ！」

　いつの間にか、かぐや姫ひめの表情からは悪いた戯ずらめいた笑みが消え、真剣な眼まな差ざしでみろくを見つめていた。

　さっきも夷い狄てきのお婆ばあちゃんたちに拝まれていたから、確かに、この世界での桃もも瀬せみろくは毒どく蝮まむし三さん太だ夫ゆうのようなスーパーアイドルなのだろう。庶民的すぎるような気もするけど。

「こんなわたしでも、夷い狄てきの桃源郷なら……ちやほやされて幸せになれる……のかな？」

　人間はひとりもいない彼岸の世界、化け物たちの姫だけど──。

「そうじゃ。わらわが中秋の名月に〈完全なる幽かく世りよ〉を顕現させたのは、ぬしに知って欲しかったからじゃ。本当にぬしを必要としている者たちがいることをのぅ──」

「……そ、そうだったんですか？」

「裏を返せば、ぬしが新しき〈夷い狄てきの姫〉となり、衆しゆ生じようを救いたいと願い望むことで、この〈完全なる幽かく世りよ〉は現実となり、ぬしの桃源郷になるのじゃ」

「……桃源郷、かぁ……」

「そうすれば、末永く、めでたしめでたしのまま永遠に過ごせるじゃろうて。御お伽とぎ噺ばなしみたいにのう」

「……うーん……」

　みろくは迷ってしまった。

　正常なら真面目に考えない提案だが、無能であることの負い目と、此こ処こが異界であることが思考に影響していた。

　早い話が、誘惑されているのだが──。

「この馬鹿弟子が！　あっけなく誑たぶらかされてンじゃねェぞ！」

　突然、眼前の空間が一刀両断──みろくとかぐや姫ひめの間に、ロン毛の渋い中年イケメンが顕現し、ステッキで頭を殴られたのだ。

「だ、誰ですかー!?」

　珍しく真面目な思考を吹っ飛ばされたみろくは、不審のジト目で恨みがましく覗のぞき込こむ。

　服装や言動は師匠そのものだが、かなり若返っていた。以前はシェケナベイベーの爺じいさんだったが、今の姿は和製ロバート・ダウニー・[image: Jr.]か。どっちも度どし難がたい不良中高年ですけど。

「まったく……てめェはこんなくそでかい幽かく世りよを作りやがって！」

「え、わたしのせいですか！」

「てめェは妖よう狐この〈御お筆ふで先さき〉で暗示をかけられていたンだよ！」

　妲だつ己き、玉たま藻もの前まえ──物語の妖よう狐こたちが得意としていた異能は、魅了の術。

　あらゆる手練手管で人間を誑たぶらかし、記憶や認識を歪ゆがめる精神干渉の技だ。

　夷い狄てきの姫は連日連夜、自動書記の〈御お筆ふで先さき〉で囁ささやきかけていた。

　カルト教団〈赫カグ夜ヤ〉のオンライン説法はインターネットの情報通信網を介していたが、今回の霊界通信は顕現者同士を繫つなぐ霊脈に不法侵入していた。

　そして、みろくの脳髄を媒介として、夷い狄てきの桃源郷を築き上げたのだ。

　現実の時間と隔絶した──〈完全なる幽かく世りよ〉を。

　だからこそ、夷い狄てきたちは〈異い形ぎよう祭さい〉なる祝祭を繰り広げているのだが、密ひそかに潜り込んでいた師匠──浦うら島しま太た郎ろうも不死の呪いを解かれ、千年前の身体能力を取り戻していた。

「甘言を弄し、オレの仕えた国をさンざっぱら騙だましてきた夷い狄てきの姫……白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾びの妖よう狐こめ！　よくも千年ぶりにこの国へ戻ってきやがったな！」

　かくして、師匠は一転──かぐや姫ひめへステッキを差し向ける。

「あの……かぐや姫ひめや乙おと姫ひめじゃないんですか？　このひと……」

　みろくは改めて驚いた。

　有名な御お伽とぎ噺ばなしのヒロインたちが、元はひとりの夷い狄てきであったことに。

「こいつの正体は、妲だつ己きにして華か陽よう夫ふ人じん……そして、遣唐使の船に乗り込ンでこの国へ来た、最凶最悪の夷い狄てきの姫よ！」

　師匠が忌いま々いましげに言ったのは、不死の呪いで記憶も歪ゆがめられ、正しく書き記すことができなかったからだ。

　結果として、妖よう狐この悪行は辛かろうじて御お伽とぎ噺ばなしとして語り継がれたが、存在は隠蔽された──。

「ほう。しばらく見かけなかったが、この娘の脳髄……〈完全なる幽かく世りよ〉に潜り込んでおったのじゃな♡」

　かぐや姫ひめは嬉うれしそうに呟つぶやくと、纏まとっていた羽衣を翻ひるがえし、ステッキの届かない距離へ離れた。

「おうよ。おかげで、昔の姿と記憶を取り戻したぜ」

「ふむ。ぬしの姿も出会った頃に戻っておるということは、わらわの攘じよう夷い結界破りは大成功じゃな！　呪いを解かれた気分はどうじゃ、道みち真ざね？」

「野暮なことを訊きくンじゃねェぜ！」

　言うより早く、師匠のステッキが妖よう狐こ──かぐや姫ひめの鼻先をかすめた。

「懐なつかしいのう。時とき平ひらも道みち善よしも道みち仲なかもわらわの色香に溺れたというのに、ぬしだけはわらわを追放すべく躍起になっておった！」

「藤ふじ原わらの……時とき平ひらの若造や馬鹿兄貴たちと違って、遣唐大使のオレは知っていたからな。てめェが唐とうで牛ぎゆう李りの党争を招き、火クマ国モトに新羅シラギの賊を手引きしたことをな！」

　竜りゆう宮ぐう城じようでの師匠も相当なチートだったが、全盛期の師匠は完全にラスボス級の魔人で、瞬間移動を繰り返すかぐや姫ひめに身体能力だけで連続攻撃を仕掛けていく。

「うわあ……いくら顕現者とはいえ、これじゃ、どちらが人間なのかわからないですよ……」

　みろくは呆あきれて眺めるしかなかったが、かぐや姫ひめは羽衣を翻ひるがえし、師匠の速攻を紙一重で回避していく。その姿は優雅だったが、わずか数秒の戦闘で余波を受けた宝ほう蔵ぞう門もんのチタン瓦や石畳や大わらじが次々に宙を舞い、吹っ飛んだ。

「ぬしが天女と桐きり畑はた太た夫ゆうの子とはいえ、人外の力、長くは続くまい！」

　師匠の背後──死角へ転移したかぐや姫ひめも、呆あきれたように呟つぶやいた。

『あの高速駆動、見た目は派手だけど、けっこう疲れるんだよね～。肉体への負荷も大きいけど、頭の中がオーバーヒートしそうになってさっ☆』

　花はなやしきの事件の後、小こ太た郎ろうはそう言っていた。

　情報処理を司つかさどる神経系への負荷が高いらしい。

「ほう。持久戦ならこっちのもンだってか？」

　その小こ太た郎ろうより速く飛び回っている師匠も、表情こそ平然としているが、反応速度は低下しつつある──。

「久々に遊んでやったがの、わらわは飽きたのじゃ……うぐっ！」

　師匠は振り向くことなく、ステッキの先から鉄剣──御ご杖じよう刀とうをミサイルのように射出し、かぐや姫ひめの左胸を貫いた。

「ちっ。ぬしが卑ひ怯きような手を使うことを、すっかり忘れておったぞよ！」

「違うな。全盛期のオレはてめェの技、壱の宝パオ貝ペエ──くそったれな〈天あまの羽は衣ごろも〉の癖を覚えている。それだけのことだ」

　突き刺さったのは、刀身に禍まが々まがしい呪文が刻まれている七しち星せい剣けんで、幼女の心臓を自律的なピストン運動で貪むさぼり抉えぐると同時に、自動詠唱──術式を発動した。

「神出鬼没に見える空間転移の術だが、座標計算の分、オレの高速駆動よりも複雑な思考が要るだろ？　絶え間なく攻められりゃ、思考のほうが追っつかねェ。つまり、次の手が読めるってこった」

　師匠は予測していた。空間転移の定型計算パターンを使い果たしたかぐや姫ひめが、座標計算の時間を確保すべく、背後へ回る一瞬を。

　かくして、かぐや姫ひめは心臓に直接、攘じよう夷い結界を仕掛けられたのだが──。

「この幽かく世りよはぬしらの現在から仮構しでつちあげておるが、ぬしが仕掛けた攘じよう夷い結界より前の時間と混こん淆こうしておる。何な故ぜか……わかるかの？」

「興味ねェなァ。どうせしょうもねェ理由だろ？」

「大事なことじゃぞ。わらわ、出会った頃のぬしに会いたくてのう……会いたくて会いたくて震えておったのじゃ……♡」

　平然と師匠を睥へい睨げいし、微ほほ笑えみすら浮かべている。

「なのに、わらわは千年前の姿ではない……どういうことかわかるかえ？」

「知ったことかよ。この刀はなァ、仲なか麻ま呂ろの乱のどさくさで正しよう倉そう院いんから持ち出された剣を集めて改造したもンだ。それなりに効いているはずだぜ？」

「はわ……あわわ……むぎゅ……」

　師匠の言う通り、かぐや姫ひめの幼い肉体は全身の骨格筋が収縮し、過呼吸と心しん悸き亢こう進しんで甘い吐息を漏らしたが、精神は完全に醒さめていた。

「のう……ぬしは、こんな幼い女体を嬲なぶりものにして楽しいのかえ？」

　むしろ、憐あわれむようにねっとりと呟つぶやいていた。

「けっ。中身は煮ても焼いても喰くえねェ因いん業ごう消しよう渇かち婆ばばァだろうが」

「むう。最近はロリババアと言ゆうて、若者に人気の属性なんじゃがのう……」

　かぐや姫ひめは頰を膨らませ、ふてくされていた。瞳孔が開き、だらしなく涎よだれを垂れ流しているのに。

「若い連中の特殊性癖フエテイシズムなんざ知ったことか。弐の宝パオ貝ペエ──〈呪いの玉手箱〉を使われる前に、さっさと引導を渡してやるぜ！」

　宝ほう蔵ぞう門もんを背景に顕現した攘じよう夷い結界は、質量を帯びた幻体の鎖を四方八方へ伸ばし、半裸のかぐや姫ひめを完全に固定／拘束していた。

　その姿はまるで、蜘く蛛もの巣に囚とらわれた蝶ちようのようで、さすがにみろくも哀れに思ったが、無能な顕現者に救いの手は差し伸べられない。

　かと言って、沸騰するほど煮にえ滾たぎっている師匠の復ふく讐しゆう心しんに水を注さしたら、ステッキで殴られる以上のパワハラが炸裂しそうだ──。

「小こ太た郎ろうの幻刀ならまだしも、この程度の宝刀で古き神の眷けん属ぞくである……わらわを殺せると思っておるのかえ？」

「あー。その七しち星せい剣けん、一振りだけじゃねぇンだ」

　ステッキの柄が解体し、現れたもう一振りの御ご杖じよう刀とうは刃長２尺１寸１分──小こ太た郎ろうの〈魂タマ切ギリ〉と比べると小振りだが、北斗七星を金きん象ぞう嵌がんで刻み込んだ刀身は見るからに破は邪じや顕けん正せいの神通力を帯びている。

「幻刀の切れ味には及ばねえが、元を辿たどれば、七しち星せい剣けんも太たい上じよう老ろう君くんの宝パオ貝ペエだぜ？」

「なるほど、仕込みは十分なのじゃな……道理で熱くて硬いのが、わらわの臓ぞう腑ふを猛たけり狂くるうように突き立てておるわなぁ……♡」

「二本差しでイッちまいな！　阿あ鼻び叫きよう喚かんの無む間げん地じ獄ごくへなァ！」

　叫ぶと同時に、師匠はもう一振りを攘じよう夷い結界の中心へ突き立てる──。

《♪心細さに蓋とれば、あけて悔しき玉手箱。中からぱっと白煙、天神さまは骸骨に。いろはにほへとは咎とがなくて死す……充塡完了!!》

　だが、もう一振りの術式発動──自動詠唱は、幼女の禍まが々まがしい童謡だった。

「ばぁか、また引っかかったぁ☆」

　次の瞬間、幼女の白い腹が巨大な女性器のように縦に大きく裂け──大量の煙が噴き出した。

「てめェ！　自分自身を〈呪いの玉手箱ダーテイーボム〉に……!?」

　臓ぞう腑ふを抉えぐっていた刀身が空中で塩化し、粉々に砕け散る──。

《仮かり初そめの生命を吹き込んだ泥人形……〈端末〉とはいえ、霊界通信で宝パオ貝ペエを交換し、霊力を蓄えるには時間が要るのじゃ……》

　要約すると、かぐや姫は「呪じゆ詛そ爆弾のチャージ時間を稼ぐために、わざと囚とらわれたのじゃ♡」と言い放っていた。

　攻撃回避に用いていた宝パオ貝ペエ〈天あまの羽は衣ごろも〉は七しち星せい剣けんを打ち込まれる直前、本体へ戻され、代わりに〈呪いの玉手箱〉を胎内へ転送していた。

　そして、２本目の七イ星ン剣サ挿ー入トで超エク臨スタ界シーに達し、霊子核分裂による爆発を顕現した──。

《でも、こんなモノは人間が作りし〈呪いの玉手箱〉に比べれば、ささやかなものじゃて。たった一人の命しか喰くらえないのじゃからなァ！》

「……くっ……くそったれの白はく面めんがァァアッ……!!」

　師匠の肉体もまた、幽かく世りよの連鎖反応崩壊から生じた物質──無数の黒い蛇のように全身を這はいずり回まわる呪じゆ詛そに縛られ、塩化していく。

《わらわが〈完全なる幽かく世りよ〉なのに、本来の姿でない……その理由を考えなかったのかえ？　これまでの戦いで〈呪いの玉手箱〉を使わなかった。その理由を考えなかったのかえ？》

　呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいるみろくも聴いた師匠への嘲りは、もう幼女の声ではなかった。

《まったく、ぬしの思慮の浅さは相変わらずじゃのう？》

　宝ほう蔵ぞう門もんの向こう側──浅せん草そう寺じの本堂から風に乗って流れてきた声と、その風に煽あおられた煙が竜巻のような渦を巻き、二人の身体からだを覆っていく。

　わずかに赤々とした粘膜の襞ひだが見え隠れするだけで──。

《この〈端末〉はマガイモノじゃが……わらわの九尾のひとつじゃ。ぬしの執念に敬意を表し、一尾はくれてやるぞよ？》

「だったら、ついでに残りの八尾もよこしやがれ……!!」

《……哀れなる者よ。長き彷ほう徨こうの果てに負けて死ね……菅すが原わらの道みち真ざね！》

　減らず口を叩たたいた師匠を蔑むように、天の声──かぐや姫ひめの〈本体〉が引導を渡した。

「し、師匠ぉぉ……っ!!」

　幼女型〈端末〉と共に爆散した師匠の肉片も煙と化し、キノコ雲の彼方かなたへ没していく──。

　みろくは必死に手を伸ばしたが、触れることすらできなかった。

　煙に紛れて空間ごと喰くらった、かぐや姫ひめの〈呪いの玉手箱〉は、分身の肉片まで喰くらって雲散霧消していた。

《♪昔、昔、浦うら島しまは、乙おと姫ひめ様に呪われて、天神さまに成り果てて、過去のすべてを忘れ去り、月日の経たつのも夢のうち☆》

　肉片の代わりに空から降り注ぐのは、不気味な童謡の前段──かつて、菅すが原わらの道みち真ざねと呼ばれていた男の過去であった。

《♪故郷もとめて、はないちもんめ。路みちに行き会う人々は、顔も知らない者ばかり。三千世界に里もなく、無む間げん地じ獄ごくを這はい回まわる……うしろの正面だあれ☆》

　千年の孤独──その果てに、仇きゆう敵てきを討つこともできずに死んだ師匠。

　唯一、後に残ったのは、ちぎれた狐きつねの尻尾だった。

「このまま、顕現者と夷い狄てきの戦いが続いたら……どうなるんですか？」

　幼女のかぐや姫ひめは分身。狐きつね火びで燃え尽きていく尻尾の１本。

　なのに、相討ちだった。千年以上生きた師匠が、その命を賭としても。

「本体は……どれだけ強大なんですか？」
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　師匠とかぐや姫ひめの因縁が決着したからか？

　尻尾の１本が欠けたからか？

　世界の改変──〈完全なる幽かく世りよ〉がぐにゃりと揺らぎ、ほんの一瞬、浅あさ草くさ各所の状況が映し出された。

「……事態はまだ、終息していないんだ……」

　同時上映された複数の光景は、現うつし世よと幽かく世りよがぐちゃぐちゃに混こん淆こうした浅あさ草くさだった。

　濃霧で外界から遮断され、ステージⅠと地続きになった現うつし世よの浅あさ草くさでは、無機物に憑ひよう依いした下か級きゆう夷い狄てきが百鬼夜行で暴れ回り、人間に取とり憑ついた中ちゆう級きゆう夷い狄てきが精気……霊力を啜すすり上あげている。

　もっとも、中ちゆう級きゆう夷い狄てきは依より巫ましの現うつし身みを介さなければ、普通の人間には視みえない。

　だから、人々は濃霧と百鬼夜行に驚くだけで、あっけなく倒れていく。

　ステージⅠで集められた霊力は、ステージⅡ──仲なか見み世せで続いている上じよう級きゆう夷い狄てきの〈異い形ぎよう祭さい〉へ上納され、巨大な黒雲となり、ステージⅢの宝ほう蔵ぞう門もん──みろくの頭上を経由し、浅せん草そう寺じの本堂へ流れていた。

　竜りゆう宮ぐう城じよう事件と同じパターンだが、儀式の規模は比べものにならないほど大きい。

「やっぱり、本堂へ行くしかないのかな……？　何もできないけど……」

　だが、自分が危機に陥れば、何ど処こからともなく小こ太た郎ろうが現れるはずだ。

　自分から本気は出さないくせに、姉の危機には呼んでもないのに現れる。

　弟の助すけ太だ刀ちを期待するのは、正直、忸じく怩じたるものがあったが、師匠が死んでしまった今、かぐや姫ひめに対抗できるのは、桃もも太た郎ろうだけだ。

「もし、アイツが現れなかったら……そのときは……」

　非常時の最終手段は──考えたくなかった。




《♪かーごめかごめ～、籠の中の鳥は、いつ、いつ出や～る……》

　揺らいだ光景が元のステージⅢに戻ると、みろくは無数の火の玉に囲まれていた。

《♪夜明けの晩に、鶴と亀が滑ったァ、うしろの正面だあ～れ……》

　そして、周囲をぐるぐる回りつつ、端正な重低音で輪唱していた。

　かぐや姫の歪ゆがめられた童謡とは違う、正しい歌詞を。

《われらは現うつし身みを殺され、〈いんへるの〉へ堕おちた太古の神々なり！》

《……〈夷い狄てきの姫〉よ。ぬしは〈完全なる幽かく世りよ〉を願い望まぬのか？》

《ぬしは、われらの長おさ……〈赫かぐ夜や姫ひめ〉と共に、われらを救わぬのか？》

　しかし、歌声と同時に、怪火たちは口々にみろくを糾弾する。

「なっ……かぐや姫ひめは師匠を殺したんですよっ！　なのに手を組めと!?」

　みろくは反論したが、実体を持たないタマシイ──幽霊のような夷い狄てきに表情はなく、聞く耳もなかった。

《道みち真ざねが攘じよう夷いでわれらを排した千年の顚てん末まつを、ぬしは知っているはずだが？》

《安芸国ヒロシマと肥前国ナガサキは、人間が作りし〈呪いの玉手箱〉の実験台となり、現うつし世よと〈いんへるの〉を繫つなぐ蓋を開けてしまったではないか？》

《確かにわれらは悪意を喰くろうてきた……それでも、現うつし世よをいくつ滅しても足らぬ絶対悪を持て余す人間どもに呆あきれ果はてておるのだ！》

《だが、二人の姫が手を結び、一体となれば……われらは、人間どもが造りし〈呪いの玉手箱〉から逃れることができる！》

《八や百お万よろずのまつろわぬものたちが、あの月へ辿たどり着つくことができる！》

《桃もも太た郎ろうに殺され、現うつし身みを喪うしなった、われら鬼ヶ島近衛兵団すらも！》

　既に陽ひは沈み、霧を纏まとった赤い月がまるまると低く浮かんでいたが、その空を蒼あお白じろい狐きつね火びが絶え間なく飛び交い、次々と怨えん嗟さの声を発している。

　中秋の名月と呼ぶには、邪悪で禍まが々まがしい風景──。

「ふっざけんなぁ！　アンタたちの都合なんて、知ったことかぁぁぁ！」

　苛いら立だったみろくは、鬼火たちの包囲を無視し、宝ほう蔵ぞう門もんへ歩き出した。

「わたしはとりあえず、かぐや姫ひめを問とい糾ただすっ！」

　どうやって問とい糾ただすかは考えていないが、言いたいことはいくらでもある。

　願い望むかどうかは、返答次第だ。

《ならば、これより先へ通すわけには行かぬ！》

　熱量のない幽霊の火は次々と宝ほう蔵ぞう門もんの阿あ吽うん金こん剛ごう力りき士し像ぞうへ憑ひよう依いし、木き曾そ檜ひのきの偶像を筋骨隆々の鬼に変えた。仮かり初そめの肉体を操る鬼火の群体もまた、無数の眼球として全身に増殖していく。まるで腫瘍のように。

《独一法界、精進勇猛……ぬしの煩ぼん悩のうを摧さい破はし、われらが仕えし〈赫かぐ夜や姫ひめ〉の智ち恵えこそが堅固であると証明する！》

　百目の異形と化した阿あ形ぎようと吽うん形ぎようの金こん剛ごう力りき士し像ぞうはみろくの前に立ちはだかり、眼力で空中に独とつ鈷こ杵しよを次々と具現化していく。

《殺しはせぬ。半死半生……瀕ひん死しの身となりて、悔いるがよい！》

　そう言い放つと、一斉にみろくへ撃ち込んできた。誘導ミサイルのように。

「冗談じゃない！　こっちは丸腰なんですけど!?」

　さすがに万事休すか──思えば、祖母の形見と悪運で窮地を切り抜けてきたけど、大規模な物理攻撃は防ぎようがない！




　ところが、次の瞬間──膨大な数の独とつ鈷こ杵しよはすべて撃ち落とされていた。

「クックックッ、すべての脂肪を垢あかに変え、我が〈虎の軍団〉……美少女フィギュア大軍を再生したぞ！」

　大おお風ぶ呂ろ敷しきを広げすぎてオチがつかなくなった伝奇ＳＦ漫画のような大仰な宣言と共に、ルイスっぽい人物が無数のフィギュア軍団を率いていた。

　彼の頭上には、無数の蓮はすの花──空飛ぶ円盤に乗った美少女フィギュアの大群が舞っていて、次々と名乗りを上げていく。

「……プ●キュアオールスターズかいっ！」

　いちいち書くときりがないので省略するけど、古今東西あらゆる属性で作られた美少女キャラクターたちの口上が延々と繰り返され、みろくは呆あきれた。

　付け加えると、名乗っている間、別のフィギュアは戦闘しているので、みろく以外は誰も聞いていなかった。何のための口上だ。

「私はルイス……ルイス・来くる栖す・クリストファー!!　これから先、貴様ら夷い狄てきに地獄を見せる男だ！　体脂肪率も５％だ！」

　ルイスっぽい人物は本当にルイスだったが、何な故ぜか全身の贅ぜい肉にくが綺き麗れいに削そげ落おち、完全無欠のイケメン貴公子に変貌していた。

　ただし、瞳孔はぐるぐると渦を巻いていた。モミアゲが異様に長くワイルドに伸びていた。口調もおかしくなっていた。なので、やっぱり近寄りたくはなかった。

「これより夷い狄てきの軍団との戦い、三千年間におよぶ！　そして!!　──完！」

「勝手に完結すんな。ていうか、いままで何ど処こへ行ってたんですか……？」

　何はともあれ、首根っこを摑つかんで訊きいてみる。

　無数のフィギュア軍団は練り込んだ垢あかを介し、念波で操っているが、各自に自律思考を付与しているので、霊脈で五感を脳神経と繫つなぎ、直接操作しなければ負荷はない。戦闘そっちのけで会話も可能だ。

「うむ。東京ヤクルトスワローズが巨人に惜敗した７日の夜か。神じん宮ぐう球きゆう場じようから帰ってきたら……部屋のフィギュアが片っ端から破壊されていたのだ」

「はあ？」

　なので、会話の内容がおかしいのは、ルイス個人の問題だ。

「あのボロアパートに住んでいるのは私と貴様だけだ。とりあえず、貴様をドラム缶レジン詰めにして東京湾に沈めてから詰きつ問もんしようと思ったのだが、悪運の強い貴様は留守だった」

「えーと、今日は13日ですけど……７日ということは……」

　たぶん、浅あさ草くさ住民の最終生命維持装置──デリカぱくぱく千せん束ぞく店てんの２５０円弁当を買いに行った日だと思うけど、空腹で意識が朦もう朧ろうとしていたので、ルイスの部屋が荒らされていたことには気づかなかったらしい。ていうか。

「……ていうか、沈めたら詰きつ問もんできないじゃないですかっ！」

「私の哀かなしみを表現するには、これでも足りないくらいだぞ？」

　腕を組み、当然と言わんばかりの上から目線で答えた。

「そして、私は囁ささやく声を聴いたのだ。『のう……２次元の世界に行きたくはないかえ？　フィギュアが壊されることもない夢の世界に……』とな……」

　なるほど、悲嘆に暮れていたところを、かぐや姫ひめに囁ささやかれたのか。

「……で、あっけなく騙だまされたわけですね」

「冷蔵庫に入れておいた舟ふな和わの芋ようかんを食べずに旅立ったことは後悔したが、フィギュアたちはこの私の聖なる脂肪……垢あかを分け与えた俺様の嫁だ！　それを破壊されるということは、半身を殺されたのと同じなのだぞ！」

「いや、理論的には理解できなくもないんですけど、生理的に拒絶反応が……」

　腹の中にも少し違和感が。良心の呵か責しやくだろうか。

　で、ルイスもルイスのために仮構された楽園へ姿を消していたのだが、尊大ニートデブの２次元ハーレムなど想像したくはなかった。

「ところで、他の顕現者はどうなっている？」

「さっき、師匠がかぐや姫ひめと相討ちになりましたよ」

「……そうか。それですべての幽かく世りよに歪ゆがみが生じ、私が幽閉されていた幽かく世りよが貴様のと地続きになったのか」

　ルイスは珍しく、怒りを抑えながら呟つぶやいた。

「すべての……？」

「解析は私の十お八は番こ……黙って夢の世界で惰眠を貪っていると思ったか？」

　どうやら、かぐや姫ひめはすべての御お伽とぎ噺ばなしの顕現者に精神攻撃を仕掛けたらしい。

　他の顕現者たちも脳髄に不法侵入ハツキングされ、遠隔操作ででっち上げられた〈完全なる幽かく世りよ〉に囚とらわれていたが、〈呪いの玉手箱〉の爆発で歪ゆがみが生じ、みろくの幽かく世りよと繫つながったようだ。

「世界が薄い壁で部屋を仕切っているだけのボロアパートと判明すれば、隣室へ殴り込むのは簡単だからな」

「現うつし世よでやったら裁判沙汰ですからね？」

　幽かく世りよの構造がわかったので、小こ太た郎ろう、キサラ、ななみ、里り菜なの行方が気になってきたが、望もち月づきさんだけはどうでも良かった。大丈夫であろうがなかろうが、あのスーパーチートは何もしないのだから。

「で、なんでアンタは戻ってきたんですか？」

「うむ。２次元の中に入るのは夢だったが、それはそれで満足できないという真理を悟ったのだ。２次元の私は、たぶん３次元に憧れてしまうのだよ。私のタマシイは生来のデラシネだからな。流れ者に安住の地などありはしない……」

「意味がわからねえですよ。年がら年中、ボロアパートに引きこもっている孤独死寸前のハードコアニートデブが」

　屁へ理り屈くつで返されたので、みろくは若干キレ気味であった。

「ふん。３次元の汚けがれた世界しか知らぬ愚かな雌豚に、精神的貴族に位置する私が辿たどり着ついた法悦の境地なぞわかるまい……それでも、私はこの３次元へ戻ってきた！　破壊された嫁たちをすべて再生し、次元の壁を破ったのだ！　おかげで、蓄えていた聖なる脂肪もすべて使い果たしてしまったがな……」

　何か極まったオタクみたいなことを延々と言っているが、誘惑を撥はねのけて現うつし世よへ戻ってきたのは事実だ。御お伽とぎ噺ばなしの英雄らしく、全方位独とつ鈷こ杵しよミサイル攻撃をすべて撃ち落としていることも事実で、適当なアイドルソングまで歌い踊る美少女フィギュア軍団のゲリラライブは盛況であった。本当にゲリラ戦だけど。

「作詞作曲もプロデュースも、すべてこの俺様──私だぞ？」

「……はあ。左様でございますか。どっかの秋……資本主義の豚ですか」

　もっとも、宝ほう蔵ぞう門もんの金こん剛ごう力りき士し像ぞうは２体いる上に、百目の眼球は潰しても再生増殖するから、戦い自体は拮きつ抗こうしていた。

「これって、千日戦争というか……膠こう着ちやく状態ですよね？」

「ふむ。さすがに伝説巨神級の２体と同時に戦うのは難しいな……」

　相手が巨体でも、軍ぐん隊たい蟻ありのように１体に戦力を集中すれば、魔眼をすべて潰し、制圧する自信はあった。

　だが、阿あ吽うんの２体は巧みに連携し、ルイス軍団の戦力を分断していた。

　これでは、片方を制圧する間に、もう片方が放つ全方位独とつ鈷こ杵しよミサイルサーカスで殲せん滅めつされてしまう──。

「ノデダンハンゴッガテ！　ノチュギョジュンダ！！！！」

　突然、甲高い雄お叫たけびと共に顕現したハッスルなマッスルが、巨大なバトルアックスで阿あ吽うんの頭を立て続けに叩たたき割わった！

「ついに日本へ来てしまったか……金きん太た郎ろうの顕現者にして、暴虐の人間凶器、姜達陀カン・ダツタン!!」

　地響きと共に着地した巨漢は、ビキニパンツ一丁のガチムチ私刑人──金きん太た郎ろうの顕現者であった！

「ムマ──ッ！　ハジメマシテ、桃もも太た郎ろうのお嬢サン。姜カンデス！」

「……え？　姜カンさんって……日本語、話せるんですか？」

　みろくは一瞬怯おびえたが、金きん太た郎ろう──姜達陀カン・ダツタンが物腰の柔らかい紳士ボイスで自己紹介したので、拍子抜けしてしまった。

「久しぶりだな、姜カンサン。夷い狄てきの姫の精神攻撃は免まぬかれたのか？」

「ハイ。ワタシに夷い狄てきの誘惑ナンテ、意味がないのデス！」

　ルイスが訊きくと、姜カンさんは平然と日本語で答えた。

　なお、さっきの姜カンさんの雄お叫たけびを和訳すると「てめえ偉そうなんだよ！　てめえブッ殺してやる！」とのこと。物騒極まりねえ。

「対つ馬しま海かい峡きようで密航船が拿だ捕ほされかけたのデスが、〈赫かぐ夜や姫ひめ〉の精神攻撃で幽かく世りよへ引きずり込まれマシテ、空間を斬り裂いたら浅あさ草くさだったのデス！　逃げる手間も省けて一石二鳥デス!!」

　覆面姿なので表情はわからないが、姜カンさんの口調は喜悦に満ちていた。

「……まったく、無茶苦茶やりやがる。だが、貴様の復ふく讐しゆう心しんには礼を言うぞ！」

　ルイスは苦笑いを浮かべつつ、姜カンさんの周囲にも数体の護衛を配した。

　頭部を破壊した隙に、美少女フィギュア軍団は一気に攻勢を強め、魔眼の独とつ鈷こ杵しよ顕現能力は封じられた。

　此こ処こからは、ルイス＆姜カンさんと阿あ吽うんのガチンコ力勝負──。

「いえいえ、夷い狄てきへの復ふく讐しゆうなんて言い訳デス。殺したいから殺すんデス！」

　姜カンさんは丁寧な口調で答えたが、血まみれ目出しマントの奥の瞳孔はやっぱりぐるぐると渦を巻いていた。

「うわあ……その本音はかなりまずいと思いますが……」

「いわば、退屈しのぎデス！　夷い狄てきとその信奉者たちをブチ殺せるなら、ワタシはそれだけで満足なんデス！」

　なるほど、己の信念だけで生きている大量殺人鬼に、かぐや姫ひめの誘惑なんて通じるはずがなかった。もちろん、みろくのツッコミも通じるはずがなかった。

「金こん剛ごう力りき士し像ぞう相手にガチンコ力勝負なんて、もう最高デス！」

「クックックッ、よし！　夷い狄てきをどれだけ殺せるか競争しようぜ！」

　ルイスの提案は、どう考えても大惨事にしかならない最低の提案だったが、みろくが口を挟む余地はなかった。ていうか、ツッコむ意欲がなくなってきた。

《独一法界、精進勇猛……ギギギ……ドグラドグラアメノミナカヌシ……〈いんへるの〉より這はい出だし、われらが〈赫かぐ夜や姫ひめ〉の智ち恵えに集え！》

　阿あ吽うんが破壊欠損した頭部を増殖する眼球で埋め、ついでにグチャグチャでドロドロな蟲むしっぽい怪奇生物まで召喚していたからだ。

「地獄の夷い狄てきども！　そんなに新しい地獄が見たいか！」

「いいダロウ！　ワタシたちが見せてヤルゾ！　ウォオオオォォム！　戦せん刃じん旋せん風ぷう斬ぎりィィッ！　飛ひ燕えん風ふう車しや鎖さァァッ！」

　姜カンさんは真っ赤なビキニパンツから取り出したトマホークを投とう擲てきして牽けん制せいすると、二刀流で猛烈に斬り込んでいく。

「……え、どうやって収納していたんですか……？」

　みろくはビキニパンツの構造が気になったが、訊ききたくはなかった。

　血に飢えた凶獣２匹……残虐非道のウォーモンガーが大量虐殺を愉たのしんでいたからだ。

「クックックッ、この時を待っていたッ！　喰くらえッ！　火炎瓶……もとい、スイートラブリーファンタスティックアンサンブルエクスプロージョンクレッシェンドインパクトおしりフィナーレだァ～!!」

　ルイスも無駄に大仰で意味不明な技の名を叫ぶと、数十体の美少女フィギュア軍団が空中に九く会えから成る巨大な金こん剛ごう界かい曼まん荼だ羅らの陣形を構築し、そのまま高速回転光輪フォーメーション攻撃を仕掛けていた。

「助すけ太だ刀ちいたすぞ！　金きん太た郎ろうどの！　ベア・スパーク！」

「おお、ワタシのソウルメイト、熊くま田だ熊くま八はち……もとい、鉄人ベアエイト！」

　加えて、全身タイツに赤いスカーフとクマの被かぶり物もの……不自然に頭だけ大きいチープな変身ヒーロー風の変態が、日本に輸入されていないはずのＶ８エンジン搭載モンスター級大型バイクに乗り、８２００㏄の排気量で夷い狄てきの子供を轢ひきながら金こん剛ごう力りき士し像ぞうへ突撃してきた。

　夷い狄てきとはいえ子供を轢ひくのはどうかと思ったが、深く考えたくもないので、見なかったことにした。

　それでなくても、悲惨すぎて具体的に書くのも憚はばかられる光景──炎上したガソリンスタンドにタンクローリーが突っ込んでくるような大惨事の中、みろくは本堂へ辿たどり着つくことに成功していた。「取るに足らない存在」だったのが幸いした。





■　■　■






「♪そりゃ進め、そりゃ進め、焼いて屠ほふって殺し尽くし、潰してしまえ此この世よなぞ。いつかの夢の空のよに……」

　浅せん草そう寺じ本堂──宝ほう蔵ぞう門もんの混こん沌とんと切り離された静寂のステージⅣに辿たどり着ついたみろくは、かぐや姫ひめの本体と思われる女と対たい峙じし、首を捻ひねった。

「あの……かぐや姫ひめですよね？」

　女は半獣半人──かぐや姫ひめのイメージとはかけ離れた妖よう狐こだった。

　十じゆう二に単ひとえを着崩したような衣服に巨大な鈴やら羽衣やらを纏まとい、更にもふもふ狐きつね耳みみと８本の尾──豪ごう華か絢けん爛らんな姫ではあったが、御お伽とぎ噺ばなしの挿し絵とは遠くかけ離れていた。

　むしろ、妖よう艶えんな年とし増ま美女──という風ふ情ぜいで、幼女かぐや姫ひめと同じく、謎の赤子を懐ふところに抱いていたから、その印象がより強くなっている。

「わらわは〈赫かぐ夜や姫ひめ〉じゃ。この国の御お伽とぎ噺ばなしではかぐや姫ひめと呼ばれておるが、浦うら島しま太た郎ろうとして生き延びた道みち真ざねは乙おと姫ひめと書き残していたのう……」

　何ど処こか遠い眼まな差ざしをしていた幼女かぐや姫ひめと違い、成人女性の本体──白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾びの妖よう狐こはねっとりと値踏みするように、みろくを見る。

「ぬしらは夷い狄てきの姫と忌いみ嫌きらうがの、わらわは人間たちの都合で幽かく世りよへ追いやられた八や百お万よろずの神々の長おさじゃ。ゆえに、現うつし世よを喰くらい尽つくすべく行動していた……んじゃがのぅ」

「いた……って、どういうことですか？」

　過去形で言いい淀よどんだことに、みろくは疑問を抱いた。

「ぬしには〈御お筆ふで先さき〉で伝えておいたはずじゃが……読んでないのかえ？」

「うんざりしたから、読んだらすぐ忘れていただけですよ。綺き麗れいさっぱり」

「……物覚えの悪さは、誇ることではないぞよ？」

　かぐや姫ひめは困惑の表情を浮かべ、その姿も一瞬、ぐんにゃり揺らいだ。

「なるほど、道みち真ざねが問答無用で襲いかかってきたはずじゃ……。わらわが千年前と同じ理由で攘じよう夷い破りしたと思っておったのじゃな」

　読んですぐ忘れたのは、中二病の与太話だと思っていたからだ。

　本当のことだったら、悪いことをしたが、師匠を爆殺したことに変わりはない。

　それにしても──。

　浅せん草そう寺じの本堂には無数の仏像が並んでいたが、みろくが知っている浅せん草そう寺じとはかなり異なっている。すべて異形で、クトゥルーな邪神像っぽいのまでいた。

　その中心、御ご宮くう殿でんの蓮れん華げ座ざには、うんざりするほどよく知っている人物が座っていたが、泪なみだ橋ばし──いろは会商店街でよく見かけるボクサーのように、真っ白に燃え尽きて動かない。

「小こ太た郎ろう！　何やってんのよ！」

　みろくはタマシイの抜け殻と化した小こ太た郎ろうへ向かって叫んだが、まったく反応はなかった。

「……アンタ、小こ太た郎ろうに何をしたんですか？」

「はて、それも〈御お筆ふで先さき〉で伝えたはずじゃが？　今日の朝刊でのう」

「だから、あんな中二病全開の恐怖新聞を自動書記で配信されても、真面目に読む気にならないんですってば！」

「ぬう。デイリーコルチャックとやらに合わせたんじゃがのう……」

　それはもう、陰謀論と電波な妄想が乱れ飛ぶ、大仰で大おお袈げ裟さなテキストだった。

『月刊秘伝』や『ワンダーライフ』ですら没にするレベルの。

「むしろ、それが癪しやくに障さわるからさっさと消していたんですけど？　仕事で書いて疲れているのに、他人の潜在意識へ干渉して似たようなものを書くな！」

　最近、街歩き記事は安定して載るようになったが、夷い狄てき絡がらみの事件記事はやっぱり没にされまくっていたので、そろそろ中二病な思考が抜けないことにうんざりしていたのだ。

「なら、改めて伝えておくぞよ。わらわが抱いている赤子が、小こ太た郎ろうじゃて」

「……え？」

「ほう。わらわを此こ処こまで追ってきたのは、それじゃないのかえ？」

　かぐや姫ひめは困ったように呟つぶやくと、今度はふんわり浮き上がり、半透明になる。

　実体を長く維持できない──また、現うつし身みではないのだろうか？

「そんな話、信用すると思っているんですか？」

　赤子だけがのろのろと宙に浮いているようにも見えたが、みろくはその隙に蓮れん華げ座ざの小こ太た郎ろうへ駆け寄っていく。

　かぐや姫ひめの話が本当なのか、確認しようと思ったのだが──。

「アタシたちの小こ太た郎ろうに触れるなぁ。身体からだまで奪うのは許さないぞっ……」

「無能なお姉さんは、やっぱり私の敵。心は手に入らないけど……」

「わたしは小こ太た郎ろうさまの願いを叶かなえて、首輪のスイッチを入れてもらうの……」

　みろくの行く手を阻はばむように、桃もも太た郎ろうの家来たち──雉き子じ谷たにキサラ、猿さる喰はみななみ、小こ犬いぬ丸まる里り菜なの三馬鹿がゆらりゆらりと現れた。

　まるで、抜け殻の小こ太た郎ろうを護衛するように。

「えーと……三人とも、目つきがめっさ怖いんですけど？」

　みろくは愛あい想そ笑わらいを浮かべたが、返答はなかった。

　それもそのはず、敵意全開の三馬鹿は白目と黒目が反転し、狐きつねの尻尾と耳が生えていた。犬、猿、雉きじの顕現者なのに、かぐや姫ひめの術で洗脳されているのか。

「「「問答無用！　悪、即、斬！」」」

　そして、キサラのローリングソバット、ななみの棒術、里り菜なのスタンガンが同時に繰り出され、全身に激痛が走る──。

「ゲェ──ッ!!　こ、こたろ……っ？」

　抵抗どころか、思わずゆで口調で叫んでしまうほどのズタボロ瀕ひん死し状態──凄惨な恐怖女子暴行リンチに突入した。

「お姉さん……簡単に気絶するなよな？」

「いたぶる楽しみがなくなるから……」

「料理はじっくりと味わうものですしね」

　なのに、蓮れん華げ座ざの小こ太た郎ろうは凍りついたように無表情のまま──。

「止やめぬか。桃もも太た郎ろうの従者……わらわの〈端末〉たちよ……!!」

　再び実体化したかぐや姫ひめが命じると、三馬鹿も凍りついたように動きを止めた。

「……たんま、つ？」

「わらわは、小こ太た郎ろうから桃もも太た郎ろうの権能を預かっておるのでな」

「……奪ったん……でしょうが……!!」

「違うぞ。正式な手続きで譲り受けたのじゃ」

　かぐや姫ひめがそう言うと、懐ふところの赤子がうっすらと光を帯び、みろくの外傷がみるみる治っていく。桃もも太た郎ろうの超ヒー回リン復グフ権アク能ターか。

「やはり、小こ太た郎ろうとぬしは太い霊脈で繫つながっているのじゃな？」

　笑うかぐや姫ひめは、三馬鹿のうなじに尻尾の毛を刺し、桃もも太た郎ろうの権能で動きを止めたのだ、と種明かしをした。

「夷い狄てきの姫とはいえ、種族の天敵である顕現者は主従の権能で抑えるのが精一杯でのう……」

　座ざ布ぶ団とんの上であぐらをかいているかぐや姫ひめは、みろくを拘束しようとはしない。

「ところで……〈御お筆ふで先さき〉の内訳は思い出したかえ？」

　対等に座って話すように促し、懐ふところの赤子と遊ぶ姫は余よ裕ゆう綽しやく々しやく──。

　無能な顕現者には、一ひと太た刀ち浴びせる手段すらないことを見抜かれている。

「復ふく讐しゆうや侵略のため攘じよう夷い破りで、帰ってきたのではない……と？」

「そうじゃ。わらわにはもっと崇高な目的があるのじゃ」

　最初からうろ覚えというか、断片的にしか覚えていないけど、大筋がわかる程度には思い出していた。

　かぐや姫ひめは、人間の世界に絶望していた。

　正確に言えば、眺めることすら飽きていた。

　なので、仮構した〈完全なる幽かく世りよ〉を方はこ舟ぶねのように使い、何ど処こか遠い世界に夷い狄てきをまとめて導き、そこにまつろわぬものたちの理想郷──桃源郷を作りたい。

　で、その有力候補が月。ザ・ムーン。空に浮かんでいる丸いアレ。

「確かに、御お伽とぎ噺ばなしのかぐや姫ひめは月へ帰りますけど、すべての夷い狄てきを連れて行くなんて想像もつかないというか……」

　夷い狄てきのデタラメさには慣れていたけど、それにしたって荒唐無稽な与太話で、真面目に考えたくはなかった。
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「念のため言っておくがの、わらわの故郷は月ではないぞよ？　じゃが、月に桃源郷を作るのも悪くない……そう思ったのじゃ」

　かぐや姫ひめは、人間の文明が発達し、八や百お万よろずの神々が現うつし世よから幽かく世りよへ追放されていく流れの中で、何度も神々の理想郷を現うつし世よに作るべく腐心していた。

　しかし、そのたびに神通力を持つ人間──顕現者に邪魔され、失敗してきた。

　実際、九尾の狐きつねは何度も何度も討伐されている──。

「現うつし世よに理想郷は作れぬ。いや、作ったところで意味がないのじゃ。遠くない未来、玉手箱の煙……呪じゆ詛そですべて滅び去り、幽かく世りよの煉れん獄ごくにして地獄……〈いんへるの〉よりおぞましき世界と化すのじゃから」

　人間は１９４５年に〈呪いの玉手箱〉──核兵器を作り上げ、遠くない未来、勝手に滅ぶ運命を選んだ。だから、かぐや姫ひめは現うつし世よを侵略するより、遠い月に理想郷を作り上げる計画へ転換したのだ。

「異物を……他者を排除するために同族殺しの技術を極め、挙げ句の果てにわらわの宝パオ貝ペエより残虐な〈呪いの玉手箱〉を作り上げる人間の世界……咎とが人びとの星など、われらの種族はとうに見放しておる！」

　なお、かぐや姫ひめがそれを思いついたのは、１９６９年、アポロ11号月面着陸のテレビ中継を眺めていたときだった、とのこと。

「わらわが千年ぶりの攘じよう夷い破りでこの国へ戻ってきたのは、月へ行くためぞよ。すべての夷い狄てきを転送可能な〈完全なる幽かく世りよ〉を構築するには、膨大な神通力にして無限力を持つ救い主……本物の〈夷い狄てきの姫〉が必要じゃからのう」

　そう呟つぶやくと、かぐや姫ひめは遠い目で月を見上げた。

「精神攻撃……すべての顕現者に囁ささやいたのは……？」

「話し合うためじゃ。この国と縁ゆかりのある御お伽とぎ噺ばなしの顕現者だけじゃがな」

　みろくの問いに、その通り、と言わんばかりに笑う夷い狄てき。

「一応、浦うら島しま太た郎ろう……道みち真ざねにも囁ささやいたぞよ。聞く耳すら持たなかったがの。あれは本当に頑固者じゃて。何度、褥しとねに誘っても袖にされてのう……!!」

　ほんの一瞬、かぐや姫ひめは妖よう艶えんな表情を忘れ、恋する乙女のように憤いきどおった。

　なるほど、千年前に殺さず、不死の呪いをかけたのは、そういうわけか──。

「えーと……話を戻していいですか？」

「う、うむ……何が訊ききたいのじゃ？」

　かなり面倒くさいタイプのヤンデレだ、このひと。結局は殺してるし。

「その話、小こ太た郎ろうにもしたんですか？」

「納得してくれたぞよ。わらわの提案を受け入れてくれたのじゃ。ほれ、この通り！」

　かぐや姫ひめの懐ふところに抱かれた赤子が微ほほ笑えみ、甘えるように呟つぶやく。

「バブー」

「何もわからねえ……ていうか、イクラちゃん以下の反応なんですけど？」

「なんじゃ。姉なのに、弟の言葉を理解できぬのかえ？」

「無茶を言わないでくださいよ」

　かぐや姫ひめは抱えている赤子が、タマシイの時間を逆戻しにして、一番幸福だった時代へ遡そ行こうした小こ太た郎ろうだと言った。

「小こ太た郎ろうは悔いておったからのう……ぬしの力を奪ってしまったことをの」

「……え。本当ですか、それ？」

「うむ。小こ太た郎ろうは、ぬしが欲ほつしていた桃もも太た郎ろうの『能力』を奪ってしまったことを申し訳なく思っていたのじゃぞ？」

　だから、桃もも太た郎ろうの役割を果たすことに消極的だったのか──。

「なるほど。それで小こ太た郎ろうの弱みにつけ込んで、赤子へ戻したわけですか」

「失礼なことを言うでないわ。わらわの玉手箱は時間を操る宝パオ貝ペエじゃが、これは呪いにあらず……選択じゃて」

　確かに小こ太た郎ろうは馬鹿だけど、理解力は抜群だし、朗らかで寛容な陽キャだ。

　だからこそ、表向きは学業優秀で、モテまくりの完璧超人なんだけども──。

「そして、わらわはもうひとつ提案するぞよ……ぬしも桃もも太た郎ろうの『記憶』を差し出してくれぬかのう？」

「はあ？」

　みろくは胡う乱ろんげな表情を浮かべたまま、思考停止してしまう。

「なんて間抜けな顔をするのじゃ。わらわは本気で言っておるのじゃぞ？」

　かぐや姫ひめは『記憶』と『能力』が融合した完全なる桃もも太た郎ろうを作り上げ、その神通力を用いて、すべての夷い狄てきを月へ運ぶ計画を披露した。

「桃もも太た郎ろうの神通力は夷い狄てきを討つために特化されておるが、わらわが使えば、すべての夷い狄てきを救う偉大な力にもなり得るのじゃ。人間たちの精気をちまちま集めずともな」

「でも……差し出したら、わたしも抜け殻と赤子になるんですよね？」

「タマシイを抜くのは、危険な神通力を安全に扱うための一時的な措置じゃよ。すべて終われば、ぬしらが望む形……普通の人間として現うつし世よに戻すぞよ？」

「本当かなあ……桃もも太た郎ろうが夷い狄てきの天敵なら、騙だまして封じたいんじゃないですか？」

「ふむ。否定はせぬよ。確かに、かつての桃もも太た郎ろうの指揮下で行われた鬼おにヶが島しま殲せん滅めつ戦せんは最凶最悪……語ることすら憚はばかられる地獄の黙示録じゃった！　金きん太た郎ろうの国の青せい龍りゆう師し団だんですらあんなことはせんぞっ!?」

　見事な釣り鐘型巨乳の谷間を震わせながら、吐き捨てるように抗議された。

　しかし、ベトナム戦争のフォンニィ・フォンニャットの虐殺が比較対象って。過去の桃もも太た郎ろうはいったい何をやらかしたのやら──。

　みろくが持っている記憶を正しい手順で辿たどれば、思い出すのかも知れないが、思い出したくはなかった。戦いの『記憶』は脳が痛くなりそうなので。

「だいたい、月へ行けば、そもそも夷い狄てきと人間が争う必要がなかろうて？」

「確かにそうですけど……アンタ、師匠を殺しているじゃないですか……」

　なんだかんだ言っても、師匠は師匠……眼前で殺されたのに、簡単に許せるものではない。

「何を勘違いしておるのじゃ。殺してはおらぬぞよ？」

「え？」

「負けて死ね、とは言ったがの、あれはタマシイを黙らせるための口上じゃ。道みち真ざねの肉体は不死の呪いで生き続けてはおるが、千年以上生きた弊害でな。頑迷なる老いに蝕むしばまれ、滅びつつあるのじゃ……」

　人間の細胞分裂再生回数には約50回という限界があり、３年ごとに分裂した場合、１５０年で一巡し、生物の限界──決定的な死を迎える。

　だが、不死の身体からだでは、分裂再生は無限に繰り返される──。

　その果てに細胞組織が変異し、全身に癌がんが多発しても、師匠は死ぬこともできず、苦痛に耐え続けていた。近おう江みの国くに──余よ呉ご湖この天女の血が混じっていなければ、身体からだを動かすことすらできなかったらしい。

「だから、わらわは肉体という道みち真ざねの檻おりを破壊し、玉手箱の呪詛コードを書き換え、妄執に囚とらわれたタマシイに開放療法リクリエイトを施したのじゃ！」

　裏を返すと、師匠のタマシイはこの幽かく世りよの何ど処こかを漂っているらしい。

　爆発の影響で行方はわからないが──。

「幽かく世りよでの死は肉体からの解放に過ぎぬ。そして、復活の手段は、浄化か受肉の二択……ぬしの弟が幻刀で斬った蟹かにの六つ子も地蔵となり、浄化の日を待っておるではないか？」

　復活の原理も知らないが、たぶん、その通りなのだろう。

　お盆の前日──父親の使用済みふんどしを被かぶせられていた六人目が「おーとれーさーになります。さがさないでください」と書き置きを残して失踪したので、グループ解散の危機に陥っているけど。

「よって、月へ行ったら、受肉の儀式を執り行う。道みち真ざねはわらわの子宮で本物の天神へと復活し、わらわの乳を啜すすり、わらわの伴侶となるのじゃ！」

　何という完璧な計画──と言わんばかりに、かぐや姫ひめは淫いん蕩とうな表情を浮かべて胸を張る。

「あの……それこそ、師匠の同意が必要だと思うんですけど……」

「ふふふ……わらわの乳には、この身体からだにしか欲情できぬようになる魔性の成分が含まれておるのじゃ！　そして、わらわの熱い火ホ門トで童貞喪失すれば、至高の悦楽エクスタシーが脳髄に刻み込まれ、滾たぎる肉欲の虜とりこ……めくるめく性愛の世界が二人を待っておるのじゃ！」

「うわあ。師匠、ご愁傷さまです……もとい、お幸せに……」

　みろくは完全にドン引きしていた。

　ひどいおねショタもあったものだが、それはそれとして──。

「うーむ。やっぱり、逃げるのは無理か……」

　かぐや姫ひめが妄想に浸っている間に、みろくは三方から取り囲んでいる三馬鹿の様子を窺うかがっていたが、わずかにみろくが動くだけでも自動的に反応し、隙がない。

　三人は能面のように無表情だったが、よく見ると哀かなしげな目で涙を流し、小さな声で呟つぶやいている。そして、鈴虫のような呻うめき声ごえに耳を傾けると、三馬鹿の真意が聴こえてきた。

「……アタシたちの小こ太た郎ろうは失われてしまうけど……」

「……それが、小こ太た郎ろうの願いなら、仕方ないの……」

「……叶かなえるのが、わたしたちの愛だから……」

　要約すると、小こ太た郎ろうの願いが叶かなうと、彼女たちが恋していた小こ太た郎ろうは失われ、彼に恋する三馬鹿にとってはせつなくて悔しくて震える展開になるが、彼の願いを叶かなえることが最大の愛情だと思い込んでいるようだ。

「うーむ。恋する乙女心は不思議の謎というか……」

　乙女を自称しているが、実際には対極のやさぐれ干物女──みろくには、三馬鹿の心情がイマイチ理解できない。

　夷い狄てきたちが月へ去れば、顕現者の存在意義は失われるが、桃もも太た郎ろうの神通力を失ったところで、小こ太た郎ろうの存在が消えるわけではない。現うつし世よへ帰還するのだから。

　顕現以前から変態イケメンだった小こ太た郎ろうのパーソナリティに影響があるとも思えないし、異能がなくなれば、三馬鹿も御お伽とぎ噺ばなしの制約を受けることなく、自由に付き合えるはずだ。

　三馬鹿とはいえ、そんなことにも気づかないのだろうか。

「ていうか、アイツは何を願ったのよ……」

　そこは微妙に引っかかるのだが、既に小こ太た郎ろうが合意している以上、選択肢がない。無能なみろくにはもう、打つ手もない。

　そう思い至った瞬間──。

「では、儀式を始めるぞよ！」

　かぐや姫ひめの術が発動し、みろくは意識を失った。
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　瞼まぶたを開けると無明の暗闇だったが、それ以上に首から下の感覚がぼやけていた。

　まるで、闇の中へ溶けてしまったような──。

「姉ちゃん！　姉ちゃん！」

　視覚の次は聴覚──みろくを起こそうとする悲壮な声が聴こえてきた。

「ひゃあああっ！　離れろ馬鹿！」

　闇に慣れた眼球が見慣れた存在を認識すると、首から下の感覚も復活したが、次の瞬間──脊髄反射で駆動していた。

「なんで素すっ裸ぱだかなのよ！　この変態イケメン！」

　馬乗り床ドン全裸メンは、みろくに首を抱え込まれると、そのまま下腹部に渾こん身しんの膝蹴りテイーカウを叩たたき込こまれた。

　小こ太た郎ろうはしばらくうずくまっていたのだが、面倒くさいので中略──。

「あー。やっぱり姉ちゃんも騙だまされたんだね……」

「騙だまされた？」

　周囲を見回したみろくは、如い何かにも精神世界っぽい閉鎖空間で小こ太た郎ろうと対たい峙じしていた。

　泥を固めたような感触の内壁は四方八方に小さな穴が開いており、わずかな光とサイケデリックな七色の霧が流れ込んでくる。

　なんだろうこの因果地平感。何か発動しちゃった系の。

「え……？　これって、合意の結果じゃないの？」

　桃もも太た郎ろうの『記憶』を切り離され、みろくのタマシイは赤子になったはず──。

「……あれ。赤ちゃんに戻ってない……わたしもアンタも。ていうか、なんで二人とも同じ場所にいるのよ？」

「まとめて封印されたんだよ。泥の檻おりの中に……」

　小こ太た郎ろうはこのねっとりと湿った密室を、現うつし身みから抜き取ったタマシイを封じ込める檻おりと形容した。状況を理解していないみろくは首を傾かしげたが、何な故ぜか残っている『記憶』を辿たどると、西さい遊ゆう記きの銀ぎん角かく大だい王おうが使っていた瓢ひよう簞たんの宝パオ貝ペエ──紫し金きん紅べに葫蘆ひさごのようなモノだと思い当たった。

「……姉ちゃん、肝心なところをよく考えなかったろ？」

「え？」

　呆あきれ気ぎ味みの小こ太た郎ろうが指し示したのは、内壁の光る穴だった。間欠泉のように噴き出してくる霧を振り払い、小さな穿せん孔こうを覗のぞき込こむと、巨大なみろくが高笑いしている。

《くくくっ……ついに本物の〈夷い狄てきの姫〉の現うつし身みを手に入れたぞよっ！　すべてのまつろわぬものたちを救済する至高の依より巫ましを！　あまりの嬉うれしさで脳がはちきれそうじゃ!!》

　無邪気な表情とヘンな口調で喜んでいる自分自身を見ているうちに、微妙に頭が痛くなってきた。なんだこれ。

「えーと……わたしが馬鹿みたいに、高笑いしているんですけど。これって、どういうことなのかなー？　桃もも瀬せ小こ太た郎ろうくん？」

「あー。姉ちゃんの抜け殻になった肉体に取とり憑ついたんだろうね……」

　いよいよ溜ため息いきをつきながら、小こ太た郎ろうが言った。

「え……誰が？」

「かぐや姫ひめだよ」

「えええぇぇええ……!?」

　言われてみれば、穴から見える本堂の光景にかぐや姫ひめの姿はなかった。三馬鹿は揃そろって泣き顔のまま、呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいるが。

「だから、姉ちゃんも騙だまされたんだってばっ！　かぐや姫ひめの狙いは桃もも太た郎ろうじゃなくて、姉ちゃんだったんだよ！　姉ちゃんの身体からだだけが目当てだったんだ！」

「うへえ。近親相姦の次は同性愛ですか……わたしはつくづく変態に狙われる不幸の星の下に生まれてしまったのかぁ……」

「そういう意味じゃなくて！」

　桃もも瀬せみろくの身体からだで軽やかに舞い踊っているかぐや姫ひめとは裏腹に、みろくのタマシイはどんより落ち込んでいた。

「かぐや姫ひめが人間の精気……霊力を〈異い形ぎよう祭さい〉で集める代わりに、何ど処こから調達するか……姉ちゃんも聞かされたよねっ？」

　すべての夷い狄てきを月へ転移するため、より大規模な〈完全なる幽かく世りよ〉を構築するため、『記憶』と『能力』が揃そろった桃もも太た郎ろうの神通力を使いたい──。

　かぐや姫ひめはそう言っていた。

「うん。ぼくも此こ処こに放り込まれるまで、そう思っていたんだけどさ……いくら桃もも太た郎ろうの神通力が強大でも、すべての夷い狄てきを月に運べるものかなぁ？」

「よくわからないけど……できるんじゃないかな？　かぐや姫ひめは〈夷い狄てきの姫〉だから、そういうことには詳しいと思うし……」

　無能のみろくが、神通力の正しい運用方法を知っているはずもないが、言われてみれば、何ど処こか引っかかるものがある。

　──本物の〈夷い狄てきの姫〉……？

「だって、桃もも太た郎ろうの神通力ですべての夷い狄てきを討つことは不可能だろ？　せいぜい、鬼おにヶが島しまを殲せん滅めつするくらいでさ」

「まあ、それだけでも相当なものなんだけどね……」

　小こ太た郎ろうはかぐや姫ひめの案を否定したが、さっきのルイスと姜カンさんと熊くま田ださんの残虐非道っぷりから考えると、桃もも太た郎ろうの戦闘力は一人でもそれ以上──彼ひ岸がん島じまの吸血鬼でも１日あれば殲せん滅めつできるレベルなんじゃなかろうか。たぶん。

「ていうかさ、タマシイを泥の檻おりに封印されただけで、ぼくの『能力』自体は手元に残っているんだよね」

「だったら、さっさと脱出すればいいでしょうが！」

「そうなんだけどさ～、どうも上う手まく行かないんだよねー」

　浮かない顔の小こ太た郎ろうはそう言うと、幻刀〈魂タマ切ギリ〉を顕現し、豪快な斬撃で内壁を切り裂いたが、結果は糠ぬかに釘──泥のように溶ける感触すら一瞬で、すぐに自動修復されてしまった。

「……この通り、結界で完全に防がれているんだよ」

「つまり、桃もも太た郎ろうの力を利用する……というのは口実で、単にわたしたちのタマシイを封印したかった、ってこと？」

「うん。ぼくはそう見ている。しかも、狙いはぼくじゃなくて、姉ちゃんの世界最高峰なポルノスターの肉体なんだよ！　なんてうらやましいやつだっ！」

「いや……そう思ってるのは、世界中でアンタだけだから……」

　みろくは完全にドン引きしていたが、桃もも瀬せみろくの身体からだしか乗っ取らなかったから、かぐや姫ひめは桃もも太た郎ろう最強の権能──幻刀までは使えないらしい。

　他の基本的な権能とは異なり、幻刀を顕現するには、小こ太た郎ろうと同じ想像力で創出しなければならないのだが、かぐや姫ひめはまったく興味がないようだ。

　考えてみれば、小こ太た郎ろうの身体からだも放置されたままだ。

《♪いつかの夢の空のよに、三千世界の鴉からすも殺し、まぐわい続ける桃ふたつ～☆》

　吞のん気きに歌うかぐや姫ひめが何を考えているのか、さっぱりわからないのだが、あんまり理解したくもなかった。

　ていうか、これって童謡なのかな？

「そもそも、此こ処こって何ど処こなの……？」

「姉ちゃんがぼくだと思い込んでいたモノの中だよっ！」

「え……あの赤ちゃんの中にいるの？」

「かぐや姫ひめのやつ、ぼくには姉ちゃんだと言ってたけどね……」

　小こ太た郎ろうは、タマシイの時間を逆戻しにされ、タマシイが一番幸福だった時代に遡そ行こうしたみろくだと言われていた。

　その時点で、かぐや姫ひめの物言いは完全に虚偽うそつぱちだ。

　赤子だと思っていたモノは、赤子に見えるよう細工を施した泥人形の〈端末〉で、顕現者のタマシイを封じる檻おりだったのだ。

「そういえば……かぐや姫ひめ、わたしが本物の〈夷い狄てきの姫〉とか、夷い狄てきの救い主とか言ってたけど。もしかして、この状況と関係あるのかな？」

「噓うそか本当かはわからないけど、もし本当だったら、姉ちゃんは無能じゃなかったんだよっ！　桃もも太た郎ろうのぼくより凄すごい存在なんだよ！」

「こんな状態で言われても、微妙に嬉うれしくないけどね……」

　厳密に言うと、かぐや姫ひめが狙っていたのは、みろくの身体からだですらなく、強大な神通力が眠っている本物の〈夷い狄てきの姫〉なのだ。

《♪雨も降らぬにじめじめと、月に七日の血の涙。観音開きの観音様も豆の上、早く芽を出せ柿の種～☆》

　あと、童謡じゃなくて猥わい歌かだよね。これ。





■　■　■






　外界の時間がどれだけ経たっているかはわからないが、ジメジメと薄暗い赤子の檻おりの中で、全裸の小こ太た郎ろうと顔を合わせているのは実に気まずい。

　しかも、みろくもまた全裸である。これは何か喋しやべって気をそらさないと、あの悪夢が現実化しかねない──。

「さっき、キサラさん、ななみちゃん、里り菜なちゃんにフルボッコされたんだけど」

「うん……見てた。本当に申し訳ございません」

　睨にらんだらあっさり土下座された。確かに監督不行き届きだが、幽閉されている小こ太た郎ろうは外界に干渉できないから、本当は仕方がないのだけど。

　とはいえ、ネチネチ責めておかないと、馬鹿はすぐ調子に乗るので。

「桃もも太た郎ろうの権能を渡したら、あの娘たちがそれで操られるとは思わなかったの？」

「そりゃ嬉うれしいことは嬉うれしいんだけどさ。さすがにあれは、ありがた迷惑っていうかさ……ちょっと愛が重すぎるよねぇ。てへっ☆」

「少しは責任を感じなさいよっ！」

　……とか言っている間に、みろくの身体からだで吞のん気きに歌い踊っていたかぐや姫ひめは、ゆっくりと本来の妖よう狐この姿へ変化していった。

　不安定な幻体ではなく、実体のある現うつし身みとして。

《うむ。久しぶりの完全なる現うつし身みは、気持ちが良いいのう！　空は満月じゃが、心は朝日のように爽やかじゃ!!》

　傍かたわらの赤子を覗のぞき込こみつつ、せせら笑う完全体のかぐや姫ひめ。

　外見はさっきの妖よう艶えんで豪ごう華か絢けん爛らんな姿だが、何な故ぜか後光まで射さしている。

《依より巫ましに相応ふさわしい水準の肉体も久しぶりじゃが、加えて本物の〈夷い狄てきの姫〉……いや、アレの化身なのじゃからな。まったく笑いが止まらぬわ！》

「……アレの化身？」

「……桃もも太た郎ろうのことかな？」

　完全に浮かれてサンバステップまで踏み始めたかぐや姫ひめに、みろくと小こ太た郎ろうは首を捻ひねっていたのだが──。

《桃もも瀬せ小こ太た郎ろうよ、わらわは言ったろう？　ぬしは最高の女を手に入れるとな！》

　かぐや姫ひめは更に、本堂に安置された小こ太た郎ろうの肉ぬけ体がらを女王様プレイで弄び始めた。赤子の檻おりへ見せつけるように。

《ほほほほ、立派に屹きつ立りつしたぞよ。意識はなくとも、こうしてオトコを踏んでやると、無意識下でも海綿体へ血液が流れ込むのじゃ》

「うわあ……できれば、姉ちゃんの姿でやってくれないかなあ……」

「何を興奮しているのよぅ！　このどぐされ童貞っ！」

　尻を蹴り飛ばしたのは言うまでもない。

《そうじゃ……ぬしは、最高の女である、このわらわとまぐわう資格を得たのじゃ。操られるままに腰を振るだけの傀儡くぐつ……肉人形の桃もも太た郎ろうとしてな。愚かなタマシイのほうは、最低の女でしかないぬしの姉と、せいぜい泥人形の檻おりの中でまぐわうが良いぞよ！》

　檻おりの中──みろくと小こ太た郎ろうの様子も把握しているのか、かぐや姫ひめは見せつけるように抜け殻と戯たわむれ、嘲り笑っていた。

「なんだよー、この噓うそつき狐きつねー!!　それって約束の半分しか守ってないじゃん。まあ、タマシイだけでも悪くはないけどっ……」

「冗談じゃない！　わたしの身体からだを使って好き勝手やるなぁ！」

　小こ太た郎ろうとみろくは口々に文句を言ったが、泥人形の中ではどうにもならない。

「ていうか、あのエロ姫にどんな約束で騙だまされたのよっ！」

「え、えーと……それは……」

　小こ太た郎ろうが言いい淀よどんでいると、蓮れん華げ座ざの抜け殻を弄ぶことに飽きたのか、かぐや姫ひめが赤子の眼球──硝子ガラス玉だまを覗のぞき込こんだ。睥へい睨げいするように。

《桃もも瀬せ小こ太た郎ろう……ぬしは現うつし世よへ帰還したら、姉ちゃんと恋人同士にしてくれ、と言ったではないか？　お互いの身体からだにしか欲情できない運命の恋人同士に……とかなんとか……》

「……ううう、確かに言いました……すいません」

　硝子ガラス玉だまを介し、闇の中へ映し出された無数のかぐや姫ひめの顔が、肩を落とした小こ太た郎ろうを同時にせせら笑う。

「このド変態め！　さっき三馬鹿にガチで殺されかけたのは、そのせいか！」

「ギブ！　ギブ！　背中に生おっぱい当たってる！　止やめて！　いや、止やめないで！」

　ブチ切れモードのみろくは、小こ太た郎ろうの背後から裸絞め──チョークスリーパーを極きめたのだが、当の小こ太た郎ろうは苦痛と歓喜が入り混じった珍妙な表情を浮かべていた。

《何をやっておるんじゃ……ぬしらは？》

　檻おりの中を覗のぞき込こんでいたかぐや姫ひめは、みろくの容赦ない暴力と小こ太た郎ろうのだらしない表情に困惑し、硝子ガラス玉だまの眼球から離れた。

《あっけなく騙だまされた間抜けなタマシイとはいえ、なんと凶暴でおぞましいタマシイじゃ……これは完全に封じておかぬとな……》

　呆あきれ顔がおのかぐや姫ひめは、右手の爪先からボワワンと七色の煙を出し、巨大な桃の形をした玉手箱を顕現していく。

《これは〈呪いの玉手箱〉の応用じゃ。われらに精気を喰くらい尽つくされ、人間の滅び去った現うつし世よを見ることもなく、永とこ久しえの闇で蠢うごめき続つづけるが良いわ！》

「なっ……？　アンタら、月へ行くんじゃなかったの!?」

《噓うそではないぞよ。すべての顕現者と人間を滅し、夷い狄てきの平和を築いたら、ゆっくりと月へ向かうつもりなのじゃ☆》

「ぼくを騙だましたなっ！　それって、完全に詭き弁べんじゃないか！」

《仕方なかろうて。夷い狄てきとされた八や百お万よろずの神々……すべての転移に要する霊力は、無む量りよう大たい数すうに刹せつ那なに虚こ空くう……70億の人間どもが殺し合うタマシイを残らず喰くらっても足りぬほどでなァ！》

　かぐや姫ひめは桃もも瀬せ姉弟きようだいの罵倒を鼻で笑いつつ、泥人形の檻おりをポイと玉手箱へ放り込み、紐ひも掛かけで封じてしまった。二重の封印だ。

「うわあぁぁあっ！」

「また真っ暗闇に！」

　かくして、外の様子もわからなくなってしまった。

　我に返った二人は困り果てたが、まったくもって手の打ちようもなかった。

「これじゃ、深夜のローソクだよね。結界に干渉されているのかなぁ？」

　せいぜい、神通力でわずかな光を灯ともすことくらいしか──。

「……で、なんでアンタはあっけなく騙だまされたわけ？」

「見ての通りだよ。隙だらけだったからさ」

　檻おりの中で不ふ貞て寝ねを始めた小こ太た郎ろうは、みろくにも背を向けてしまった。

「それはそうなんだけど、それだけじゃないでしょ？」

「……なんでわかるんだよっ、姉ちゃん……」

「そんなの決まってるでしょ。桃もも瀬せ小こ太た郎ろうのお姉ちゃんなんだから」

　みろくは平然と答えた。

「アンタは馬鹿だけど、あっけなく騙だまされたり、しょうもない誘惑に乗るほど馬鹿でもないもの。何か隠していると考えるのが当然だと思うけど？」

　ひどい物言いだが、考えてみれば、当たり前だ。

　冗談も噓うそも、すべて簡単に見抜かれてしまう──。

「そりゃそうよ。17年も姉弟きようだいをやっているんだからね」

「……ぼく、姉ちゃんを〈無能な顕現者〉から解放したかったんだ。桃もも太た郎ろうの『能力』を返すことができれば良かったんだけど。あれって結構、荷が重くてさ」

　小こ太た郎ろうは改めて、みろくと対たい峙じしたが、ひどく疲れた口調だった。

「荷が重い？」

「花はなやしきの事件からずっと疲れが取れなくてさ。浅あさ草くさサンバカーニバルの打ち上げも、起きているのがやっとで……姉ちゃんのおっぱい枕で熟睡したかったんだ」

「それはそれで、ふざけんなって感じなんですけど？」

　険しい顔で答えたみろくだが、口調はそれほどではなかった。

　確かに、表面上は飄ひよう々ひようとしていたが、この夏の小こ太た郎ろうは元気がなく、送おくり狼おおかみの件もあっさり引き下がっていた。

　健康優良不良少年の小こ太た郎ろうとはいえ、神ならざる人間の肉体には、顕現者の神通力は高い負荷となる。もちろん、精神にも──。

「だったら、すべて消してしまうのもアリかな、って思ったんだよ……」

　だから、百戦錬磨のかぐや姫ひめの術中に容た易やすく嵌はめられてしまった。

　人間としては完璧超人の陽キャなイケメンなので勘違いしていたが、顕現者としては駆け出しの半人前だ。

　ただ、みろくには引っかかることがあった──。

「……小こ太た郎ろう、そこに正座しなさい」

　だから、小こ太た郎ろうに命じた。姉として。

「アンタ、わたしをかなり見くびってない？」

「……え、えっ？」

　珍しく上から目線の説教モードへ突入したみろくに驚いた小こ太た郎ろうは、その表情のまま固まってしまった。

「わたしが受け継いだのは『記憶』だけで、それすらもまるで使えなかったけど……ずっと悩んでいた分、悩むのはアンタより得意なんだからねっ！」

「ちょ……ちょっと待ってよ、姉ちゃん。いったい何の話なの？」

「でも、自分のことばかり考えて、想像すらしなかったんだ。わたしが不完全なように……アンタもまた不完全だってことに！」

　少し俯うつむいて呟つぶやいた言葉には、他者への想像力を欠いていたことへの反省──自じ己こ嫌けん悪おの感情が混じっていた。

「姉ちゃん……」

　わずかな沈黙が流れ──小こ太た郎ろうもまた、俯うつむいて呟つぶやく。

「……そうだったね。ぼくも……半分だけの桃もも太た郎ろうなんだ」

　小こ太た郎ろうも思い込んでいたのだ。

　愚ぐ姉し賢けん弟てい──桃もも太た郎ろうの『能力』を顕現した自分は、無能な姉の代わりに桃もも太た郎ろうを演じなければならないのだと。

「まったく、アンタはもっと悩んでいることを自覚しなさいよぉ！　桃もも太た郎ろうを分け合ってしまったんだから！　桃もも太た郎ろうにまつわる悩みだったら、相談してよ……アンタだけの能力じゃないんだから！」

「姉ちゃん……ごめんね……」

「うむ。わかればよろしい……と言いたいところだけど、なんでそっちの幻刀がそそり立っているのよぅ！　この変態イケメンっ……!!」

　本気で𠮟ったり説得しているうちに、小こ太た郎ろうはいろいろと元気を取り戻してしまった。

「しょうがないだろ！　姉ちゃんも素っ裸なんだぞっ！　そんなの勃起するに決まってるじゃないか！　むしろ眼鏡だけかけて、虫けらのように蔑んで説教していると、女教師＆痴女ものっぽくてすごくいやらしい……あうっ！」

　次の瞬間、高速スクリュースピンスライディングキックを屹きつ立りつと袋に叩たたき込こまれ、小こ太た郎ろうは泥人形の中をぐるんぐるん転がり回った。

「あうぅぅぅうぐぅう!!」

　タマシイだけの幻体でも、痛いものは痛い。

　あと、眼鏡だけ具現化した理由は不明であった。

「なんか、すごく理不尽な気もするんだけど……」

「気のせいよ」

「そうかなあ……ていうか、その尻尾みたいなモノは何なの？」

　這ほう々ほうの体ていで戻ってきた小こ太た郎ろうは、ふと、みろくの尾てい骨あたりから細い紐ひものようなモノが伸びていることに気づいた。

　それはもう、限りなく延々と。

　狭いようで広い檻おりの中でウネウネウネウネ這はい回まわっていた。

「えっ……尻尾？」

「尻尾というか、紐ひもというか、へその緒というか……」

　何ど処こへ繫つながっているのか、小こ太た郎ろうはわずかな光を頼りに辿たどってみたが、無限の闇に溶け込んでいて、終わりが見えない。

「何ど処こまで続いているのかなぁ、これ……？」

　細くて柔らかいが、芯のある感触は小指のようだ──。

「さ、触らないで……くすぐったいぃいっ！」

「も、もしかして……新しい超性感帯なの!?」

　獅し子しの力が小こ太た郎ろうに宿り、星のパワーが満ちていく。

　傷つくことを怖おそれず、舌で舐なめてみたい衝動が走った！

「だから触るんじゃな……ふぎゃああぁあ！」

　みろくは震えながら身を捩よじり、尻尾を覗のぞき込こもうとしたが──。

　振り向く前に「ゴロロロロロ……ギュルルルルルルル」という不気味な蠕ぜん動どう音おんと共に尻尾を引っ張られ、その場から消えてしまった。

「ね、姉ちゃああぁあん！」

　小こ太た郎ろうの絶叫すら追いつかない速さで、みろくのタマシイが闇の奥へすっ飛んでいく。まるで、横っ飛びのバンジージャンプだ。

　結局、みろくは泥人形の檻おりどころか、玉手箱の蓋すらこじ開け、強制排出されてしまった。

　だとすると、紐ひもは外界から伸びていたのだろうか──？

「うわあっ！　なんてこったい……あれ？」

　一方、小こ太た郎ろうは追いかけて伸ばした右手の甲に、刺いれ青ずみのような桃の印が浮かび上がっていることに気づいていた。

　とはいえ、小こ太た郎ろうはやくざ者ではないので、これは顕現者特有の現象だ。たぶん。

「これ、花はなやしきのときにも現れたけど……あのときは光ってなかったよね？」

　首を捻ひねると同時に、桃の印はぐにゃりと歪ゆがみ、スケールフィギュアのような金色の幻体がせり上がってきた。

「うわあっ！　あ、あの……どなたでしょうか？　悪魔将軍!?」

　むしろ、師匠からもらった大量のＤＶＤやブルーレイの中に、全身に金粉を塗られた女優が神こう々ごうしく交合する謎のアダルトビデオが混じっていたことを思い出したが、１寸８分の小さな立像となった幻体は、右手の桃まんをムシャムシャ食べつつ喋しやべり出だした。

《とんでもねえ、あたしゃ神様だよ！》

「か、神様ですかっ!?　ゴールドマンは戦いの神だから、やっぱり悪魔将軍!?」

《あんだって？　いや、厳密に言えば、アヴァローキテーシュヴァラは神様じゃあねえな。アレだ、仏の次くらいだよ。覚かく有う情じようの菩ぼ薩さつってやつだ。宮みや戸と川がわで気持ちよく寝ていたら投と網あみに引っかかってこの寺の御神体へ祭り上げられちまったんだが、明治の頃、生なま臭ぐさ坊ぼう主ずの質草にされて、そのまま質流れの観音……》

　何ど処こかで聞いたような話であった。

《まー、流れ流れるのは運命とはいえ、まさかまたこの街へ戻ってきて、女の胎内へ流れ着くとは思わなんだね。しかも、マイトレーヤの弟になるたあ、まったく合縁奇縁だわな》

「……なんだかよくわかんないけど、仏の次くらいだったら、ちょっと手を貸してくれないかなぁ？　此こ処こから出ないと、姉ちゃんを助けられないんだよっ！」

《あー？　しゃあねえわな。てめえとあたしは一心同体だからね！》




「うー。また意味不明な場所ですよ……」

　一方、暗闇の彼方かなたへ飛ばされたみろくは、天も地もない広大な宇宙空間へ放り出されていた。

　全宇宙の一切万物は永遠不滅だが、生せい々せい流る転てん──膨張と収縮を繰り返している。

　それは大半の知的生命体の認識限界──連続した変化だと思い込んでいるからだが、本当は現象が不連続に錯さく綜そうしている。明日が昨日に繫つながっていても何の不思議もないのだ。

　凡夫ばかりの凡庸なる世界が、万まん華げ鏡きようの如ごとき蓮華宇宙マルチバースの断片に過ぎないからこそ、56億７０００万年という与太話も機能するのだ。

　もちろん、そんな『記憶』を思い出したところで、みろくの知識ではまったく理解できないのだが。

　無限に続く尻尾の紐ひもに引っ張られ、高速移動──蓮華宇宙マルチバースを通過しているのも、連続体と錯覚させるための仕掛けであり、安全装置だ。

　すべてが不連続であると知ってしまったら、もう、凡夫の世界──現うつし世よや幽かく世りよでは生きられない。真実を知ることは幸福ではない。

　だから、知る前に幽かく世りよへ戻し、更に現うつし世よへ戻さなくてはならない。

　──誰が？　とんでもねえ、あたしゃ神様だよ！

　いや、厳密に言えば、マイトレーヤは神様じゃあないね。

　アレだ、仏の次くらいだよ。覚かく有う情じようの菩ぼ薩さつってやつだ。

　それに、可か愛わいい孫──桃もも瀬せみろくの前では『毒どく蝮まむし三さん太だ夫ゆうのミュージックプレゼント』に出てくるような、くたばり損ないのババアを演じないとね。

「もしかして、このまま……アンドロメダ終着駅で機械のネジにされたりするのかな……？」

　それはそれとして──当のみろくは、何ど処こへ向かっているのかわからず、やることもないので、くだらない妄想に浸っている。

《あたしの可か愛わいい孫──みろく、聞こえるかい？》

　なので、亡なくなった祖母の声で語りかけてみる。

「うえええ……これって、三さん途ずの川かわでお祖ば母あちゃんが手招きする臨死体験？」

《縁起の悪いことを言うんじゃないよ、この子は！》

「ご、ごめんなさいぃぃ！　そういえば、来週は秋のお彼岸だったぁぁ!?」

　怒鳴られたみろくは、反射的に謝ってしまったが、声の主は何ど処こにもいない。

　そりゃそうだ。尻尾経由のホットライン──霊界通信で伝えているのだから。

《まったく、狐きつねの囁ささやきに騙だまされるとはねえ……》

　みろくが聴いた祖母の声はいささか呆あきれ気ぎ味みだったが、中二病全開時代のみろくの理解者は祖母と小こ太た郎ろうだけだったので、思わず涙ぐむほど嬉うれしかった。

《あたしが生きていた頃、東と亞あ子こちゃん……哀れな〈狐きつね憑つき〉の娘の話を何度もしたろう？》

「……うん。覚えてる」

　祖母は若い頃、東と亞あ子こという〈狐きつね憑つき〉の美人占い師の秘書を務めていたが、占い師は狐きつねの囁ささやきを自分自身の才覚──神通力と勘違いした挙げ句、狐きつねにも見放され、すべてを失った。傷心の彼女はハワイで余生を送ったが、強盗に襲われ、非ひ業ごうの死を遂げている──。

『……神獣になり損ねた妖よう狐こは世界中で悪さをやらかししてきたけど、攘じよう夷い結界に阻はばまれ、日本の土を踏むことができないからね。代わりに、海の彼方かなたから囁ささやいた呪じゆ詛そに耳を傾けちまった不幸な娘を〈狐きつね憑つき〉にして操っていたのさ』

　生前の祖母はまるで御お伽とぎ噺ばなしのように冗談めかして語っていたが、みろくは筑つく波ばにいた頃、大学の図書館で調べたことがある。

　東と亞あ子こという女占い師が何者なのかも知らなかったが、やがて、ある人物──忘れられた有名人の本名だと判明した。

　昭和30年代──美人霊感占い師として知られていた藤ふじ田た小女姫こととめこと、東と亞あ子こは「昭和22年、９歳のときにハワイの狐きつねが憑ひよう依いし、霊感を得た」と自称していた。〈狐きつね憑つき〉は明治維新後、精神病の一種として扱われ、日本の精神医学の草分けである医学者・呉くれ秀しゆう三ぞうは、著書『精神病学集要』で「曰いわく妄想に発するもの、曰いわく妄覚に発するもの、曰いわく本人意識の変常に発するもの」と記しているが、彼女も妖よう狐この囁ささやきに耳を傾け、気脈を通じたことで異能に目覚めたのかも知れない。

　なお、東と亞あ子この戸籍上の父親は〈偽にせ大学生〉を商売とする与太者で、大学卒を有あり難がたがる田舎の女たちを騙だましては売り飛ばす女衒ぜげんだった。戦中戦後の混乱期には親に見捨てられた少女たちを養女とする人買いへ転じ、〈美少女霊感占い〉の興行師として占領軍の基地や炭鉱を巡業した。

　興行の正体は占いを隠かくれ蓑みのにした〈売春巡業団〉で、〈美少女霊感占い〉ならぬ〈美少女性感占い〉であった。言わば、中世の〈歩き巫み女こ〉と抱主カカヘヌシ──巫娼集団ノノウの現代版だったが、看板の東と亞あ子こだけは本当に優れた直感力と予知能力を発揮し、やがて、大おお阪さかの新聞王・前まえ田だ久ひさ吉きちの知遇を得た。後に、芝しば増ぞう上じよう寺じの広大な墓地に東京タワーを建てたおっさんだ。

　昭和25年、産さん経けい新しん聞ぶん東京の社会面で『奇跡の少女現る　マリを突きながら何でもズバリ』と紹介され、一躍、時の人となった東と亞あ子こは産業経済新聞社の庇ひ護ごを受け、昭和30年、大おお手て町まち一丁目に完成したサンケイビルの一室を与えられた。祖母が秘書を務めていたのも、たぶん、この頃だったのだろう。

　政財界の大物たちを占いの顧客とした彼女は、岸きし信のぶ介すけに「日米安保条約は成立するが、貴方あなたの内閣は短命でしょう」と予言した。「経営の神様」と言われた大実業家の松まつ下した幸こう之の助すけや政商の小お佐さ野の賢けん治じにも可か愛わいがられ、若くして財を成したが、成人後は妖よう狐この霊感を失っていたとも噂うわさされていた。昭和43年、名義貸しでオーナーとなっていたサウナが火事で死者を出すと、「予知能力を持っていたのは目つきの悪い美人秘書のほうだ」という噂うわさまで出たので、祖母は表向き、結婚退職ということになった。

　言い換えると、妖よう狐こが攘じよう夷い結界の外から国家を操るための〈端末〉を必要としなくなったのだ。昭和44年、ジャクリーン・ケネディ・オナシスと接続し、アポロ11号の月面着陸をテレビで観みた妖よう狐こは極東への侵略計画を大きく転換していた。

　東と亞あ子こは昭和48年、ハワイへ移住したが、これも、妖よう狐ことの再接続が目的だったのかも知れない。しかし、往時の神通力を取り戻すことはなく、非ひ業ごうの死を遂げたのは、前述の通り──。





■　■　■






　泥人形から蓮華宇宙マルチバース──幽かく世りよですらない珍妙空間でみろくと祖母が与太話を繰り広げている間に、事態は進行していた。

「おお……さすがは〈夷い狄てきの姫〉……いや、これは桃もも太た郎ろうの神通力じゃな！」

　浅せん草そう寺じ本堂で三馬鹿を従え、ぐるぐると右回りにロールダンスを繰り返しつつ、仲なか見み世せから精気の雲を集めていたかぐや姫ひめは、超回復ヒーリングフアクターによる９本目の尾の再生を喜んだ。

「違う……!!　なんじゃこれは!?」

　よく見ると、尻尾とは似て非なる肉の紐ひもが蛇のように這はい回まわり、掛かけ紐ひもを解ほどかれた桃の玉手箱の隙間に潜り込んでいる──。

「なんと……禍まが々まがしく忌いまわしきモノじゃ！」

　かぐや姫ひめは手刀で断ち切ろうとしたが、急な腹痛で全身の力が抜けてしまった。

「うぐぅ……この身体からだにわらわのタマシイが馴な染じんでおらぬのかえ？」

　蒼そう白はくの顔で呻うめきつつ下腹部を弄まさぐったかぐや姫ひめは、手の甲にも粟あわ立だつような違和感を覚えた。

「否いな……桃もも瀬せみろくですらない夾ノ雑イ物ズが、この身体からだに干渉しておる！」

　左手の甲から浮かび上がったのは逆さ桃の印で、その桃が割れると、かぐや姫ひめですら禍まが々まがしく思うほどの漆黒が一気に解き放たれた。

「ひいいぃいい！　わらわの身体からだを這はい回まわるなぁ!!」

　全身に纏まとわりつく大量の瘴しよう気きは質量を帯び、不可視の鎖でむっちり女体を縛り上げる。

《オン、マイタレイヤ、ソワカ──二じ郎ろう真しん君くんの〈縛ばく妖よう鎖さ〉は元々、観かん音のん菩ぼ薩さつの宝パオ貝ペエだから、同格のみろくちゃんにはまったく無意味なんだけど、白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾びの妖よう狐こならバッチリ効くのよねん☆》

「だ……誰だ、ぬしは……姿を現さぬかっ!?」

　耳みみ障ざわりな囁ささやき声ごえに苛いら立だつかぐや姫ひめは膝を崩し、姿なき声の主を罵った。

《はいはーい。久しぶりの現うつし身みでお愉たのしみのところ、申し訳ないんだけどぉ？　その身体からだ、みろくちゃんにそろそろ返してやってくれないかしらん☆》

　罵倒をせせら笑うように現れたのは、半はん跏か思し惟いの黒い影であった。

「……姿は桃もも瀬せみろくのようじゃが、似て非なる名状しがたき怪異め！　ぬしは外宇宙からの墓荒らしか？」

　桃の玉手箱に腰掛けた影はゆっくりと像を結び、桃もも瀬せみろくと同じ容姿の幻体へ変化したが、目つきの悪さは本家以上──犬歯剝むき出だしの凶悪な笑みを浮かべていた。

《とんでもねえ、あたしゃ神様だよ！　より厳密に言えば、桃もも瀬せみろくの守護者……弥み勒ろく菩ぼ薩さつだったりするんだけどねっ☆》

「弥み勒ろく菩ぼ薩さつがみろくから独立介入する……じゃと!?」

《驚いてんじゃねえよ。あたしはてめえの所業をずっと眺めていたんだぜ？　てめえが気づかなかっただけさ》

　弥み勒ろく菩ぼ薩さつを自称したみろくモドキの幻体は一瞬、みろくが歳としを重ねたような年とし増まの美女へ変化したが、すぐに元の風貌へ戻った。

「思い出したぞ！　ぬしは……東と亞あ子この秘書だった女か!!」

《ぴんぽーん☆　久しぶりだねえ。あの頃は〈狐きつね憑つき〉の東と亞あ子こちゃん経由だったけど、生で会えて嬉うれしいよん☆》

「わらわを監視しておったとは……何を企たくらんでおる、弥み勒ろく菩ぼ薩さつよ！」

　海の彼方かなたから〈端末〉経由で策謀を巡らせていたはずが、監視されていた──。

　かぐや姫ひめは憤ふん怒ぬの表情で叫んだが、不可視の鎖はそれ以外、何も許さなかった。罵倒以外の呪じゆ詛そを吐くと舌が痺しびれ、術を仕掛けることもできない。

《あらあら☆　てめえ、あたしの救い主としての力が欲しかったから、可か愛わいい孫のみろくちゃんを騙だまして身体からだを乗っ取ったんだろ？》

　みろくモドキの幻体は、震えて動けないかぐや姫ひめの首に手を回し、狐きつねの耳を撫なで回まわしていく。そのたびに占有したはずの脳髄へ電流のような負荷──不快感が全身を駆け回る。

　なんということじゃ──。

　かぐや姫ひめにとって、みろくモドキ──弥み勒ろく菩ぼ薩さつの顕現は予想外の事態だった。

　桃もも瀬せみろく──ついに見極めた、究極の依より巫まし。

　弥み勒ろく菩ぼ薩さつの力が眠る、白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾びの妖よう狐この現うつし身みとして最適の存在。

　桃もも太た郎ろうの『記憶』すら不完全で、ろくに思い出せない無能な顕現者はそれだけでも特異な存在だが、竜りゆう宮ぐう城じよう事件の後、大陸へ逃亡した編あ女めから届いた報告で、都市の穢けがれと災厄を背負い込む〈持じ衰すい〉の異能へ変異していると判明した。

　異能が変異するなど、前ぜん代だい未み聞もんではないか──。

　推し量るために仕掛けた猿さる蟹かに合かつ戦せんで、かぐや姫ひめは本質を見極めた。

　蟹かに江えの六つ子に憑ついていた妖よう狐この影が桃もも瀬せ小こ太た郎ろうと対たい峙じする直前──霊脈が大蛇オロチのように禍まが々まがしく這はい回まわった一瞬、密ひそかに放った照しよう身しん霊れい波は光こう線せんで。

　桃もも瀬せみろく──汝なんじの正体見たり！　弥み勒ろく菩ぼ薩さつの化身よ！

　神通力を帯びた宝パオ貝ペエの性質を反転してしまうほど、強大な可能性を持つ超生命体！

　56億７０００万年後と勿もつ体たいぶっているが、手にすれば、すべての夷い狄てきを救済する神──無限力の塊！

　当然、夷い狄てきの姫──かぐや姫ひめは考える。

「そうじゃ！　これは千載一遇の好機！　無知で無能な桃もも瀬せみろくより、わらわのほうが衆しゆ生じようを救済する器……本物の〈夷い狄てきの姫〉に相応ふさわしかろう！」

　かぐや姫ひめは貪欲で禍まが々まがしい笑みを浮かべ、挑発的に言い放ったが──。

《でも、あたしはてめえの守護者じゃないのよん☆　だいたい、てめえはてめえの種族しか救う気がねーだろーが。白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾びの妖よう狐こよぉ？》

　不可視の鎖による緊縛拘束は両足首を固定した鎖をそのまま首に括くくり、更に後ろ手縛りで固定する胡座あぐら縛しばりと化していた。

「……当然じゃ。あのような凶暴でおぞましい種族を救う理由なぞないわ！」

　脚を閉じているのに、火ホ門トは丸出し──嗜し虐ぎやく心しんを煽あおりまくる構図と容赦ない言葉責めに、淫いん蕩とう上じよう等とうのかぐや姫ひめも頰を赤らめ、舌打ちするしかなかった。

《なーるほど☆　千年かけても振り向いてくれなかった道みち真ざねちゃんもブッ殺して夷い狄てきにすりゃあ、てめえを愛してくれると思ったのかい？》

「な、何を言うのじゃ!?　わらわは種族の長おさとして、善き伴侶を……っ!!」

　なお、菅すが原わらの道みち真ざね──浦うら島しま太た郎ろうが玉手箱の呪いに抗あらがいながら記した回顧録には、乙おと姫ひめと藤ふじ原わらの時とき平ひら、菅すが原わらの道みち善よし、菅すが原わらの道みち仲なかたちのハードコアポルノな情事も描かれていたが、明治時代、薩さつ長ちよう政せい府ふが国定教科書に採用した際、子供向けではないと削除されている。

　もっとも、乙おと姫ひめ──かぐや姫ひめの性技はソープランド竜りゆう宮ぐう城じようの編あ女めさん型泥人形〈端末〉を介して復活し、現代日本の都市伝説と化したのだが。

　それはそれとして──。

《ま、56億７０００万年後には、てめーらの種族もまとめて面倒見てあげちゃうから☆　期待しないで待ってろや》

「ふざけるな！　この身体からだ、弥み勒ろく菩ぼ薩さつの無限力、すべてわらわのものじゃ！」

　かぐや姫ひめが瞼まぶたに涙を溜ため、全身を震わせ怯おびえていたのは、背後から乳房を揉もまれまくっているためだけではなかった。

《そうもいかないのよん☆　こちらにも切羽詰まった事情があってねー》

「ひょっとして、この苦痛も弥み勒ろく菩ぼ薩さつ……ぬしの仕業か！」

《ぴんぽーん☆　ご名答！》

　下腹部の疼とう痛つうが悪化し、断続的に痙けい攣れんが始まっていたのだ。

《……と言いたいところなんだけど、本当はみろくちゃんの宿しゆく業ごうというか自じ業ごう自じ得とくというか……意地汚くつまみ食いした芋ようかんが腐っててさー。ぽんぽん痛くなっちゃったから、早く出さないと肛こう門もんがビッグバン……宇う宙ちゆう開かい闢びやくしちゃうのぉ☆》

　本来のかぐや姫ひめなら、この程度の症状を治癒することは屁へでもない。

　しかし、弥み勒ろく菩ぼ薩さつが加護を与えた〈妖よう縛ばく鎖さ〉が、治癒に用いるわずかな霊力すら封じており、はらわたの蠕ぜん動どうはもう止まらない──。

《とゆーわけで、ついでに代わりに宇宙開闢ブレイクスルーして欲しいのよん☆》

「ううっ……なんと汚い！　ぬしは弥み勒ろく菩ぼ薩さつにあらず……天高く聳そびえ立たつ糞くその山じゃああぁぁぁぁあっ！」

　顔がん面めん蒼そう白はくのかぐや姫ひめが怨えん嗟さの叫びを上げると、幽かく世りよとはいえ、浅せん草そう寺じ本堂を中心とした浅あさ草くさ全域へ衝撃波が走った。

　しかし、七色の煙として可視化された波動は、破壊ではない──。

「消えたか……まさか、わらわの半身を封じる羽目になろうとはな……」

　舌を封じられていたかぐや姫ひめは祈念だけで小さな〈呪いの玉手箱〉を顕現し、左手と９本目の尻尾──己の半身を封じた。

　一時的な応急処置でしかなかったが、みろくモドキ──弥み勒ろく菩ぼ薩さつの幻体は消失し、二じ郎ろう真しん君くんの〈妖よう縛ばく鎖さ〉による胡座あぐら縛しばりも解除された。

　これでもう介入はできまい。

　弥み勒ろく菩ぼ薩さつの無限力を支配する方法は、ゆっくり考えればいい──。

　金色の眼めでも一寸先も見通せないほどの濃煙の中で、かぐや姫ひめは腹痛を治療すべく、桃もも太た郎ろうの超回復を発動する──はずだった。

「ぬしは手に入れるぞ──三千世界で最高の女を、不相応と諦めていた姫を、その魂と引き換えにのぅ！」

　発動を遮るように呟つぶやいたのは、かぐや姫ひめではない誰か──。

　艷あでやかな高笑いとドスの利きいた声音でもなければ、無邪気で舌足らずな口調でもない──かぐや姫ひめを真ま似ねているが抑揚のない棒読みが、煙の中から聞こえてきたのだ。

「だから、かぐや姫ひめ──ぼくの大好きな姉ちゃんを返してもらうよ？」

　かぐや姫ひめが問い返すことを躊躇ためらったのは、飄ひよう々ひようと澄んだ声に聞き覚えがあったからだ。

　煙が晴れて現れたのが、見事に割れた桃の玉手箱だったからだ。

　それでも、中にあるのは──泥人形の赤子のはずだ。

「その前に、貸していた桃もも太た郎ろうの権能は取り立てたけどねっ！」

「わらわの術と関係なく……受肉したじゃと……!?」

　かぐや姫ひめの叫びは切実だったが、眼前のイケメンは柳に風──にっこりと微ほほ笑えんでいる。

「そうだよー。桃から生まれた桃もも太た郎ろう……もとい、桃もも瀬せ小こ太た郎ろうかなっ☆」

「噓うそじゃ！　ぬしの現うつし身みはまだ、蓮れん華げ座ざにあるではないか！」

　信じない。信じたくない。泥人形に肉を与え……〈狐きつね憑つき〉の呪じゆ詛そで〈端末〉として操る傀儡くぐつの術はあれど、それは仮かり初そめの生命でしかない。

　現うつし身みなきタマシイだけの幻体は、長い浄化の時を待つか、淫みだらに貪る成熟した女体──その子宮で十月十日の眠りに就かなければ、転生などできないのだ！

「そうだね。あれは性悪のかぐや姫ひめが、口先三寸でぼくを騙だまして、タマシイを抜いた形骸のぼく……かつて桃瀬小太郎だったモノだ」

　照しよう身しん霊れい波は光こう線せん──金色の眼めで真偽を測ったが、飄ひよう々ひようとした中に翳かげりを帯びた声で呟つぶやく小こ太た郎ろうは、完全な現うつし身みでかぐや姫ひめと対たい峙じしていた。

　それもそのはず。臓ぞう腑ふまで見抜けば、泥人形や幻体ではない。

「まさか……本来の現うつし身みを放置したまま、別の現うつし身みを顕現したのじゃと!?」

　幽かく世りよ──仮構された空間では、神通力と想像力イマジネーシヨンの強度次第で、他者が構築したイメージを書き換えられる。

　だからこそ、現うつし身みから抜き取ったタマシイは念入りに封じたのだが──。

「弥み勒ろく菩ぼ薩さつ……いつの間に仕掛けた！」

　事の経緯を思い返したかぐや姫ひめは、動かぬ左手を睨にらんで罵倒した。

「どんな手管を使ったかは知らぬが、ぬしが桃もも瀬せ小こ太た郎ろうに加担しなければ、檻おりから抜け出すことすら不可能なはずじゃ！」

《御名答。でも、ちょっと違うのよねん☆　桃もも瀬せみろくの守護者がこの弥み勒ろく菩ぼ薩さつなら、桃もも瀬せ小こ太た郎ろうの守護者は観かん音のん菩ぼ薩さつさ！　このくれえの芸当、あいつにゃ屁へでもないさね！》

　いきなり高速駆動を開始した左手は、所有者をからかうように鼻をつまみ上げ、逆さ桃の印から喋しやべり出だした。

「な、なんじゃとぉぉお！」

　弥み勒ろく菩ぼ薩さつの化身が現れただけでも稀まれだというのに、その弟が観かん音のん菩ぼ薩さつの化身という奇き蹟せきにかぐや姫ひめは驚きよう愕がくした。鼻フック状態で。

《そんな奇遇でもなけりゃ、あたしの可か愛わいい孫とはいえ……同じ腹から生まれた姉弟きようだいで、桃もも太た郎ろうの『記憶』と『能力』を分かち合うなんて、珍妙な事態が起きるわけがねーだろボケナス。事象をよーく考えなさいねっ☆》

「姉ちゃんの身体からだを乗っ取った、うらやましい……もとい、ふざけたタマシイは、正直、八つ裂きにしても飽きたらないんだよねぇ……」

　即座に〈魂タマ切ギリ〉を顕現し、パーフェクト殺やる気きモードの小こ太た郎ろうに、かぐや姫ひめはいよいよ恐怖した。

「かっ……刀を収めろ、桃もも瀬せ小こ太た郎ろうよ……この身体からだは桃もも瀬せみろく、ぬしが愛する姉じゃぞ？　わらわのタマシイを斬れば、胎内に仕掛けた〈呪いの玉手箱〉が姉の身体からだとタマシイを吹き飛ばすぞよ！」

　まるで重度の中二病患者のように右手で左手を引き剝がしつつ、かぐや姫ひめは桃もも瀬せみろくの姿で叫び、小こ太た郎ろうの動揺を誘う。

《あー。行き詰まって人質戦術とは、白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾びの妖よう狐こも堕おちたものねえ☆》

「うるさい！　もはや恥も外聞もないのじゃ！」

　呆あきれたように囁ささやく左手を小声で怒鳴りつけたが、妖よう狐こと言えども、切り札である宝パオ貝ペエの連続使用は難しい。

「……道みち真ざねの七しち星せい剣けんは怪異を封じるだけじゃが、小こ太た郎ろうの幻刀は空間を斬り裂き、存在を喰くらい尽つくす滅殺の宝パオ貝ペエ……!!」

　空間ごと喰くらい尽つくす高速斬撃から逃れるには、〈天あまの羽は衣ごろも〉の空間転移術を使うしかないが、短距離ではすぐに追いつかれる。長距離の跳躍には霊力充塡──時間稼ぎが必要だ。

「ふぅん……ということは、姉ちゃんのタマシイもそこにあるの？」

　眼前の小こ太た郎ろうは刀先を下げ、右足を一歩引いた。

　相手の出方次第で容赦なく薙なぎ払はらう態勢だが、時間稼ぎにはなる──。

「そうじゃ。今のわらわと桃もも瀬せみろくは一心同体の融合生命体。わらわを殺すことは、愛いとしい姉を殺すことじゃぞ？」

　弥み勒ろくはみろくと一心同体でありながら『守護者』と自称した。

　ということは、左手から弥み勒ろく──みろくモドキが顕現した時点で、桃もも瀬せみろくのタマシイも泥人形の赤子からこの身体からだへ転移した可能性が高い。

　気配は感じないので、意識はまだ、眠っているのだろうが──。

「なるほどね。それを聞いて安心したよ」

　背負った満月と重ねるように、下段の構えから刀先で円を描いていく小こ太た郎ろうの表情は人ひと懐なつっこい笑顔のままだが、少し寂しげで甘い眼まな差ざしの奥には、確実に怒気を孕はらんでいる──。

「ま……待て、わらわは本当に容赦せぬぞ……」

　かぐや姫ひめはみろくの顔で上目遣いに哀願したが、殺意の波動に目覚めまくった小こ太た郎ろうには逆効果──それはもう、完全にキレていたのだ。

　そして、動揺したのはかぐや姫ひめの側だった。〈天あまの羽は衣ごろも〉で逃げるか、〈呪いの玉手箱〉で自爆するか──後者の選択肢が脳裏をよぎったことで、一瞬の隙が生まれた。

「容赦しないのは、ぼくのほうさ。姉ちゃんの姿じゃ、九尾で絡からみつくこともできないだろ！」

　言うより早く、神速の小こ太た郎ろうが正面から斬り込む──。

「……ぁん……っ!!」

　否いな──斬るかと思いきや、小こ太た郎ろうは予想外の行動に出た！

　幻刀を消し、高速タックルでかぐや姫ひめを押し倒し、強く抱きしめたまま唇を重ねたのだ！

　確かに容赦なく、柔らかに震える唇に赤い舌が潜り込んでいく──。

「……って、何しやがるんじゃ、この馬鹿あぁああっ！」

　次の瞬間、みろくヘッドバットが小こ太た郎ろうの顔面に炸裂──更に両肘で側頭部を抉えぐりつつ、諸もろ手て猿えん臂ぴ飛とび膝ひざ蹴げりで追撃した！

「姉ちゃんが……地上最強の殺人技〈ＡＬＳ●Ｋ体操〉を……!?」

　違います。

　この連続技は晩年、寝たきりになった祖母が介護を装よそおいつつ凶器攻撃を仕掛けてくる母への迎撃技として使っていたのだが、小こ太た郎ろうの身体からだは見事に宙を舞い、眠っていたみろくの意識は完全に覚醒した。
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「あうっ……眠り姫を起こすのは、王子様のキスと相場が決まっているじゃないかぁ！」

「それを実の姉に適用する馬鹿が何ど処この世界におるかぁ！　し、舌まで入れるし……はじめてだったのにぃぃ……」

「よっしゃあああ！」

　唇の感触を確かめて赤面するみろくは錯乱し、瞳孔もぐるぐる回転していたが、小こ太た郎ろうはガッツポーズで浅せん草そう寺じ本堂を跳ね回っていた。

「右手は頑張った自分に向けて。左手は応援してくれた観客に向けて。文武両道ですよ！」

　小こ太た郎ろうも小こ太た郎ろうで錯乱していた。何ど処このＯＫ牧場だ。




　付け加えると、観客の役回りになった小こ太た郎ろう三馬鹿ガールズは殺意全開の表情で滂ぼう沱だの涙を流しつつ、時計回りにぐるぐる踊り続けていた。

　あと、ベロチュー状態でみろくがアッパーカットで顎を殴っていたら、確実に舌を嚙かみ切きっていたので、王子様のキスは死を覚悟した変態特攻兵以外、まったくお勧めできない蛮行であることも付け加えておく。





■　■　■






「無茶苦茶じゃ！」

　すっかり蚊か帳やの外のかぐや姫ひめは叫んだが、もう声を聞く者はいなかった。

　突然のベロチューで覚醒したみろくの潜在意識が拒絶反応クーデターを起こし、現うつし身みへの憑ひよう依いを強制解除──追放されたのだ。

「いや……今はそれどころではない……ううう……」

　幼女の姿どころか、質量まで失った不可視の幻体まで衰退しているのに、眼がん輪りん筋きんが激しく痙けい攣れんし、腹痛で呻うめいている。

「うう……どうしてこうなった……」

　浅せん草そう寺じ本堂から逃れつつ、かぐや姫ひめは己の計算違いを悔いていた。

　壱──桃もも瀬せみろくを弥み勒ろく菩ぼ薩さつの化身と見抜いたが、弥み勒ろくの意思が介入する可能性を想像しなかった。もっとも、現在に至るまで前例がなかったのだから、情状酌量の余地もあるのだが。

　弐──二人のタマシイを桃の玉手箱へ封じたが、桃もも太た郎ろうの力を管理すべく、権限は手元に残してしまった。そのため、へその緒のような縁えにしが残り、知らぬ間に観かん音のん菩ぼ薩さつの力で権能を啜すすり奪うばった桃もも瀬せ小こ太た郎ろうが再生してしまった。

　参──だが、弥み勒ろく菩ぼ薩さつと観かん音のん菩ぼ薩さつが桃もも太た郎ろうの力を分割管理することで、救い主の無限力を奪われぬよう仕掛けていたなど、想像できたろうか？

　肆し──ましてや、腐った芋ようかんによる腹痛ごと強制追放するとは！

「まったく……人間が作り上げた御お伽とぎ噺ばなしは、夷い狄てきの所業より不条理でデタラメじゃ！」

　吐き捨てるように呟つぶやいたかぐや姫ひめは、本堂の屋根で溢あふれんばかりの怒りを霊力へ変換し、胎内へ充塡していく──。

「ギギギ……桃もも太た郎ろうのくそったれ姉弟きようだいがぁぁぁあ！」

　早急に霊力を練り上げなくてはならないっ！

　現うつし身みの桃もも太た郎ろうたちをも喰くらい尽つくす、強烈な質量を帯びた幻体を！

　そのために、下腹部の苦痛すら復ふく讐しゆうと殺意に変えるのだ！

「わらわの〈呪いの玉手箱〉で〈いんへるの〉まで吹き飛び、臓ぞう腑ふをブチ撒まけるがよいわ！」

　月の光を浴び、ようやく幼女の姿で可視化したかぐや姫ひめは呪じゆ詛そを帯びた声で吠ほえると、胎内で練り上げた〈呪いの玉手箱〉を摑つかみ出だし──反転攻勢を開始した！

「１本だけでは足りぬ！　わらわの九尾すべてを地獄の業ごう火かへ焚くべ、互いに唇を貪り合うおぞましき獣けだものの姉弟きようだいを焼き尽くしてくれるわぁぁぁあ！」

「人聞きの悪いことを言うなあ！　あれは不可抗力なのにぃ！」

「あれ？　淫いん蕩とう上じよう等とうの妖よう狐このくせに人倫を説くなんて、本当は純愛上等だったりするのかな？」

　みろくは反はん駁ばくしたが、小こ太た郎ろうは満更でもない表情を浮かべて挑発する。

「やかましいわ！　わらわの淫いん蕩とうは男を従えるべく鍛えし技……真まことに惚ほれた殿方にはすべて委ねて甘えたいのじゃ！」

　涙目で暗黒の瘴しよう気きを纏まとったかぐや姫ひめの九尾は八ヤマ岐タノ大蛇オロチの如ごとく、禍まが々まがしく本堂の屋根を這はい回まわり、頭上の玉手箱に霊力を注ぎ込んでいく。

「うわあ……完全にやけっぱちだねー。同胞たちの霊力も強制的に吸い上げているし、イヤな元気玉だなあ～」

「ていうか、すごい勢いで膨らんでいるんですけどっ!?」

　幽かく世りよのあちこちから上がる禍まが々まがしい怨えん嗟さの声を聴いた小こ太た郎ろうとみろくは、浅せん草そう寺じ本堂の屋根の上に顕現したかぐや姫ひめを見上げていた。

　かぐや姫ひめの霊力を啜すすった〈呪いの玉手箱〉は漆黒の球体──回かい転てん楕だ円えん体たいの巨大な爆弾へ変化し、表面に浮き上がった血管はドクドクと脈打っていた。

　極めて生理的な苦痛まで啜すすっているのか、「ゴロロロロロ……ギュルルルルルルル」という不気味な蠕ぜん動どう音おんは素しろ人うとにも爆発寸前とわかるレベルであった。

「あの……？　焼き尽くすというか、ブチ撒まけるというか……この中身、すごくイヤな予感がするんですけど……」

「姉ちゃん、手を貸してよっ！　ひとりじゃさすがに無理だからさ！」

「え？　……ええっ！」

　言われるまま、小こ太た郎ろうと手を繫つないだみろくが顕現したのは巨大な幻刀──規格外の大おお太た刀ちであった。藤ふじ原わら国くに綱つなが３００貫の砂鉄より鍛えた「破は邪じやの御おん太た刀ち」を模しているのか、刃長は５尺どころか12尺近くあり、握るだけで震えて痺しびれ出だす。

　柄つかから自動的に伸びた紐ひもが手て貫ぬき緒おのように肘まで固定しなければ、手首の骨がひしゃげて砕けそうだ──。

「これだけでっかい〈魂タマ切ギリ〉なら、玉手箱の爆発も吸収できると思うんだ！」

「そ、それはわかるけど……これって、傍はたから見るとウェディングケーキカットじゃない……かなぁ……？」

　みろくは赤面しつつ、背後の小こ太た郎ろうに小声で呟つぶやいた。

「あ、この前、朝のワイドショーで新郎新婦が中華料理の巨大な桃まんを斬ったら、たくさん詰まった小さい桃まんが転がり出てきたんだよっ☆」

「なんで嬉うれしそうなのよっ！」

　満面の笑顔を浮かべた小こ太た郎ろうは、嫌がるみろくの手を取ると……一気に〈魂タマ切ギリ〉を振り下ろす！

「それじゃ行くよ！　霊れい子し満まん月げつ斬ぎり！」

「うぐぉおおあぁぁあ!?　なぁあにィィイイイッ！」

　刀先から放たれた黄金の波動は、轟ごう音おんと共に満月の夜空を斬り裂くと、そのまま大地も斬り裂いていく──。

「ば……馬鹿なッ！　わらわを……この〈赫かぐ夜や姫ひめ〉を〈呪いの玉手箱〉ごと斬り裂くだとォォォォッ！」

　かぐや姫ひめは絶叫したが、既に〈呪いの玉手箱〉は超臨界に達し、霊子核分裂による幽かく世りよの連鎖反応崩壊が生じていた──なんだかよくわからないけど、そういう原理らしいですよ？

「返す刀の……愛あい國こく仏ぶつ壇だん返がえし！」

　しかし、すべてを喰くらい尽つくすはずの煙──禍まが々まがしい瘴しよう気きを帯びた最凶最悪の最終呪じゆ詛そはＶ字斬撃で生じた幽かく世りよの切断面にすべて吸い込まれ、あっけなく雲散霧消してしまった。

　後に残されたのは、空間ごと一刀両断された浅せん草そう寺じ本堂の残骸と深く底知れぬ断層だったが、膨大な光の斬撃は吉よし原わら大おお門もんあたりまで一直線に続いていた。

「うわー。姉ちゃんのアパートは大丈夫かなぁ……？」

「……かぐや姫ひめ、わたしの身体からだは乗っ取ったくせに、桃もも太た郎ろうの『能力』はアンタごと封じようとした理由がよーくわかったわ……」

　幽かく世りよでの破壊行為が現うつし世よへ影響しないことは、花はなやしきの一件で知っていたが、それにしても無茶苦茶であった。
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　小こ太た郎ろうとみろくは忘れているが──。

「うわぁぁあん……わらわを無視し、いちゃつきおって……これではまるで、愚かな道化ではないかっっ……!!」

　かぐや姫ひめはまだ生きていた。

　間一髪──〈呪いの玉手箱〉の爆発と同時に〈天あまの羽は衣ごろも〉を発動し、即死境界線ボーダーラインの外にあるステージⅢ、宝ほう蔵ぞう門もん横よこの母子地蔵尊まで転移していたのだ。

　充塡した霊力を使い切り、這ほう々ほうの体ていではあったが──。

「……まったく、あの馬鹿弟子たちは……無茶苦茶やりやがるよなァ？」

　半死半生の意い識しき朦もう朧ろうで気づかなかったが──。

　聞き覚えのある口調と、見覚えのある顔。

　なのに、首を捻ひねってしまう──。

「なっ……桃もも瀬せ小こ太た郎ろうがふたりおるじゃと!?」

　飛とび退のくように逃げたのは、イケメンの膝枕で寝ていたから──それだけではなかった。

「み……道みち真ざねか!?　自力で冥府魔道より戻ってきたと言うのかえ！」

　震え声のかぐや姫ひめは、喜怒哀楽がぐちゃぐちゃに混こん淆こうした奇妙な表情を浮かべたが、頰は紅潮していた。

「てめェの汚濁に満ちた胎内から転生するなンざ、まっぴらごめンだからな。オレがこっちの小こ太た郎ろうを使わせてもらうぜ？」

　立ち上がった小こ太た郎ろうが、幻刀ではなく浦うら島しま太た郎ろうのステッキを顕現したことで、かぐや姫ひめは何が起きたのかを把握した。

　分身に仕掛けた〈呪いの玉手箱〉で葬ほうむり、幽かく世りよを彷徨さまよっていたはずのタマシイが、本堂に安置されていた小こ太た郎ろうの抜け殻に憑ひよう依いし、浦うら島しま太た郎ろう──菅すが原わらの道みち真ざねの新しい現うつし身みとなったのだ。

「泥人形の赤子が受肉し、抜け殻と小こ太た郎ろうの縁えにしが失われたから、ぬしが代わりに憑ついたのか！」

「御名答だ。もっとも、同一人物がふたり存在しやがると、互いの姿を喰くらい合あう〈影の病ドツペルゲンガー〉っつー怪異になっちまうンでなァ」

　呟つぶやきと同時に、小こ太た郎ろうの抜け殻だった現うつし身みが、千年以上の時を過ごした老人の姿へ化身していく。

　自由自在に化身できるなら、その姿でなくとも良かろうに──。

　いや、千年前の姿でわらわを抱いてくれぬものか──。

　そう呟つぶやきかけた瞬間──紅潮していたかぐや姫ひめの頰がぐにゃりと歪ゆがみ、母子地蔵尊の台座へ叩たたきつけられた。

「……ぐふぅっ！　な、何をするのじゃ!?」

「自じ業ごう自じ得とくの因果応報だ。てめェのろくでもねェ策謀で神通力がスッカラカンになっちまってるからな。残り汁までよく啜すすりやがる」

〈亀の指輪〉とは、道みち真ざねが玄げん翁のう和お尚しようだった頃に砕いた殺せつ生しよう石せきの欠片かけらを10個の指輪に変え、攘じよう夷い結界の維持装置として神通力を蓄えた宝パオ貝ペエだが、殺せつ生しよう石せきの由来を辿たどれば、それは道みち真ざねが斬り落としたかぐや姫ひめ──妖よう狐この尻尾であった。

　１００年以上の眠りを経て、現うつし世よに潜んでいたまつろわぬものたちと融合した尻尾は、玉たま藻もの前まえという名の美女へ化身し、この国への復ふく讐しゆうを開始したが、鳥と羽ば上じよう皇こうが差し向けた８万の軍勢に討伐され、石地蔵と化した。

「道みち真ざねめ!!　わらわの屍しかばねを用いて、わらわのタマシイを啜すするか！」

「それも自じ業ごう自じ得とくだろ？」

　だからこそ、かぐや姫ひめは浅あさ草くさで立て続けに事件を起こし、道みち真ざねの神通力を消費させたのだが、それが裏目に出た。

「ちなみにこの母子地蔵尊、誰がデザインしたと思う？」

「何を藪やぶから棒に……そんなこと知るか！」

「ちばてつやだ。代表作は『あしたのジョー』だぜ」

　ボクシング漫画の金字塔。浅あさ草くさの北にある泪なみだ橋ばしいろは会商店街で町おこしに使われていることは、かぐや姫ひめでも知っているが──。

「オレとてめェのまぐわい……喧けん嘩かの続きに相応ふさわしいじゃねェか！」

「意味が違うわ！　わらわはもっと優しくしっぽりと……ぼぐぅッ!!」

「ウオォォォォオオオム！　オラァッ!!」

　殺せつ生しよう石せきパンチの乱ラ打ツ乱シ舞ユを喰くらったかぐや姫ひめは〈天あまの羽は衣ごろも〉を吹き飛ばされ、石畳へ叩たたきつけられた。

「ひぐぅ……何のために杖つえを具現化したのじゃ!?」

「はあ？　ステッキはあとで馬鹿弟子をシメるために決まってンだろーが？　スペシャル・ローリング・ギャラクティカ・レインボー冥めい皇おう拳けん!!」

　銀河が泣いた！　虹が砕けた!!　道みち真ざねのフィニッシュブローは７つの光弾と化し、かぐや姫ひめの四肢を次々と抉えぐり抜ぬいていく！

「わらわのタマシイが燃え尽きていく……幻体すら維持できぬのか……!?」

　夜空へ高々と打ち上げられ、全身を狐きつね火びに包まれたかぐや姫ひめは、長い煙の尾を引きつつ、大おお太た刀ちの斬撃で地上に生じた巨大な断層へと堕おちていく──。




「……まったく、てめェの思慮の浅さは相変わらずだなぁ？」

　遠い目で呟つぶやいた道みち真ざね──師匠は踵きびすを返し、ステッキで母子地蔵尊を斬り裂きつつ、宝ほう蔵ぞう門もんの方向へ歩き始めた。

「おい、しけた顔してンじゃねェぞ、小娘ども。みろくと小こ太た郎ろうが戻ってくる前にルイスと姜カンの野郎を手伝うぞ！」

「それはわかってるんだけどさ。耳毛の爺じいちゃん……あたしら、かぐや姫ひめにずーっと操られていたから、クッタクタだよぉ……」

「小こ太た郎ろうの馬鹿。無能なお姉さんも馬鹿。みんな馬鹿……」

「でも、天神さま……浦うら島しま太た郎ろうのお爺じいさんが助けてくれなかったら、わたしたちも爆発に巻き込まれてましたよっ!?」

　浦うら島しま太た郎ろうの術──赤い夕ゆう陽ひ色いろの幟のぼり旗ばたが揺れる母子地蔵尊の中に仮構された閉鎖空間から這はい出だしてきたのは、キサラ、ななみ、里り菜なの三馬鹿だった。

　最後の〈呪いの玉手箱〉が爆発する寸前に回収し、かぐや姫ひめが埋め込んだうなじの毛も引き抜いたが、一対一の勝負には邪魔なので、隠していたのだ。

「それはそうだけど、どうして、寒い屋根裏部屋に隠したのよ？」

　ななみが不満そうに呟つぶやいた。

「そいつァ、地蔵様に訊きいてくれ。ちなみに地蔵尊の真ま名なは、まんしゅう母子地蔵だが……１９４５年の奉ほう天てんはさぞ、寒かったンだろうなァ……」

　この広大な幽かく世りよは桃もも瀬せみろくの脳髄から仮構されているが、みろくは全能の神ではない。匿かくまう程度のわずかな綻びを作ることは造作もない。

　此こ処こは八や百お万よろずの想念で織り上げられた、不思議の国だ。




「……わ、わらわはまだ諦めぬぞ……絶対に勝つのじゃ！」

　かぐや姫ひめは執念深く呟つぶやいたが、殺せつ生しよう石せきに削られた欠損部位から不定形の漆黒が這はい出だし、底なしの底へ引きずり込まれている──。

「……また、ぬしかっ！　弥み勒ろく菩ぼ薩さつよ！　どうして勝手に滅びゆく運命の種族……人間なぞに手を貸すっ！」

《うーぬー。ばーれーたーかー》

　金色の照しよう身しん霊れい波は光こう線せんを浴びた漆黒は再び、長い黒髪と凶相の美女──みろくモドキに変化したが、かぐや姫ひめと交わったまま離れない。

《まァ、そう言わないでよん☆　種族の運命が人知の及ばぬ厳粛な必然に支配されているなんて、とんだ思い上がりよん☆》

「や……やめんか！　わらわを容赦なく弄ぶなぁぁぁ……!!」

《あら☆　愛いとしい道みち真ざねにブン殴られて、すごく濡ぬれちゃった？》

「うわああああん！」

[image: ]

　傍はたから見ると、怯おびえる狐きつね耳みみ幼よう女じよにハイテンション全裸のみろくモドキが性的な悪いた戯ずらをしているようにしか見えなかったが、かぐや姫ひめの姿はもう誰の目にも見えないほど希薄になっていた。

《真面目すぎるのよん☆　諦めるのが早過ぎるのよん☆　つーか、もう少しマシな生命体になるかも知れねえだろ？　あたしらの時間は長いんだ。勝手に自滅するまでは、適当に眺めてりゃいいんじゃないかなっ☆》

「まさか、東と亞あ子この秘書を務めていたのも……」

《適当に眺めるなら、平々凡々な衆しゆ生じようへ化身するのも面白いかと思ったのよん。てめえの企たくらみも含めてねっ☆》

「うっ、うっ……わらわのもふもふ尻尾でわらわの火ホ門トを弄るのはやめ……肛こう門もんはもっとやめ……宇う宙ちゆう開かい闢びやくしちゃうよう……っ!!」

　結局、かぐや姫ひめは弥み勒ろくを罵りつつも、蕩とろけるような表情を浮かべ、煉れん獄ごくにして地獄の〈いんへるの〉へ堕おちていった。
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　かぐや姫ひめが姿を消したことで、最上位のステージⅣから始まった連鎖反応崩壊は加速し、次々に下位の幽かく世りよと重なっていく。

　画像処理ソフトでレイヤー分割されていた絵が１枚に統合されていくように、みろくの脳髄から霊脈を介して映し出されていた幽かく世りよの世界情報が整理され、最適化デフラグされていく。

　情報処理の膨大な『記憶』負荷と疲労──みろくは一瞬、思フ考リ停ー止ズした。

「姉ちゃん……腰を抜かすなんて、よっぽど凄すごかったの？」

「うう……他人に聞かれたら誤解を招く言い回しをするなぁ……」

　二人で完全な桃もも太た郎ろうとなるとはいえ、『能力』は小こ太た郎ろうの所有物だ。

　幻刀を顕現する想像力の反動と負担は、みろくのほうが厳しい。

　だから、小こ太た郎ろうはみろくをお姫様だっこしていた。

　３年前と同じように──。

「それにしても、姉ちゃんは軽いなあ。かぐや姫ひめの宝パオ貝ペエを喰くったせい？」

「……余計なことは言わなくてよろしい。わたしは普通に軽いんだから……」

　かぐや姫ひめがみろくの姿で哀願した際に、華麗な十じゆう二に単ひとえも祖母の形見のインバネスコートに戻ったが、いつの間にか舞い降りてきた〈天あまの羽は衣ごろも〉と融合してしまったのだ。

　喰くらって何が起きるわけでもないけど、妙な気分ではあった。

　かぐや姫ひめに桃もも瀬せみろくの身体からだを乗っ取られていた間、自分の肉体──現うつし身みで何が起きていたのかも、はっきりとは覚えていない。

　小こ太た郎ろうは右手の甲から出てきた１寸８分の小さな観音様を見たらしいけど。

「姉ちゃんは何も見なかったの？」

「うーん……お祖ば母あちゃんの声は聞いたんだけどね……」

「それって、三さん途ずの川かわでばーちゃんが手招きする臨死体験？」

「だーかーらー、縁起の悪いことを言わないでよっ！」

　何はともあれ、天も地もない意味不明な場所から幽かく世りよを経由し、ようやく現うつし世よへ戻ってきた。

　宝ほう蔵ぞう門もんの戦いも終わり、仲なか見み世せの〈異い形ぎよう祭さい〉は影も形もなくなった。

　騒々しく猥わい雑ざつな夷い狄てきの民たちも何ど処こかへ消えてしまった。

　たぶん、すべて終わったのだ。雷かみなり門もんは日常の風景を取り戻していたから──。

「師匠！　生きていやがったんですか！」

「おい、てめェ……本音が漏れてるぞ……」

　みろくはステッキで小突かれたが、軽く触れる程度だった。

「あれ？　耳毛の爺じいちゃん、どうやって戻ってきたの!?　妖よう狐この爆弾玉手箱であっけなく殺されたんじゃなかったっけ？」

「てめェが……浅あさ草くさ観かん音のんと組んで受肉する無茶をやらかしたからだろうが！」

　逆に小こ太た郎ろうは思い切り殴られた。フルスイングで。

「え、受肉って……どういうこと？」

　不思議そうに首を傾かしげているみろくに、小こ太た郎ろうと師匠が同じ笑顔で応える。

　小こ太た郎ろうは１寸８分の観かん音のん菩ぼ薩さつと組み、泥人形の赤子を新しい現うつし身みに変えてしまった。

　だから、放置された本来の現うつし身みには、師匠のタマシイが入り込んだのだ。

「へえ～、見かけは相変わらずの耳毛な爺じいちゃんだけど、元はぼくの身体からだだから、同じ顔で笑えるんだね？」

「おう！　すっかり若返った上にヘソまで反り返る童貞如意棒エレクチオンで今夜はハードコアだぜ！」

「ぼくの抜け殻を不法占拠して生き延びるくらいなら、妖よう狐こちゃんと一緒に〈いんへるの〉へ堕おちれば良かったのにね☆」

　笑っていた小こ太た郎ろうが、不快感と殺意が混こん淆こうした表情で師匠を睨にらみつける。

「……おいおい、現うつし身みを放置したそっちが悪いンだぞ？」

「姉ちゃんを騙だました悪い妖よう狐こをぶった斬って、幽かく世りよごと葬ほうむれば、前の身体からだも自動的に消えると思ったんだけどなぁ～？」

「だったら、オレを殺す前に、抱いているお姫様を下ろすンだな？　そうしねェと、新しいてめェは元のてめェにぶっ殺されちまうぜ？」

　凶相で笑う師匠の背後には三馬鹿が仁王立ちし、小こ太た郎ろうとみろくを交互に睨にらんでいた。

　お姫様だっこですか。お姫様だっこのせいですか？

「……えーと。わたしはもう大丈夫だからっ！　それに、アンタの巻き添えで殺されるのはごめんだからね？」

　四し面めん楚そ歌かの小こ太た郎ろうが諦めて、みろくを下ろすと三馬鹿は一転、満面の笑顔で出迎えた。

　もっとも、その笑顔は一瞬で、縋すがり付ついて泣き出してしまったから、宥なだめるのに四苦八苦していたのだけど。

「なんだかんだ言っても、みんなまだまだお子様ですよねえ……」

「いや、貴様なんぞに言われたくはないと思うぞ？」

「みろくさんも、無事で良かったデス」

　言葉とは裏腹によろけたみろくを支えたのは、ルイスと姜カンさんだった。

　あと、クマの被かぶり物ものを脱いだ髭ひげ面づらの中年太りなおっさんも。

「あ、どうも。熊くま田だです」

「はあ。初めまして。桃もも瀬せみろくです」

　田た亀がめ源げん五ご郎ろう先生の漫画でよく見かけるタイプの礼儀正しい朴ぼく訥とつガチムチクマ系マゾ奴隷……もとい、ごく普通のおっさんであった。

「うむ。野球選手で言えば、畠はたけ山やま和かず洋ひろだな」

　ルイスは黙りやがれ。神じん宮ぐう球きゆう場じようでの引退試合は21日ですよ？

　三馬鹿との再会でホッとしている小こ太た郎ろう、朱色の柱を背に葉巻を燻くゆらせている師匠、何な故ぜか酒盛りを始めているルイスたちを眺めつつ、みろくは考える。

　──これで、良かったのだろうか？

　ほんの一瞬の休息が終われば、みろくはまた、人間と神々の間を漂う、ひどく中ちゆう途と半はん端ぱな存在として、日常へ帰っていく。

　──それで、良かったのだろうか？

　かぐや姫ひめの誘惑はいつまでもわたしのタマシイにしがみついて、ことあるごとに桃もも瀬せみろくを揺り動かすことになるのかも知れない。

　でも、それはまた別の話。

　今はとりあえず、弟が幸せそうに笑っていて、世界が平和になったのだから万々歳。御お伽とぎ噺ばなしのように、めでたしめでたしということにしよう。

　──うん。そうしよう。そういうことにしておこう。

　中秋の名月を見上げつつ、みろくは満足そうに微ほほ笑えんだ。





■　■　■






　中秋の名月から半月ほど経たった彼岸明けの９月末、浅あさ草くさ在住の顕現者が師匠の事務所に集められた。

　ルイスは個人的事情で欠席し、望もち月づきさんも当然のように欠席だったが、ものぐさ太た郎ろうの後者はかぐや姫ひめの侵攻の前に浅あさ草くさを去っていたので、今回の件とは無縁だったらしい。

「あいつが手に入れた女……梨なし野のまどかだが、事務所の社長の愛人だったようでな。かなり面倒なことになっていたンだぜ？」

　芸能界を牛耳っているボスの怒りを買い、殺し屋を差し向けられた望もち月づきさんは相変わらずのスーパーチートな隠し設定で返り討ちにしたらしい。

　なお、今回は地上最強の殺人技〈ＡＬＳ●Ｋ体操〉を会え得とくしていたとのこと。

「Attack Lightning Suicide Over Kill Exercise……現代日本では健康体操に偽装されているが、古代パンクラチオンの流れを汲くむ殺人格闘術よ。この技を極めし者は全身のチャクラが開き、重力を自在に操り、両眼から殺人光線を放つ……!!」

　全裸で殺し合うヤマト拳法みたいなものか。

　しかし、梨なし野のは望もち月づきさんの盾となって命を落とし、代わりにクールな三つ編み眼鏡めがねっ娘この美少女殺し屋が、珍しく哀かなしげな眼めをした望もち月づきさんの虜とりこになってしまった。身も心も。

「なんか、うら若き乙女が知る由よしもない、どっかの劇画みたいな展開ですね……」

　チートを通り越してチープというか。むしろ、わらしべ長ちよう者じやというか。

「うむ。オレも吠Ｌの姐ねえちゃンではなく、池いけ上がみ遼りよう一いちか叶かのう精せい作さくの作画でしか思い浮かばなかったンだが、その試練が逆に、ものぐさ太た郎ろうに新しい欲望を与えちまったンだな」

　アメリカへ渡った彼は、あっという間に巨大なメディア複合企業体コングロマリツトの経営幹部となり、日本法人の代だい表ひよう取とり締しまり役やくＣＥＯとして帰ってくるとかなんとか。

　大掛かりな復ふく讐しゆうか。適当な思いつきの暇つぶしか。

　ものぐさ太た郎ろうがモンテ・クリスト伯はく──巌がん窟くつ王おうになってしまった。

「でも、だったら……栗くり原はらさんが先に殺されていたんじゃないですか？」

「うむ。オレもそう思ったンだが、死んだ栗くり原はらとやらも社長の愛人だったようでな。まさに前ぜん立りつ腺せんの虎、肛こう門もんの狼おおかみというやつだ」

「うわあ……いや、たぶん意味が微妙に違うと思いますよ……」

　栗くり原はらと梨なし野のは同じ大手芸能事務所に所属し、社長は両刀使いだった。ひどい三角関係もあったものだ。それでも、国内ならどうとでもなるガラパゴスでやくざな業界だが、多国籍企業の外圧に勝てるほどの攘じよう夷い力りよくはない。

　社長さん、ご愁傷さまです。何をどうすれば、たった数ヶ月でそんなチート展開になるのか、まったく理解不能ですけど……。

　それはそれとして。

　師匠のビルの会議室は、まるで大学のゼミ講義のようだった。

「今回の件……考えてみたら、師匠が事前に説明してくれていれれば、もっとスマートに対処できたと思うんですよね……」

　最後列のみろくの主張に、２列目の三馬鹿も賛同した。

「小こ太た郎ろうとルイス、あと、姜カンの野郎には、それぞれ説明したンだがな」

「じゃ、小こ太た郎ろうは知っていたんですか？」

「いや、ずっと寝ていやがった。ステッキでぶン殴っても『むにゃむにゃ……姉ちゃんのおっぱいは小さいけど柔らかいにゃあ……』とか寝言をほざくだけで、まったく起きやしねェ」

「余計なお世話だ、この馬鹿！」

「うわあっ！　いきなりパイプ椅子の反則攻撃っ!?　姉ちゃんの愛はサディスティックすぎて興奮しちゃうよっ!!」

　みろくが即座に振り向き、３列目で寝ている弟へ場外乱闘な凶器攻撃を仕掛けたので、三馬鹿が一斉に飛びついて止めたが、彼女たちも小こ太た郎ろうを白眼視したのは言うまでもない。

「まー、確かに、夷い狄てきとの喧けん嘩かということで考えりゃ……」

「戦力的にも、その三人へ説明するのが、妥当。でも……」

「どうして、わたしたちに伝えてくれなかったんですか？」

　キサラ、ななみ、里り菜なは口々に不満を漏らしたが、その矛先も師匠ではなく小こ太た郎ろうへ向けられていた。

「……桃もも太た郎ろうとの主従関係ってのが、気に食わないんだよね～。ぼくらは友達なのに、どうして役割を演じなきゃならないのさー……」

　小こ太た郎ろうが不満そうに頰を膨らませて呟つぶやくと、三馬鹿は嬉うれしそうに小こ太た郎ろうへ抱きついた。

　まったくシンプル・イズ・三馬鹿だが、みろくは納得した。

　なるほど、小こ太た郎ろうは夷い狄てきとの戦いに三馬鹿を巻き込むと、彼女たちとの関係性が崩れると思って伝えなかったのか──。

　姉のみろくに伝えなかったのは、また別の意図があるのだろうが。

「まァ、小こ太た郎ろうを責めてもしゃあねェだろ。顕現者全員に精神攻撃を仕掛けてくるなンざ、誰が予想できるってンだよ」

　甘言を弄して騙だます──かぐや姫ひめの手練手管は覚えていたが、顕現者の脳髄と霊脈を利用して浅あさ草くさごと〈完全なる幽かく世りよ〉へすり替える大仕掛けから、実は本命であったみろくの現うつし身みを乗っ取るという策謀は、師匠の想像力を超えていた。

「つーか、てめェが本当に弥み勒ろく菩ぼ薩さつの化身だったとは、想像すらしなかったぜ」

「それに関しては、わたしもびっくりですよ……」

　弥み勒ろく菩ぼ薩さつが泥人形の赤子から有線転送したみろくのタマシイは、乗っ取られた現うつし身みの潜在意識に運ばれていた。

　そして、小こ太た郎ろうのベロチューで強制再起動し、現うつし身みを奪回したのだけど。

　あの一瞬だけは思い出したくない。

　どうにも恥ずかしくて、赤面してしまうから──。

　一方、現うつし身みを葬ほうむられた師匠は、本堂外陣の天井絵から抜け出した龍りゆうや天女と共に漂っていた幽霊──瀕ひん死しの幻体だったので、妖よう狐こと弥み勒ろくの言い争いまで聴くことはできなかった。

　よって、その時点では半信半疑だったのだが、事件後の小こ太た郎ろうの証言でいよいよ信じざるを得なくなった。

「そして、てめェも観かん音のん菩ぼ薩さつの化身たァ、何がどうなってンだよ!?」

「耳毛の爺じいちゃんが知らないのに、ぼくが知っていたら、そっちのほうがおかしいだろっ！」

　師匠の八つ当たりに反はん駁ばくした小こ太た郎ろうは、不意に思い出す。

「……そういえば、姉ちゃんの名前もばーちゃんが付けたんだけど、ばーちゃん、姉ちゃんの異能を見抜いていたのかもねっ☆」

「そ、そうかもね……」

「そ、そうかもな……」

　師匠はみろくから小こ太た郎ろうの名前の由来を聞かされていたので反応に困ったが、みろくが口ごもるので、敢あえて何も言わなかった。

「まったく……〈天あまの羽は衣ごろも〉を喰くっちまったそのコートといい、てめェらのばァさンはつくづく規格外の顕現者だったンだな……」

　かぐや姫ひめの宝パオ貝ペエ〈天あまの羽は衣ごろも〉は、神通力を蓄えることで空間を操り、現うつし世よと幽かく世りよを自由自在に転移する装置だ。

　満月の夜に舞い踊れば、幽かく世りよを現うつし世よへ割り込ませる〈異い形ぎよう祭さい〉も発動できる。

　なのに、祖母の形見──インバネスコートに変化はない。

　みろく自身に『能力』がないのだから、当たり前だけど。

「あれ？　お祖ば母あちゃんも浅あさ草くさ生まれの浅あさ草くさ育ちなのに、師匠の情報網には引っかからなかったんですか？」

「何を言ってやがる。ばァさンが元気だった頃は、老人クラブの社交ダンスやゲートボールでよく顔を合わせていたぞ」

　なんだ。顔見知りだったのか。

　しかし、師匠は急に苦々しい表情を浮かべ、愕がく然ぜんとした。

「言われてみりゃ、どうして気づかなかったンだ!?　そりゃまあ、弥み勒ろく菩ぼ薩さつの化身は、御お伽とぎ噺ばなしの顕現者ではねぇンだが……」

　師匠いわく、生前の祖母はオタサーの姫──もとい、老人クラブのアイドルだったらしい。

「見た目はばァさンになったみろくだが、中身は三馬鹿娘を全部ぶっ込ンで〈赫かぐ夜や姫ひめ〉まで足したような魔性の女でなァ。正直、オレは苦手だったンだ……」

　付いた渾あだ名なもアナタハンの女王ならぬ〈浅あさ草くさの女王蜂〉で、年金生活者から内閣総理大臣まで虜とりこにしていたらしい。そりゃ秘書もクビになるよね……。

「そういえば、姜カンさんからメールが届きましたよー」

「おい……勝手にメアド交換してンじゃねェぞ！」

　姜カンさんが日本へやってきたのは、「攘じよう夷いの結界を破られちまった。浅あさ草くさに〈赫かぐ夜や姫ひめ〉が顕現するぞ」という師匠のメールを受信したからだが、かぐや姫ひめとの戦いが終わってしまえば、滞在する理由がなかった。

　以下、かぐや姫ひめとの戦いを終えた翌日の会話──。

『ワタシ、国へ戻りマス。この国は〈赫カグ夜ヤ〉信者がいないデスから……でも、信者が現れたら知らせてくださいネ？　速攻で殺しに行きマス！』

　姜カンさんにとって、カルト教団〈赫カグ夜ヤ〉の殲せん滅めつは悲願なのだろうが──。

『あの……できれば、編あ女めさんは見逃してくれませんか？　組長のほうは徹底的に惨殺していいですけど』

　一応、言うだけ言ってみた。

『ハイ、編あ女めサンは諦めているだけデス。だから、ワタシはすべて許しマス』

『え？　どういうことですか？』

　返答は、予想もつかない斜め上だった。

『編あ女めサンはワタシの妻デス。顔を溶かされたのモ、教団のアイドルを独り占めしたとかナントカ……嫉妬に狂った〈赫カグ夜ヤ〉信者たちの暴走というやつデス』

　みろくが驚きよう愕がくの表情を浮かべたのは言うまでもなく。

　15年前──かぐや姫ひめの命令とはいえ、カルト教団の巫み女こという仕事に嫌気がさしていた編あ女めさんは逃亡し、素性も隠し、姜カンさんの妻になっていた。

『出会いは偶然デス。照れくさいケド、裵勇浚ペ・ヨンジユンのテレビドラマのようだったネ……』

　当時の姜カンさんは顕現者ではなく、ごく普通の整形外科医。

　仲なこ人うどは大学病院の同期だった麻酔医の熊くま田ださんだったそうな。８浪しているので、年上で子沢山らしいけど。

『だけど、襲撃の責任を感じた編あ女めサンは〈赫カグ夜ヤ〉へ戻ってしまったのデス……』

　そして、編あ女めさんが去ったことで、姜カンさんは金きん太た郎ろうの顕現者となった。

　もしかして、姜カンさんと敵同士になってしまったから、編あ女めさんは浅あさ草くさへ来たのだろうか──。

『でも、ワタシの彼女への愛は変わらないデス。そして、絶対に取り戻すと心に決めているのデス。彼女を苦しめる夷い狄てきとその信者どもを皆殺しにしてネ……!!』

『えーと……殺したいから殺すんじゃないんですか？』

『ハイ。殺し自体は、編あ女めサンを取り戻すまでの退屈しのぎデス！』

　まったくもって、愛は大変だ。

　あと、ルイスの部屋が荒らされていたのが、密航船で吞のみ込こまれた姜カンさんが〈完全なる幽かく世りよ〉を破壊し、何な故ぜか浅あさ草くさ──千せん束ぞく四丁目の独身アパートおとぎり荘そう２０２号室へ脱出した際の余波だったことも判明したけど、いろいろと話がややこしくなりそうなので、ルイスには黙っておくことにした。

　で、そのルイスは、聖なる脂肪を使い果たした挙げ句、風か邪ぜをこじらせて入院中であった。なんでも、体脂肪率が５％を切ると、病気への抵抗力が極端に低下するらしい。

　それはそれとして、姜カンさんから届いたメールですが。

「……取り戻した、みたいですよ」

「そうか」

　教祖の〈赫かぐ夜や姫ひめ〉を失ったカルト教団は内紛で自壊し、帰国した金きん太た郎ろうコンビにあっけなく殲せん滅めつされたらしい。

　ちなみに、メールの件名は以下の通りですね。





【From:〈Gold baresark〉

　Subject: Love was recovered】






　そして、余談が過ぎたので、以下、師匠の講義の概要を──。




「かぐや姫ひめの御お伽とぎ噺ばなしは〈迦か具ぐ夜や比ひ売めの命みこと〉が元型アーキタイプだが、実際には、大陸から来た最上級の夷い狄てき……白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾びの妖よう狐こが正体だ。現うつし世よを喰くらい尽つくす欲望だけで駆動する……あの悪意に満ちたインベーダーは、大陸で暴虐の限りを尽くしても飽き足らず、遣唐使船でこの国へ乗り込ンで来たのさ。零落した八や百お万よろずの神々……夷い狄てきの姫〈赫かぐ夜や姫ひめ〉としてな」

　白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾びの妖よう狐ことは、擬似生命系統樹に属し、９本の尻尾を持つ半獣半人の怪異にして、太古の神霊を始祖とする一族の末まつ裔えい──。

　絶世の美女へ化身する能力を持ち、古代中国／殷いんの紂ちゆう王おうを誘惑して国家滅亡の原因となった妲だつ己き、古代インド西域／南なん天てん竺じく耶ま竭が陀だ国こくの王子・班はん足ぞく太たい子しの妃きさきとなった華か陽よう夫ふ人じん、室町時代の神しん明めい鏡かがみや御お伽とぎ草ぞう子しに記された玉たま藻もの前まえなどが歴史に残っているが、同時に〈傾国の美女〉とも呼ばれ、たびたび討伐されていた薄幸の怪異だった。

「そして、かつてのオレ……菅すが原わらの道みち真ざねの政敵だった藤ふじ原わらの時とき平ひらや、道みち善よしや道みち仲なかの兄貴たちを次々と虜とりこにしたのさ。宇う多だ天てん皇のうは〈赫かぐ夜や姫ひめ〉の謀略に対抗すべく、オレを遣唐大使に任じ、夷い狄てきの直接侵入と宝パオ貝ペエ〈天あまの羽は衣ごろも〉による空間転移を禁じる攘じよう夷い結界の術式を組み上げるよう命じた」

　道みち真ざねの術式は、寛かん平ぴようの治──８９４年の時点では、唐とうから輸入した科学技術を中心に体系化された陰おん陽みよう道どうに日本土着の八や百お万よろずの神々への信仰である古こ神しん道とうや仏教を融合した神仏習合の修しゆ験げん道どうを加え、更に大陸の神仙や観かん音のん菩ぼ薩さつ、弥み勒ろく菩ぼ薩さつにも祈念し、協力を仰ぐことで完成した。

「おい、てめェら、気の毒そうな顔をするンじゃねェよ。あの当時は全部、まっとうな技術だったンだぞ。非合理的な迷信……オカルト化するのは遣唐使が廃止され、〈赫かぐ夜や姫ひめ〉を大陸へ追放した後の話だ」




　日本列島全域を覆い尽くす広大な攘じよう夷い結界を完成した道みち真ざねは、更にかぐや姫ひめを追討すべく、遣唐使船に乗った。

　かぐや姫ひめが侵略拠点として、南方の弧状列島に築いた〈琉りゆう球きゆう城じよう〉へ。

　熾し烈れつな戦いの末に瀕ひん死しとなったかぐや姫ひめは、宝パオ貝ペエ〈天あまの羽は衣ごろも〉の大規模空間跳躍ジヨウントで大陸へ逃走した。しかし、置き土産の時限爆弾──新型宝パオ貝ペエ〈呪いの玉手箱〉の煙を浴びた道みち真ざねは一瞬で老人と化し、そのまま不死の怪異に成り果てた。

「まったく、悪いことは重なるもンでなァ。ようやく都へ帰ったら、時とき平ひらたちの謀略で大だ宰ざい府ふへ左遷され、暗殺されちまった。とはいえ、オレには天女の血と不死の呪いがある。天てん満まん大だい自じ在ざい天てん神じんの神霊となり、朝廷のくそったれどもに災厄を与え、祀まつられることで、天てん拝ぱい山ざんで燃え尽きた屍しかばねを再生したのさ。１００年ほどかかったが、あの頃のオレの細胞は元気だったねェ……あァ？　もうひとりの浦うら島しま太た郎ろうだった椎しい根ねの組長？　ありゃあ、玉手箱開発の実験台にされた兄貴たち……道みち善よしか道みち仲なかのどちらかだ」

　肉体を再生した道みち真ざねだが、往時の記憶は欠落していた。

　それでも、陰おん陽みよう師じ・安あ倍べの泰やす成なりとして玉たま藻もの前まえの正体を見抜き、玄げん翁のう和お尚しようとして殺せつ生しよう石せきを破壊し、戊ぼ辰しん戦せん争そうでは幕府軍の重鎮として甲鉄艦と共にアメリカからやってきた夷い狄てきの軍団と箱はこ館だて五ご稜りよう郭かくで戦った。

「夷い狄てきの軍団は打ち払ったンだがな。幕府軍に潜り込ンでいた〈亀〉の夷い狄てき……編あ女めが土ひじ方かた歳とし三ぞうを背中から撃ちやがって、戦には負けちまった」

「あ、意外な有名人が出てきた」

　寝ねぼけ眼まなこの小こ太た郎ろうが言った。

「歳とし三ぞうか？　アイツは九死に一生を得たが、オレと同じく不死の怪異になっちまったンでな。本ほん郷ごう義よし昭あきと名を変え、軍事探偵なンぞをやっておった」

　南みなみ千せん住じゆの円えん通つう寺じに祀まつられているはずの死人は、明治、大正、昭和と生き延び、第二次世界大戦後は警視庁に異能犯罪専門部署まで作ったが、東京オリンピックの前日に失踪し、部署も消滅したらしい。

　一方、〈琉りゆう球きゆう城じよう〉から大陸へ追放されたかぐや姫ひめは懲りることなく謀略を繰り返し、唐とうを崩壊へ至らしめたことで、大陸の仙人たちにも攘じよう夷い結界を仕掛けられ、あらかたの神通力を奪われた上に、蛮族の地──西洋へ追放された。

　太古の神霊の末まつ裔えいであるかぐや姫ひめは不老不死の存在だが、現うつし身み──絶世の美女へと化身する能力を剝奪され、幽かく世りよを漂う幻体に成り果てたのだ。

　満月の夜、月の光を用いて現うつし世よへ顕現しても、狐きつね耳みみの幼女という不完全な状態では、現うつし身みの女へ取とり憑つくことすら難しい。

「仙人たちが仕掛けた追放の呪術は本当に容赦がねェぜ。だが、それで黙っている〈赫かぐ夜や姫ひめ〉でもねェ。直接介入はできなくとも、囁ささやき声ごえを聴いた小娘たちを〈端末〉に仕立て上げ、西洋文明の発展に細工を施したのさ」

　エンプレス・マチルダ、ジャンヌ・ダルク、エリザベス１世、メアリー・ステュアート、エカチェリーナ２世、ルクレツィア・ボルジア、バートリ・エルジェーベト、カトリーヌ・ド・メディシス、ラ・ヴォワザン──。

「思想と武器を与えられた西洋の蛮族どもは延々と殺し合い、殺さつ戮りくの歴史を操る〈赫かぐ夜や姫ひめ〉に血と怨えん嗟さを供給した」

　そうして、世界中の悪意を喰くらったかぐや姫ひめは、再び、極東への侵略を開始した。

　具体的には、幕末の騒乱に乗じ、少しずつ夷い狄てきと〈端末〉を送り込んだ。

　薩さつ長ちよう政せい府ふによる西洋文明化が臨界点へ到達し、殺さつ戮りくの西洋史に合流すれば、攘じよう夷い結界は自壊する──かぐや姫ひめはそう考えていた。１９４５年の夏までは。

「オレもまた、あちこち転々としながら、この国で白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾びの妖よう狐こがやらかした悪行を書き記していた。再戦に備えるためにな」

　西洋でのかぐや姫ひめの悪行と計画は、道みち真ざねも伝え聞いていた。

「だが、不死の呪いはオレの思考や記憶にまで影響を与えやがった。妖よう狐こが都を追われ、大陸へ逃げた話は月へ帰った話にすり替えられ、『竹取物語かぐやひめ』になっちまった。あと、〈赫かぐ夜や姫ひめ〉が〈琉りゆう球きゆう城じよう〉に男を招き入れ、籠ろう絡らくする手練手管を記したのが『浦うら島しま太た郎ろう』の物語だったンだが、気がつくと〈琉りゆう球きゆう城じよう〉は竜りゆう宮ぐう城じようになり、手練手管も省かれちまった」

　しかし、人間たちの新しい天敵──死を無限に撒まき散ちらす〈呪いの玉手箱〉から巨大なキノコ雲が立ち昇ったとき、終わってしまったのだ。

　夷い狄てきという種族の存在理由も。かぐや姫ひめ自身の存在理由も。

　人間の天敵という、この世界で演じていた役を失ってしまったのだ。

「……欲望って、難しいですよねえ」

「てめェは……唐突に何を言ってるンだ？」

「いえ、すべて丸く収まるのは、至難の業というか……」

　師匠の講義を聴きながら、みろくは考えていた。

　演じるということは、過去に失ったモノを探し当て、補塡することだ。

　師匠は過去の記憶を書き記し、かぐや姫ひめとの再戦に備えることで埋めようとしたけど、かぐや姫ひめは新しい現うつし身み──女性の肉体を求めていた。

　長いこと演じていた役を失った彼女は、表向きは夷い狄てきの姫を演じつつも、「極めて個人的な欲望」に存在理由を求めるしかなかったのだ。

　そして、彼女が本当に欲しかったのは、喰くらうことができなかった恋──。

　絶世の美女へ化身できなくなったから、憑ひよう依いして作り変えるしかなかったのだけど、彼女の現うつし身みに適した依より巫ましはなかなか見つからなかった。

　結果、「桃もも太た郎ろうになりそこねた」みろくを探し当ててしまったのだけど。

「たぶん……その恋にわたしは必要ないと思うよ？」





■　■　■






　気がついたら、かぐや姫ひめ──〈赫かぐ夜や姫ひめ〉との戦いから１年経たっていた。

　いまは２０２０年の秋で、浅あさ草くさの風景は相変わらず……と言いたいところだけど、新型コロナウィルスの大流行で、春から夏くらいまでは閑散としていた。

　隅すみ田だ川がわ花火大会も浅あさ草くさサンバカーニバルも中止なので、そりゃそうだ。

　東京オリンピックは１年延期されたけど、本当にできるんだろうか。

　浅あさ草くさだけならまだしも、クールジャパンとやらを能天気に誇っていた東京はもう元には戻らないのかも知れない。

　でも、秋あき葉は原ばらや池いけ袋ぶくろのサブカルチャーをシノギにしていた有象無象の悪党どもが淘とう汰たされるのなら、悪いことばかりでもないのか。椎しい根ね組ぐみの残党はアプリゲームのコンプガチャで荒稼ぎして格闘技団体を買収したりしてるけど。

　まあ、浅あさ草くさ生まれ浅あさ草くさ育ちの地元民である、わたし──桃もも瀬せみろくとしては、静かな浅あさ草くさも好きなんですが、観光客が来ないと経済的に成り立たない街だから、イベントが軒並み中止になったことで、わりと困ったことになっていた。

　わたしが勤めている『デイリーコルチャックジャパン』は、オカルト系のマニアックなニュースサイトだけど、浅あさ草くさの地域情報も扱っているからだ。

　逆に言えば、大きな変化はそれくらいで、ようやくゆるい日常が戻ってきた……はずなんだけど、かぐや姫ひめの侵攻で破られた攘じよう夷い結界は完全に塞がっていない。

　なので、中秋の名月あたりから、上じよう級きゆう夷い狄てきが外国人観光客に紛れ込んで浅あさ草くさにやってくるという、困った事態が起きている。

　もっとも、田舎者丸出しの上じよう級きゆう夷い狄てきたちは、マナー的には観光バスで浅あさ草くさ小学校前へ大量に来ていた中国人観光客と大差なく、迷惑ではあるのだけど、微ほほ笑えましい事件を起こす程度でなんとか収まっている。

　つい最近も、浅あさ草くさロック座ざへ公演取材に行ったら、〈異い形ぎよう祭さい〉で遭遇したあき竹たけ城じよう似にのおばちゃん夷い狄てきと再会したのだけど、「おらも燃えてぎたよ！」と、ばってん荒あら川かわばりに舞台へ乱入して踊り出していた。

　やっぱり、あまり嬉うれしくないむっちり巨乳をブンブン振り回して。

　観客のチ●ポはいろんな意味で限界だよ！

　……ということで、夷い狄てきの専門家兼通訳として、ときどき浅あさ草くさ警察署に呼ばれたりもする。

「おらは昔、本職のヌードダンサーでなァ。祭りのだびに、男だぢは老いも若きもギンギンのモリモリになってだんだァ」

　やっぱり山形弁で笑われた。

　つーか、そんな経歴まで本物と被かぶっているのか！

　あと、不思議なんだけども……普通の人間には、上じよう級きゆう夷い狄てきも「外国人観光客と同レベルの少し変わった人々」にしか見えないらしい。

　喩たとえるなら、『幽ゆう☆遊ゆう☆白はく書しよ』で妖怪が人間界に紛れ込んで、溶け込んでいた最終回あたりと似たような感じかな。

　小こ太た郎ろうには「喩たとえが古いよ、姉ちゃん」と言われたけど。




　さっきの通訳に限らず、最近のわたしはかなり忙しい。

　相変わらず『デイリーコルチャックジャパン』の記事を師匠に駄目出しされたり、元の体型（体脂肪率49％）に戻ったルイスに嫌みを言われつつも、今日のご飯のために働いている。

　小こ太た郎ろうと三馬鹿も青春を謳おう歌かしながら、夷い狄てき絡がらみで困ると、気まぐれに助けてくれる。

　助けてくれるのは有あり難がたいんですけど……かぐや姫ひめの侵攻後、会うたびに「家に戻ってきてよ」と言っていた小こ太た郎ろうがおとぎり荘そうへ引っ越して、あわよくば姉の部屋へ押しかけ同居する方針へ転換したのには、頭を抱えていた。

　いまとなっては懐なつかしい、レ●パレスの堀ほり北きた真ま希きのＣＭに影響を受けたらしいけど、あの弟、どう見ても姉と近親相姦する気まんまんだったよね？

「えー、あんな壁の薄いアパートじゃ、喘あえぎ声ごえが漏れまくりじゃないかー……いや、むしろ、他の住人に姉ちゃんのえろーすな喘あえぎ声ごえを聴かせたい芸術家肌なんだねっ！」

　やめろ馬鹿。どんな芸術家肌ですか。

　ところが、この馬鹿は本当に芸術家肌だった。

　今年の春、小こ太た郎ろうは上うえ野のの東とう京きよう藝げい術じゆつ大だい学がくに現役合格してしまったのだ。

　わたしは文系か理系かも知らなかったのだけど、三馬鹿も啞あ然ぜんとしていたので、何の勉強もせず、持ち前のセンスだけで合格したらしい。

　美術学部、前年度の現役合格率が34・６％という難関だったのに……。

　そして、それを口実に橋はし場ばの実家を出て、本当におとぎり荘そうへ引っ越してきた。

　当然の如ごとく、わたしの隣室──２０４号室を希望したけど、わたしが壮絶に嫌がったのと、引っ越したはずの住人が戻ってきたので、アメリカ人の硬さと日本人の大きさを兼ね備えた金髪デブ貴族の部屋を挟む形になった。

　なので、現在のおとぎり荘そうは小こ太た郎ろう２０１号室、ルイス２０２号室、みろく２０３号室という配置になっている。１階には誰も住んでいない。

　２０４号室に戻ってきたのは、仲なか見み世せ通どおりのふくろうカフェの店員だけど、どう見ても元レディースの金髪ヤンキー女だ。何ど処こで逆ナンしたのか、週イチでクールな眼鏡美少年を連れ込んでは朝方まで喘あえいでいて、実にやかましい。

　ちなみに、レ●パレスとどっこいどっこいの薄い壁越しにじっくり聴いたら、「攻せめ」が美シ少ヨ年タだったので、ちょっと興奮した。

　それはそれとして──以下、小こ太た郎ろうの入居を聞きつけた三馬鹿とのやりとり。

「これで小こ太た郎ろうも童貞喪失か……おっぱいの大きさとグラインドの激しさならアタシのほうが上なんだけどねえ……」

「正妻は無能なお姉さんで我慢するけど、愛人の座は渡さないから……」

「わたしは将来、日本初の女性総理大臣になって一夫多妻制導入を……」

　キサラ、ななみ、里り菜な──臨時休館に入る前の３月に行われた、浅あさ草くさＲＯＸまつり湯ゆの女子会は、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図と化していた。

「落ち着いて！　みんなマジで落ち着いて！　実の姉弟きようだいは結婚できないし、する気もないんだから！」




　なので、日々の仕事を終え、おとぎり荘そうへ帰ってきても、わたしの心はまったく休まらない。

　困り果てたわたしは、真面目に将来を考えた結果、師匠へ土下座し、来年から記者との兼業扱いで筑つく波ばの大学へ復学することにした。本当に土下座の多い小説だが。

　休学が長かったし、兼業の都合もあって、学生寮には入れそうもないから、おとぎり荘そうから定期券で通う羽目になるんじゃないかな？

　まあ、通っても浅あさ草くさからつくばエクスプレスで１時間なんですけどね。

　来年もオンライン授業のままかも知れないし。

　それでも、小こ太た郎ろうはことあるごとに２０３号室へやってきて、「姉ちゃん、ヌードモデルになってよ！　そして、ぼくのそそり立つ芸術をその桃尻で包み込むように爆発させて欲しいよっ☆」とか言い寄ってくるから、本当に困り果てている。

　しかし、絵を描くようになって、何な故ぜか料理の腕まで上がったので、どうにも拒みきれないのが悔しい。

　いつか、血の滴したたるような肉欲……もとい、食欲に負けて、すべてを許してしまうのではないかと不安になってくる。

　そんなことを考えているわたしは、２０１号室の住人の不在に安あん堵どし、ゴミ袋を抱えたまま、逃げるように階段を下りてしまった。




　どうにもバツが悪いので、そのまま近所のコンビニへ行くと、また〈赫かぐ夜や姫ひめ〉……幼女化したかぐや姫ひめと遭遇した。

「……なんで、わたしの周りをウロチョロしているんですか？」

「ふん。わらわの勝手じゃろ」

　師匠の殺せつ生しよう石せきでも完全に封じるのは無理だったのか、祖母の形見の外がい套とうと融合した〈天あまの羽は衣ごろも〉を取り返したいのか、それとも単に暇なのか。

　何にしても、師匠ではなく、みろくを観察している理由はよくわからない。

　どうも、不完全な状態で師匠と顔を合わせたくないらしいが。

　ちなみに、舟ふな和わの芋ようかんをちらつかせると震え上がって逃げる。

　まあ、気持ちはわからなくもないし、食事どきの方に悪いから、回想もしないけど。うちのお祖ば母あちゃんも無茶するよね……。




　かくして、小こ太た郎ろうに振り回され、かぐや姫ひめの視線を気にしながらも、わたしは御お伽とぎ噺ばなしのように都合良くは行かない生活を続けている。

　けれど、それなりに退屈はしないし、そこそこ幸せな日常を、現実を生きていく。

　弥み勒ろく菩ぼ薩さつの化身ではなく、桃もも瀬せみろくという平凡な人間の女として、わたしはゆっくりと老いていくのだ。お祖ば母あちゃんと同じように。
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　──これはゆめかうつつか、ひとへに観音の御利生なり。




「──めでたし、めでたし♪」

　定型句を口にして、みろくはノートパソコンを閉じる。

　師匠の事務所を退職するときに「餞せん別べつだ」と言われて渡されたものだから、もうネットの海に繫つないでもメールしか送れないし、未いまだに現役で動いているのが不思議なぐらいの型遅れだ。それでも、『百鬼目録フエイクロア』と名付けたフォルダの中には「三さん枚まいのお札ふだ」「酒しゆ吞てん童どう子じ」「赤あかずきん」「白しら雪ゆき姫ひめ」その他──御お伽とぎ噺ばなしのタイトルが付いたファイルが、無数に残っている。

　──むかしむかし、この国には桃もも太た郎ろうがおりました。

　──浦うら島しま太た郎ろう、力ちから太た郎ろう、ものぐさ太た郎ろうに金きん太た郎ろう、いろんな御お伽とぎ噺ばなしの英雄たちも。

　という書き出しはなんとも若気の至りだけど、すべて、若い頃のみろくが相対した夷い狄てきや顕現者にまつわる記事だ。『デイリーコルチャックジャパン』の記者というか使いっ走りで、汗水垂らして書き上げてきた代物である。

　その大半は、なかなか師匠のお眼鏡にかなわず、掲載されることもなく──世に出てもいないから、ほとんど誰も読んだことがないのだけど。

　ひとつひとつの物語を、みろくは鮮明に覚えている。

　忘れたくとも忘れられない、奇人たちとの破天荒な日々……。

　２０５９年のいまではもう、それこそ昔々のことなのだが。

　みろくは、今年で還暦を迎えていた。

　すっかり、２０１９年当時の師匠のような老人だ（あの不老不死の奇人は、現在もあの頃と同じ姿で矍かく鑠しやくとして様々な商売に手を出しているが）。ノートパソコンを閉じた指先にも、皺しわが増えた。

　自慢だった長い黒髪もすっかり色が脱けてしまい、我ながら御お伽とぎ噺ばなしの魔女か山やま姥んばのようだ。

　最後まで、ちゃんとした主役にはなれない運命なのだなと──笑う。

　まぁ、脇役でも構わない。むしろ主役など与えられても困ってしまうし、元気にはしゃげるような年齢でもない。

　たった一度。あの忌いまわしいかぐや姫ひめの事件の際に特別な運命を与えられ、主役──事態の中心に据えられ、それだけで満足というか、懲りた。

　ずっと憧れていたけれど、あんなにしんどいのなら主人公になんてなれなくてもいい。

　分不相応な願いだった。

　毎日の美お味いしい食事やお酒、親しいひとたちとの語らい、なにより充実していて楽しい読書や映画などの趣味……。あったかい家庭と、穏やかな生活。

　いま、みろくが享受している日常のほうが、そんな物語的な運命よりもよっぽど良い。

　我ながら、本当に──老いたということなのだろう。

　こみ上げてくる苦笑いを堪こらえつつ、みろくは独りごちる。

「まぁ、物語と違って、満足したからといって、そこで『めでたし、めでたし』と一区切りつけさせてはもらえないんだけど。いつ死んでもいいぐらいには、満足」

「──何か言ったぁ、おばあちゃん？」

　みろくの膝の上に寝そべっていた少女が、眠そうに目元を擦こすりながら言った。

　此こ処こは両親から受け継いで、建て替えられた橋はし場ばの高層マンションの居間だ。窓まど際ぎわに置かれたふわふわの座椅子に腰掛けて、みろくは日向ひなたぼっこしている。最近、こういう時間が増えた。

　優雅な余生を過ごしているみろくに寄り添って、孫の桃もも瀬せ弥み音おんが微睡まどろんでいる。

　今年で７歳になる、愛らしい女の子である。まだ御お伽とぎ噺ばなしを素直に楽しめる年齢だ。隔世遺伝でみろくから受け継いだらしい艶やかな黒髪と、目つきの悪さ。

　この子はみろくの昔話が大好きらしく、よく暇を見つけては「何かお話をして！」と甘えながらねだってくる。懐なつかれて悪い気はせず、みろくは今もそんな彼女のためにいろいろ語り聞かせていたところだ。

　かつての自分が体験した事件は、エログロナンセンスが過ぎて、そのまま７歳児には語れないので──あちこち伏せるか改変するか、まったく関係ない普通の童話を話しているが。

　語っても語ってもネタは尽きず、物語は滅ばず、楽しい時間は終わらない。

　次は千せん夜や一いち夜や物もの語がたりあたりでも話すか、あれならしばらくネタ切れはすまい──などと考えていると、不意に弥み音おんがビクッとして縋すがりついてきた。

　直じかに接しているみろくには、その動きが驚くほど大きく伝わってくる。

「どうしたの、弥み音おん？」

「お、おばあちゃん──」

　弥み音おんはか細く震えながら、部屋の隅っこを凝視している。

　そこに、うごうごと得体の知れぬ肉塊のようなものが蠢うごめいている。

　夷い狄てきだ。

　──あぁ、とみろくは嘆息する。

　弥み音おんは髪質や目つきだけでなく、こんなことまで受け継いでしまったのか。そういえば自分の場合も祖母からの隔世遺伝でいろいろな形質が顕あらわれていたのに、親はまったくの一般人だったなぁ……。なんて、ぼんやり思って。

　いまさら、あの程度の下か級きゆう夷い狄てきを恐れることもなく、堂々と告げる。

「大丈夫」

　穏やかに、優しく微ほほ笑えむ。

　そして、かつて己の祖母がそうしてくれたように──。

「怖がらなくてもいい。思春期にはよくあることで、おばあちゃんも同じだった。この世にはね、御お伽とぎ噺ばなしみたいに不思議なこともいっぱいあるの」

　孫の頭を撫なでて、みろくは今も纏まとっている魔ま除よけの外がい套とうを脱ぐ。

「しばらくは、混乱しちゃってうまく対処できないかもね。だから、弥み音おんの安全を守るためのものをプレゼントしてあげる。外を歩くときはこれを着て、決して脱がないでね。夏場は暑苦しいかも知れないけど、そのうち慣れるから」

　そして、老眼気味なのにまだ度も入れていない眼鏡も取って、孫に手渡す。

「あと、この眼鏡もかけて。見なくても日常生活を送る上では問題ないものが見えなくなるし、きっと弥み音おんを危険から遠ざけてくれる。だから大丈夫、安心して──」

　きちんと立派な祖母らしく、そう言った瞬間だった。




《ダメだよ姉ちゃん！》




　不意に、懐なつかしさすら覚える──弟の声が聞こえた。





■　■　■






「………!?」

　みろくは瞠どう目もくして、声なき悲鳴を上げた。

　気がつくと、己の周囲が赤黒い肉で充みち満みちていた。

　さながらピノッキオみたいに、何か巨大な生き物に丸まる吞のみにされたかのようだ……。ぬるぬると生なま温ぬるい体液が滴したたり落おちてきて、非常に気持ちが悪い。

　おまけに、みろくは全裸だった。

　さらに──信じがたいことに、そんな己に弟の小こ太た郎ろうが抱きついていた。

　小こ太た郎ろうも全裸だ。

「ぎゃあああああああ!?」

　みろくは絶叫し、何な故ぜか恍こう惚こつとした顔で女体にむしゃぶりついてくる弟を両手で必死に遠ざけようとする。だが、全身が焼肉バイキングのように多彩な内臓肉で覆われていて身動きが取れず、無駄にもじもじするぐらいのことしかできない。

　何だこれ。何だこれ。マジで何なんだこれは──。

　目をぐるぐるさせながら、みろくは息苦しくて喘あえぐ。

「おいコラ小こ太た郎ろうっ！　なんなのこれ？　同人業界で一瞬だけ流は行やった丸まる吞のみプレイか！　つうか、アンタ、何でそんなに若いの!?」

「……はい？」

　嬉うれしそうに裸の姉に頰擦りしている小こ太た郎ろうの肌は、垂れてくる体液を弾はじくぐらいに瑞みず々みずしい。よりどりみどりヨーデル食べ放題のハーレム状態だったくせに、姉のみろくに纏まとわりついては嫌がられていた、かぐや姫ひめの事件の頃の──まだ高校生の姿である。

「なに言ってんの、姉ちゃん？　ヘンな夢でも見てたの？」

「むしろ、いまのこの状況が悪夢以外の何だっていうの!?」

　喚わめきつつ、みろくは遅まきながら気づく。

　自分の声が若い。

　というか、全体的に──みろくまで小こ太た郎ろうが17歳だった頃と同じく、20歳の姿になっていた。白髪も黒々と染まり、爪の先まで健康的なピンク色だ。

　皺しわも染しみもない。よっしゃあ！　もう一花咲かせるか──と喜んでいる場合ではない。

「あれ、あれぇ……？」

　ひたすら困惑していると、不意にみろくの太ふと股もものあたりで何かが動いた。

　さっきまで、孫の弥み音おんが縋すがりついていた位置だ。

　不気味な感触がして我慢ができず、恐る恐るそちらを見て──みろくは絶句する。

「ちっ、もう目覚めよったか」

　そこで、雅みやびやかな薄紫色で長い髪の幼女が舌打ちしていた。

　どう見てもわたしの可か愛わいい孫ではないが、この幼女には見覚えがある──。

「アンタ──か、かぐや姫ひめっ!?」

「『様』をつけい、このくそったれの下民が」

「くそったれはアンタのほうでしょうが。お祖ば母あちゃんに開発された挙げ句、宇う宙ちゆう開かい闢びやく──」

「尾び籠ろうな話を思い出させるでないわ！」

　名を呼ぶと、無意味に偉そうに幼女──かぐや姫ひめが唇をひん曲げた。

「ちっ……。無能の小娘がまんまと夷い狄てきに化かされておるうちに、忌いま々いましい弥み勒ろく菩ぼ薩さつの加護を奪いつつ、ぬしの身体からだを乗っ取ってやろうとしたんじゃがのう。ぬるい夢を見せつつ、己の加護をわらわに譲るという行動をさせることで儀式は完遂できたんじゃが」

「え、アンタ……まだ、わたしの身体からだを狙ってたの!?」

「いい加減に諦めなよ、姫ひめちゃん……姉ちゃんの身体からだはぼくのものなんだから」

　小こ太た郎ろうが口を挟んできたが、いろいろ突っこみたい。まず最大の敵を気軽に姫ひめちゃん呼ばわりするのはどうかと思うし、みろくが弟の所有物になった覚えもない。

　でも。今は、この大馬鹿コンビに突っこみを入れている場合でもない。

「それよりも──」

「うむ。このままでは、我らの身体からだと意識は消化され吸収され、この正体不明の夷い狄てきに取り込まれてしまうのう。それは困る──実に困る。ぬしら姉弟きようだいはいずれわらわの餌になるんじゃ！　ぽっと出の野の良ら夷い狄てきに横から攫さらわれて堪たまるものかよ！」

　かぐや姫ひめが己の手のひらを掲げ、その爪を見る見る伸ばしてナイフのように尖とがらせる。

　それで、思いっきり周囲の肉壁を引き裂いた。

　鮮血が迸ほとばしる。

「──わぎゃあっ!?」

　重力に引かれ、みろくは抱きついている小こ太た郎ろうとかぐや姫ひめごと前のめりに倒れた。

　野の良ら夷い狄てきの血液でびちゃびちゃに濡ぬれながら、慌てて身を起こす。

「ご、ごほっ！　げほごほっ、うえぇ……血が気管に入ったぁ！」

　咳せきこみつつも慌てて近くに転がっていた外がい套とうを手繰り寄せたみろくは、全裸よりはマシかと思って身に纏まとう。小こ太た郎ろうは男だし、かぐや姫ひめはルイス方面のハードコアな奇行種でなければ性の対象にされるわけがないという建前の幼女だ。肌を隠すのは後回しでいいだろう。

　自分が最優先である。いつだって。

　誰にも文句は言わせない。仕方ないだろ人間なんだから。





■　■　■






「ちぇ～、もう隠しちゃうんだ？　でも裸コートというのも新感覚で逆にすごくいやらしいというか、痴女ものＡＶっぽくて最高だよ姉ちゃん！」

「黙れ弟。えっと──」

　しつこく抱きついてくる小こ太た郎ろうを足蹴にしつつ、みろくは周囲を見回した。

　どうやら、己の職場──師匠の事務所である。

　だいぶ見慣れた内装だが、あちこちに不自然な代物がある。

　赤黒い肉色の、壺つぼ──のようなものである。

　縦に細長く、表面には血管とか浮いているので、むしろ男性器のように見える。

　わたしの物語はこんなんばっかりか──下品かつ醜悪な眺めにげんなりしつつ、みろくは頭かぶりを振って身体からだを濡ぬらしているもろもろの液体を散らす。

　コートの内ポケットから眼鏡ケースを取り出し、中身を装着した。

　明瞭になった視界の中、あちこちに鎮座する謎の赤黒い壺つぼを観察していく。

「ふむ──」

　人間の姿を保つのは大変なのか、意外と肌を晒さらすのは嫌なのか、サービスなのか、もふもふの肌着に変化し、みろくの肌を覆ったかぐや姫ひめが理知的に呟つぶやく。

「これは壺つぼではないのう。形状を見るに鉢と呼ぶべきじゃな。そして、この鉢は人間を丸まる吞のみにし己の体内で消化し、栄養にしてしまう類たぐいの夷い狄てき……のようじゃの」

「何でそんなもんが……。っていうか、もしかして……」

　妙に冷静なかぐや姫ひめに引きずられ、落ち着いてしまいそうだったが、ふと嫌な予感を覚え──鉢のひとつに歩み寄る。

　丸まる吞のみにされないよう警戒しつつ、鉢に耳を添えると、内側から聞き覚えのある声がする。

　寝言なのか何なのか、女児向けアニメの主題歌が良いい声で歌われている。この歌、しょっちゅうアパートの薄い壁越しに聴こえてきたやつだ。

　つまり──。

「うわ、この中にルイスがいるっぽい！　小こ太た郎ろう、出してあげて！」

「りょ～かい。こんな細長い鉢にルイスさんが入るんだね、手品みたいだなぁ」

　気楽に言いながら、小こ太た郎ろうが幻刀を出現させる。

　そして、刀を振るというよりはバッティングセンターで遊ぶように、鉢を殴りつけた。

　あらゆる怪異を滅ぼす幻刀に討たれ、簡単に粉々になった鉢の内側から、予想通りトルコ相撲ずもうのようにぬるぬるした油っぽい液体まみれのルイスが、するっと滑り出してきた。

　失神している、というか眠っているらしく──そのまま倒れっぱなし。

「あぁ、そっかルイスさん、まだ脂肪が戻ってないんだ」

　小こ太た郎ろうが言う通り、ルイスはかぐや姫ひめとの戦いで失った体脂肪がまだ戻っていないらしく、どこから見ても完璧な細身のイケメンである。だからこそ目の毒で、全裸の彼からみろくは目を逸そらす。もう二度とこいつにドキドキしたくない。

　巨漢のルイスが鉢に収まっていた理屈に勝手に納得しながら、小こ太た郎ろうが次々に部屋中にある鉢を粉砕していく。鮮やかな手並み。

　すべての鉢に、みろくにも見覚えのある顕現者が収まっていた。

　三馬鹿──ななみ、キサラ、里り菜なはけっこう迂う闊かつというか、揃そろって夷い狄てきに負けまくっている嚙かませ犬いぬトリオなので意外でもないが、あの師匠まで全裸で鉢に収まっていたのには驚いた。

　このひともまだ、かぐや姫ひめとの戦いでの消耗から快復しきっていないのだろう。

　さらに、渡米して噓うそみたいなサクセスストーリーを展開しているはずの望もち月づきさんまで出てきたので、みろくは呆あきれた。たぶんまたいろいろ面倒くさくなって逃げてきたんだろう、世間の誰もが羨むような栄光を簡単に捨て去って。

「なんだかオールスター感謝祭というか、勢せい揃ぞろいって感じだね～？」

　全裸でぬるぬる濡ぬれた人体があちこちに転がっている猟奇的な室内で、浮き立つほどに爽やかな小こ太た郎ろうが刀の血振りをしながら、己の肩をとんとん叩たたいている。

「これって、いったい……何が起きてるのかな？」

「ふむ、ふむ……？」

　みろくの肌着になったかぐや姫ひめが、飛び散った鉢の破片に向かって少しだけ伸び上がる。ど根性ガエルみたいな動きをするな。

「こやつ、どうやらわらわの眷けん属ぞく──夷い狄てきではないらしいぞい。顕現者じゃ」

「はあ……？　いや、人間の形すらしていないんだけど……」

「夷い狄てきにも人間の形をしている者はおるじゃろうが、逆もまた然しかりということじゃ。偏見でモノを言うでないわ」

　それはまぁ、かぐや姫ひめの言う通りだ。

　顕現者と夷い狄てきの違いなんて、現うつし世よの住人として転生したか、幽かく世りよから来訪したかの違いでしかない。元を辿たどれば、どちらも八や百お万よろずの神々だ。

「こやつの名前は『鉢はちかづき』──来きたるべき最終決戦に備え、すべての顕現者を喰くらって己のちからに換えるつもりだったようじゃのう」

「姫ひめちゃん、何でそんなことがわかるの？」

　小こ太た郎ろうの問いに、かぐや姫ひめは胡う乱ろんげに応える。

「姫ひめちゃん言うな。馴な染じむな鬱陶しい──わらわ、まだおぬしら姉弟きようだいを怨うらんでおるんじゃからな？　よくも千年以上もかけて臨んだ、わらわの大望をぶち壊してくれよったのぉ、何度生まれ変わっても忘れんぞい？」

　毒づきながらも、けっこう律りち儀ぎに彼女は解説してくれる。

「わらわぐらいになると、顕現者や夷い狄てきに流れるちからを読み取って本質を理解することが可能なんじゃよ。神の視点──否いな、読者の視点で万物を俯ふ瞰かんできるんじゃ」

「神、ねぇ……。あぁ、それこそお祖ば母あちゃん──弥み勒ろく菩ぼ薩さつとか、なんだかメタ的な発言ばっかりしてたよね」

　みろくは曖昧に納得しつつも、ちょっと気になって問うた。

「ってか、『来きたるべき最終決戦』って何？　アンタ、また何かしょうもない悪巧みしてるの？」

「わらわは知らぬよ。見ての通り、今のわらわは弱っておる。悪さをする元気もないわい。せいぜい、この肌着に毛玉を作って痒かゆくするぐらいが関の山じゃ」

「わっ、地味に迷惑！　痒かゆい痒かゆい痒かゆいっ、止やめんかコラ！」

　肌着が急にごわつきだして、みろくは身み悶もだえして全身を搔かく。

　迷惑な妖怪変化め……。そのうち、やっぱり完膚なきまでに討滅してしまいたい。





■　■　■






「てめェら、和んでる場合か」

　不意に、厳かな声が響いた。

　見ると、誰よりも早く目を覚ました師匠が、ふらつきながら起き上がっていた。何ど処こからか取り出したステッキを片手に、みろく肌着モードを解除して抱きつこうとするかぐや姫ひめを殴って元へ戻しつつ、勝手知ったる事務所という感じで着替えを取り出し、身に纏まといながら──窓を大きく開く。

「外を見ろ。またぞろ、厄介な事態になってるみてェだぜ？」

　開かれた窓の向こう──。

　浅あさ草くさの街の景観が、どうにもおかしな具合になっていた。

　ちょうど事務所のビルが建っている浅あさ草くさ一丁目を境にして、向かって右側──隅すみ田だ川がわの向こうが大海原になっている。左側の上うえ野の方面は白っぽい色の砂漠だ……。

　半分が海、半分が砂漠という奇景である。

　海は頻繁に波打ち、砂漠を濡ぬらして水中に溶かしていく。

　逆に砂漠は高温を発し、海水をどんどん蒸発させ干上がらせていく。

　海と砂漠が喧けん嘩かをしている……。神話じみた光景だった。

　見慣れた浅あさ草くさの街は半分が海中に沈んでいて、もう半分は粉々にされて砂になったらしく──砂漠のあちこちから、まだ砕けきっていない看板や柱などが覗のぞいている。

「何……これ、世界の終わり？」

　みろくは呆ぼう然ぜんとして、ひたすら立ち尽くした。

「おい、そこのくそったれババア、さっき『鉢はちかづき』がどうとか言ってたよな」

「うむ──」

　愛する師匠に呼びかけられたが、くそったれの上にババア呼ばわりで乙女心が傷ついたのか、微妙に弱々しくかぐや姫ひめが応える。少し可か哀わい想そうというか、同じ女子としてみろくには断固抗議する準備がある。

「どうも『鉢はちかづき』は、この異変に対処するため、すべての顕現者を丸まる吞のみにしようとしておったようじゃ。本体が何ど処こにいるかは知らぬし、ちからを吸収しきれぬまま怪異に挑んで海か砂漠に沈んでおるかもしれんの」

「『鉢はちかづき』は旧ふるい馴な染じみだ」

　着替え終えた師匠は葉巻を探していたが、代わりの煙管キセルを口に銜くわえて語る。

「正義感の強いやつでな。馬鹿弟子の祖母が亡なくなるくれェまではゲートボールで交流があって、オレとも友達だったンだが……。呆ぼけて隠居したはずが、今さら出てきやがるとはな」

「あぁ、お祖ば母あちゃんの知りあいのひとなんですね」

　気づかなかっただけで、意外と昔から、自分の周りにはけっこう奇人がいたらしい。などと思いつつみろくが言うと、師匠は真顔になって紫煙を吐く。

「あぁ……。それこそ、てめェの祖母が秘書をしていた占い師が、ハワイで殺される直前、意味深な伝言を『鉢はちかづき』宛に残してたっけな。『浅あさ草くさの結界を守るべし』ってよ。『結界が破られると、異国の夷い狄てき勢力がこぞって侵略を開始するであろう』とか何とかな。オレは姥うば狐ぎつねの妄言だと思って、ガン無視していたンだが」

　師匠はふさふさの耳毛が濡ぬれたままで気持ち悪いのか、ティッシュで拭った。

「ふん。それはわらわの言葉ではないぞよ。東と亞あ子こは成人してから、一度もわらわの囁ささやきを聴くことはなかったからのう」

　みろく肌着モードのまま、今度は姥うば狐ぎつね呼よばわりされたかぐや姫ひめが付け加える。

「『鉢はちかづき』はその予言を覚えていて、いまになって重い腰を上げたってところか。かぐや姫ひめのときは傍観してたくせによォ──ったく、亀よりノロマな婆ばあさんだぜ」

「呆ぼけておったのが、顕現者への一斉精神攻撃で覚醒したのかも知れぬな」

　後から聞いた話だが──浅あさ草くさの老舗しにせ料亭の女将おかみだった『鉢はちかづき』には、多種多様な交友関係があり、占い師とも晩年まで親しかったらしい。

「でも、異国の勢力って……。かぐや姫ひめはこの通り、倒したじゃないですか」

　己の肌着を引っ張ってみろくが言うと、師匠はせせら笑った。

「おいおい、馬鹿弟子……世界地図を見たことねェのか？　異国ってのは中国や印イン度ドだけじゃねぇンだぞ？　むしろ有名な童話なら、欧州とかが本場だろうがよ」

「うむ。どうも、この異変はそのあたりの御お伽とぎ噺ばなしが原因のようじゃの」

　ちょっと健けな気げに思えるぐらい、師匠が何か言うごとに必死に相あい槌づちを打つかぐや姫ひめ。彼女はしばし沈黙し──窓の外の光景をじっくり解析すると、断言した。

「今、浅あさ草くさを覆い尽くしておる怪異……。海は『人にん魚ぎよ姫ひめ』のちからが原因じゃの。砂漠のほうは『シンデレラ』じゃ、あれは砂じゃなくて灰ってことかの」

『人にん魚ぎよ姫ひめ』に『シンデレラ』……それは確かに、世界的に見れば桃もも太た郎ろうなどすら比べものにならない大御所である。御お伽とぎ噺ばなしの最高峰が、浅あさ草くさへ押し寄せてきたわけか。

「はは。どうするよ。正直、尻尾を巻いて逃げたいところだけどよ──」

　言葉とは裏腹に、煙管キセルの灰を落とした師匠が、勇ましく肩を鳴らす。

「そういうわけにも、いかねェわな……。此こ処こは、オレたちの街だ」

　そして、颯爽と事務所の出入り口へ向かう。

　戦いに行くつもりなのだろうか。

　少なくとも、師匠には静観するという選択肢はないのだろう。

　ずっとこの世界の平和を守り続けてきた浅あさ草くさの翁おきなは──御お伽とぎ噺ばなしの英雄は、今回もまた当然のように戦うつもりなのだ。

　あらゆる怪異を討ち滅ぼし、幸せに暮らせる安穏とした日常を目指して。

　めでたしめでたし、で物語をまとめるために。

　それが顕現者の、我々の務めならば──。

「はぁ……仕方ないですねぇ」

　みろくは溜ため息いきをつき、そんな師匠の背中を追う。

「こちとら、雇われの身ですからね、働かざるもの食うべからずだし……。此こ処こが倒産するまでは、お給料分ぐらいは働きますよ」

「姉ちゃんがそうしたいなら、当然──ぼくも♪」

　幻刀を肩に担かついだまま、軽やかに弟がついてくる。

　そんな愛いとしい青年の気配を察したのか、失神していた三馬鹿──キサラ、ななみ、里り菜なも不意に起き上がったが、一糸まとわぬ全裸である。

「おい、『鉢はちかづき』の姫！　喰くらった着物を返してやれや！」

　師匠が虚こ空くうへ叫ぶと、呻うめき声ごえのような音と共に、鉢に吞のまれていた全員の衣服が一瞬にして再構築される。幽かく世りよ化かした街では「服を着ていた」という事実さえ返却されれば、あとは所有者の想像力で元通りだ。

　華麗にお色直しを終えて、みんな姦かしましく騒ぎながらついてくる。

　ルイス──力ちから太た郎ろうも。祖国へ帰ったはずなのに、またちゃっかり密入国してきたと思おぼしき姜カンさん──金きん太た郎ろうとお供の熊くま田ださんも。姜カンさんの伴侶となった編あ女めさんも。他にも見たことのないような奇人たちも、次々と目覚めてついてくる。顕現者と夷い狄てきの区別もなく。

　あの望もち月づきさんですら、奇人たちに背中を押されるように歩いていた。

　百鬼夜行だ。

　否いな──御お伽とぎ噺ばなしの英雄たちの行進だ。

　突撃だ。

　人々が物語を覚えて、愛して、語り続ける限り──この歩みは止まらない。

　今日も世界の何ど処こかで、愉快で賑にぎやかなお話が繰り広げられる。

　みろくも、そんな御お伽とぎ噺ばなしの一員として──物語の世界を歩いていく。

　主役でなくてもいい、まだまだ生きていたかった。

「そんじゃ、まぁ──」

　何気なく手を握ってくる弟は面倒だけど、振り払わずに。

「適当に、頑張りますか」

　桃もも瀬せみろくは、人間としての生を全うしていく。

「正直、すごい面倒だし、嫌だし、避けて通りたいけど。遠い未来に、本当に良いい思い出として──」

　いつか、その役目を終えるまで。

「かわいい孫とかに、愉快な昔話として語るために」

　この命が尽きるとき、めでたしめでたし──で物語を結ぶために。




　昔話の要素が充みち満みちた世界で、桃もも瀬せみろくは今を生きる。
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　『桃もも瀬せさん家ちの百鬼目録フエイクロア』創作ノート（続）







　怒ど涛とうの二ヶ月連続刊行、ということで──11月の１巻に続いて『桃もも瀬せさん家ちの百鬼目録フエイクロア』２巻をお送りいたします。

　本作は４人の小説家によるオムニバス形式（？）ですが、もともと四六判の分厚い一冊のつもりでシリーズ構成していたので、後編にあたるこの２巻はほとんど、ぼく（ゆずはら）が書いたエピソードになってしまいました。

　原因は１巻で書いた通り、多忙な日あ日き日らさんが第五章「かぐや姫」もぼくに丸投げしたからなんですが、著者表記も２人になってしまって、ＳＯＷさんと森もり崎さき亮りよう人とさんにはなんだか申し訳ありません。（表記は当該の巻で執筆した作家だけなのだそうです）




　さて、２０１５年秋──電撃文庫ではなく出版社でもない謎のクライアントから依頼された経緯は１巻で書きましたので、２巻では少しだけ裏話をしようかと思います。

　ぼくは最後に参加したんですけど、最初はボーカロイドブームを背景とした、楽曲と出版のメディアミックス企画だったようです。

　そういえば、『千せん本ぼん桜ざくら』とか『カゲロウプロジェクト』とか、流は行やってたなあ。

　だから「御お伽とぎ噺ばなしをモチーフとした現代伝奇で退魔もの」という和モノっぽいコンセプトだったんですが、ちょうどこの頃からブームが終息して、２０１６年末──単行本化はお蔵入りになってしまいました。

　連載用の公式サイトもありましたが、日あ日き日らさん担当の第一章「一いつ寸すん法ぼう師し」が未完成でしたので、これも凍結状態のまま自然消滅。

　あと、最後に参加したぼくが、どうして企画編集まで関与する羽目になったのか。

　これは、謎のクライアントが出版には詳しくなかったのと、４人の小説家で唯一、編集者のスキル持ちで、４人の中でもっとも暇だったという消去法です。身も蓋もないね。




　２０１８年秋──日あ日き日らさんが『恋こいの穴あなにおちた。』、ぼくが『メトロポリス探偵社　空くう想そう東とう京きよう百ひやつ景けい〈令れい〉』という小説をそれぞれ書き下ろすことになり、その縁でストレートエッジの助太刀を得て、企画を引き上げました。

　とはいえ、特に何も決まってなくて、お蔵入りにしておくよりは引き上げて完成すれば、いつか世に出す機会もあるだろう、という感じでしたが、待てば甘露の日和あり。

　今年の２月──電撃文庫から刊行が決まったので、『ブラックロッド』と『ブギーポップは笑わない』に衝撃を受けて小説を書き始めた20年前のぼくにタイムマシンで教えたら、「どうして貴様なンぞがァ！」と殴られました。噓うそです。

　なお、たまたま『鬼き滅めつの刃やいば』の大ヒットと鉢合わせたので、和モノで「桃もも太た郎ろうの鬼退治」というネタだったことを「便乗か」と笑う悪いひともいたようですが、あっちが始まったのは２０１６年ですし、２０２０年のライトノベルは甘あま々あまラブコメと百ゆ合りの世界ですから、伝奇退魔活劇は場違いもいいところでして。世間の流行とライトノベルの流行は違うのです。

　なので、電撃文庫編集部の名誉と尊厳のために記しておきますと、本作は『デュラララ!!』や『博はか多た豚とん骨こつラーメンズ』の路線ということで、企画が通ったらしいですよ。

　これはこれで意外なんですが──浅あさ草くさが舞台のご当地×裏社会もの[image: はてなかっこ]ですしね。




　かくして、それぞれの著者と関係者の名誉と尊厳のため、１巻に続いて、本作の何ど処こを誰が担当していたのか、改めて明示しますね。




【原作・原案】日あ日き日ら（１巻「序章」「一いつ寸すん法ぼう師し」、２巻「終章」）

【キャラクター＆世界観設定・シリーズ構成】

　　ゆずはらとしゆき（１巻「幕まく間あい」、２巻「猿さる蟹かに合戦」「かぐや姫ひめ」）

【執筆】ＳＯＷ（１巻「ものぐさ太た郎ろう」）、森もり崎さき亮りよう人と（１巻「浦うら島しま太た郎ろう」）

【イラスト・キャラクターデザイン】吠Ｌホエル

【企画協力】小こ瀧だき健けん太た郎ろう、三み木き一かず馬ま（ストレートエッジ）、柚ゆず原はら季とし之ゆき（パノラマ観光公社）




「あとがき」は「原作者」が書くべきだと思いますので、日あ日き日らさんに任せますが、３人の共著者の１人として一言──。

『桃もも瀬せさん家ちの百鬼目録フエイクロア』、此処ここまでご愛読いただきまして、有あり難がとうございました！








２０２０年11月　ゆずはらとしゆき／柚原季之









あとがき







　電撃文庫では初めまして。日あ日き日らです。

　他のＫＡＤＯＫＡＷＡ系列のライトノベルレーベルではそれぞれ本を出させていただいたり、アンソロジーに参加させていただいたりしたのですが、電撃文庫は初めてなのでちょっと落ち着かない感じです。感電しています（？）。

　今もそうでしょうが、僕の世代では電撃文庫といえばライトノベルの殿堂、憧れのレーベルでしたから。かくいう日あ日き日らもまだデビューもしていない単なる高校生だったころ、こちらの新人賞に応募したことがありました。

　世界中が謎の植物に覆われるなか、メインヒロインたる車椅子の人妻とともに植物の擬人化（美少女化）をネリチャギ（踵かかと落とし）で粉砕するみたいな話で、自分で言ってて何言ってるかわからないですけど、それこそ「むかしむかし」の話なので記憶が混濁しているのだと思ってくださいまし。

　本作「桃もも瀬せさん家ちの百鬼目録フエイクロア」は、そんな常に錯乱している日あ日き日らだけには任せちゃおれんと正常な判断をした優秀な方々の助けもあって、こうして無事に日の目を見ることができました。この場を借りて、そんな皆さまに感謝を捧ささげます。

　昔も今もライトノベル業界の中心で燦さん然ぜんと輝く電撃文庫さま、新世界を切り拓ひらくため努力を重ねるストレートエッジの担当編集たる小こ瀧だきさま、エロ・グロ・ナンセンスのごった煮みたいな本作を美麗な粧いによって「芸術」に昇華してくださった吠Ｌホエルさま、日あ日き日らが働かないせいで不要な苦労を強いてしまったＳＯＷさま、森もり崎さき亮りよう人とさま、ゆずはらとしゆきさま、そしてこの得体の知れない物語、というか変人たちのトンチキ言行録みたいなのを最後まで眺めてくださった読者の皆さま──すべての方々に、ありがとう。

　現実を蝕むしばむコロナを代表とした災禍は、御お伽とぎ噺ばなしのように簡単には解決しませんけど、それでも「めでたしめでたし」を諦めずに足あ搔がいていくしかないのでしょう。

　本作が、そんな日々を戦う誰かの癒いやしや幸いになることを祈っております。





日あ日き日ら









[image: ]







[image: ]










桃もも瀬せさん家ちの百鬼目録フェイクロア２








日あ日き日ら、ゆずはらとしゆき
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